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Ⅰ 理学部の教育目的と特徴 

 

１ 教育目的 

信州大学の基本的な目標として、以下のことが示されている（資料理１）。 

本学部の重要なミッションは、自然科学を学ぶことにより論理的な思考方法と深い洞察

力を身につけた学生を社会に送り出すことである。本学部の教育目標およびディプロマ・

ポリシー（以下、「DP」）、カリキュラム・ポリシー（以下、「CP」）、アドミッション・ポリ

シー（以下、「AP」）、は以下の通りである。（資料理２～３） 

資料理１ 信州大学中期目標（抜粋） 

 

（前文）大学の基本的な目標 

 

信州大学は，信州の豊かな自然と文化の中で，自然環境の保全，新しい文化の創造，人々の健康と

福祉の向上，産業の育成と活性化などを目指し，優れた教育研究を行うことによって，大学に求めら

れている社会的使命を果たすことを理念としている。  

この理念のもとに，全学の構成員が新たな可能性に挑戦するための将来構想「信州大学ビジョン

2015」を策定した。  

本学は，この将来構想に基づき，信州の歴史と立地条件を活かした個性豊かな学部が協働し，総合

力と相乗効果を発揮させ，世界へ飛翔する「オンリーワンの魅力あふれる地域拠点大学」の構築を目

指し，第二期中期目標期間中において，以下の事柄に重点を置いて取り組む。  

 

（１）未来の社会を展望した有為な人材教育の実践  

学生の視点に立ち，高度専門職業人としての専門的知力の修得を支援するとともに，優れた社会的課

題解決能力などの人間力と豊かな人間性を備え，社会で指導的役割を果たしうる人材を育成する。 

（出典：信州大学ホームページ「中期目標・中期計画，各評価結果」）

 

資料理２ 信州大学理学部理念・教育目標（抜粋） 

 

 [理念]：理学部は知的好奇心探求の場です。理学部では，グリーンサイエンス，すなわち環境に負荷

を掛けない持続的発展の可能な社会を支える基盤的な科学・技術の教育・研究とフィールドワークを中

心に自然環境の保全についての教育・研究を実践しています。その基本理念は，自然界の多種多様な現

象を詳細に検討し，その中に存在する法則性を探求することにあります。 

信州大学理学部では，この理学の基本理念と信州大学の理念に基づいて，信州の豊かな自然，その歴

史と文化，人々の営みを大切にします。  

知的資産と活動を通じて，自然環境の保全，人々の福祉向上，産業の育成に役立てます。 

世界の多様な自然，文化，思想を理解し，受け入れ，共に生きる若者を育てます。  

個性を大切にすると共に，専門分野を越えた広い視野と，柔軟な適応性を養います。 

研究の成果を人々の幸福に役立て，自然の尊厳を傷つけるために使うことのないよう責任を持ちま

す。 

 

[目標]：信州大学理学部は，理学の基本理念と信州大学の理念に基づき，教育，研究，社会貢献，国

際交流において，次の目標を掲げます。 

 

[教育]：自然界の多種多様な現象に常に知的好奇心と探究心を抱く人材を育てます。 それぞれの専門

分野についての深い知識を有するとともに，専門分野を越えた課題にも柔軟に対処できる，幅広い知識

と視野，適応性を兼ね備えた，社会に役立つ人材を育てます。 信州の優れた自然を体験的に教材とし

て利用し，自然と調和の取れた科学の発展に貢献できる後継者の育成に努めます。 

（以下省略） 

（出典：信州大学理学部ホームページ「理念・目標」） 
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資料理３ DP，CP，AP 

 

信州大学 DP 

信州大学は，豊かな自然環境と，伝統ある歴史と文化に恵まれた信州に立地する大学です。本学では，

かけがえのない自然や文化を愛する気持ちをもって，人類文化・思想の多様性を受け入れ，豊かなコミ

ュニケーション能力を持つ教養人であるとともに，高度な専門知識と能力を備えて自ら課題を発見し，

その解決にむけて挑戦する心をもった個性的な人材を育てることを理念・目標に掲げています。本学は，

この理念・目標を踏まえて，以下に示す資質，知識や能力を，共通教育（教養教育，基礎教育），専門教

育及び課外活動を含む大学内外での幅広い教育活動を通じて培うこととし，ここに本学の学士課程に共

通する学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を定めます。 

豊かな人間性 

・みずからを他者や社会との関わりのなかで捉え，自己啓発に努めることができる【自己認識・自 

己啓発マインド】 

・理想や倫理観をもって社会の平和的・持続的発展のために行動できる【社会的行動マインド】 

人類知の継承 

・人類の知を継承し，それらの成果の上に立って未来について創造的に考えられる【人類知の継承 

と未来創造マインド】 

・世界の多様な文化，思想，歴史，芸術に関する幅広い素養がある【多様な文化受容マインド】 

・科学諸分野の歴史やその成果に関して幅広く理解できる【科学リテラシー】 

社会人としての基礎力 

・日本語および外国語を用い，的確に読み，書き，聞き，他者に伝えることができる【言語能力】 

・対話を通じて他者と協力し，目標実現のために方向性を示すことができる【コミュニケーション 

能力，チームワーク力，リーダーシップ】 

・多様な情報を適切に取捨選択し，分析・活用できる【情報活用力】 

・みずから問題を見出し，すじみちを立てて解決できる【問題発見・解決能力】 

科学的・学問的思考 

・自然や社会の現象を普遍的な尺度や数量的指標を用いて理解できる【普遍的・数量的理解力】 

・専門学問分野における知識・技能を備え，それらを応用できる【専門知識と応用力】 

・専門以外の他分野に関する体系的な知識や素養がある【専門外の知識】 

環境マインド 

・信州の自然・文化的環境への興味と関心をみずから深めることができる【地域環境に関する理解】 

・自然および人類社会が直面している環境問題を理解することができる【環境基礎力】 

・地球環境と人類文化との調和・共生のため，積極的に行動することができる【環境実践力】 

 

理学部 DP 

信州大学理学部の理念と目標に則り，以下の知識と能力を充分培った学生に「学士（理学）」の学位

を授与します。 

自然界の多種多様な現象に常に知的好奇心と探究心を抱く素養。[自然科学の基礎知識] 

それぞれの専門分野についての深い知識を有するとともに，専門分野を越えた課題にも柔軟に対処で 

きる，広い視野と適応性を兼ね備えた，社会に役立つ知識と能力。[各学科の学位授与の方針（ディ 

プロマ・ポリシー）] 

自然と調和の取れた科学の発展に貢献できる能力。 [自然科学に関する知識の応用] 

 

学科 DP 

（数学科） 

数学科の理念と目標に則り，以下の能力と見識を充分に培った学生に対して， 「学士（理学）」の 

学位を授与します。 

１. 数理科学的な問題ないし自然界の多種多様な現象に対して，常に変わらぬ知的好奇心と探求心を 
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抱き，理学を継続的に学習してゆかんとする意志力。 

２. 数学および自然情報学の専門知識を修得し，かつ，それを応用駆使する修練を充分に積み重ねて 

おり，様々な状況に直面した場合，自らの課題を発見し，培ってきた自身の数理学的知性に基づく総 

合的な判断・対処ができる，高度専門職業人としての能力と見識。 

３. 数学の文化的基盤を支え，理学の普及に，また，自然との調和が取れた科学の発展に貢献し得る 

意志力と見識。 

（理学科） 

理学科の理念と目標に則り，以下の知識と能力を充分に培った学生に対して，「学士（理学）」の 

学位を授与します。 

１.自然科学を通して，自然を愛し理解するための幅広い知識と理解力。 

２.専門知識に基づく論理的な思考力とともに，分野を越えた課題にも柔軟に対処できる適応性と応 

用力。 

３.自然との調和を重んじ，科学の発展に貢献できる能力と見識。 

 

理学部 CP 

１．共通教育においては，教養科目と基礎科目を通して幅広い人文・社会科学の教養ならびに国際的 

なコミュニケーション能力を身につける教育を行います。 

２．専門教育では，学科共通科目である基礎理学科目とグリーンサイエンス科目を通して自然科学の 

幅広い基礎知識を身につけるとともに，学生自ら選択した学位取得ルートに従い，それぞれの専門分 

野を中心に基本的な原理を理解し，多様な数理や自然現象についての知識とそれらを解析する実践的 

な能力と論理的な思考力を養います。 

３．最終年次は，それぞれの分野の専門知識をさらに深め，先端的な研究ならびに境界領域の研究に 

触れつつ，研究の方法を学ぶとともに，自由な発想と柔軟な創造力を養う教育を行います。 

 

学科 CP 

（数学科）  

数学科のカリキュラムは，当学科のディプロマ・ポリシーのもと，次の項目を意識して作成されて 

います。 

・学生の成長に効果的な授業課程 

・個々の学生に行き届く指導体制 

・基礎学力の養成 

・社会人として不可欠な能力の養成 

１年次・２年次前期では，豊かな教養を身につけるとともに，数学・自然情報学への入門をはたし 

ます。２年生後期以降では，次の２コースの一方を選択し，そのコースの授業課程にしたがって履修 

します。 

数理科学コース ：数学における代数系・幾何系・解析系の学習をする。 

自然情報学コース：自然科学との有機的関連を意識しながら数理科学の学習をする。 

   それぞれのコースでは，「標準」「学際」「先進」の３つの教育プログラムが用意され，２年次後期 

以降に，学生が自らプログラムを選択しそれに従って学習をすすめます。 

  標準プログラムでは，２年次後期・３年次に各コースの基礎的な知識・能力を修得します。４年次 

では卒業研究を選択し数理科学の専門分野をより深く学ぶこと，または数理科学および関連領域の分 

野をより広く有機的，総合的に学ぶことが可能です。 

  学際プログラムでは，４年次に卒業研究を行う代りに，自ら定めた履修計画に従って複数のコース

や理学科の開講科目を履修し，広い視野で数理科学を学びます。 

  先進プログラムでは，標準プログラムで用意されている授業に加え，専用に用意されているアドバ 

ンス科目を履修することにより高度な専門知識とスキルを習得します。本学大学院理工学系研究科進 

学予定者は，４年次には大学院の授業科目を先取り履修することも可能です。 

（理学科） 

理学科のカリキュラムは，当学科のディプロマ・ポリシーのもと，次の項目を意識して作成されて 
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います。 

・個々の学生のニーズに応じた効果的な授業課程 

・個々の学生に行き届く指導体制 

・基礎学力の養成 

・社会人として不可欠な能力の養成 

１年次では主に，豊かな教養を身につけるとともに，自然科学の基礎とグリーンサイエンスの入門 

を学習します。 

２年次以降は「物理学」，「化学」，「地球学」，「生物学」及び「物質循環学」のいずれかのコースに 

軸足を置きつつ，自ら選択したカリキュラムにしたがって学習します。これを通してそれぞれの専門 

分野を中心に基本的な原理を理解し，多様な数理や自然現象についての幅広い知識とそれらを解析す 

る実践的な能力と論理的な思考力を養います。 

最終年次は，それぞれの分野の専門知識をさらに深め，先端的な研究ならびに境界領域の研究に触 

れつつ，研究の方法を学ぶとともに，自由な発想と柔軟な創造力を養う教育を行います。 

 

信州大学 AP 

(1) 求める学生像 

信州の悠久の歴史と文化，豊かな自然環境のもと，地域に根ざし世界に開かれた信州大学は，真理 

への探究心とチャレンジ精神を培い，高度な専門知識と深い思索力を基にして，課題を探求し解決す 

る能力を備えた人材を育成します。 

また，豊かな人間性と広い視野をもち，身につけた知識や技術を人類文化と社会の持続的発展に役 

立て，世界の平和と自然環境の保全のために活かすことのできる，意欲あふれる若者を育てます。 

信州大学は，このような教育の理念・目標を実現するために，以下のような資質を備えた人たちを 

積極的に受け入れます。 

人間と自然を愛し，人との出会いを通じて学び合おうとする人 

知的好奇心が旺盛で，課題に向かって主体的に行動できる人 

多様性を理解し受け入れ，独自性を大切にする人 

社会・環境・国際問題に関心をもち，世界に貢献したいと考える人 

(2) 入学者選抜の基本方針 

信州大学の教育の理念・目標に則り，各学部の特性に応じた適切な方法で多様な入試を実施し，大 

学教育を受けるにふさわしい能力・適性等を多面的・総合的かつ公正に評価し，選抜します。 

 

理学部 AP 

信州大学理学部は，学部の基本理念・教育目標に基づき，次のような意欲を持った学生を求めていま

す。 

自らの目標を定め，積極的に学ぼうと努力する人 

自然を愛し，自然との共生を実践しようと考える人 

自然界の多種多様な現象に対する知的好奇心や探究心が旺盛な人 

専門分野を越えた広くかつ長期的な視野で，人類社会に貢献したいと考える人 

大学入学前の高等学校の課程等を能動的に幅広く学び，国語，外国語，数学，理科，地理歴史，公民

で学習したことを身に付けている人 

 

学科 AP 

（数学科） 

  数学科では，数学の好きな人，数学の得意な人，数理的な能力を伸ばしたい人，数学や関連分野に 

強い関心を持つ人，数理的な思考の方法を磨きたい人の入学を歓迎します。 

（理学科） 

  理学科では，自然科学の好きな人，自然科学の得意な人，科学的な能力を伸ばしたい人，自然科学 

や関連分野に強い関心を持つ人，科学的な思考の方法を磨きたい人の入学を歓迎します。 
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（出典：信州大学ホームページ「信州大学アドミッション・ポリシー」 

信州大学理学部ホームページ「理学部について」） 

 

 

２ 組織の特徴や特色 

本学は、８学部で構成され県内５キャンパスに分散しており、本学部は、全学の共通

教育を行う全学教育機構（以下「機構」）とともに松本キャンパスにあり、４年一貫教育

を行っている。（資料理４～６） 

本学部は他大学に比べて地理的条件からくる特質をいくつかもっており、信州の地の

利を生かしたフィールドワーク関連の施設これらの施設を含めたフィールドを活用した実

験、実習を展開している。（資料理７） 

これらの特質を活かし、グリーンサイエンスの考え方に基づき、教育、研究、社会貢献に

取り組んでいる。 

資料理４ キャンパス配置図 

 
（出典: 信州大学ホームページ「交通・キャンパス案内」）

 

資料理５ 全学教育機構の概要 

全学教育機構とは  

 全学教育機構は、信州大学が定める教育上の基本方針に基づき、本学の共通教育（各学部が編成

する教育課程のうち、本学学生に対する教養教育、基礎教育及び日本語・日本事情に係る教育につ

いて、全学協力体制のもとに、全学共通に行う教育）及び教職関係５学部（人文学部、理学部、工

学部、農学部及び繊維学部）の教職教育（教育職員の免許状授与の所要資格を得させるための教

育）の実施機関として、各学部と緊密に連携し、全学的な見地から共通教育に係る教育課程の企画

及び円滑な実施を図るとともに、本学が掲げる高度専門職業人養成の教育目標を達成するため、学

部一貫教育を前提に本学の教育に関する研究開発、企画及び支援を総合的に行うことを目的として

います。 
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1 年次生は、全学部生が全学教育機構で学びます。 

 信州大学は長野県内の 5 つのキャンパスに８学部が散在していますが、全学部の１年次（医学部

医学科は２年次まで）は、松本キャンパスの全学教育機構に集い、共通教育科目を受講します。 

全学の教育力を結集した共通教育を実施します。幅広い教養と基礎的能力を獲得できます。 

 信州大学の共通教育は、全学教育機構の教員とともに、全学部の教員が当然の責務として行うと

いう全学協力体制に立脚しています。これにより、学生は、全学教員の専門知識を生かした、いわ

ば大学の総力を結集した科目を学ぶことが可能になります。 信州大学は、幅広い教養と基礎的能

力に基づく課題探求能力、豊かな人間性や国際性をもった人材育成を目指しております。 

(出典: 信州大学全学教育機構ホームページ「全学教育機構とは」)

 

資料理６ 信州大学全学教育機構規程 

(目的) 

第 2 条 機構は、信州大学(以下「本学」という。)が定める教育上の基本方針に基づき、本学の共通

教育(各学部が編成する教育課程のうち、本学学生に対する教養教育、基礎教育及び日本語・日本

事情に係る教育について、全学協力体制のもとに、全学共通に行う教育をいう。以下同じ。)及び

教職関係 5 学部(人文学部、理学部、工学部、農学部及び繊維学部をいう。以下同じ。)の教職教育

(教育職員の免許状授与の所要資格を得させるための教育をいう。以下同じ。)の実施機関として、

各学部と緊密に連携し、全学的な見地から共通教育に係る教育課程の企画及び円滑な実施を図ると

ともに、本学が掲げる高度専門職業人養成の教育目標を達成するため、学部一貫教育を前提に本学

の教育に関する研究開発、企画及び支援を総合的に行うことを目的とする。 

(全学協力体制等) 

第 3 条 共通教育及びこれを履修する学生(以下単に「学生」という。)の修学指導は、全学協力体制

により実施するものとし、各学部は、その実施体制の管理及び運営に責任を負うとともに、本学の

すべての教員は、その構成員として共通教育の実施及び学生の修学指導を担当することを任務とす

る。 

2 機構は、前条の目的を達成し、次条に定める業務を遂行するため、附属図書館、総合健康安全セ

ンター、総合情報センターその他の関係部局(以下「関係部局」という。)と有機的に連携するとと

もに、関係委員会等と緊密に連携協力する。 

(出典:信州大学規程集)

 

資料理７ フィールドワークの利点と関連施設 

＜利点＞ 

・自然に近く接することによって真理を探究する姿勢と意欲を涵養できるため、数

学、物理、化学などの基盤的科学の推進に適している。 

・豊富な自然にめぐまれ山岳や陸水・雪氷、動植物の教育研究や宇宙線等の観測に最

適である。 

（出典:理学部事務部作成、「大学概要 2015」）

施設名称 所在地（市町村） 

※すべて長野県 

山岳科学研究所山地水環境教育研究センター 諏訪市 

山岳科学研究所木崎湖観測所 大町市 

山岳科学研究所上高地ステーション 松本市 

山岳科学研究所菅平ステーション 上田市 

山岳科学研究所乗鞍高原ステーション 松本市 

宇宙線地下観測所 長野市，安曇野市 

 

 

３ カリキュラムの特徴・特色 

３－１ カリキュラム改正と専門科目の特徴 

本学部は平成 27 年度に改組を行い、６学科を２学科７コース制とした。各コースに３

つのプログラムを置き、学生は希望にあわせて１つのプログラムを選ぶことができる。ま

た、新カリキュラムでは、学生のニーズに応じてコースを越えて履修科目を自由にカスタ

マイズすることができる。カリキュラムの中心に学部共通科目としてグリーンサイエンス
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科目（うち 12 単位必修）を設置しており、理学部生として不可欠な自然科学における幅

広い基礎知識と応用力を養成する。（資料理８） 

資料理８ 改組前後の教育組織図・改組のポイント 

○授業科目を体系化した７つのコース〈専門性〉 

   〔数学科〕 ①数理科学コース 

         ②自然情報学コース 

   〔理学科〕 ③物理学コース 

         ④化学コース 

         ⑤地球学コース 

         ⑥生物学コース 

         ⑦物質循環学コース 

○学生のニーズに応じた３つのプログラム〈理学力の質〉 

①標準プログラム…専門性の確保を主目的にした，標準的な教育プログラム 

②先進プログラム…高度な専門知識とスキル修得と大学院修士課程までの 6 年一貫履

修を目指す。より能動的学習意欲を持つ学生のためのプログラム。

標 準プログラムに加えて、アドバンス科目と大学院先取り科目を

履修し、専門分野でのより深い知識に裏付けられた研究力と課題解

決能力を身につける。 

③学際プログラム…未知なる問題に対する解決能力をより醸成するために，自ら選ん

だ特定課題に対し分野を超えた幅広い知識とスキルを修得すること

を目指す学生のためのプログラム 
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（出典：理学部事務部作成、信州大学理学部の改組について（概要）より抜粋）

 

 

３－２ 共通教育 

本学は、主に１年次が受講する共通教育科目と専門科目で教育課程を編成している。

（資料理９～11） 
資料理９ 信州大学学則 

  (教育課程の編成方針) 

第 42 条 各学部は、本学、当該学部及び学科又は課程等の教育上の目的を達成するために必要な授

業科目を自ら開設し、体系的に教育課程を編成するものとする。 

2 教育課程の編成に当たっては、学部等の専攻に係る専門の学芸を教授するとともに、幅広く深い

教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するよう適切に配慮するものとする。 

 (授業科目の区分) 

第43条 本学で開設する授業科目は、その内容により共通教育科目及び専門科目に分ける。 

(出典:信州大学規程集)
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資料理 10 共通教育の概要 

学部の専門教育に進み、将来健全な社会人、高度専門職業人として活躍する人材を育成するため、

幅広い教養と基礎的能力に基づく課題探求能力、豊かな人間性や国際性の修得及び人間力向上を目指

す。 

 特に、環境に配慮した意識と生活者としての環境マインドを醸成し、サスティナビリティーの自覚

を促す。さらに、グローバル化時代を生きる新しい世代に不可欠な、学際的・複合的視点に立って自

ら課題を探求し、論理的に物事をとらえ、自らの主張を的確に表現しつつ行動していくことができる

能力を育成する。 

 
(出典:冊子「ミッションの再定義に基づく教育研究の高度化・機能強化」)

 

資料理11 共通教育科目区分一覧 

教養科目：学部・学科(課程)を越えた全学生の素養として必要な科目 

教養講義 信州大学の理念・目的に沿って、幅広く深い教養及び総合的な判

断力を培い、豊かな人間性を涵養するための教養科目 教養ゼミナール 

基礎科目：大学教育（学部一貫教育）の基礎となる科目 

外国語科目 

全学生に共通に必要な科目 健康科学科目 

新入生ゼミナール科目 

基礎科学科目 複数の学部で基盤となる科学について共通教育で開講する科目 

日本語・日本事情 

日本語・日本事情科目 外国人留学生のために開講する科目 

専門入門科目 

 専門入門科目 
学部の専門科目として開講され、他学部生は教養科目として履修

できる科目 

（出典：経営企画課作成）

 

 

４ 入学者の状況 

本学部の出身地域別の志願者数、受験者数、合格者数、入学者数は以下の通りである。

（資料理 12） 
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資料理 12 理学部の出身地域別の志願者数、受験者数、合格者数、入学者数 

 

（出典：経営企画課作成）

 

本学部の志願倍率（一般入試）は以下の通りである。（資料理 13） 

資料理 13 志願倍率 

 

（出典：経営企画課作成）
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本学部の入学者に占める新卒者・既卒者の割合は以下の通りである。（資料理 14） 

資料理 14 理学部の入学者に占める新卒者・既卒者の割合 

 

 
（出典：経営企画課作成）

 

本学部の入学者に占める男女比の割合は以下の通りである。（資料理 15） 

資料理 15 入学者に占める男女比の割合 
 

 
（出典：経営企画課作成）

 

本学部のアドミッションポリシー（前掲資料理３、p３）に基づいた選抜方法によって学

生を受け入れている。 (資料理 16～17） 
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資料理 16 平成 27 年度選抜方法募集人員 

 

（出典：理学部事務部作成）

 

資料理 17 平成 27 年度入学試験科目一覧 

 

入 試 区 分  学 科 ・コース 出 題 科 目 名 等  センター試 験

一
般
入
試
（
前
期
日
程
） 

数 学 科  数 学 （数 学 Ⅰ・数 学 Ⅱ・数 学 Ⅲ・数 学 A・数 学 B） 

課 す 

理 学 科  

物 理 学 コース 理 科 （物 理 基 礎 ・物 理 ） 

化 学 コース 理 科 （化 学 基 礎 ・化 学 ） 

地 球 学 コース 

面 接 （物 理 基 礎 ・物 理 、化 学 基 礎 ・化 学 、生 物

基 礎 ・生 物 又 は地 学 基 礎 ・地 学 から 1 科 目 を選

択 し、選 択 した科 目 の範 囲 を含 む口 頭 試 験 ） 

生 物 学 コース 面 接 （生 物 基 礎 ・生 物 の範 囲 を含 む口 頭 試 験 ） 

物 質 循 環 学 コース 小 論 文  

一
般
入
試
（
後
期
日
程
） 

数 学 科  

数 学 （数 学 Ⅰ・数 学 Ⅱ・数 学 A・数 学 B） 

数 学 （数 学 Ⅲ） 

理 科 （「物 理 基 礎 ・物 理 」、「化 学 基 礎 ・化 学 」、 

    「生 物 基 礎 ・生 物 」、「地 学 基 礎 ・地 学 」か

ら一 つ選 択 ） 

課 す 

理 学 科  

物 理 学 コース 個 別 学 力 検 査 等 は行 わない。 

化 学 コース 
数 学 （数 学 Ⅰ・数 学 Ⅱ・数 学 A・数 学 B） 

 

数 学 （数 学 Ⅲ）、理 科 （「物 理 基 礎 ・物 理 」、「化

学 基 礎 ・化 学 」、 

    「生 物 基 礎 ・生 物 」、「地 学 基 礎 ・地 学 」）

から二 つ選 択  

地 球 学 コース 

生 物 学 コース 
数 学 （数 学 Ⅰ・数 学 Ⅱ・数 学 A・数 学 B） 

理 科 （「物 理 基 礎 ・物 理 」、「化 学 基 礎 ・化 学 」、 
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物 質 循 環 学 コース
    「生 物 基 礎 ・生 物 」、「地 学 基 礎 ・地 学 」か

ら二 つ選 択 ） 

A
O

入
試 

数 学 科  
面 接 の基 本 的 な資 料 とするための筆 記 課 題  

個 別 の面 接  
課 さない 

理 学 科  地 球 学 コース 
面 接 の基 本 的 な資 料 とするための実 地 試 験  

個 別 の面 接  
課 す 

推
薦
入
試 

理 学 科  

物 理 学 コース 面 接 （口 頭 試 問 を含 む） 課 す 

化 学 コース 
面 接 の参 考 とするための基 礎 学 力 テスト 

面 接  
課 さない 

物 質 循 環 学 コース 面 接  課 さない 

 

（出典：平成 27 年度信州大学学生募集要項より抜粋）

 

 

［想定する関係者とその期待］ 

在学生・受験生・それらの保護者 

 在学生は、理学部の教育目的に照らし、広い学問的素養と理学の基礎を修得した上で各

コースの専門性を培うことができることを期待している。 

教育サポートとしては、クラス担任によるきめ細かい指導や、長期欠席時の本人・保護

者への連絡・面談などに期待を寄せている。また授業の中味についても、教員による不断

の改善努力を期待している。さらに、教職・学芸員資格取得のためのカリキュラムやキャ

リア教育、理数系教員養成などの充実したサポート体制についても期待を寄せている。 

 

卒業生 

卒業生からの期待として、「専門分野の理論を深く教育する」、「専門に拘らない、幅広

い教養教育を実施する」、および「語学教育に力を入れる」などが挙げられる。また、「学

生のカウンセリング、学生の学修支援、経済支援を充実すること」、「地域への貢献」、「社

会での存在意義のアピール」も挙げられる。 

 

卒業生の雇用者 

企業や官庁等、卒業生の就職先は、職務遂行のための能力（問題を発見し仮説を立てて

検証する能力、情報を収集し整理する能力、ものごとを分析する能力、わかりやすく話す

／文章を作成する能力）を期待している。 

 

進学先の大学院関係者、学生の研究関連学会や関係機関 

論理的思考力と理学の基礎知識や専門的な技量を培った教育が行われていることを期待

している。 

 

地域社会・自治体 

論理的思考力を身につけ、自然科学の基礎的な素養を着実に習得した人材及びこれら

を習得した理数系教員の輩出を期待している。また、地域社会への生涯学習の提供や研究

内容の開放を期待している。 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 

 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点 教育実施体制                                

 

（観点に係る状況） 

1. 教員組織および教育体制の刷新とその効果 

①学術研究院、全学教育機構と学部 

教員の流動性を確保し、全学的な教育、研究マネジメントを可能とするため、教員組織

として学術研究院を平成 26 年度より設置した。（資料理 18）また、学士課程の共通教育科

目を担当する教育組織として全学教育機構を設置している。 

資料理 18 学術研究院と学部との関係 

 

学術研究院は、３の学域・10 の学系により構成する。すべての教員は、いずれかの学系に所属し、職

務として次のいずれかに携わる。（複数の兼務もあり） 

１）学部・大学院、全学教育機構において、教育・研究に携わる。 

２）医学部附属病院において、診療・教育・研究に携わる。 

３）先鋭領域融合研究群において、研究に携わる。 

４）大型研究センター（拠点形成型の外部資金プロジェクト）において、研究に携わる。 

５）各教育研究（支援）センター等において、担当業務に携わる。 

これにより、先鋭領域融合研究群の研究者への研究重点環境の提供や学部横断型の教育を実現し、

研究の高度化や時代の要請に柔軟かつスピーディーに対応した教育を推進する。 

 

（出典：「大学概要 2015」をもとに経営企画課作成）
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②学部の構成 

 平成 27 年度の改組により、個別性の高い理学部の学問分野の専門性を確保しつつ、互

いに関連の深い理学分野を広く学ぶこともできることとした。（前掲資料理８、ｐ８、資

料理 19） 

資料理19 学生の声に応じたプログラムの設定 

 

（出典：信州大学理学部の改組について（概要）より抜粋）

 

本学部の教育体制は次のとおりである。（資料理 20～21） 

資料理 20 担当教員配置表 

（平成 27 年 4 月在籍 教授，准教授，講師，助教） 

学科 コース 

大学設置基

準上の必要

教員数 

理学部

の 

所属教

員数 

（）内

は教授

教授 准教授 講師 助教 計 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 小計

数学科 

数理科学 
8 名かつ教授

4 名以上 

15 名 

（6

名） 

6 0 1 0 1 0 3 0 11 0 11

自然情報学 0 0 4 0 0 0 0 0 4 0 4

理学科 

物理学 
8 名かつ教授

4 名以上 

48 名 

（25

名） 

7 0 4 1 0 0 0 0 11 1 12

化学 5 0 3 0 0 0 2 1 10 1 11
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地球学 5 0 2 1 0 0 1 0 8 1 9

生物学 4 0 4 0 0 0 0 0 8 0 8

物質循環学 4 0 2 1 0 0 1 0 7 1 8

  合計     31 0 20 3 1 0 7 1 59 4 63

（出典：理学部事務部作成）

 

資料理 21 研究分野一覧 

（平成 27 年 4 月在籍 教授，准教授，講師，助教） 
学科等 職位 職位 氏名 研究分野，キーワード，テーマ 

数学科 

数理科学 

教授 花木 章秀 代数学，アソシエーション・スキームの表現と指標 

講師 沼田 泰英 代数学，数え上げ組合せ論 

助教 和田 堅太郎 代数学，表現論，ヘッケ環， 量子群，組み合わせ論 

教授 栗林 勝彦 幾何学，トポロジー，空間の代数的模型 

教授 玉木 大 幾何学，ホモトピー，高次ループ空間の構造とその応用

准教授 五味 清紀 幾何学，Gerbe を使った場の理論の量子化 

助教 境 圭一 位相幾何学，埋め込みの空間のトポロジー 

教授 一ノ瀨 弥 
偏微分方程式論，数理物理学，Feynman 経路積分の数学

的定式化 

教授 髙木 啓行 関数解析学，関数空間上の荷重合成作用素の研究 

教授 谷内 靖 偏微分方程式，流体方程式，非圧縮性流体の解析 

助教 筒井 容平 実解析学と実解析視点からの偏微分方程式の研究 

自然情報学 

准教授 中山 一昭 非線形物理学，渦の可積分性 

准教授 乙部 厳己 
解析学基礎，マリアヴァン解析，無限次元空間上の発散

定理 

准教授 謝 賓 数理系科学，伊藤解析，確率偏微分方程式 

准教授 佐々木 格 解析学基礎，数理物理と場の量子論 

理学科 

物理学 

教授 宗像 一起 
宇宙線物理学，宇宙天気，「宇宙線風」の観測による宇

宙空間の研究 

教授 竹下 徹 
素粒子物理学実験，宇宙開闢のなぞを加速器で解き明か

す 

教授 小竹 悟 素粒子理論，数理物理学，対称性 

教授 川村 嘉春 素粒子，場の量子論，余剰次元と超弦理論に関する物理

准教授 加藤 千尋 宇宙線の観測実験，数値実験 

准教授 長谷川 庸司 ヒッグス粒子，加速器を用いた高エネルギー物理学実験

准教授 奥山 和美 超弦理論，場の理論，一般相対性理論と量子力学 

教授 武田 三男 
強誘電体，光物性，フラクタル，物質による電磁波の制

御 

教授 天児 寧 
金属物性・材料，磁性がからむ新機能材料(合金)につい

ての基礎研究 

教授 樋口 雅彦 物性物理学，量子力学，第一原理計算手法の開発 

准教授 中島 美帆 超電導，希土類およびウラン化合物の高圧下物性 

准教授 志水 久 
エントロピー，計算機シミュレーションによる相転移の

解明 

化学 

教授 樋上 照男 電気分析学，レーザーを用いる電気化学測定法の研究 

教授 金 継業 超音波による新しい反応場の形成と分析化学への応用 

教授 大木 寛 無機化学，固体の結晶構造と分子の運動 

准教授 石川 厚 
無機物理化学（分子運動，イオン交換），同位体科学，

原子核と化学 

助教 竹内 あかり 無機化学，生体医工学・生体材料学，セラミックス 

教授 尾関 寿美男
物理化学，磁場の中での物づくりと物の性質や生命への

磁場の影響 

教授 小田 晃規 
精密有機合成，π-電子系共役化合物の合成および機能

性に関する研究 

准教授 太田 哲 
構造有機化学，有機機能化学，酸化還元応答性有機分子

の開発 

助教 浜崎 亜富 
コロイド・界面，光化学，強磁場中での物質の挙動と生

態系への影響 
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助教 庄子 卓 
有機化学，新規芳香族化合物の合成・反応と物理化学的

性質に関する研究 

准教授 巽 広輔 
電気分析化学，液液界面，電気化学測定法にもとづく生

体関連反応の解析 

地球学 

教授 保柳 康一 
堆積地質学（堆積相解析，シーケンス層序学，古環境解

析），地球環境変遷 

准教授 吉田 孝紀 地層科学，地質学（層序学，堆積学，堆積岩岩石学） 

准教授 山田 桂 層位・古生物学，古環境復元，微化石 

助教 常盤 哲也 構造地質，応用地質，付加体 

教授 三宅 康幸 固体地球惑星物理学，火山現象 

教授 原山 智 
火成岩岩石学（珪長質マグマ岩石学，火成活動史，造山

論） 

教授 森清 壽郎 岩石・鉱物・鉱床学，地球化学，ノジュール 

教授 牧野 州明 鉱物学，アルカリ長石の組織 

准教授 斎藤 武士 
火山学，磁気岩石学的手法による磁性鉱物の結晶化と火

山噴火プロセスの研究 

生物学 

教授 佐藤 利幸 
植物生態学（比較生活史，植物地理，個体発生成長，定

量比較形態），形態分化 

教授 市野 隆雄 生物間相互作用の進化生態学，共進化 

教授 浅見 崇比呂 生態・環境，進化生物学，左右性，種形成のメカニズム

准教授 高橋 耕一 
植物生態学，森林生態系における多種共存機構，外来植

物の動態 

准教授 東城 幸治 進化生物学，生物多様性・分類，発生生物学 

教授 久保 浩義 
植物分子生物学，植物生理学，植物の色素合成を調節し

ているしくみの解明 

准教授 髙田 啓介 
生物多様性・分類，動物生態学，淡水魚類の種分化と絶

滅プロセスの解明 

准教授 柴田 直樹 発生学（生殖生物学），メダカを用いた生殖生物学 

物質循環学 

教授 戸田 任重 
陸水学，集水域における物質（特に窒素）循環に関する

研究 

教授 朴 虎東 
環境毒性学（生態毒性学），アオコの発生機構，アオコ

毒素 

准教授 島野 光司 生態，環境保全，自然地理学，植生 

准教授 國頭 恭 植物栄養学・土壌学，環境動態解析 

教授 公文 富士夫 地質学，古気候学，湖沼堆積学，砂岩岩石学，気候変動

教授 鈴木 啓助 
気象・海洋物理・陸水学，環境動態解析，山岳地域にお

ける環境変動，雪 

准教授 村越 直美 堆積学，堆積物，堆積環境，砕屑物循環 

助教 岩田 拓記 
大気―地表面間のエネルギー・物質交換，乱流輸送の観

測技術 

学術研究

院理工学

域理学系 

  助教 山本 雅道 陸水生物学，魚類生態，渓流魚，外来魚，水生昆虫 

環境・エ

ネルギー

材料科学

研究所 

  准教授 宮丸 文章 
未踏破電磁波領域，フォトニック結晶による面白い光学

特性に関する研究 

  准教授 飯山 拓 
ナノスペース，X 線と吸着測定による微小空間中の分子

集団構造の解明 

  助教 髙橋 史樹 
微量薬物成分分析のための濃縮分離・検出技術の創出に

関する基礎研究 

山岳科学

研究所 

  教授 花里 孝幸 
陸水生態学(プランクトン生態学)，生態毒性学，バイオ

マニピュレーション，ミジンコ 

  准教授 宮原 裕一 環境影響評価，環境政策・環境社会システム，河川調査

  助教 朝日 克彦 地理学，環境動態解析，中部山岳の雪氷圏変動 

  助教 髙梨 功次郎
植物-微生物共生系の包括的解明，植物二次代謝産物の

代謝と輸送 

全学教育

機構 

  教授 大塚 勉 層位・古生物学，山地の活断層の研究 

  准教授 伊藤 靖夫 分子遺伝学，遺伝的形質転換の分子機構 

  准教授 今津 道夫 
植物病理学，菌学，樹病学，さび菌類の分類と生態に関

する研究 

  講師 三澤 透 
天文学，クェーサー吸収線，活動銀河核，宇宙の化学進

化 

（出典：理学部事務部作成）

 

必修科目は専任教員が原則的に担当し、選択科目は必要に応じて非常勤講師が担当して

いる（資料理 22～23）。 
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資料理 22：平成 27 年度科目開講状況（専任教員担当教科） 

＜数学科＞ 

科目名 主担当教員 
対象

学年

開講 

期 

曜日 

時限 

単

位

数

グリーンサイエンス通論 金 継業 他 1 後期 月 1 2 

線形代数学Ⅰ 沼田 泰英 1 前期 月 3 2 

線形代数学Ⅱ 玉木 大 1 後期 月 3 2 

微分積分学Ⅰ 髙木 啓行 1 前期 木 3 2 

微分積分学Ⅱ 髙木 啓行 1 後期 木 3 2 

力学 三澤 透 2 前期 金 2 2 

電磁気学 三澤 透 2 後期 金 2 2 

物理学概論Ⅰ 宗像 一起 1,2 前期 金 2 2 

物理学概論Ⅱ 天児 寧 1,2 後期 金 1 2 

化学概論Ⅰ 大木 寛 1,2 前期 火 2 2 

化学概論Ⅱ 尾関 寿美男 1,2 後期 木 2 2 

生物学概論Ⅰ 久保 浩義 他 1,2 前期 月 5 2 

生物学概論Ⅱ 戸田 任重 1,2 後期 金 5 2 

地学概論Ⅰ 三宅 康幸 1,2 前期 月 1 2 

地学概論Ⅰ 三宅 康幸 1,2 前期 火 2 2 

地学概論Ⅱ 公文 富士夫 1,2 後期 火 1 2 

化学実験 石川 厚 他 1,2 前期 木 4,5 2 

生物学実験 今津 道夫 他 1,2 前期 金 4,5 2 

地学実験 大塚 勉 1,2 後期 火 3,4 2 

代数入門 花木 章秀 2 前期 月 1 2 

代数入門演習 花木 章秀 2 前期 月 2 2 

環論 和田 堅太郎 3 前期 月 3 2 

線形代数学演習Ⅰ 沼田 泰英 1 前期 月 4 1 

環論演習 和田 堅太郎 3,4 前期 月 4 2 

微分積分学特論Ⅰ 謝 賓 1 前期 火 1 2 

熱・波動方程式論 佐々木 格 3,4 前期 火 1 2 

自然情報学基礎講義 謝 賓 3,4 前期 火 2 2 

自然情報科学特別講義Ⅲ（生保数理） 稙田 和孝 3,4 前期 火 3,4 2 

自然情報科学特別講義Ⅳ（年金数理） 鎌田 史男 3,4 前期 火 3,4 2 

トポロジー 五味 清紀 3 前期 水 1 2 

代数学特別講義Ⅲ 沼田 泰英 3,4 前期 水 3 2 

幾何学特別講義Ⅲ 五味 清紀 3,4 前期 水 2 2 

関数論Ⅰ 谷内 靖 2 前期 水 3,4 4 

幾何学特別講義Ⅳ 玉木 大 3,4 前期 水 4 2 

微分積分学詳論Ⅲ 乙部 厳己 2,3,4 前期 木 1 2 

情報科学演習 佐々木 格 他 1 前期 木 2 2 

線形代数学続論 五味 清紀 3,4 前期 木 3 2 

微分積分学演習Ⅰ 髙木 啓行 1 前期 木 4 1 

電磁気論 中山 一昭 3,4 前期 木 4 2 

実解析学演習 一ノ瀬 弥 3,4 前期 金 1 2 

情報処理Ⅰ 佐々木 格 2,3,4 前期 金 2 2 
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実解析学Ⅰ 一ノ瀬 弥 3 前期 金 2 2 

数理モデル論 乙部 厳己 3,4 前期 金 3 2 

幾何入門 栗林 勝彦 2 前期 金 3,4 4 

解析学特別講義Ⅱ 一ノ瀬 弥 3,4 前期 集中 2 

自然情報科学特別講義Ⅴ（損保数理） 本多 正憲 3,4 前期 集中 2 

数理統計学 乙部 厳己 2,3,4 後期 金 2 2 

解析学特別講義Ⅰ 一ノ瀬 弥 3,4 後期 月 1 2 

実解析学Ⅱ 一ノ瀨 弥 3 後期 月 2 2 

線形代数学演習Ⅱ 玉木 大 1 後期 月 4 1 

情報科学概論 乙部 厳己 3,4 後期 水 1 2 

群論 沼田 泰英 2 後期 火 2 2 

群論演習 沼田 泰英 2 後期 火 2 2 

微分積分学詳論Ⅱ 謝 賓 1 後期 火 3 2 

変分法・解析力学 佐々木 格 3,4 後期 火 3 2 

集合論 玉木 大 1 後期 水 1 2 

関数解析学 筒井 容平 3,4 後期 水 2 2 

代数学特別講義Ⅳ 花木 章秀 3,4 後期 水 3 2 

代数学特別講義Ⅶ 花木 章秀 3,4 後期 水 4 2 

関数論Ⅱ 谷内 靖 2 後期 水 3,4 4 

多様体論 五味 清紀 3 後期 木 1 2 

微分方程式と力学 中山 一昭 2,3,4 後期 木 1 2 

微分方程式と力学演習 中山 一昭 2,3,4 後期 木 2 2 

幾何学特別講義Ⅵ 境 圭一 3,4 後期 木 2 2 

微分積分学演習Ⅱ 髙木 啓行 1 後期 木 4 1 

体論 花木 章秀 3 後期 木 4 2 

確率論 謝 賓 3,4 後期 金 3 2 

位相空間論 栗林 勝彦 2 後期 金 3 2 

位相空間論演習 栗林 勝彦 2 後期 金 4 2 

卒業研究 
数理・自然情報

科学科全教員 

4 
通年 

不定期
12

アドバンスゼミ 栗林 勝彦 1 後期 不定期 1 

アドバンス演習・実験・実習Ⅰ 栗林 勝彦 2 前期 不定期 1 

アドバンス演習・実験・実習Ⅱ 栗林 勝彦 2 後期 不定期 1 

アドバンス演習・実験・実習Ⅲ 栗林 勝彦 3 前期 不定期 1 

アドバンス演習・実験・実習Ⅳ 栗林 勝彦 3 後期 不定期 1 

数理実務体験実習 谷内 靖 3 通年 集中 1 

＜理学科：物理学コース＞ 

科目名 主担当教員 
対象

学年

開講 

期 

曜日 

時限 

単

位

数

グリーンサイエンス通論 金 継業 他 1 後期 月 1 2 

線形代数学Ⅰ 栗林 勝彦 1 前期 木 3 2 

線形代数学Ⅱ 五味 清紀 1 後期 水 1 2 

微分積分学Ⅰ 中山 一昭 1 前期 金 3 2 

微分積分学Ⅱ 謝 賓 1 後期 金 4 2 

化学概論Ⅰ 大木 寛 1,2 前期 火 2 2 
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化学概論Ⅱ 小田 晃規 1,2 後期 火 2 2 

生物学概論Ⅰ 久保 浩義 他 1,2 前期 月 5 2 

生物学概論Ⅱ 戸田 任重 1,2 後期 金 5 2 

地学概論Ⅰ 三宅 康幸 1,2 前期 月 1 2 

地学概論Ⅰ 三宅 康幸 1,2 前期 火 2 2 

地学概論Ⅱ 公文 富士夫 1,2 後期 火 1 2 

化学実験 巽 広輔 他 1,2 前期 火 3,4 2 

生物学実験 今津 道夫 他 1,2 前期 水 4,5 2 

地学実験 大塚 勉 1,2 後期 火 3,4 2 

量子物性Ⅱ 樋口 雅彦 3,4 前期 月 1 2 

物理学演習Ⅲ 加藤 千尋 2 前期 月 2 2 

物理学演習Ⅰ 宗像 一起 他 1 前期 月 3 2 

量子力学Ⅲ 川村 嘉春 3 前期 月 3 2 

量子力学Ⅰ 川村 嘉春 2 前期 月 4 2 

宇宙物理学 宗像 一起 他 3,4 前期 月 4 2 

電磁気学Ⅲ 武田 三男 3 前期 火 1 2 

物理学演習Ⅳ 奥山 和美 2 前期 火 2 2 

物性序論Ⅰ 樋口 雅彦 3 前期 火 2 2 

物理学演習Ⅶ 中田 陽介 3 前期 火 3 2 

物理数学Ⅱ 小竹 悟 2 前期 水 1 2 

物理学実験Ⅱ 宮丸 文章 他 2 前期 水 3,4 2 

物理学実験Ⅲa 
中島 美帆 他 

3 前期 水 3,4 

金 3,4 

4 

物理学実験Ⅲb 
加藤 千尋 他 

3 前期 水 3,4 

金 3,4 

4 

力学Ⅲ 小竹 悟 2 前期 木 1 2 

物理実験学 竹下 徹 1 前期 木 2 2 

物理学演習Ⅷ 志水 久 3 前期 木 2 2 

力学Ⅰ 宗像 一起 1 前期 木 4 2 

応用電磁気学Ⅱ 長谷川 庸司 2,3,4 前期 木 4 2 

情報科学演習 竹下 徹 1 前期 金 1 2 

統計力学Ⅰ 志水 久 3 前期 金 1 2 

電磁気学Ⅰ 天児 寧 2 前期 金 2 2 

相対性理論Ⅰ 奥山 和美 1 前期 金 4 2 

物理学演習Ⅳ 志水 久 2 後期 月 1 2 

熱力学 志水 久 2 後期 月 2 2 

物理学演習Ⅱ 宗像 一起 他 1 後期 月 3 2 

応用電磁気学Ⅰ 竹下 徹 2,3,4 後期 月 4 2 

物性序論Ⅱ 樋口 雅彦 3 後期 火 1 2 

物理学演習Ⅸ 志水 久 3 後期 火 3 2 

物理数学Ⅲ 小竹 悟 2 後期 水 1 2 

物理学実験Ⅰ 宮丸 文章 他 1 後期 水 3,4 2 

物理学実験Ⅲa 中島 美帆 他 
3 後期 水 3,4 

金 3,4 
4 

物理学実験Ⅲb 加藤 千尋 他 
3 後期 水 3,4 

金 3,4 
4 
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量子力学Ⅱ 川村 嘉春 2 後期 木 1 2 

相対性理論Ⅱ 奥山 和美 3,4 後期 木 1 2 

力学Ⅱ 宗像 一起 1 後期 木 2 2 

個体物性Ⅰ 天児 寧 3,4 後期 木 2 2 

物理学演習Ⅴ 長谷川 庸司 2 後期 木 3 2 

素粒子物理学 川村 嘉春 3,4 後期 木 3 2 

計算物理学 竹下 徹 2 後期 木 4 2 

物理学最前線 
物 理 科 学 科 全 教

員 

3 後期 木 4 2 

物理数学Ⅰ 小竹 悟 1 後期 金 1 2 

統計力学Ⅱ 樋口 雅彦 3 後期 金 1 2 

電磁気学Ⅱ 天児 寧 2 後期 金 2 2 

卒業研究 
物 理 科 学 科 全 教

員 

4 
通年 

不定期
12

物理学特別セミナー 
物 理 科 学 科 全 教

員 

4 通年 不定期
4 

物理学特別研究 
物 理 科 学 科 全 教

員 

4 通年 不定期
8 

放射線安全実習 天児 寧 2,3,4 不定期 1 

アドバンスゼミ 小竹 悟 1 後期 火 5 1 

アドバンス演習・実験・実習Ⅲ 奥山 和美 3 前期 不定期 1 

アドバンス演習・実験・実習Ⅳ 奥山 和美 3 後期 不定期 1 

社会体験実習 志水 久 3 通年 集中 2 

＜理学科：化学コース＞ 

科目名 主担当教員 
対象

学年

開講 

期 

曜日 

時限 

単

位

数

グリーンサイエンス通論 金 継業 他 1 後期 月 1 2 

線形代数学Ⅰ 栗林 勝彦 1 前期 木 3 2 

線形代数学Ⅱ 五味 清紀 1 後期 水 1 2 

微分積分学Ⅰ 中山 一昭 1 前期 金 3 2 

微分積分学Ⅱ 謝 賓 1 後期 金 4 2 

力学 三澤 透 2 前期 金 2 2 

電磁気学 三澤 透 2 後期 金 2 2 

物理学概論Ⅰ 宗像 一起 1,2 前期 月 2 2 

物理学概論Ⅱ 天児 寧 1,2 後期 月 4 2 

生物学概論Ⅰ 久保 浩義 他 1,2 前期 月 5 2 

生物学概論Ⅱ 市野 隆雄 1,2 後期 金 3 2 

地学概論Ⅰ 三宅 康幸 1,2 前期 月 1 2 

地学概論Ⅰ 三宅 康幸 1,2 前期 火 2 2 

地学概論Ⅱ 公文 富士夫 1,2 後期 火 1 2 

物理学実験 中島 美帆 2 後期 月 3,4 2 

生物学実験 今津 道夫 他 1,2 前期 金 4,5 2 

地学実験 大塚 勉 1,2 前期 火 3,4 2 

物理化学Ⅰ 尾関 寿美男 2 前期 月 1 2 

物理化学特論Ⅰ 尾関 寿美男 3 前期 月 2 2 
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基礎分析化学 金 継業 1 前期 月 3 2 

基礎有機化学 小田 晃規 1 前期 火 1 2 

分析化学演習Ⅱ 巽 広輔 3 前期 火 1 1 

化学分析学 巽 広輔 2 前期 火 2 2 

無機化学Ⅰ 竹内 あかり 2 前期 水 1 2 

有機化学特論Ⅱ 太田 哲 3 前期 水 1 2 

固体化学 大木 寛 3 前期 水 2 2 

物理化学Ⅲ 飯山 拓 3 前期 水 3 2 

情報科学演習 大木 寛 他 1 前期 水 5 2 

無機化学特論 石川 厚 3 前期 木 1 2 

有機化学Ⅰ 小田 晃規 2 前期 木 2 2 

基礎化学実験 石川 厚 1 前期 木 4,5 2 

分析化学実験 

巽 広輔 他 

2 前期 木

3,4,5 

金

3,4,5 

3 

有機化学実験 

庄子 卓 他 

3 前期 木

3,4,5 

金

3,4,5 

3 

有機化学Ⅲ 太田 哲 3 前期 金 2 2 

工業化学 小田 晃規 3,4 前期 集中 1 

計測化学 金 継業 3 前期 集中 2 

物理化学Ⅱ 飯山 拓 2 後期 月 1 2 

核化学 大木 寛 3 後期 月 2 2 

分析化学演習Ⅰ 樋上 照雄 他 2 後期 月 4 1 

分子設計学 太田 哲 2 後期 火 1 2 

基礎物理化学 尾関 寿美男 1  火 2 2 

生物化学 巽 広輔 3,4  火 2 2 

計測化学特論Ⅰ 金 継業 3  水 1 2 

無機化学Ⅱ 大木 寛 2  水 2 2 

有機化学特論Ⅰ 庄子 卓 3  水 2 2 

化学数学 石川 厚 他 1  水 3 2 

有機反応学 庄子 卓 3  水 3 2 

分析化学 樋上 照雄 2  木 2 2 

有機化学Ⅳ 小田 晃規 3  木 2 2 

無機化学実験 石川 厚 他 

2  木

3,4,5 

金

3,4,5 

3 

物理化学実験 濵﨑 亜富 他 

3  木

3,4,5 

金

3,4,5 

3 

物理化学演習 濵﨑 亜富 2  金 1 1 

計測化学特論Ⅱ 樋上 照雄 3  金 1 2 
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基礎無機化学 石川 厚 1  金 2 2 

有機化学Ⅱ 小田 晃規 2  金 2 2 

無機化学演習 竹内 あかり 3  金 2 1 

コロキウム 化学科全教員 4 通年 不定期 2 

卒業研究 化学科全教員 4 通年 不定期 10

放射線安全実習 天児 寧 2,3,4 不定期 1 

アドバンスゼミ 樋上 照雄 1 後期 不定期 1 

アドバンス演習・実験・実習Ⅰ 巽 広輔 他 2 前期 水 5 1 

アドバンス演習・実験・実習Ⅱ 石川 厚 他 2 後期 水 4 1 

アドバンス演習・実験・実習Ⅲ 小田 晃規 他 3 前期 水 5 1 

アドバンス演習・実験・実習Ⅳ 飯山 拓 他 3 後期 水 5 1 

化学実務体験 樋上 照雄 2,3 通年 集中 1 

＜理学科：地球学コース＞ 

科目名 主担当教員 
対象

学年

開講 

期 

曜日 

時限 

単

位

数

グリーンサイエンス通論 金 継業 他 1 後期 月 1 2 

力学 三澤 透 2 前期 金 2 2 

電磁気学 三澤 透 2 後期 金 2 2 

物理学概論Ⅰ 宗像 一起 1,2 前期 月 2 2 

物理学概論Ⅱ 天児 寧 1,2 後期 金 1 2 

化学概論Ⅰ 樋上 照雄 1,2 前期 金 3 2 

化学概論Ⅱ 尾関 寿美男 1,2 後期 木 2 2 

生物学概論Ⅰ 久保 浩義 他 1,2 前期 月 5 2 

生物学概論Ⅱ 市野 隆雄 1,2 後期 金 3 2 

地学概論Ⅱ 公文 富士夫 1,2 後期 火 1 2 

物理学実験 中島 美帆 2 後期 月 3,4 2 

化学実験 巽 広輔 他 1,2 前期 火 3,4 2 

生物学実験 今津 道夫 他 1,2 前期 木 4,5 2 

情報科学演習 牧野 州明 1 前期 月 2 2 

地球・惑星物理学 齋藤 武士 3 前期 月 4 2 

地層学 保柳 康一 2 前期 火 2 2 

構造地質学 常盤 哲也 3 前期 火 2 2 

資源地質学Ⅰ 森清 壽郎 3 前期 水 2 1 

地質学入門実習 原山 智 1 前期 水 4 1 

古生物科学 山田 桂 2 前期 水 4 2 

地球科学実験 森清 壽郎 3 前期 水 3,4 2 

鉱物学 牧野 州明 2 前期 木 1 2 

地球史学 吉田 孝紀 2 前期 木 2 2 

堆積学 保柳 康一 3 前期 木 2 2 

鉱物・岩石学実験Ⅰ 齋藤 武士 他 2 前期 木 3,4 2 

堆積・古生物学実験Ⅰ 吉田 孝紀 他 3 前期 木 3,4 2 

岩石学Ⅱ 森清 壽郎 3 前期 金 1 2 

コロキウムⅠ 三宅 康幸 3 前期 金 2 2 

地質調査法実習Ⅰ 
吉田 孝紀 他 

2 前期 金

2,3,4,5

2 
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岩石学実験 原山 智 他 3 前期 金 3,4 2 

科学英語Ⅱ 保柳 康一 2 後期 月 2 2 

情報地質学 齋藤 武士 他 3 後期 月 4 2 

第四紀学 三宅 康幸 他 2 後期 火 2 2 

テクトニクス論 大塚 勉 他 3 後期 火 2 2 

日本地質 大塚 勉 他 2 後期 水 1 2 

資源地質学Ⅱ 保柳 康一 3 後期 水 2 1 

地質学序説 保柳 康一 他 1 後期 水 3 2 

地質学序説実習 保柳 康一 他 1 後期 水 4 1 

コロキウムⅡ（基礎） 吉田 孝紀 3 後期 木 1 2 

岩石学Ⅰ 原山 智 2 後期 木 2 2 

火山学 三宅 康幸 他 3 後期 木 2 2 

鉱物・岩石学実験Ⅱ 原山 智 2 後期 木 3,4 2 

堆積・古生物学実験Ⅱ 保柳 康一 他 3 後期 木 3,4 2 

地球化学 森清 壽郎 3 後期 きん 1 2 

コロキウムⅡ（応用） 三宅 康幸 3 後期 金 2 2 

岩石学実験 原山 智 他 3 後期 金 3,4 2 

地質調査法実習Ⅱ 吉田 孝紀 他 
2 後期 金

2,3,4,5

2 

野外巡検Ⅰ 原山 智 2 通年 集中 2 

野外巡検Ⅱ 森清 壽郎 他 3 通年 集中 2 

地質調査演習 吉田 孝紀 他 3 通年 集中 4 

地質科学演習 
地 質 科 学 科 全 教

員 

4 通年 不定期 2 

卒業研究Ⅰ 
地 質 科 学 科 全 教

員 

4 通年 不定期 3 

卒業研究Ⅱ 
地 質 科 学 科 全 教

員 

4 通年 不定期 7 

放射線安全実習 天児 寧 2,3,4 不定期 1 

アドバンスゼミ 牧野 州明 1 後期 不定期 1 

地質実務体験実習 三宅 康幸 他 3 通年 集中 1 

＜理学科：生物学コース＞ 

科目名 主担当教員 
対象

学年

開講 

期 

曜日 

時限 

単

位

数

グリーンサイエンス通論 金 継業 他 1 後期 月 1 2 

力学 三澤 透 2 前期 金 2 2 

電磁気学 三澤 透 2 後期 金 2 2 

物理学概論Ⅰ 宗像 一起 1,2 前期 金 2 2 

物理学概論Ⅱ 天児 寧 1,2 後期 金 1 2 

化学概論Ⅰ 樋上 照雄 1,2 前期 金 3 2 

化学概論Ⅱ 尾関 寿美男 1,2 後期 木 2 2 

地学概論Ⅰ 三宅 康幸 1,2 前期 月 1 2 

地学概論Ⅰ 三宅 康幸 1,2 後期 火 2 2 

地学概論Ⅱ 公文 富士夫 1,2 後期 火 1 2 

物理学実験 中島 美帆 2 後期 月 3,4 2 
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化学実験 石川 厚 他 1,2 前期 木 4,5 2 

地学実験 大塚 勉 1,2 前期 月 3,4 2 

コロキウム 浅 見  崇 比 呂

他 

3 前期 月

1,2,3 

4 

系統分類学 東城 幸治 1 前期 月 4 2 

動物発生学 柴田 直樹 2 前期 火 1 2 

情報科学演習 佐藤 利幸 他 1 前期 火 2 2 

生体生化学 久保 浩義 2 前期 火 2 2 

系統進化学 市野 隆雄 3,4 前期 火 2 2 

基礎生物学実験 東城 幸治 他 1 前期 火 3,4 2 

生態学 高橋 耕一 2 前期 水 1 2 

発生遺伝学 柴田 直樹 3,4 前期 水 1 2 

生物学特論Ⅳ 今津 道夫 2,3,4 前期 水 2 2 

系統分類学実験 
東城 幸治 他 

2 前期 水

3,4,5 

2 

生物統計学演習 

浅見 崇比呂 

3 前期 水 3,4 

木 3,4 

金 3,4 

2 

細胞生理学 伊藤 靖夫 3,4 前期 木 1 2 

生理生態学 佐藤 利幸 他 3 前期 木 2 2 

動物発生学実験 
髙田 啓介 他 

3 前期 木

3,4,5 

2 

遺伝学 髙田 啓介 2 前期 金 1 2 

形態組織学実験 
久保 浩義 他 

2 前期 金

3,4,5 

2 

多様性生物学実習 佐藤 利幸 3 前期 金 3,4 1 

生体生物学セミナーⅠ 髙田 啓介 他 4 前期 不定期 2 

進化生物学セミナーⅠ 佐藤 利幸 他 4 前期 不定期 2 

陸水生態学セミナーⅠ 花里 孝幸 4 前期 不定期 2 

臨湖実習 花里 孝幸 2,3,4 前期 集中 1 

自然史実習 佐藤 利幸 他 2,3,4 前期 集中 1 

生体生物学特論Ⅰ 髙田 啓介 他 3 後期 月 5 2 

進化生物学特論Ⅰ 佐藤 利幸 他 3 後期 月 5 2 

細胞生物学 髙田 啓介 1 後期 火 2 2 

生体生物学特論Ⅱ 髙田 啓介 他 3 後期 火 1 2 

進化生物学特論Ⅱ 佐藤 利幸 他 3 後期 火 1 2 

分子生物学 髙梨 功次郎 2,3,4 後期 火 2 2 

生態遺伝学 浅見 崇比呂 3,4 後期 水 1 2 

機能形態学 柴田 直樹 他 2,3,4 後期 水 2 2 

進化生物学実習 佐藤 利幸 他 3 後期 水 3,4 1 

生体生物学実習 髙田 啓介 他 3 後期 木 3,4 1 

代謝生化学 久保 浩義 2,3,4 後期 金 1 2 

進化多様性生物学 市野 隆雄 2 後期 金 2 2 

生態学実験 市野 隆雄 他 
2,3 後期 金

3,4,5 

2 

生体生物学セミナーⅡ 髙田 啓介 他 4 後期 不定期 2 
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進化生物学セミナーⅡ 佐藤 利幸 他 4 後期 不定期 2 

陸水生態学セミナーⅡ 花里 孝幸 4 後期 不定期 2 

卒要研究 
生 物 科 学 科 全 教

員 

4 通年 不定期 10

放射線安全実習 天児 寧 2,3,4 不定期 1 

アドバンスゼミ 髙田 啓介 1 後期 不定期 1 

アドバンス演習・実験・実習Ⅰ 髙田 啓介 2 前期 不定期 1 

アドバンス演習・実験・実習Ⅱ 髙田 啓介 2 後期 不定期 1 

アドバンス演習・実験・実習Ⅲ 髙田 啓介 3 前期 不定期 1 

アドバンス演習・実験・実習Ⅳ 髙田 啓介 3 後期 不定期 1 

生物インターンシップ 佐藤 利幸 3,4 通年 集中 1 

＜理学科：物質循環学コース＞ 

科目名 主担当教員 
対象

学年

開講 

期 

曜日 

時限 

単

位

数

グリーンサイエンス通論 金 継業 他 1 後期 月 1 2 

力学 三澤 透 2 前期 金 2 2 

電磁気学 三澤 透 2 後期 金 2 2 

物理学概論Ⅰ 宗像 一起 1,2 前期 月 2 2 

物理学概論Ⅱ 天児 寧 1,2 後期 月 4 2 

化学概論Ⅰ 大木 寛 1,2 前期 火 2 2 

化学概論Ⅱ 小田 晃規 1,2 後期 火 2 2 

生物学概論Ⅰ 久保 浩義 他 1,2 前期 月 5 2 

生物学概論Ⅱ 戸田 任重 1,2 後期 金 5 2 

地学概論Ⅰ 三宅 康幸 1,2 前期 月 1 2 

地学概論Ⅰ 三宅 康幸 1,2 後期 火 2 2 

地学概論Ⅱ 公文 富士夫 1,2 後期 火 1 2 

物理学実験 中島 美帆 2 後期 月 3,4 2 

化学実験 巽 広輔 他 1,2 前期 火 3,4 2 

生物学実験 今津 道夫 他 1,2 前期 水 4,5 2 

地学実験 大塚 勉 1,2 後期 火 3,4 2 

環境計測学入門 宮原 裕一 2 前期 月 2 2 

水文循環学 鈴木 啓助 3 前期 月 2 1 

物質循環基礎実習Ⅰ（A） 村越 直美 他 2 前期 月 3,4 2 

地球環境史学 公文 富士夫 2 前期 火 1 2 

大気環境学 鈴木 啓助 2 前期 火 2 2 

コロキウムⅠ 村越 直美 3 前期 火 2 1 

生態システム学Ⅰ 花里 孝幸 2 前期 火 3 2 

微生物代謝論 國頭 恭 2 前期 水 1 2 

生物地球化学Ⅰ 戸田 任重 3 前期 水 1 2 

堆積環境学 村越 直美 2,3,4 前期 水 2 2 

システム解析学実習Ⅰ 
村越 直美 他 

3 前期 水 3,4 

木 3,4 

2 

地球システム学 岩田 拓記 2 前期 木 1 2 

環境基礎理論 島野 光司 2 前期 木 2 2 

群集生態学 山本 雅道 3 前期 木 2 2 



信州大学理学部 分析項目Ⅰ 

7－28 

情報科学演習 戸田 任重 他 1 前期 木 3 2 

物質循環学序説Ⅰ 村越 直美 他 1 前期 金 1 2 

陸水学 朴 虎東 2 前期 金 1 2 

科学英語Ⅰ 公文 富士夫 2 前期 金 2 1 

生態遷移論 島野 光司 3 前期 金 2 2 

物質循環基礎実習Ⅰ（B） 村越 直美 他 2 前期 金 3,4 1 

野外調査実習Ⅰ 島野 光司 1 前期 集中 1 

野外調査実習Ⅱ 鈴木 啓助 2 前期 集中 1 

地球環境論 宮原 裕一 2 後期 月 2 2 

システム解析学実習Ⅱ 村越 直美 他 
3 後期 月 4,5 

金 4,5 

2 

コロキウムⅡ 國頭 恭 3 後期 火 2 1 

生態システム学Ⅱ 戸田 任重 2 後期 火 1 2 

生物地球化学Ⅱ 國頭 恭 3 後期 火 1 2 

雪氷学 鈴木 啓助 2 後期 火 2 2 

システム解析学 柳町 晴美 2,3,4 後期 水 1 2 

堆積岩岩石学 公文 富士夫 3 後期 水 1 2 

物質循環基礎実習Ⅱ（A） 村越 直美 他 2 後期 水 3,4 1 

化学生態学序論 朴 虎東 2 後期 木 2 2 

地球システム学Ⅱ 村越 直美 2 後期 木 3 2 

物質循環学序説Ⅱ 村越 直美 他 1 後期 金 1 2 

科学英語Ⅱ 島野 光司 2 後期 金 2 1 

物質循環基礎実習Ⅱ（B） 村越 直美 他 2 後期 金 3,4 1 

環境保全論 （非）福島 和夫 2 後期 集中 2 

野外調査実習Ⅲ 
物 質 循 環 学 科 全

教員 

3 後期 集中 1 

システム解析学セミナー 物 質 循 環 学 科 全

教員 

4 通年 月 3,4 2 

物質循環学セミナー 物 質 循 環 学 科 全

教員 

4 通年 火 3,4 1 

卒業研究 物 質 循 環 学 科 全

教員 

4 通年 不定期 12

放射線安全実習 天児 寧 2,3,4 不定期 1 

アドバンスゼミ 島野 光司 他 1 後期 不定期 1 

アドバンス演習・実験・実習Ⅰ 公文 富士夫 2 前期 不定期 1 

アドバンス演習・実験・実習Ⅱ 公文 富士夫 2 後期 不定期 1 

アドバンス演習・実験・実習Ⅲ 公文 富士夫 3 前期 不定期 1 

アドバンス演習・実験・実習Ⅳ 公文 富士夫 3 後期 不定期 1 

社会実務研修 村越 直美 3,4 通年 集中 1 

＜教員免許取得のための科目＞ 

科目名 主担当教員 
対象

学年

開講 

期 

曜日 

時限 

単

位

数

数学科指導法Ⅰ 西牧 守 2 前期 木 2 2 

数学科指導法Ⅱ 西牧 守 2 後期 木 3 2 

数学指導法特論 西牧 守 3 前期 月 2 2 
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数学指導法演習Ⅰ 西牧 守 3 後 期

（ 前

半） 

月 3 1 

数学指導法演習Ⅱ 西牧 守 3 後 期

（ 後

半） 

月 3 1 

理科指導法（物理） 武田 三男 2 前 期

（ 前

半） 

水 2 1 

理科指導法（化学） 石川 厚 2 前 期

（ 後

半） 

水 2 1 

理科指導法（地学） 

山田 桂 

2 後 期

（ 前

半） 

火 5 1 

理科指導法特論 宗像 一起 他 2 通年 集中 2 

理科指導法演習Ⅰ 公 文  富 士 夫

他 

2,3 前期 集中 1 

理科指導法演習Ⅱ 公 文  富 士 夫

他 

2,3 後期 集中 1 

教職実践演習（中・高） 森清 壽郎 4 後期 集中 2 

介護等体験の意義と実際 庄司 和史 2 通年 集中 2 

中学校教育実習  4 通年 集中 4 

高等学校教育実習  4 通年 集中 2 

教育実習事前・事後指導  4 通年 集中 1 

＜博物館学芸員資格取得に関する科目＞ 

科目名 主担当教員 
対象

学年

開講 

期 

曜日 

時限 

単

位

数

博物館概論 大塚 勉 1,2,3 後期 水 5 2 

博物館経営論 金井 直 他 2,3 前期（集中） 

後期 月 3 

 

博物館情報・メディア論 小山 茂喜 他 2,3 通年 集中 2 

博物館実習Ⅰ 大塚 勉 他 3 前期 火 5 

前期（集中） 

1 

博物館実習Ⅱ 大塚 勉 4 通年 1 1 

博物館実習Ⅲ 大塚 勉 4 通年 1 1 

（出典：理学部事務部作成）

 

資料理 23：科目開講状況（非常勤講師担当教科） 

＜数学科＞ 

科目名 主担当教員 
対象 

学年 

開講 

期 

曜日 

時限 

単

位

数

自然科学史 （非）稲生 勝 2,3,4 前期 集中 2 

＜理学科：物理学コース＞ 
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科目名 主担当教員 
対象 

学年 

開講 

期 

曜日 

時限 

単

位

数

核物理学 （非）矢部 雅之 4 前期 木 3 2 

光学Ⅱ 
（非）保科 宏道

（非）山下 将嗣

3 前期 集中 2 

自然科学史 （非）稲生 勝 2,3,4 前期 集中 2 

＜理学科：化学コース＞ 

科目名 主担当教員 
対象 

学年 

開講 

期 

曜日 

時限 

単

位

数

自然科学史 （非）稲生 勝 2,3,4 前期 集中 2 

＜理学科：地球学コース＞ 

科目名 主担当教員 
対象

学年

開講 

期 

曜日 

時限 

単

位

数

線形代数学Ⅰ （非）角野 由夫 1 前期 金 4 2 

線形代数学Ⅱ （非）角野 由夫 1 後期 木 4 2 

微分積分学Ⅰ （非）角野 由夫 1 前期 火 2 2 

微分積分学Ⅱ （非）角野 由夫 1 後期 金 4 2 

科学英語Ⅰ （非）角野 由夫 2 前期 月 4 2 

地震学 （非）角野 由夫 3 後期 火 4 2 

資源地質学特論 
（非）稲葉 士誌

典 

3,4 後期 集中 1 

自然科学史 （非）稲生 勝 2,3,4 前期 集中 2 

＜理学科：生物学コース＞ 

科目名 主担当教員 
対象

学年

開講 

期 

曜日 

時限 

単

位

数

線形代数学Ⅰ （非）阿部 孝順 1 前期 木 2 2 

線形代数学Ⅱ （非）阿部 孝順 1 後期 木 4 2 

微分積分学Ⅰ （非）井上 和行 1 前期 金 4 2 

微分積分学Ⅱ （非）井上 和行 1 後期 金 4 2 

生物学特論Ⅲ （非）森 宙史 2,3,4 前期 集中 2 

自然科学史 （非）稲生 勝 2,3,4 前期 集中 2 

＜理学科：物質循環学コース＞ 

科目名 主担当教員 
対象

学年

開講 

期 

曜日 

時限 

単

位

数

線形代数学Ⅰ （非）阿部 孝順 1 前期 木 2 2 

線形代数学Ⅱ （非）阿部 孝順 1 後期 木 4 2 

微分積分学Ⅰ （非）井上 和行 1 前期 金 4 2 

微分積分学Ⅱ （非）井上 和行 1 後期 金 4 2 

生態毒性学 （非）坂本 正樹 3 前期 集中 2 

元素循環論 （非）福島 和夫 3 前期 集中 2 

生物圏循環論Ⅳ （非）佐瀬 裕之 3 前期 集中 1 
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環境論特論Ⅰ （非）北澤 大輔 3 前期 集中 1 

水圏・地圏循環論Ⅱ （非）苅谷 愛彦 3 前期 集中 1 

環境保全論 （非）福島 和夫 2 後期 集中 2 

水圏・地圏循環論Ⅲ （非）片岡 香子 3 後期 集中 1 

自然科学史 （非）稲生 勝 2,3,4 前期 集中 2 

＜教員免許取得のための科目＞ 

科目名 主担当教員 
対象

学年

開講 

期 

曜日 

時限 

単

位

数

理科指導法（生物） 

（非）藤山 静雄

2 後 期

（ 後

半） 

火 5 1 

＜博物館学芸員資格取得に関する科目＞ 

科目名 主担当教員 
対象

学年

開講 

期 

曜日 

時限 

単

位

数

生涯学習概論 （非）小岩井 彰 1,2,3 前期 集中 2 

博物館資料論 （非）福島 正樹 2,3 前期 月 1 2 

博物館資料保存論 （非）福島 正樹

他 

2,3 前期 月 2 2 

博物館展示論 （非）福島 正樹 2,3 後期 月 4 2 

博物館教育論 （非）福島 正樹 1,2,3 後期 月 5 2 

（出典：理学部事務部作成）

 

 改組および委員会等の整理統合により、人的資源を有効に活用して教育・研究活動を機

能的に展開できる体制となった。（資料理 24） 

資料理 24：理学部組織図 

 
（出典：理学部事務部作成） 
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③共通教育 

共通教育は機構を中心に全学協力体制のもと実施している。学術研究院理学系に所属す

る教員は、理系の基礎科学科目を主に担当している。（資料理 25～27） 

資料理25 信州大学全学教育機構規程 

（目的） 

第２条 機構は、信州大学（以下「本学」という。）が定める教育上の基本方針に基づき、本学の共

通教育（各学部が編成する教育課程のうち、本学学生に対する教養教育、基礎教育及び日本語・日

本事情に係る教育について、全学協力体制のもとに、全学共通に行う教育をいう。以下同じ。）及

び教職関係５学部（人文学部、理学部、工学部、農学部及び繊維学部をいう。以下同じ。）の教職

教育(教育職員の免許状授与の所要資格を得させるための教育をいう。以下同じ。)の実施機関とし

て、各学部と緊密に連携し、全学的な見地から共通教育に係る教育課程の企画及び円滑な実施を図

るとともに、本学が掲げる高度専門職業人養成の教育目標を達成するため、学部一貫教育を前提に

本学の教育に関する研究開発、企画及び支援を総合的に行うことを目的とする。 

（全学協力体制等） 

第３条 共通教育及びこれを履修する学生（以下単に「学生」という。）の修学指導は、全学協力体

制により実施するものとし、各学部は、その実施体制の管理及び運営に責任を負うとともに、本学

のすべての教員は、その構成員として共通教育の実施及び学生の修学指導を担当することを任務と

する。 

２ 機構は、前条の目的を達成し、次条に定める業務を遂行するため、附属図書館、総合健康安全セ

ンター、総合情報センターその他の関係部局（以下「関係部局」という。）と有機的に連携すると

ともに、関係委員会等と緊密に連携協力する。 

（共通教育企画実施部） 

第10条 機構に、共通教育企画実施部を置く。 

２ 共通教育企画実施部は、次の各号に掲げる業務を行う。 

(1) 共通教育に係る教育課程の企画及び立案に関すること。 

(2) 共通教育の授業担当者の選任に関すること。 

(3) 共通教育の授業の実施に関すること。 

(4) 専門科目と共通教育との実施上の調整に関すること。 

(5) 高年次共通教育及び日本語・日本事情に係る留学生教育の企画及び調整に関すること。 

（共通教育修学支援部） 

第 11 条 機構に、共通教育修学支援部を置き、学生の学習支援その他の修学支援に関する業務を行

う。 

２ 共通教育修学支援部に、修学支援部門を置く。 

３ 共通教育修学支援部に責任者を置き、副機構長（修学支援担当）をもって充てる。 

(クラス副担任) 

第 16 条 修学支援部門に、各学部のクラス担任を補佐するため、クラス副担任を置く。 

２ クラス副担任は、機構の専任教員が担当し、当該学部のクラス担任との密接な連携を図るものと

する。 

（教授会） 

第 17 条 機構に、信州大学学則(平成 16 年信州大学学則第１号)第 25 条第２項の定めるところによ

り、信州大学全学教育機構教授会（以下「教授会」という。）を置く。 

２ 教授会に関し必要な事項は、別に定める。 

 （運営会議） 

第 18 条 機構に、機構の運営に関する具体的事項を審議するため、信州大学全学教育機構運営会議

（以下「運営会議」という。）を置く。 

２ 運営会議は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

一 機構長 

二 副機構長 

三 基幹教育センター長及び言語教育センター長 

四 共通教育企画実施部の各教育部門長及び修学支援部門長並びに教職教育部副責任者 

五 その他機構長が必要と認める者 

３ 運営会議に議長を置き、機構長をもって充てる。 

４ 議長は、運営会議を主宰する。 

５ 学長は、必要又は機構長の要請に応じて、運営会議に出席し、審議に参加するとともに、共通教

育及び機構の組織の運営に関する事項を、運営会議に提示し、審議を求めることができる。 

６ 運営会議は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

一 共通教育の企画及び実施並びに修学支援に関する事項 

二 機構の運営組織に関する事項 

三 基幹教育センター及び言語教育センターの人事方針（採用人事方針を含む。）に関する事項 
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四 教職教育部の業務に関する事項 

７ 運営会議は、必要に応じて、その審議結果を教授会に報告するものとする。 

（学長及び共通教育推進会議） 

第19条 共通教育の実施に係る最終責任は、学長が負う。 

３ 国立大学法人信州大学共通教育推進会議（以下「共通教育推進会議」という。）は、必要に応じ

て、又は教授会の要請に応じて、機構の組織、運営に係る重要事項を審議する。 

４ 学長及び共通教育推進会議は、共通教育に関する基本的事項について、教授会に提案することが

できる。この場合において、教授会は、これを尊重するものとする。 

（出典：信州大学規程集）

 

資料理26 国立大学法人信州大学共通教育推進会議規程 

(趣旨) 

第１条この規程は、国立大学法人信州大学組織に関する規則（平成 17 年国立大学法人信州大学規則

第 5 号）第 16 条の 2 第 2 項の規定に基づき国立大学法人信州大学（以下「本法人」という。）

に設置する国立大学法人信州大学共通教育推進会議(以下「共通教育推進会議」という。)の組織及

び運営に関し必要な事項を定める。 

(職務) 

第２条共通教育推進会議は、本法人が設置する信州大学（以下「本学」という。）の次の各号に掲げ

る重要な事項について審議するほか、全学教育機構と各学部との連携協力及び連絡調整を円滑に行

うことを職務とする。 

(1) 共通教育の企画及び実施並びに修学支援の実施に関すること 

(2) 共通教育カリキュラムの策定及び改定に関すること 

(3) 共通教育の実施における全学的な支援に関すること 

(4) 全学教育機構の運営に関すること 

(5) その他共通教育の実施に関すること 

(組織) 

第３条共通教育推進会議は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(1) 学長 

(2) 教務担当の理事 

(3) 全学教育機構長 

(4) 高等教育研究センター長 

(5) 学部長又は副学部長のうちのいずれか 1 名 

(6) その他学長が必要と認める者 

(議長) 

第４条共通教育推進会議に議長を置き、学長をもって充てる。 

２ 議長は、共通教育推進会議を主宰する。 

３ 議長に事故があるときは、第 3 条第 2 号に規定する理事が、その職務を代行する。 

（出典：信州大学規程集）
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資料理27 共通教育科目の教育体制 

 

（出典：経営企画課作成）

 

２. 教育サポート体制の充実  

①学生支援の体制 

本学部は、学年学科ごとに担任を配置している。（資料理 28）さらに、１年次生には副

担任として、機構の教員を学部全体で１名配置している。 

資料理28 学年担任一覧 

入学年度 数理・自然情

報科学科 

（数学科） 

物理科学科 

（物理学コ

ース） 

＊化学科 

（化学コ

ース） 

地質科学科 

（地球学コ

ース） 

生物科学科 

（生物学コ

ース） 

物質循環学科 

（物質循環学

コース） 

27

年度 

15

S 

花木・境 小竹 各教員 山田 柴田・髙梨 島野・公文 

26

年度 

14

S 

佐々木・沼田 天児 各教員 齋藤 市野・東城 鈴木 ・（國

頭） 

25

年度 

13

S 

高木・謝 奥山 各教員 牧野 高橋・高田 戸田・（朴） 

24

年度 

12

S 

一ノ瀨・五味 竹下 各教員 森清 佐藤・浅見 村越 

23

年度 

11

S 

中山・乙部 志水 各教員 原山 ２年：高

橋・高田 

３年：佐

藤・浅見 

公文・（島

野） 

22

年度 

10

S 

玉木・谷内 川村 各教員 保柳 高橋・高田 鈴木 ・（朴）

化学科については，各学生に担当教員が決まっている。 
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(出典：理学部事務部作成)

 

平成 26 年度から担当教員による全学部生の個別面談が実施されており、GPA を面談担

当教員の参考データとして活用している。 

平成 27 年度からは、長期欠席学生について、「長期欠席学生の調査等に関する要項」を

理学部学生委員会が中心となって定め、関係者の情報共有を徹底している。（資料理 29） 
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資料理 29 長期欠席学生の調査等に関する要項 

 
出典：理学部長期欠席学生の調査等に関する要綱より抜粋 
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②学生相談センター 

平成 24 年度に全学組織となる学生相談センターと、各学部・キャンパスに、あらゆる

相談を受け付ける学生相談室が設置された。（資料 30） 

資料理 30 学生相談センター及び学生相談室 
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（出典：信州大学学生相談センターホームページ「センターについて」）

 

全学的な教育サポート体制として、学務課、学生支援課、国際交流課を設置し、全学的

な教育課程、課外活動、就職、留学に関する業務を行っている。（資料理 31～32）学務課に

は共通教育の授業支援、教務に関すること等を担う共通教育支援室を設置している。この

他に、全学的な教育活動を展開するために各施設に専門的知識技能を有する職員を配置し

ている。（資料理 33）さらに、学部・研究科の教育活動に必要な職員をそれぞれ配置して

いる。（資料理 34） 

また、大学院生を TA として雇用し、演習・実験・実習科目で（一部講義科目でも）教

育補助者として積極的に活用している。（資料理 35～39）附属図書館に大学院生による学

習支援相談員を置き、学生へのレポート作成支援等を行っている。（資料理 40）。 

資料 31 国立大学法人信州大学業務執行組織規程 

第 25 条 学務課においては，全学教育機構，高等教育研究センター，e－Learning センター，教員免

許更新支援センター（教育学部の所掌に属するものを除く。以下この条において同じ。）及び学務

部に関する次の業務をつかさどる。 

(1) 学務部内の事務に関し，連絡し，及び総合調整を行うこと。 

(2) 庶務及び会計に関すること。 

(3) 入学式その他学生の諸行事に関すること。 

(4) 学生関係職員の SD(スタッフ・デベロップメント)に係る企画・立案及びその実施に関する

こと。 
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(5) 全学(本法人が設置する信州大学大学院(以下「大学院」という。)を除く。)の教務に関する

こと。 

(6) 学生の学籍その他の記録に関すること。 

(7) 学位の授与に関すること。 

(8) 教育課程(大学院を除く。)に係る目標及び計画の連絡調整に関すること。 

(9) 他の大学等との単位の互換(大学院を除く。)に関すること。 

(10) 全学の学務情報システムに関すること。 

(11) 出前講座に関すること。 

(12)  諸会議(国立大学法人信州大学戦略企画会議規程(平成 24 年国立大学法人信州大学規程第

108 号)第 6 条に定める大 

学院戦略会議(以下「大学院戦略会議」という。)及び信州大学大学院教務委員会を除く。)の

連絡調整に関すること。 

(13) 教育・学生支援連携会議の運営に関すること。 

(14) その他全学教育機構，高等教育研究センター，e－Learning センター及び教員免許更新支

援センターの業務執行及 

び運営に関すること。 

(15) 前各号に掲げるもののほか，学務部の他の所掌に属しない事務を処理すること。 

２ 学務課の共通教育支援室においては，次の業務をつかさどる。 

(1) 共通教育の授業支援に関すること。 

(2) 共通教育の教務に関すること。 

(3) 学生の学習相談及び修学指導に関すること。 

(4) 共通教育に係る点検･評価に関すること｡ 

(5) 全学教育連携会議等の諸会議の連絡調整に関すること。 

(6) 環境マインド教育支援に関すること。 

３ （省略） 

４ 学生支援課においては，次の業務をつかさどる。 

(1) 学生総合支援センターの業務執行及び運営に関すること。 

(2) キャリアサポートセンターの業務執行及び運営に関すること。 

(3) 学生相談センターの業務執行及び運営に関すること。 

５ 入試課においては，次の業務をつかさどる。 

(1) 入学者の選抜に関し連絡し，及び総合調整を行うこと。 

(2) 入学者選抜方法の改善に関し企画立案を行うこと。 

(3) 学生募集に関すること。 

(4) アドミッションセンターの業務執行及び運営に関すること。 

(5) 前各号に掲げるもののほか，入学者の選抜に関する事務を処理すること。 

６ 国際交流課においては，次の業務をつかさどる。 

(1) 国際交流センターの業務執行及び運営に関すること。（研究支援課の国際学術交流室が所掌

する業務を除く。） 

(2) 松本国際交流会館の業務執行及び運営に関すること。 

(3) 前各号に掲げるもののほか，教育活動に係る国際交流に関する事務を処理すること 

（出典：信州大学規程集）

 

資料理 32 学務課、学生支援課、国際交流課の職員数 

 

学務課 

学生支援課 

国際交流課  うち 

ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ

事務職員 20 11 3 6 

事務補佐員 12 4 2 5 

臨時用務員 1    

専門職員 1    

技術補佐員 5    

技能補佐員  1   

シニア雇用職員 4 1   

コーディネータ  1  6 

合計 43 18 5 17 

平成 28 年 1 月 18 日現

在 

（出典：経営企画課作成資料）
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資料理 33 附属図書館、総合健康安全センター、総合情報センター、e-Learning セン

ター職員数 

区分 
附属図書館注 3 総合健康安全 

センター 

総合情報 

センター 

e-Learning 

センター 

松本キャンパス 54 13 9 注 1 3 

 平成 28 年２月１日現在 

 注１：医学部附属病院担当者を含まず。 

（出典：経営企画課作成資料）

 

資料理 34 学部・研究科の学務担当の職員数 

理学部 

理 工 学 系 研 究 科 (松 本 ｷ ｬ ﾝ ﾊ ﾟ ｽ )  

15 

平成28年２月１日現在 

（出典：経営企画課作成）

 

資料理 35 大学院生によるレポート作成支援 

 

（出典：平成 24 年度学内版 GP 成果報告書より）
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資料理 36 TA 採用人数 

年度 
平成 22 年

度 

平成 23 年

度 

平成 24 年

度 

平成 25 年

度 

平成 26 年

度 

平成 27 年

度 

人数

（人） 
173 183 161 114 104 111

（出典：理学部事務部作成）

 

資料理 37 信州大学ティーチング・アシスタント実施要項 

 （目的） 

第２ TA は、本学大学院の優秀な学生に対し、教育的配慮の下に教育補助業務を行わせ、これに対

する手当支給により、当該学生の処遇の改善に資するとともに、大学教育の充実及び指導者として

のトレーニングの機会提供を図ることを目的とする。 

 （身分） 

第３ TA は、非常勤職員とする。 

 （職務内容） 

第４ TA は、学部学生、修士課程の学生及び博士前期課程の学生に対する実験、実習及び演習等の

教育補助業務に従事する。 

（出典：信州大学規程集）

 

資料理 38 各学部等における TA の業務内容 

部局名 
授業時間内の業務内容 授業時間外の業務内容

その他の業務内容 
A B C D E F G H a b c d e

理 学 部 ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ ○  ○ ○  

    授業時間内の業務内容  

A．資料の配付  B．機器の操作  C．出欠の管理  D．試験監督補助  E．討論へ

の参加   

F．学生の質問への対応  G．実験・実習などの実演  H．発声・会話の指導 

    授業時間外の業務内容  

a．資料のコピー、保存  b．教室のメンテナンス(空調、照明、施錠等)   

c．レポート課題の作成・採点補助  d．教材の作成補助  e．実験・実習の準備 

 (出典：経営企画課作成)

 

資料理 39 TA 配置科目（平成 27 年度） 

学  科 科  目 区 分 科目数 

 数理・自然情報科

学科 
代数入門演習 必修 22

  情報科学演習 必修   

  電磁気論 自由   

  位相空間論演習 必修   

  幾何入門 必修   

  線形代数学Ⅰ 必修   

  微分積分学Ⅰ 必修   

  微分積分学Ⅱ 必修   

  線形代数学演習Ⅰ 必修   

  線形代数学演習Ⅱ 必修   

  微分積分学演習Ⅰ 必修   

  微分積分学演習Ⅱ 必修   

  微分積分詳論Ⅰ 必修   

  微分積分詳論Ⅱ 必修   
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  確率論 自由   

  幾何学特別講義Ⅵ 自由   

  解析学特別講義Ⅰ 自由   

  自然情報学基礎講義 自由   

  情報処理Ⅰ 自由   

  実解析学演習Ⅰ 選択   

  集合論 必修   

  力学と微分方程式演習 必修   

物理科学科  物理学演習Ⅰ 必修 21

  物理学演習Ⅱ 必修   

  物理学演習Ⅲ 必修   

  物理学演習Ⅳ 必修   

  物理学演習Ⅴ 必修   

  物理学演習Ⅵ 必修   

  物理学演習Ⅶ 必修   

  物理学演習Ⅷ 必修   

  物理学演習Ⅸ 必修   

  物理学実験Ⅰ 必修   

  物理学実験Ⅱ 必修   

  物理学実験Ⅲa 必修   

  物理学実験Ⅲｂ 必修   

  量子力学Ⅰ 必修   

  量子力学Ⅱ 必修   

  量子力学Ⅲ 必修   

  電磁気学Ⅰ 必修   

  電磁気学Ⅱ 必修   

  統計力学Ⅰ 必修   

  熱力学 必修   

  情報科学演習 自由   

化学科  分析化学実験 必修 8

  情報科学演習 必修   

  無機化学実験 必修   

  有機化学実験 必修   

  物理化学実験 必修   

  アドバンス演習・実験・実習Ⅰ 自由   

  アドバンス演習・実験・実習Ⅱ 自由   

  アドバンス演習・実験・実習Ⅲ 自由   

地質科学科  地質学入門実習 必修 12

  鉱物岩石学実験Ⅰ 必修   

  鉱物岩石学実験Ⅱ 必修   

  堆積古生物学実験Ⅰ 自由   

  堆積古生物学実験Ⅱ 自由   

  地質学序説実習 必修   

  地質調査法実習Ⅰ 必修   

  地質調査法実習Ⅱ 必修   

  地質調査演習 必修   
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  野外巡検Ⅰ 必修   

  岩石学実験Ⅰ 必修   

  岩石学実験Ⅱ 自由   

生物科学科  系統分類学実験 必修 9

  自然史実習 自由   

  生態学実験 必修   

  新入生ゼミナール 共通   

  生態学 必修   

  多様性生物学実験 必修   

  基礎生物学実験 必修   

  情報学演習 自由   

  生態学 必修   

物質循環学科  物質循環基礎実習Ⅰ 必修 5

  物質循環基礎実習Ⅱ 必修   

  野外調査実習Ⅰ 必修   

  野外調査実習Ⅱ 必修   

  生態システム学Ⅰ 必修   

  合計 77

（出典：理学部事務部作成）

 

資料理 40 学習支援相談員による相談件数 

 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

件数 172 件 144 件 97 件 56 件 168 件

※注意事項 

・平成 26 年度は中央図書館耐震改修により件数減 

・中央図書館での相談件数のみ 

（出典：理学部事務部作成）

 

 

３. 教員の教育力向上のための体制とその効果 

①学生や地域社会からのニーズを把握する仕組 

 高校生、在学生など、様々なニーズに応じたアンケートを行い、教育課程の編成・実施

につなげている。（資料理 41） 

資料理 41 理学部アンケート調査一覧 

＜アンケート実施者＞ 

 在学生・・・卒業時に満足度調査を実施。 

 高校生・・・オープンキャンパス（以下、「OC」）、入試説明会、高大連携事業を通じ

て、アンケートなどにより実施。 

高校教員・・・高大連携事業などを通じて、意見を把握。 

卒業生・・・アンケートを実施。 

保護者・・・OC アンケートを把握。 

企業や卒業生の雇用主・・・アンケートや担当者へのインタビューなどを実施。 

名称 対象 時期 担当 

授業改善アンケート 在学生 半期に一度 教務委員会 
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新入生アンケート 新入生 毎年 広報情報室 

満足度調査 卒業生・修了生 毎年 評価・点検委員会 

OC アンケート 
OC 参加者（保

護者含む） 
毎年 社会貢献委員会 

進学アンケート １，２，３年生 毎年 広報情報室 

入試説明会アンケート 

高校生，高校教

員，予備校関係

者 

数年毎 学生支援グループ 

卒業生雇用主へのアンケート 卒業生就職先 数年毎 評価・点検委員会 

高大連携事業における高校生

へのアンケート 

高校生，高校教

員 
毎年 学部長室 

（出典：理学部事務部作成）

 

また、将来計画委員会が中心となり、卒業生、在学生、高校生、高校教員を対象とし

た各種アンケートを定期的に実施し、教育課程の改善につなげている。（資料理 42） 

資料理 42 各種アンケートのフィードバック 

（出典：理学部事務部作成）

 

授業改善アンケートについては、以下の通りである。（資料理 43） 
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資料理 43 授業改善アンケート 

実施主体・・・教務委員会 

概要・・・全教員は、学生からの個々の指摘や要望に対して、どのような授業改

善・教育改善を行ったか、文書で教務委員会に対して報告を行うことと

している。 

効果・・・授業単位でのきめ細かい改善を行っている。 

および結果のフィードバック 

 

出典：理学部事務部作成

 

出典：授業改善アンケート集計結果より抜粋
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②FD 等の実施 

各種 FD(ワークショップ、講習会、講演会)などを行っている。（資料理 44） 

資料理 44 FD 開催状況 

開催年度 開催日   主催 講演内容等 

対象

者，参

加者等

平成 22

年度 

9 月 7 日 理学部 FD 講

演会 

（ワークショ

ップ形式） 

評価・点検

委員会 

1.総合的な数学教育の試み（講

師：（数理）中山一昭） 

2.物理科学科における物理実験

授業（講師：（物理）長谷川庸

司） 

3.コバルト錯体の合成，分析と

廃液の処理（講師：（化学）石

川厚） 

4.地質分野における実験授業の

苦労と工夫（講師：（地質）斉

藤武士） 

5.分子生物学実験入門（講師：

（生物）久保浩義） 

6.物質循環学科の科学英語教育

の試み（講師：（物循）公文富

士夫） 

26

  10 月 5

日 

理学部 FD 講

演会 

（ワークショ

ップ形式） 

評価・点検

委員会 

1 物理科学科における物理実験

授業（講師：（物理）長谷川庸

司） 

2.分子生物学実験入門（講師：

（生物）久保浩義） 

3.物質循環学科の科学英語教育

の試み（講師：（物循）公文富

士夫） 

33

  12 月 7

日 

ポートフォリ

オについての

FD 研修 

（ワークショ

ップ形式） 

理数学生応

援プロジェ

クト実施 WG 

吉田孝紀（地質科学科） 29

  12 月 21 日 理学部チュー

ター，メンタ

ー研修 

（ワークショ

ップ形式） 

理数学生応

援プロジェ

クト 

  教員

9，学

生 35 

  7 月，12 月 テニュアトラ

ック助教のピ

アレビュー

（授業参観形

式） 

    教員，

各 10

名程度

平成 23

年度 

11 月 1 日 GPA 制度につ

いて考える 

評価・点検

委員会，教

務委員会 

    

平成 24

年度 

7 月 3 日 学生のやる気

を高める方法

評価・点検

委員会 

Kathleen T. Brinko(米国ノー

スカロライナ州アパラチアン州

立大学 FD センター長) 

21

  11 月 3 日 本学の理学部

教育について

（座談会：学

生を交えての

理学部教育に

関するフォー

ラム） 

評価・点検

委員会 

パネラー 12 名（各学科卒業生

2 名） 
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  11 月 20 日 如何にして研

究成果を分か

りやすく伝え

るか 

理数学生応

援プロジェ

クト 

伊藤冬樹（教育学部准教授 有

機物理科学） 

学部

3,4

年，修

士学生

対象 

  12 月 4 日 2011 新入生

アンケートの

結果から 

評価・点検

委員会 

  18

平成 25

年度 

7 月 23 日 教育における

ICT 活用に関

する FD 講習

会 

高等教育研

究センタ

ー，e-

learning セ

ンター 

  3

  2 月 18 日 理学部入試制

度を考える 

評価・点検

委員会，入

試制度検討

WG 

  23

平成 26

年度 

10 月 7 日 科研費の取り

方と本学の考

え方 

評価・点検

委員会 

高等教育研究センター 加藤鉱

三教授 

研究推進部研究推進課 山田課

長 

35

  12 月 2 日 学生の問題行

動などへの対

処の仕方 

評価・点検

委員会 

学生相談センター 小田佳代子

学生相談コーディネーター 

46

  1 月 6 日 TOEIC プログ

ラムについて

教務委員会 IIBC IP 事業本部 学校普及

チーム 長嶋裕介 

41

  2 月 5 日 シラバス・ガ

イドライン改

定のポイント

教務委員会 高等教育研究センター 加藤鉱

三教授 

32

平成 2７

年度 

12 月 12 日 学生に勉強さ

せる授業デザ

イン 

評価・点検

委員会 

高等教育研究センター 加藤善

子准教授 

 18

（出典：理学部事務部作成）
 

③共通教育の授業改善 

機構では教育の質の改善・向上を図るため、評価分析室機構分室会議を中心に授業改善

アンケート、機構教務委員会で共通教育グッドプラクティスに取り組んでいる。（資料理

45～46） 
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資料理45 学生による授業改善アンケート 

 

 



信州大学理学部 分析項目Ⅰ 

7－49 

 

 

（出典：平成27年度前期 共通教育「学生による授業改善アンケート」の結果）
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資料理46 共通教育グッドプラクティス 

 全学教育機構では、企画実施する信州大学の共通教育の教育改善に資するため、すべての共通教

育開講科目の中から、優れた実践を「共通教育グッドプラクティス」として毎年選定することとし

ています。これは、共通教育科目における、優れた取組を表彰し、内容およびその成果をあらゆる

機会を捉えて全学に広め、もって共通教育さらに本学教育全体の改善への一助とするものです。 

選定の流れ 

1. テーマ決定 

「効果ある授業方法」を中心として、当該年度の募集テーマを決定します。 

2. 公募 

テーマに沿って、共通教育で開講する全科目あるいは科目群（複数科目の連携の場合）を対

象に、自薦・他薦を問わず募集します。  

3. 応募授業のピアレビュー 

応募された取り組みについては、全学教育機構ホームページに掲載し、全学の教員に一定期

間ピアレビューを推奨します。  

4. 審査 

全学教育機構教務委員会において行います。  

5. 選定授業担当者による取組発表 

取組発表会を実施し、選定授業担当者により、取組の概要と要点を発表していただきます。

また、表彰式も行われます。 

 

年度 テーマ 

H22  
信州大学の DP を実現するための共通教育における授業の実践的取組（１つの学位授与の

方針（DP）を取り上げ、その実現に向けた、特に効果的な教育実践） 

H23  
人間力向上に向けた取り組み（コミュニケーション力・言語力・論理構成力の向上に向

けた取り組み） 

H24  男女共同参画の推進に向けての取り組み 

H25 授業外学修時間を増やす取り組み 

H26 地域課題実践授業の試み 

H27 
テーマ① 大学における教育内容・方法の改善等について 

テーマ② アクティブ・ラーニングについて 

（出典：全学教育機構提供資料もとに経営企画課にて作成）

 

（水準）期待される水準を上回る 

 

（判断理由） 

在学生、受験生、卒業生および保護者の期待に応え、本学部で教育を進めるにあたり適

切な学科･コース編成および教員配置が行われている。特に平成 27 年度改組においては、

学生本位の教育を目指して体制を刷新し、カリキュラムを大幅に改訂した点は、想定され

る関係者の期待に十分応えている。（資料理８、19～21） 

教育サポートとしては、クラス担任を設置するだけでなく、長期欠席学生について本

人・保護者への連絡・面談を実施している。（資料理 28～29）また、平成 24 年度には学

生相談センター及び学生相談室が設置される等、学生・教員の学習・教育環境を支える全

学的なサポート体制も構築されている。（資料理 30、31）これらは期待される水準を上回

る実績である。 

 さらに、授業改善アンケートにおける学生からの指摘や要望に対して、各教員が今後ど

のように対応するかを回答・周知する体制が整っている。（資料理 43）さらに各種 FD を

行い、教育改善に取り組んでいる。（資料理 44）このように個々の授業を単位としたきめ

細かい実践を達成できたことは、期待される水準を上回るとする判断根拠となる。 
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観点 教育内容・方法                               

（観点に係る状況） 

 

1. 体系的な教育課程の編成状況 

①DP に基づく教育課程の編成 

本学部では、学科ごとに学位授与の方針に基づき、CP（前掲資料理３、p３）に沿った

教育課程を編成している。各授業では、カリキュラムマップ、シラバスにより学生に明示

している。（資料理 47～48） 

資料理 47 学位授与の方針マップ 

（出典：信州大学シラバス検索システム）
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資料理 48 シラバス 

（出典：シラバス）

 

②専門科目、共通教育科目 

本学授業は、学則により共通教育科目と専門科目に区分している。（前掲資料理 10、

p10） 

学年を追って、まず共通教育と理学全般の基礎教育（専門教育の一部）を 1 年次に修得

し、2 年次以降、各コースの専門教育へと段階的に履修するように構成されている。（資

料理 49） 
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資料理 49 履修例 
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（出典：理学部事務部作成）
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③平成 27 年度改組カリキュラムの特徴（資料理 50～51） 

資料理 50 本学部の教育課程（学年次別） 

1 年次・・・共通教育科目（26 単位）以外に理学の基礎科目としてグリーンサイエン

ス通論（新規・必修科目 4 単位）、微分積分学・線形代数学（新規・必修科

目 8 単位）、および自然科学科目を理学部共通科目として履修。 

2 年次以降・・・上述の授業で得た基礎知識を土台として各コースの専門科目（理学

の基礎科目を含み計 98 単位以上）を履修し、高い専門性を系統的に修得で

きるようになっている。 

（出典：理学部事務部作成）

 

資料理 51 卒業に必要な単位数  

区分 科目区分 単位数 

共通教育科目 

教養科目 15 

基礎科目 

外国語科目 8 

健康科学科目 1 

新入生ゼミナール科目 2 

  

日本語・日本事情 日本語・日本事情科目 (備考参照) 

小計 26 

専門科目 専門科目 98 

／ 合計 124 

備考：外国人留学生が日本語・日本事情の科目を履修し，修得した単位に

ついては，教養科目及び外国語科目の単位に算入することができる。 

（出典：理学部学生便覧） 
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必修科目により各コースの専門性を確実に身につけた上で、他コースも含めて広く選択

科目を履修することにより理学の幅広い知識を習得することもできるようになっている。

（前掲資料理８、p８） 

 

各コースそれぞれに卒業要件等を学生便覧より学生に示している。（資料理 52） 

資料理 52 数学科の卒業要件 

 

（出典：平成 27 年度理学部学生便覧）
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④共通教育 

共通教育科目は、学士課程共通の DP（前掲資料理３、p３）に基づき開講し、カリキュ

ラム・マップ、シラバスにより学生に明示している。（資料理 53～54） 

資料理53 学位授与の方針マップ（共通教育） 

（出典：信州大学シラバス検索システム）
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資料理54 共通教育シラバス 

 

(出典：シラバス)

 

２. 学生や地域社会からのニーズに対応した教育課程の編成・実施上の工夫 

（１） 授業改善アンケート、満足度調査及び高校関係者へのアンケート 

毎学期中(6 月及び 11 月)に授業改善アンケートを（前掲資料理 43、p45）、卒業時には

満足度調査を実施している。また、高大連携事業を通じて高校生や高校教員からのニーズ

をくみ取る体制が整っている。（資料理 55～57） 

資料理55 授業改善のためのフィードバックループ 

調査結果は直ちに授業にフィードバックされ、また教務委員会が中心となって、授業

改善の内容を把握している。また、満足度調査の結果は評価・点検委員会が中心となっ

て集約され、教育マネージメント室において改善策を議論する体制が整備されている。

 
（出典：理学部事務部作成）
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資料理 56 (満足度調査．平成 26 年度より「進路・教育に関する調査」と呼称) 
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信州大学理学部 分析項目Ⅰ 

7－66 

 

（出典：理学部事務部作成） 
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資料理 57 高大連携事業における高校生へのアンケート 
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（出典：理学部事務部作成） 

 

（２）学生への就学指導 

本学部では、成績や出欠状況をふまえた担任による生活･学修指導を行っている。（前掲

資料理 28、ｐ34） 

また、学生の成績表を年２回全保護者に送付している。（資料理 58） 
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資料理 58 保護者への成績表の送付 

 
（出典：理学部事務部作成）
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（３）理数学生応援プロジェクト（平成 21 年度～平成 25 年度）（資料理 59～63）。 

資料理 59 理数学生応援プロジェクト概要 

※本学部において、もっと学びたいという学生のニーズに応えるため、文部科学省の

「理数学生応援プロジェクト」採択を受け、「能動的学習意欲をもつ理数学生の発掘と

育成プログラム」を平成 21-24 年度の４年間実施した。 

 

・自ら積極的に学ぼうとしている学生を応援する主体的な学修（アクティブ・ラーニン

グ）プログラム 

・通常のカリキュラムに加えて，「新入生ゼミナール（特別クラス）」，「基礎理学総説演

習」，「早期卒業研究」[アドバンス演習（数理・理論科学分野）， アドバンス実験

（実験科学分野），アドバンス実習（フィールド科学分野）]，「学部・大学院継続科

目」（大学院授業科目先取り科目）を用意 

・サイエンスラウンジ（毎年 100 回以上の開催），自主ゼミナール，特別講演会（毎年

10 回以上の開催），国内外の学会への参加支援（毎年 20 人以上への支援），研究イン

ターンシップ，チュートリアル教育，早期研究室配属など，多様なプログラム 

（出典：信州大学理学部ホームページ「理数学生応援プロジェクト 能動的学習意欲を持つ理数学

生の発掘と育成プログラム」をもとに理学部事務部作成）
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資料理 60 理数学生応援プロジェクト 学年次別の教育課程・取り組み 

 

（出典：理学部事務部作成） 
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資料理 61 理数学生応援プロジェクト実績 

 

（出典：理学部事務部作成） 
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資料理 62 理数学生応援プロジェクト 講演会・発表会の実績状況 

 
（出典：理学部事務部作成）

 

資料理 63 学部長裁量経費による公募型アドバンス演習・実験・実習 
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※平成 23 年度から実施。学生による研究を支援するため、学部長裁量経費で学生に対

して研究費を支給している。理数応援プロジェクトから派生した取り組みである。 
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  申請テーマ 学 科 
学

年
指導教員 配分額

平成 23

年度 
光音響分光測定装置の開発・研究 化学科 3 樋上 照男 100,000

（4 件） 
C01E2 プラスミド複製開始タンパク質機

能ドメインの解析 
生物科学科 3 伊藤 建夫 100,000

  木崎湖堆積物から読み取る気候変動 物質循環学科 3 公文富士夫 100,000

  鉱物の合成 地質科学科 3 牧野 州明 100,000

平成 24

年度 

山岳源流域に特異的に生息する生物種群

を対象とした遺伝的構造の究明 
生物科学科 3 東城 幸治 100,000

（2 件） 
光音響分光法（PAS）による各種金属フ

タロシアニン錯体の分光学的研究 
化学科 3 樋上 照男 100,000

平成 25

年度 

光音響分光法を利用した木の葉の紫外可

視スペクトルの研究 
化学科 3 樋上 照男 100,000

（2 件） クジャクの羽の発色機構 地質科学科 3 牧野 州明 100,000

平成 26

年度 

光音響分光法（PAS）による，季節ごと

の諏訪湖のアオコ発生量の測定 
化学科 3 樋上 照男 83,000 

（9 件） 
長野県希少植物ハナノキの隔離分布の要

因を推測する 
生物科学科 3 佐藤 利幸 81,000 

  
絶滅危惧種シナイモツゴの MHC 遺伝子の

多様性と寄生虫感染率に関する研究 
生物科学科 3 高田 啓介 83,000 

  
ミズカマキリとヒメミズカマキリにおけ

る生物系統地理学的解析 
生物科学科 3 東城 幸治 83,000 

  
有用植物の抽出物質による微生物への成

長抑制と物質特定  
物質循環学科 3 朴  虎東 83,000 

  女鳥羽川の生態系 物質循環学科 3 山本 雅道 38,000 

  
水収支の観点から見た諏訪湖の水質汚染

問題 
物質循環学科 3 岩田 拓記 83,000 

  
野生動物を用いた環境評価法の確立と応

用 
物質循環学科 3 宮原 裕一 83,000 

  

梓川流域の植生とそれを利用する希少

種：クロツバメシジミならびにミヤマシ

ジミ（蝶類）の分布 

物質循環学科 3 島野 光司 83,000 

平成 27

年度 
ゼーベック効果による発電とその応用 物理科学科 3 竹下 徹 91,000 

（5 件） 植物の色素の分析 化学科 3 樋上 照男 100,000 

  
ヒマラヤ・カリガンダキ川に見られる礫

の起源と運搬過程 
地質科学科 3 吉田 孝紀 100,000 

  
アンモナイト化石中の鉱物及び化石の保

存環境 
地質科学科 3 吉田 孝紀 81,000 
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カマキリモドキ類における遺伝的構造の

解明 
生物科学科 3 東城 幸治 100,000 

（出典：理学部事務部作成）

 

（４）社会や地域へ向けた教育提供・交流 

①科目等履修生等 

社会人や地域住民の方に大学の授業を提供する方途として科目等履修生を募集、市民

開放授業を実施している（資料理 64～65）。また、出前講座も活発に行っている。（資料

理 66） 

資料理 64 科目等履修生実績 

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

0 9 5 9 5 6

（出典：理学部事務部作成）

 

資料理 65 市民開放授業実施状況 
正規の学生のために開講している通常の授業を、「市民開放授業」として一般市民にも開放している。

生涯学習に対する社会的な要請に応え、本学と地域社会の連携をより一層深めることを目的としてい

る。 

  
平成 22

年度 

平成 23

年度 

平成 24

年度 

平成 25

年度 

平成 26

年度 

平成 27

年度 

実施授業科目数 41 28 35 28 22   

受講人数 57 39 49 32 26   

理学部開講 

授業数 
136 116 117 117 113 107 

（出典：理学部事務部作成）

 

資料理 66 出前講座実績・開講講座等  
出前講座は、長野県内の公民館、障害学習センター、図書館および博物館等の生涯学習期間、幼稚

園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の教育機関並びに保育園及び公的な性格を持つ機関

及び団体からの申込みを受けて、本学の教員が各地に赴いて講座を行うもの。 

  平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

登録講座数 36 35 37 36 37 32

実施講座数 12 16 28 10 8   

（出典：理学部事務部作成）

 

 ②信州自然誌科学館（「自然」シリーズ）の開催 

地域住民や小中学生に向け、自然科学の面白さを伝える取り組みとして、信州自然誌科

学館（「自然」シリーズ）を開催している。（資料理 67） 

資料理 67 信州自然誌科学館（「自然」シリーズ）参加者数 

  平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度
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テーマ 
自然のからく

り 

自然を見つめ

る 
自然をさぐる 自然のちから ※ 

自然をかなで

る 

参加者数 655 670 479 552 1721 808 

※平成 26 年度は「2014 青少年のための科学の祭典松本大会」として開催

例年 8 月初旬の週末二日間で実施 

（出典：理学部事務部作成）

 

③野尻湖発掘調査団への協力 

地域住民との交流の取り組みとしては、1962 年より行っている野尻湖発掘調査団があ

る。（資料理 68） 

資料理 68 野尻湖発掘調査団 

 

（出典：理学部事務部作成） 

 

④信州サイエンスキャンプ 

高等学校との連携を推進するため、科学技術振興機構の次世代人材育成事業「信州サイ

エンスキャンプ」により、本学部の学生と長野県内の理数科設置高校、SSH（スーパーサ

イエンスハイスクール）指定高校の生徒が一堂に会し開催する研究成果発表会「信州サイ

エンスミーティング」を実施している。（資料理 69） 

資料理 69 SSH 等研究成果発表会実施状況 

 
事 業 名 開 催 日 時 参 加 校 

参 加

者 数

平 成 22

年 度  

課 題 研 究 合 同 研

修 会 

平 成 22 年 12

月 18 日 （土 ） 

飯 山 北 高 校 、屋 代 高 校 、野 沢 北 高 校 、諏 訪 清

陵 高 校 、東 海 大 学 付 属 第 三 高 校 、伊 那 北 高
不 明
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校 、木 曽 青 峰 高 校 、大 町 高 校 の計 ８校 

平 成 23

年 度 

課 題 研 究 合 同 研

修 会 

平 成 23 年 12

月 17 日 （土 ） 

飯 山 北 高 校 、屋 代 高 校 、野 沢 北 高 校 、諏 訪 清

陵 高 校 、東 海 大 学 付 属 第 三 高 校 、伊 那 北 高

校 、飯 田 高 校 、木 曽 青 峰 高 校 、大 町 高 校 の計 ９

校 

115 

 信 州 サイエンスミ

ーティング 

平 成 24 年 ３月

17 日 （土 ） 

飯 山 北 高 校 、屋 代 高 校 、野 沢 北 高 校 、諏 訪 清

陵 高 校 、東 海 大 学 付 属 第 三 高 校 、伊 那 北 高

校 、飯 田 高 校 、木 曽 青 峰 高 校 、大 町 高 校 の計 ９

校 

103 

平 成 24

年 度 

信 州 サイエンステ

クノロジーコンテス

ト～科 学 の甲 子 園

全 国 大 会 長 野 県

予 選 ～ 

平 成 24 年 11

月 11 日 （土 ） 

不 明 不 明

 信 州 サイエンスミ

ーティング 

平 成 25 年 ３月

16 日 （土 ） 

飯 山 北 高 校 、屋 代 高 校 、野 沢 北 高 校 、諏 訪 清

陵 高 校 、東 海 大 学 付 属 第 三 高 校 、伊 那 北 高

校 、飯 田 高 校 、木 曽 青 峰 高 校 、大 町 高 校 の計 ９

校  

116 

平 成 25

年 度  

信 州 サイエンステ

クノロジーコンテス

ト～科 学 の甲 子 園

全 国 大 会 長 野 県

予 選 ～ 

平 成 25 年 11

月 23 日 （土 ） 

飯 山 北 、長 野 、屋 代 、大 町 、松 本 深 志 、東 海 大

三 、諏 訪 清 陵 、箕 輪 進 修 、伊 那 北 、飯 田 の１０

高 １３チーム 

78 

 
課 題 研 究 合 同 研

修 会  

平 成 25 年 12

月 8 日 （土 ） 

飯 山 北 高 校 、屋 代 高 校 、野 沢 北 高 校 、諏 訪 清

陵 高 校 、東 海 大 学 付 属 第 三 高 校 、伊 那 北 高

校 、飯 田 高 校 、木 曽 青 峰 高 校 、大 町 高 校 の計 ９

校  

97 

 
信 州 サイエンスミ

ーティング 

平 成 26 年 ３月

15 日 （土 ） 

飯 山 北 高 校 、屋 代 高 校 、野 沢 北 高 校 、諏 訪 清

陵 高 校 、東 海 大 学 付 属 第 三 高 校 、伊 那 北 高

校 、飯 田 高 校 、木 曽 青 峰 高 校 、大 町 高 校 の計 ９

校  

100 

平 成 26

年 度  

信 州 サイエンステ

クノロジーコンテス

ト～科 学 の甲 子 園

全 国 大 会 長 野 県

予 選 ～ 

平 成 26 年 11

月 15 日 （土 ） 

長 野 、長 野 清 泉 、屋 代 、松 本 深 志 、松 本 秀 峰 、

大 町 、木 曽 青 峰 、伊 那 北 、飯 田 、野 沢 北 、東 海

大 三 、諏 訪 清 陵 の計 １２校  

144 

 
課 題 研 究 合 同 研

修 会  

平 成 26 年 12

月 20 日 （土 ） 

飯 山 北 高 校 、屋 代 高 校 、野 沢 北 高 校 、諏 訪 清

陵 高 校 、東 海 大 学 付 属 第 三 高 校 、伊 那 北 高

校 、飯 田 高 校 、木 曽 青 峰 高 校 、大 町 高 校 の計 ９

校  

100 

 
信 州 サイエンスミ

ーティング 

平 成 27 年 ３月

14 日 （土 ） 

飯 山 北 高 校 、屋 代 高 校 、野 沢 北 高 校 、諏 訪 清

陵 高 校 、東 海 大 学 付 属 第 三 高 校 、伊 那 北 高

校 、飯 田 高 校 、木 曽 青 峰 高 校 、大 町 高 校 、須

坂 園 芸 高 校 、上 田 千 曲 高 校 、臼 田 高 校 、岡 谷

工 業 高 校 、 伊 那 北 高 校 、駒 ヶ根 工 業 高 校 、下

伊 那 農 業 高 校 、大 町 高 校  

200 

平 成 27 信 州 サイエンステ 平 成 27 年 11 10 校  108 
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年 度  クノロジーコンテス

ト～科 学 の甲 子 園

全 国 大 会 長 野 県

予 選 ～ 

月 14 日 （土 ） 

 
課 題 研 究 合 同 研

修 会  

平 成 27 年 12

月 23 日 （水 ） 

飯 山 北 高 校 、屋 代 高 校 、野 沢 北 高 校 、諏 訪 清

陵 高 校 、東 海 大 学 付 属 第 三 高 校 、伊 那 北 高

校 、飯 田 高 校 、木 曽 青 峰 高 校 、大 町 高 校 、松

本 深 志 高 校 の計 10 校  

164 

 
信 州 サイエンスミ

ーティング 

平 成 28 年 ３月

13 日 （日 ） 

野 沢 北 高 校 、諏 訪 清 陵 高 校 、駒 ヶ根 工 業 高

校 、松 本 工 業 高 校 、大 町 高 校 、木 曽 青 峰 高

校 、東 海 大 学 付 属 第 三 高 校 、飯 山 高 校 、長 野

日 本 大 学 高 校 、伊 那 北 高 校 、屋 代 高 校 、岡 谷

工 業 高 校 、 エクセラン高 校 、飯 田 高 校  

200 

（出典：理学部事務部作成）

 

⑤信州大学自然科学館の開設 

信州大学自然科学館は、貴重資料の展示、データーベース化と公開、小中高校生・市民

向け体験学習事業の実施等教育研究活動への協力を行うため、平成 24 年 8 月に開設され

た。（資料理 70）また同館は、学芸員の資格取得にかかる実習に活用されている。（資料

理 71） 

資料理 70 信州大学自然科学館 

  
「信州大学自然科学館」には，旧制松本高等学校や松本師範学校時代から引き継がれ

た貴重な資料のほか，理学部教員と学生により発見された化石やミエ（シンシュウ）

ゾウのレプリカ，岩石標本や文理学部（1949～1966 年）から使われてきた計測装置な

どが収蔵，展示されています。 
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（出典：信州大学ホームページ「トピックス」

http://www.shinshu-u.ac.jp/topics/archive_data/2012/08/post-480.html）

 

資料理 71 教職および博物館に関する科目（平成 27 年度） 

＜教員免許取得のための科目（理学部開講科目）＞ 

科目名 主担当教員 
対象

学年

開講 

期 

曜日 

時限 

単

位

数

数学科指導法Ⅰ 西牧 守 2 前期 木 2 2 

数学科指導法Ⅱ 西牧 守 2 後期 木 3 2 

数学指導法特論 西牧 守 3 前期 月 2 2 

数学指導法演習Ⅰ 西牧 守 3 後 期

（ 前

半） 

月 3 1 

数学指導法演習Ⅱ 西牧 守 3 後 期

（ 後

半） 

月 3 1 

理科指導法（物理） 武田 三男 2 前 期

（ 前

半） 

水 2 1 

理科指導法（化学） 石川 厚 2 前 期

（ 後

半） 

水 2 1 

理科指導法（地学） 

山田 桂 

2 後 期

（ 前

半） 

火 5 1 

理科指導法（生物） 

（非）藤山 静雄

2 こ う

き（後

半） 

火 5 1 

理科指導法特論 宗像 一起 他 2 通年 集中 2 

理科指導法演習Ⅰ 公 文  富 士 夫

他 

2,3 前期 集中 1 

理科指導法演習Ⅱ 公 文  富 士 夫

他 

2,3 後期 集中 1 

教職実践演習（中・高） 森清 壽郎 4 後期 集中 2 

介護等体験の意義と実際 庄司 和史 2 通年 集中 2 

中学校教育実習  4 通年 集中 4 

高等学校教育実習  4 通年 集中 2 

教育実習事前・事後指導  4 通年 集中 1 
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＜博物館学芸員取得に関する科目＞ 

科目名 主担当教員 
対象

学年

開講 

期 

曜日 

時限 

単

位

数

生涯学習概論 
（非）小岩井 

彰 
1,2,3 前期 集中 2 

博物館概論 大塚 勉 1,2,3 後期 水 5 2 

博物館経営論 金井 直 他 2,3 前期（集中） 

後期 月 3 

2 

博物館資料論 （非）福島 正樹

他 

2,3 前期 月 1 2 

博物館資料保存論 （非）福島 正樹 2,3 前期 月 2 2 

博物館展示論 （非）福島 正樹 2,3 後期 月 4 2 

博物館教育論 （非）福島 正樹 1,2,3 後期 月 5 2 

博物館情報・メディア論 小山 茂喜 他 2,3 通年 集中 2 

博物館実習Ⅰ 大塚 勉 他 3 前期 火 5 

前期（集中） 

1 

博物館実習Ⅱ 大塚 勉 4 通年 1 1 

博物館実習Ⅲ 大塚 勉 4 通年 1 1 

（出典：理学部事務部作成）

 

（５）国際的に通用する技術者育成の取組 

地質科学科の応用地質学コースの教育プログラムは、日本技術者教育認定機構(JABEE)に

よる認定を受けている（資料理 72～73）。 

資料理 72 日本技術者教育認定機構 技術者教育プログラム認定とは 

 

1．技術者教育プログラム認定の目的 

 

JABEE の主要な活動は，高等教育機関で行なわれている教育活動の品質が満足すべきレベルにあるこ

と ， ま た ， そ の 教 育 成 果 が 技 術 者 と し て 活 動 す る た め に 必 要 な 最 低 限 度 の 知 識 や 能 力 (Minimum 

Requirement)の養成に成功していることを認定することである。 

JABEE の活動は教育機関に一定のカリキュラムや達成度を押し付けたり，教育機関の教育レベルを調べ

て順位付けし公表したりするものではない，むしろ，文部省の大学設置基準の大綱化に従い，各大学の

個性を伸ばすことを目的としている。各教育機関に独自の教育理念と教育目標の公開を要請し，新し

い教育プログラムや教育手法の開発を促進し，日本や世界で必要とされる多様な能力を持つ技術者の

育成を支援するものである。 

 

2．日本技術者教育認定制度の求めるもの 

 

JABEE は前節で紹介した理念を実現するために，各高等教育機関に次のような活動を求めている。 

大学や教育プログラムは，社会のニーズに一致する使命と目的を明示しなければならない。 

教育プログラムは，使命と目的に沿う具体的な教育目標を定義し，教育活動の成果がこれらの教育目

標と日本技術者教育認定制度が求める教育成果を如何に満たしているかを示さなければならない。 

教育プログラムを継続的に改善する仕組みを持たなければならない。 

 

a)学生や就職先企業など顧客層のニーズを取り入れる方法 

b)教育活動を観察して教育成果を測定し分析する方法 (Assessment) 

c)教育プログラムが教育目標を達成しているか否かを判断する方法 (Evaluation) 
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d)効果的な自己点検・教育改善システム（組織と活動） 

 

入学学生の質，教員，設備，大学のサポート，財務などの諸問題を教育プログラムの目標と結びつけて

十分検討してあること。 

これらの項目は，教育機関が，整然とした教育目標と教育戦略を持ち，必要な水準の教育活動を維持し

継続的に改善していくために，人的資源や設備が組織的にも財政的にも充分であることを要求してい

る。 

（出典：日本技術者教育認定機構ホームページ「JABEE と認定制度」

http://www.jabee.org/about_jabee/accreditation_system/）

 

資料理 73 日本技術者教育認定機構 認定校（平成 27 年度） 

 
（出典：日本技術者教育認定機構ホームページ「JABEE 認定プログラム教育機関名別一覧」より抜粋） 
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（６）グローバル社会で活躍する人材養成の取組 

グローバル人材を養成する教育の取り組みとして、英語を用いた講義（資料理 74～

75）、インターナショナル茶屋を実施している。（資料理 76）海外への留学派遣は、大学

間交流協定にもとづく交換留学制度を活用している。（資料理 77） 

資料理 74 英語による専門科目 

開講期間  授業名  教員氏名  曜日・時限  

通年(集中)  地質科学演習  森清 壽郎  不定  

前期  分析化学演習Ⅱ  巽 広輔  火１  

前期  科学英語 I  角野 由夫  月４  

前期  コロキウムⅠ  三宅 康幸  金２  

前期  動物発生学  柴田 直樹  火１  

前期  生理生態学  佐藤 利幸  木２  

前期  コロキウム  
浅見 崇比呂 

他  

月１ 月２ 

月３  

前期  発生遺伝学  柴田 直樹  水１  

前期  系統進化学  市野 隆雄  火２  

前期  科学英語 I  公文 富士夫 金２  

前期  コロキウム I  村越 直美  火２  

後期  無機化学演習  竹内 あかり 金２  

後期  科学英語 II  保柳 康一  月２  

後期  コロキウム II  國頭 恭  火２  

（出典：理学部事務部作成）

 

資料理 75 英語による講義の一例（シラバス） 

 

（出典：シラバス） 
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資料理 76 インターナショナル茶屋実施状況 

※平成 26 年度から実施。 

留学生を核として日本人学生も含めて英語でディスカッションをおこなう 

  日  時 場 所 参加者 内容等 

第 1 回 
平成 26 年 11 月 2 日

（日） 
ウッドデッキ 20 

銀嶺祭にあわせて実施，英語のコミュ

ニケーションを楽しんだ 

第 2 回 
平成 26 年 12 月 29 日

（月） 
ラウンジ A211 20 

Year-end party と称して，英語によ

る忘年会を行った 

第 3 回 
平成 27 年 6 月 30 日

（火） 
多目的ホール 23 

知の森基金の支援を受けた海外派遣の

報告会を英語で行った 

第 4 回 
平成 27 年 10 月 15 日

（木） 
多目的ホール 25 

アンダラス大学からの短期留学生との

交流会を行った。両国について英語で

プレゼン，懇親会。 

第 5 回 
平成 27 年 12 月 21 日

（火） 
多目的ホール 20 

Year-end party と称して、英語によ

る忘年会を行った。 

（出典：理学部事務部作成）

 

資料理 77 学生海外派遣状況 

年度 
派遣学生数

（人） 

内訳 

派遣国名 人数 

平成 24 年度 3 

ベルギー

ドイツ

オランダ

1

1

1

平成 25 年度 1 オランダ 1

平成 26 年度 10 

ベルギー

ドイツ

マレーシア

オーストラリア

ベトナム

1

3

3

2

1

平成 27 年度 10 

ドイツ

マレーシア

アメリカ合衆国

ベトナム

2

5

1

2

（出典：理学部事務部作成）

 

３. 信州の地の利を生かしたフィールドワークと安全に配慮した教育 

本学部のカリキュラムの特徴である、信州の地の利を生かした多種多様なフィールドワ

ーク関連の実験、実習（資料理 78）を安全に実施するため、安全の手引きを毎年学生に

配布し、実験・実習における注意を喚起している。（資料理 79） 

資料理 78 フィールドワークに関する実習，実験科目一覧（平成 24 年度～平成 27 年度） 

学

科 
科目名 開講時間 開講概要 

期間

中の
単位 年次 区分 

履修登録数 

H24 H25 H26 H27
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時間

数 

地

質

科

学

科 

地質学入門実習 前期水 4  22.5 1 1 必修 27 32 32 34

地質学序説実習 後期水 4  22.5 1 1 必修 28 32 33

鉱物・岩石学実習Ⅰ 前期木 3,4  45 2 1 必修 34 34 30 35

鉱物・岩石学実習Ⅱ 後期木 3,4  45 2 1 必修 34 31 36

地質調査法実習Ⅰ 
前期金

2,3,4,5 
 90 2 1 必修 33 28 29 33

地質調査法実習Ⅱ 
後期金

2,3,4,5 
 90 2 1 必修 35 32 34

野外巡検Ⅰ 集中土 
年間 8 回 

日帰り 
2 1 必修 35 38 28 33

野外巡検Ⅱ 集中火 3,4  
学習会 

実習 6 月 
2 2 必修  31 30 29

地質調査演習 集中 7～10 日間 4 2 必修  30 28 30

岩石学実験 前期金 3,4  45 2 3 自由  13 14 14

 後期金 3,4  45 2 3 自由 3 6 16

堆積・古生物学実験Ⅰ 前期木 3,4  45 2 3 自由 4 24 29 26

堆積・古生物学実験Ⅱ 後期木 3,4  45 2 3 自由 5 11 12

地球化学実験 前期水 3,4  45 2 3 自由 4 24 17 25

放射線安全実習 集中 
3 日間 

10 コマ 
1 2～4 自由  2 

地質実務体験実習 集中 
イ ン タ ー

ンシップ 
1 3 自由  11 6

生

物

科

学

科 

生物学基礎実験 前期火 3,4  45 2 1 必修 30 29 30 30

形態組織学実験 
前期金

3,4,5 
 67.5 2 2 必修 31 32 29 33

系統分類学実験 
前期水

3,4,5 
 67.5 2 2 必修 29 30 29 33

生態学実験 
後期金

3,4,5 
 67.5 2 2～ 3 必修 32 30 31

分子生物学実験 
後期水

3,4,5 
 67.5 2 2 必修 32 31 32

動物発生学実験 
前期木

3,4,5 
 67.5 2 3 必修  32 28 30
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多様性生物学実習 前期金 3,4 

週 1 回 20

時 間 及 び

集中 

45 1 3 必修  30 26 30

生体生物学実習 後期木 3,4  45 1 3 自由 2 14 14

進化生物学実習 後期水 3,4  45 1 3 自由  18 14

自然史実習 集中 
基本 2 泊 3

日～4 日 
1 2～4 自由 7 16 22 20

臨湖実習 集中 
6 日間（泊

り込み） 
1 2～4 自由  2 5

公開臨海実習 集中  1 2～4 自由 2  3

放射線安全実習 集中 
3 日 間 10

コマ 
1 2～4 自由  2 

生物インターンシップ 集中 
イ ン タ ー

ンシップ 

基本

30 時

間

1 3～4 自由  1 

物

質

循

環

学

科 

物 質 循 環 基 礎 実 習 Ⅰ

（A） 
前期月 3,4  45 1 2 必修 10 14 11 10

物 質 循 環 基 礎 実 習 Ⅰ

（B） 
前期金 3,4  45 1 2 必修 12 15 13 14

物 質 循 環 基 礎 実 習 Ⅱ

（A） 
後期月 3,4  45 1 2 必修 10 14 10

物 質 循 環 基 礎 実 習 Ⅱ

（B） 
後期金 3,4  45 1 2 必修 12 15 14

野外調査実習Ⅰ 集中 
各 実 習 項

目 1 日程度
1 1 必修 29 24 21 26

野外調査実習Ⅱ 集中 3 泊 3 日 1 2 必修 23 29 24 24

野外調査実習Ⅲ 集中 

シ ス テ ム

解 析 学 実

習 Ⅱ に 準

ずるほか、

4 年生、院

生 の 野 外

調 査 等 に

同行 

1 3 必修  23 22

システム解析学実習Ⅰ
前期水 3,4 

木 3,4 
 90 2 3 必修 1 23 31 24

システム解析学実習Ⅱ
後期月 3,4 

金 4,5 
 90 2 3 必修  23 22

放射線安全実習 集中 
3 日 間 10

コマ 
1 2～4 自由  3 

社会実務研修 集中 
イ ン タ ー

ンシップ 
1 3～4 自由   1

（出典：理学部事務部作成）
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資料理 79 安全の手引き 

※室外及び室内実験・実習に対応 

 

（出典：理学部安全の手引きより抜粋）
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４．専門教育を基にしたキャリア教育 

科学における倫理問題に対応できるよう、理学部共通科目として「科学技術と職業倫

理」を開講した。（資料理 80） 

資料理 80 科学技術と職業倫理シラバス 

 

（出典：シラバス） 

 

学生の職業意識の涵養を図るため、インターンシップ（１～２単位）を実施してい

る。（資料理 81～82）。 

資料理 81 インターンシップ参加者数 

 
（出典：理学部事務部作成） 

 

数理・自然
情報科学科

物理科学科 化学科 地質科学科 生物科学科 物質循環学科 合計

0 0 0 11 1 0 12

0 0 1 3 0 0 4

0 0 0 9 0 3 12

0 0 0 11 1 0 12

0 0 0 1 0 0 1

2 0 0 5 0 1 8

平 成 22 年 度

平 成 23 年 度

平 成 24 年 度

平 成 27 年 度

平 成 25 年 度

平 成 26 年 度
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資料理 82 インターンシップ科目一覧 

開講期間 授業名 教員氏名 

通年(集中) 数理実務体験実習 谷内 靖 

通年(集中) 化学実務体験 樋上 照男 

通年(集中) 地質実務体験実習 三宅 康幸 

通年(集中) 社会実務研修 村越 直美 

（出典：理学部事務部作成）

 

資料理 83 コア・サイエンス・ティーチャー（CST）養成拠点事業 
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（出典：理学部事務部作成）

 

５．学生の主体的な学習を促すための取組 

（1）理数学生応援プロジェクト（前掲資料理 59～63、ｐ70～76）。 

 

（2）e-Learning（eALPS システム）の活用 

教室外学習をうながすため、e-Learning（eALPS システム）で宿題や事前学習をうなが

す工夫を行っている。（資料理 84） 

資料理 84 eALPS 利用実績 

 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

開講数 390 315 512 407 686 750

利用数 45 57 59 50 68 110

利用率 12 18 12 12 10 15

※加工数：シラバスがあって、履修登録のある授業の数 

※利用数：教員が何らかの形で利用しているコースの数 

※利用率：利用数/開講数 

・総アクセス数は年々増加、学外からのアクセスが増加している。 

・利用時間のピークは 22 時～23 時 

・授業期間中は週末以外約 2,000 件/日を超える。 

（出典：理学部事務部作成）
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（3）他学部授業科目の履修、他大学との単位互換 

多様な履修形態を保証するしくみとして、他学部の科目履修などが、各コースごとに自

由に選択履修できる科目として位置づけられている。（資料理 85～88） 

資料理 85 他学部聴講 

  
人文 

学部 

経済 

学部 

教育 

学部 
医学部 工学部 農学部 

繊維 

学部 

合

計

平成 22

年度 

前期受講者数 18 10 2  30

後期受講者数 26 21  47

通年のべ科目数 85 42 2  129

平成 23

年度 

前期受講者数 16 18 1 3 2 40

後期受講者数 34 16 1  51

通年のべ科目数 75 41 2 4 3 125

平成 24

年度 

前期受講者数 19 12 2 1 2 1 37

後期受講者数 18 23 3 4  1 49

通年のべ科目数 53 46 7 6 2 2 116

平成 25

年度 

前期受講者数 12 26 3 41

後期受講者数 22 24 2 1 3 1 53

通年のべ科目数 50 84 2 1 7 1 145

平成 26

年度 

前期受講者数 12 31 5 48

後期受講者数 25 26 1  1 53

通年のべ科目数 48 72 3 5 1 129

平成 27

年度 

前期受講者数 20 33 1  54

後期受講者数 21 37 1  59

通年のべ科目数 64 73 1 3  141

（出典：理学部事務部作成）

 

資料理 86 5 大学理学部連携による相互単位互換制度による実習科目 

大学名 授業科目 

茨城大学 

生物科学野外実習 

地質環境科学実習 

地質調査演習Ⅰ 

埼玉大学 臨海実習 

富山大学 
野外実習Ⅰ 

地質学巡検 

信州大学 
野外調査法実習Ⅲ 

解析学特別講義 II 

静岡大学 
放射線管理実習 

生物科学野外実習 

（出典：理学部事務部作成）
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資料理 87 県内大学連携による科目履修者一覧 

 

（出典：理学部事務部作成） 

 

資料理 88 県外他大学における臨海・臨湖実習 

 

（出典：理学部事務部作成）
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（4）各種セミナーや講演会、シンポジウムの開催 

 各コースでは、日常的に各種セミナー（資料理 89）をおこなっている。また、理学部

全体としても多くの講演、シンポジウム（資料理 90～91）の機会を設けている。 

資料理 89 セミナー開催状況 

セミナー等 

開催実績（回数） 

平成 22 

年度 

平成 23 

年度 

平成 24 

年度 

平成 25 

年度 

平成 26 

年度 

平成 27

年度 

数理科学懇談会 15 10 7 9 11 8

信州トポロジーセミナー 19 21 12 12 15 14

信州代数セミナー 7 7 7 3 5

信州確率論セミナー 1 2  2 

信州数理物理セミナー 8 7 6 7 10 12

物理基礎科学セミナー 28 35 33 33 34 34

物性コロキウム 30 30 30 29 23 31

化学コロキウム 4 3 1  

分析化学セミナー 1   

アルプスサイエンスセミナー 1 1 1 1 1 1

物質循環談話会 9 10 8 8 8 8

地球科学セミナー 1   

生物科学教室セミナー 13 13 14 13 2 2

（出典：理学部事務部作成）

 

資料理 90 シンポジウム開催状況 

年度 シンポジウム開催名称等 開催日 

平成 22 年度 （非）可換代数とトポロジー 2011/3/9～11 

平成 23 年度 
確率論サマースクール 2011 2011/8/8 

（非）可換代数とトポロジー 2012/3/14～16 

平成 24 年度 

信州応用トポロジーセミナー 2012/11/23 

第 1 回先端加速器科学技術推進シンポジウム in 信州 2013/1/26 

場の数理とトポロジー（研究集会） 2013/2/6～8 

ワークショップ「数理科学と情報科学の周辺」 2013/2/14 

代数的トポロジー信州春の学校 2013/3/8～10 

信州関数解析シンポジウム 2013/3/14～15 

平成 25 年度 

研究集会「グレブナー若手集会」 2013/7/12 

ワークショップ「情報セキュリティと関連する離散

数学」 

2013/8/9～10 

研究集会「Sage Days 53.5」 2013/10/5 

信州関数解析シンポジウム 2013/11/28～29 

（非）可換代数とトポロジー 2014/2/19～21 

第 19 回代数学若手研究会 2014/2/26～28 

第 6 回代数学若手セミナー 2014/3/1 

代数的トポロジー信州春の学校 2014/3/6～8 

平成 26 年度 
信州大学偏微分方程式研究集会 2014/6/13～14 

第 3 回関数解析シンポジウム 2014/12/1～2 

平成 27 年度 第 1 回「光と水」の研究会 2014/6/16 
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第 2 回「光と水」の研究会 2014/7/21 

第 3 回「光と水」の研究会 2014/9/15 

第 4 回「光と水」の研究会 2014/10/27 

第 5 回「光と水」の研究会 2014/11/17 

第 4 回関数解析シンポジウム 2015/12/3～4 

第 2 回信州大学自然科学館ミニシンポジウム 2015/12/12 

第 6 回「光と水」の研究会 2014/12/15 

第 7 回「光と水」の研究会 2014/1/19 

第 8 回「光と水」の研究会 2014/2/16 

（出典：理学部事務部作成）

 

資料理 91 講演会開催状況 

年度 講演会名称等 講演者 開催日 

平成 22 年度 「化学への招待 化学と医

療・医薬」 

吉野和夫（信州大学理学部） 

加藤和夫（持田製薬） 

2010/12/4 

平成 23 年度 

Water in Nanoconfinement

（微小空間の水） 

 

「Growth and Properties 

of Ultra –Thin Layers of 

Ionic Liquids on Gold 

and Graphite Surfaces

（金およびグラファイト表

面上のイオン液体の超薄膜

層の成長と特性）」 

M.-C. Belissent-Funel 教授

（Laboratoire Leon 

Brillouin,Saclay France） 

V.Kempter 教授（Clausthal 

University） 

2011/5/25 

「泡とイオン」 前田悠（九州大学名誉教授） 2011/10/27 

平成 24 年度 

「金融系企業における数理

専門職への道－投資とリス

ク管理における数学の役割

－」 

黒田耕嗣（日本大学文理学部

教授） 

2012/7/20 

「神の粒子ヒッグスをさぐ

る」 

竹下徹（信州大学理学部） 2012/8/5 

「身近な自然－アユの棲む

川－について考えよう！」 

阿部信一郎（独立行政法人水

産総合研究センター 日本海

区水産研究所主事） 

2012/10/11 

数理談話会「確率と統計と

地震予測」 

尾形良彦（統計数理研究所名

誉教授、東京大学生産研究所

客員教授） 

2012/10/31 

「アフリカの環境汚染を考

える」 

池中良徳（北海道大学大学院

獣医学研究科講師） 

2012/11/15 

「物理の魅力」 大貫惇睦（琉球大学客員教

授、大阪大学名誉教授） 

2012/12/11 

数理科学プロジェクト講演

会「自然の中の左巻きと右

巻き－磁気電析の話題を中

心にして－」 

青柿良一（職業能力開発総合

大学校名誉教授、物質・材料

研究機構 リサーチアドバイ

ザー） 

2013/1/18 



信州大学理学部 分析項目Ⅰ 

7－95 

「3000m のタイムカプセ

ル：極域アイスコアから探

る過去の気候変動」 

川村賢二（国立極地研究所准

教授） 

2013/1/24 

第 1 回先端加速器科学技術

推進シンポジウム in 信州

『先端加速器の世界 いの

ちを守る、宇宙を創る』 

竹下徹（信州大学理学科） 

辻井博彦（放射線医学総合研

究所フェロー） 

鈴木厚人（高エネルギー加速

器研究機構機構長） 

2013/1/26 

平成 25 年度 

分析化学会中部支部 信州

地区講演会 

 2013/10/4 

平成 25 年度東海地区化学

教育討論会 

鈴木孝洋（長野県阿南孤島学

校） 

榎本紘司（愛知県立岡崎北高

等学校） 

堀史有（岐阜県立各務原西高

等学校） 

榎本貴之（三重県立松阪工業

高等学校） 

大石公隆（静岡県立島田工業

高等学校） 

吉野和夫（信州大学理学部） 

2013/10/12 

「リン酸カルシウムを応用

した人口骨の研究開発」 

菊池正紀（物質・材料研究寄

稿（NIMS）バイオセラミック

スグループリーダー） 

2013/10/18 

「化粧品」と界面化学」 岩井秀隆（花王株式会社上席

主任研究員、信州大学地域共

同センター客員教授） 

2013/10/25 

第 22 回ソノケミストリー

討論会 

 2013/10/25～26 

理数支援特別講演会「規制

反応場と分析化学」 

寺前紀夫（日本分析化学会会

長、東北大学名誉教授） 

2013/11/12 

日本分光学会中部支部 長

野地区講演会 

金継業（信州大学理学系准教

授） 

2013/12/18 

平成 26 年度 

「信州の黒曜石と旧石器時

代のヒト・環境」 

工藤雄一郎（国立歴史民族博

物館） 

小野昭（明治大学黒耀石研究

センター） 

2015/6/8 

平成 27 年度 

信州大学理学部グリーンサ

イエンス講演会 

天野良彦（信州大学工学系教

授） 

2015/7/17 

「ニュートリノ質量の発

見」2015 ノーベル物理学賞

講演会 

中畑雅行（東京大学宇宙線研

究所 神岡宇宙素粒子研究施

設長（教授）） 

佐藤丈（埼玉大学理工学研究

科（准教授）） 

2016/1/9 

（出典：理学部事務部作成）
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６．共通教育科目における教育内容・方法の工夫 

①新入生ゼミナール等 

高等学校までの勉学から、大学での学びへと橋渡しをするため、各学部・学科等で１

クラス20人程度により必修２単位として開講している。（資料理92） 

資料理92：新入生ゼミナールの概要及び新入生ハンドブック 

 共通教育の目標の「 ⑥ 大学教育における基礎的な能力の育成」の内の「大学教育を受けるため

の基礎能力の育成」を目的とします。 

 受験勉強中心の高等学校までの勉学から、自ら学ぶ態度を培い、学問の面白さ、自身の専門への

動機付けにより、大学での学びへと橋渡しをするためのゼミナールを前期、又は前期及び後期（学

部・学科（課程・系）によって指定）に開講します。 

 基礎的な情報通信技術、情報の集め方の確認や、授業の受け方、大学の諸施設の使い方などの基

本から始まり、口頭・文書によるコミュニケーションの基礎を含む大学での学びへの導入教育など

、大学における学習の一般的スタイルの獲得を目指します。また、共通教育を中心に自らの学習の

目標とそのための計画の立案を行います（ポートフォリオ作成）。 

 教員と学生の人格的な交流を活かしつつ、基本的には、大学に入ったばかりのみなさんが、大学

生として主体的に勉学に取り組む姿勢をつくる場として開設されます。 

 レポート作成、発表を通じて日本語の作文力や話し方について訓練し、専門教育の内容や施設に

直接触れることを通じて、大学生としてのみなさんの意識形成を図ります。 

このゼミナールは学部・学科（課程・系）の方針に従い、学部・学科（課程・系）の教員によって

実施されます。 

 なお、参考資料として、入学時に配付する「新入生ハンドブック」があります。 

（出典：「2015共通教育履修案内」をもとに経営企画課作成）
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（出典：「信州大学新入生ハンドブック2015」）
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②教養ゼミ・大学生基礎力ゼミ 

 学部混合で行われる１クラス20名程度のゼミナールが開講されている。（資料理93）  
資料理93 教養ゼミナール及び大学生基礎力ゼミ 

【教養ゼミナール】 

 本学は種々の専門性を持つ８学部からなる総合大学であり、１年次に全学部生が松本キャンパス

で学びます。ゼミナールは学部混合で行われますので、多様な物の見方を知る機会を得ることがで

きます。また、個々の教員の専門が生かされています。また原則として２５名を超えた場合の受講

制限は、数の多い学部生から行うなど同一学部生に偏らないような処置をしています。 

教養ゼミナールでは、多くの事例的な研究を行い、学生が自分の知識や人生を社会との関係の中で

位置付ける機会を提供します。討論やプレゼンテーション等も積極的に取り入れながら、物事の多

面的な理解と深い洞察力を養います。 

 

【大学生基礎力ゼミ】 

 
 

 

平成27年度開講数 

 前期 後期 

教養ゼミナール 53 36 

大学生基礎力ゼミ 11 0 

（出典：「2015共通教育履修案内」）

 

③ICT活用教育 

 松本キャンパス以外の高年次学生が共通教育科目を受講するため、ICTを活用した授業

を実施している。（資料理94～95） 

資料理 94：平成 27 年度 信州ユビキタスネットシステム（SUNS）利用授業の開講状況 

前  期  後  期  
授   業   名  担 当 教 員 授   業   名  担 当 教 員 

ネ イ チ ャ ー ラ イ テ ィ ン グ の す す

め（環境文学Ⅰ）【SUNS】【EA】 
松岡 幸司

環境文学のすすめ（環境文学Ⅱ）

【SUNS】【EA】  
松岡 幸司  

キャリア形成論Ⅰ -本当の自分を

理解するステップ -【SUNS】  
小池 健一

キャリア形成論Ⅱ－自分の将来像

を探るステップ－【SUNS】  
小池 健一  

物理学の世界【SUNS】  矢部 正之
新聞と私たちの社会【SUNS】（信

濃毎日新聞社寄附講義）  
分藤 大翼  

検索の科学【SUNS】  鈴木 治郎 現代医療における物理学【SUNS】 矢部 正之  
現 代 ド イ ツ の 言 語 と 日 常 ゼ ミ

【SUNS】  
松岡 幸司 現代ドイツ事情ゼミ【SUNS】  松岡 幸司  

ドイツ語初級（総合）Ⅰ【SUNS】 松岡 幸司 ドイツ語初級（総合）Ⅱ【SUNS】 松岡 幸司  
ドイツ語中級（読解）Ⅰ【SUNS】 松岡 幸司 ドイツ語中級（読解）Ⅱ【SUNS】 松岡 幸司  
線形代数学Ⅰ【SUNS】  高野嘉寿彦 一般化学Ⅱ【SUNS】  村上 好成  
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一般化学Ⅰ【SUNS】  村上 好成   
(出典：「 2015 共通教育履修案内」をもとに経営企画課にて作成 )

 

資料理 95：平成 27 年度 共通教 育『EA』科目(e-Learning のみで行う授業)の開講 状況  
前  期  後  期  

授  業  名  担当教員  授  業  名  担当教員  
ネイチャーライティングのすすめ

（環境文学Ⅰ）【SUNS】【EA】  
松岡 幸司

環境文学のすすめ（環境文学Ⅱ）

【SUNS】【EA】  
松岡 幸司

ジェンダー論【EA】  加藤 善子 ジェンダー論【EA】  加藤 善子

日 本 人 の た め の 英 作 文 練 習 ゼ ミ

【EA】  
加藤 鉱三 検索の科学【EA】  鈴木 治郎

ドイツ語初級（総合）Ⅰ【EA】  松岡 幸司 ﾄﾞｲﾂ語初級（総合）Ⅱ【EA】  松岡 幸司

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝ・ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ【EA】 
田口 茂樹

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝ・ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ

【EA】  
有路 憲一

リスニング＆リーディングⅠ【EA】  近藤 富英 リスニング＆リーディングⅡ【EA】  近藤 富英

ドイツ語中級（読解）Ⅰ【EA】  松岡 幸司 ドイツ語中級（読解）Ⅱ【EA】  松岡 幸司

ロシア語中級Ⅰ【EA】  佐々木 寛 ロシア語中級Ⅱ【EA】  佐々木 寛

ハングル中級Ⅰ【EA】  延 鎭淑  ハングル中級Ⅱ【EA】  延 鎭淑  
キャンパスライフと健康【EA】  川 茂幸    

（出典：「 2015 共通教育履修案内」をもとに経営企画課にて作成）

 

④教育方法・学習支援 

上記のほか、履修登録上限単位、習熟度別クラス編成（英語、微分積分学Ⅰ、力学、

生物科学Ⅰ）、リメディアル教育（英語基礎、基礎数学、基礎物理、基礎化学）、各種英語

資格試験による単位認定県内他大学との単位互換を行っている。(資料理 96）  

資料理96：共通教育科目における教育方法や学習支援 

【履修登録上限単位】 

 共 通 教 育 科 目 では、１学期に履修登録できる単位の上限が学部ごとに定められています。 

 ※ 履修登録単位数の上限には教職に関する科目は含みません。 

 ※ その他、学部・学科（系）によって、上限に含まない科目もありますので、詳細は各学部学

生便覧で 確認してください。 

大学での勉学は授業での学習に加えて、出席する授業の予習、復習を含む十分な自主的学習時

間の確保が前提となっています。こうした趣旨から、履修登録単位数の上限制度が設けられてい

ます。なお履修登録単位数の上限を超えて履修することはできません。 

また、前期の成績が優秀な学生で学部長の許可がある場合には、後期に個々の学生ごとに履修

登録単位数の上限を設定することが認められます。  

 

【習熟度別クラス】 

英語  英語のクラスは、すべて学部別であり、また習熟度別クラス編成になっています。（上級

）（中級）（初級）の３レベルです。習熟度別クラスが編成され、授業がはじまる前までに掲示さ

れます。指定されたクラス以外のクラスを履修することは原則としてできません。 

 

微分積分学Ⅰ、力学、生物科学Ⅰ  基礎科学科目の履修方法は学部・学科（課程・系）により異

なりますので、各学部・学科（課程・系）の履修指導に従ってください。学部・学科（課程・系

）でクラスが指定されますので、指定のクラスで受講してください。 

なお、力学及び生物学Ａについては、高校における履修状況等を考慮し、一部の学生について

クラスの指定があります。対象学生となる学生が学部・学科（系）から掲示等で指定されます。 

 

【リメディアル教育】 

大学での学習にスムーズに取り組んで行けるように、基礎を学ぶための授業です。積極的に活

用しましょう。 

各科目のリメディアル教育授業については、以下の通り実施します。掲示により受講を指定

された学生は、以下を確認の上、授業に臨んでください。対象学生は、授業開始日までに、全

学教育機構公用掲示板にて周知します。なお、指定を受けない場合でも、受講人数に余裕があ

る場合は、授業担当教員に申し出て、受講することができます。 
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「基礎化学」 

担当教員 ： 勝木 明夫 全学教育機構  

授業内容 ： 高校の化学Ⅰを中心に化学Ⅱまで 

実施期間 ： 前期 水曜日の５時限 平成 27 年 4 月 15 日～7 月 1 日（ただし、4 月 29 日

、5 月 6 日を除く）  

講 義 室 ： 共 28 番教室  

そ の 他 ： 学部からの指定事項等の詳細は、４月に公用掲示板で確認してください。 

  

 

【各種英語資格試験による単位認定について】 

 ＴＯＥＩＣ、ＴＯＥＦＬ等で一定の点数を得た者及び実用英語技能検定（英検）等の特定の級

に合格した者にだけ適用されます。 

 

【放送大学との単位互換】 

 本学に在籍する学生が放送大学との単位互換（本学の授業の代わりに放送大学の授業を受講し

て単位を修得すれば、本学で修得すべき単位とみなす制度）を希望する場合は、「特別聴講学生

」として受講することができます。ただし、受講の対象は教育学部、医学部、工学部、農学部及

び繊維学部の学生に限ります。 

 

【県内他大学との単位互換】 

信州大学は、長野県内の他大学（長野県看護大学、佐久大学、清泉女学院大学、諏訪東京理科

大学、長野大学、松本歯科大学、松本大学）と単位互換協定を結んでいます。 

信州大学の学生は、この協定により長野県内他大学が開講する授業を受講することができ、そ

の受講により取得した単位は、信州大学の単位として認定されます。単位互換の授業は、みなさ

んが他大学に通学して授業を受けるタイプと、遠隔講義システム（SUNS）* を利用して信州大学

の教室で他大学の授業を受けるタイプの２種類があります。 

長野県内他大学の単位互換の対象授業は、学期の始めに各大学が募集します。 

また、長野県内の高等教育機関で組織する「高等教育コンソーシアム信州」のホームページ（

http://www.c-snet.jp/）でも、単位互換に関することが掲載されています。 

なお、全学教育機構では、平成27年度開設する教養科目、外国語科目及び基礎科学科目の授業

のうち、授業担当教員が開放することを認めた「授業科目」について、県内の他大学の学生の受

け入れを実施します。 

 

【遠隔講義システム（SUNS）*による受講】 平成22年度からは、長野県内他大学の授業を遠隔講

義システム（SUNS）*を通じて信州大学で受講することができるようになりました。（他大学の特

別聴講学生として受け入れられます。）この遠隔講義システムを利用した授業を受講すれば、他

大学に通学しなくても信州大学の教室で、他大学の授業を受講できます。遠隔講義システム（

SUNS）*を利用した他大学の開講科目は、共通教育科目のうち「教養科目」として認定され、卒

業に必要な単位に算入されます。 

（出典：「2015共通教育履修案内」をもとに経営企画課にて作成）

 

 

（水準）期待される水準を上回る 

 

（判断理由） 

在学生、受験生および保護者の期待に応え、広い学問的素養と理学の基礎を修得した上

で各コースの専門性を培うことができるよう、科目の構成や年次進行が設定されている。

（資料理 49） 

教育編成において特筆すべきは、平成 27 年度改組により、７つの分野別コースと３つ

の履修プログラムにより 21 種類の履修ルートを設けている点である。これにより旧来の

研究者・技術者養成型の履修モデルにとどまらず、広く学生個々のニーズに応じた履修モ

デルのカスタマイズが可能となっている。（資料理 50） 

教職・学芸員資格取得のためのカリキュラム（資料理 71）や、キャリア教育（資料理

80～82）、理数系教員養成（資料理 83）など、様々な制度や科目を設定することで学生や

社会からの多様なニーズに応えることのできる教育体制を整えている。 
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卒業生の雇用者からの期待に応え、DP に基づく教育課程を編成し、職務遂行のための

能力を身につけることができる教育を実施している（資料理 80～83）。また、学生の主体

的学修を促す取り組みを実施している。（資料理 84～88） 

進学先の大学院関係者、研究関連学会や機関の期待に応え、理数学生応援プロジェクト

（資料理 59～63）、信州の地の利を生かしたフィールドワーク（資料理 78）を実施し、論

理的思考力と理学の基礎知識や専門的な技量を培う教育を実施している。 

地域社会・自治体の期待に応え、地域社会への大学教育や研究内容の開放、交流等も実

施している。（資料理 64～70） 
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分析項目Ⅱ教育成果の状況 

 

観点 学業の成果 

 

（観点に係る状況） 

（１）学業の成果の点検、把握の体制 

学業の成績の点検、把握の体制は以下のとおりである。（前掲資料理41～43、p43～45

、資料理97） 

資料理97 学業成績点検、把握の体制 

 

 

 

 

 

 

（出典：理学部事務部作成)

 

（２）進級・卒業・休学・退学等の状況 

過去６年の進級率は以下のとおり推移している。（資料理98）進級要件については、

学生便覧で周知している(資料理99)。過去6年の休学者及び退学者は以下のとおり推移

している（資料理100)。 

資料理98 学年別進級率・卒業率 

 平成22

年度 

入学生 

平成23

年度入

学生  

平成24

年度入

学生 

平成25

年度入

学生 

平成26

年度入

学生 

平成27

年度入

学生 

最短就業年限で2年次に進級した

者 
95.0％ 94.6％ 88.0％ 92.5％ 91.6％ 96.7％

最短就業年限で3年次に進級した

者 
85.5％ 79.8％ 85.2％ 91.0％ 86.5％ 

最短就業年限で4年次に進級した

者 
83.3％ 83.0％ 88.9％ 84.9％  

4年間で卒業した者（休学も含め

て4年以内） 
76.9％ 75.3％ 81.0％   

6年以内で卒業した者（休学も含

めて6年以内） 
91.9％   

（出典：理学部事務部作成)

 

資料理99 進級要件 

学

科 
コース 年次 要件 

数

学

科 

数理科

学 

1年次から2年次 なし 

2年次から3年次 なし 

3年次から4年次 なし 

自然情

報学 

1年次から2年次 なし 

2年次から3年次 なし 

3年次から4年次 なし 

単位習得状況  
欠席日数等  

（出席状況確認システムのデータ、

学期ごとの成績結果（GPA 含む）な

どから把握）  

教務委員会  
学生委員会  

指導教員

随時報告  点検・管理
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理

学

科 

物理学 

1年次から2年次 なし 

2年次から3年次 なし 

3年次から4年次 

・「共通教育科目」、「グリーンサイエンス通論」及び「基礎

理学科目群」について卒業要件を満たしていること。 

・「情報科学演習」の単位を取得済みであること。 

・物理学コースのコース必修の授業科目のうち、1年次及び2年

次を対象とする授業科目の単位を全て取得済みであること。 

・「物理学実験Ⅲa」と「物理学実験Ⅲb」の単位を取得済みで

あること。 

・上記に加えて、卒業要件124単位に対して100単位取得済みで

あること。 

ただし上記の要件を満たさない場合でも、単位の取得状況や就

学状況などをコースで検討し進級を認める場合もあります。 

化学 

1年次から2年次 35単位以上修得済みであること。 

2年次から3年次 

80単位以上習得済みであること。ただし、以下の項目も満たし

ていること。 

・すべての共通教育科目を修得済であること 

・基礎理学科目群を必修8単位を含めて18単位以上取得済であ

ること。 

・基礎分析化学、基礎無機化学、基礎有機化学、基礎物理化学

、基礎化学実験を修得済であること。 

3年次から4年次 

110単位以上修得済みであること。ただし、以下の項目も満たし

ていること。 

・分析化学実験、無機化学実験、有機化学実験、物理化学実験

を修得済であること。 

・情報科学演習と3年次までのコース必修科目42単位をあわせ

て44単位のうち42単位以上修得済であること。 

地球学 

1年次から2年次 なし 

2年次から3年次 なし 

3年次から4年次 
2年次までの必修科目すべての単位を取得し、かつ3年次必修科

目10単位のうち6単位以上取得していること。 

生物学 

1年次から2年次 基礎生物学実験を含む30単位を取得済みであること。 

2年次から3年次 60単位を取得済みであること。 

3年次から4年次 すべての必修科目を含む100単位を履修ずみであること 

物質循

環学 

1年次から2年次 35単位以上修得済みであること。 

2年次から3年次 

70単位（外国語科目4単位、新入生ゼミナール2単位、健康科学

科目1単位、情報科学演習2単位、物質循環基礎実習2単位を含む

）以上修得済みであること。 

3年次から4年次 
100単位（システム解析学実習Ⅰ2単位を含む）以上修得済みで

あること。 

（出典：信州大学理学部学生便覧 平成 27 年度入学生用より抜粋)

 

資料理100 休学者・退学者数 

 平成22

年度 

平成23

年度 

平成24

年度 

平成25

年度 

平成26

年度 

平成27

年度 
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休学者数 21 22 30 23 21 16

退学・除籍者 16 22 15 14 9 5

（出典：理学部事務部作成)

 

（３） 教育職員免許及び各種免許の取得状況 

過去６年間の卒業生の教職免許取得率及び学芸員資格取得率は以下のとおりである。(

資料理101～102) また、JABEE認定コースの修了状況は以下のとおりである。（資料理

103）  
資料理 101 卒業者の資格取得状況（教員免許） 

年度 取得人数 
免許取得率 

（取得数／卒業生）

免許種類別 
卒業生数 

中学校 高等学校

平成 22 年 78 37% 57 78 212 

平成 23 年 61 32% 37 61 192 

平成 24 年 68 34% 60 68 202 

平成 25 年 77 37% 66 77 209 

平成 26 年 66 32% 54 64 204 

平成 27 年 49 24% 43 49 207 

（出典：理学部事務部作成）

 

資料理 102 卒業者の資格取得状況（学芸員資格） 

年度 
資格取得率 

（取得数／卒業生） 
卒業生数

平成 22 年 14 7% 212

平成 23 年 15 8% 192

平成 24 年 7 3% 202

平成 25 年 16 8% 209

平成 26 年 11 5% 204

平成 27 年 6 3% 207

（出典：理学部事務部作成）

 

資料理 103 JABEE（地質科学科応用地質学コース修了生の状況） 

年度 
応用地質学コース修了生 

地質科学科卒業生数 
人数 卒業生に占める割合 

平成 22 年度 21 72% 29 

平成 23 年度 22 63% 35 

平成 24 年度 14 54% 26 

平成 25 年度 22 85% 26 

平成 26 年度 22 67% 33 

平成 27 年度 15 50% 30 

（出典：理学部事務部作成）

 

（３）－２ 教員の養成、コア・サイエンス・ティーチャー（CST）の養成 

理学部卒業生のキャリアパスとして、中学・高校の教員職への就職は重要なものの一

つであり、学生本人、保護者からの教職教育への期待も大きい。これに応えるため、教職

教育を進めるとともに、平成 21 年度に教職相談室を設置した。（資料理 104） 

資料理 104 教職相談について 
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特任教授が，それぞれの学部での教職相談を行なっています。 

履修方法・教育実習・教員採用試験等気軽に相談してください。 

※工学部・農学部・繊維学部については，教職教育部の教員の授業の前後でも教職

相談を行なっています。 

［担当と場所ならびに開設日］ 

百瀬司郎特任教授…松本キャンパス教職教育部教職相談室 

井出忠臣特任教授…松本キャンパス……月曜日・水曜日 

              繊維学部…火曜日 

              工学部…金曜日    

千村重平特任教授…松本キャンパス…月曜日・火曜日・木曜日 

              農学部…水曜日 

              繊維学部…金曜日 

℡ 0263-37-3367 でも相談可能です。 

（出典： http://kyoushoku.shinshu-u.ac.jp/kyoushoku/note/soudan.html）

 

さらにコア・サイエンス・ティーチャー（CST）において独自の教育プロジェクトを進

めた結果、毎年 30 名近くの学生が初級 CST を取得した。（資料理 105） 

資料理 105 初級 CST 取得状況 

 

（出典：理学部事務部作成） 

 

（４） 学生の受賞状況 

 学生の受賞実績は以下の通りである。（資料理106） 

資料理106 受賞論文掲載等 

該当年度 学科等 受賞等の概要 

平成 23 年度 地質科学科 

2012 年 2 月 18 日（土），19 日（日）に日本科学未

来館および東京国際交流館プラザ平成で開催された

文部科学省主催の「サイエンス・インカレ」におい

て，奨励賞を受賞 

平成 24 年度 生物科学科 

2012 年 8 月 31 日（金）につくば国際会議場で開催

された「第 2 回リサーチフェスタ ２０１２」にお

いて，ポスター発表の研究発表部門で銅賞を受賞 
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平成 24 年度 物質循環学科 

2013 年 3 月 2 日（土），3 日（日）に幕張メッセ国

際会議場（千葉市）で開催された文部科学省主催の

「第 2 回サイエンス・インカレ」において，Nature

賞（協力企業賞）を受賞 

平成 25 年度 生物科学科 

論文が日本動物学会「Zoological Science Award 

2013」選出，あわせて受賞論文の中で特に優れた論

文に贈られる「藤井賞」の受賞（2013 年 6 月 11

日） 

平成 27 年度 物理学科 

2016 年 3 月 5 日（土），6 日（日）に神戸国際会議

場（兵庫県）で開催された文部科学省主催の「第 5

回サイエンス・インカレ」において，関電工賞（協

力企業賞）を受賞 

（出典：理学部事務部作成）

 

（５） 学業の成果に対する学生の評価 

卒業時に、専門教育に関する満足度調査を行っている。（資料理107） 

資料理107 平成26年度満足度調査 

・調査項目：①学部 ②教育課程 ③教員・授業 ④各種サービス ⑤施設設備 

・質問14「学部の教育は総合的に見て満足のいくものである」では「どちらかという

とそう思う」「そう思う」をあわせると70％を超えている。 

・質問26「専門的な知識を身につけられた」質問27「論理的な考え方を身につけられ

た」においては80％を超えている。 
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（出典：理学部評価点検委員会作成）

 

 

（水準）期待される水準を上回る。 

 

（判断理由） 

 

卒業時のアンケート調査の結果において、「学部の教育は総合的に見て満足のいくも

のである」では「どちらかというとそう思う」「そう思う」をあわせると70％を超えて

いる。(資料107) 

過去６年間の卒業生の教職免許取得率は24%から37%で推移している。 (資料理101)ま

た、学芸員や習得技術者等の、教育内容を活かした各種資格の取得が行われている（資

料理102～103）。 

また、様々な分野で本学部の学生が受賞している。（資料理106） 

これにより在学生・受験生・それらの保護者等の期待に応えている。 
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観点 進路・就職の状況 

（観点に係る状況） 

（１） 卒業後の進路の状況（資料理108） 

資料理 108 進路状況 

大学院進学率はおよそ 40～55%、また就職率は全国平均等と比較して一貫して高く

75～80％で推移している。約 9 割の学生が卒業時の進路を決定できている。 

卒
業
年
度 

区
分 

卒業者 進 学 者 就 職 者 

専
修
学
校
・
外
国
の

学
校
等
入
学
者 

一
時
的
な
仕
事
に
就

い
た
者 

左記以外の者 
不
詳
・
死
亡 

の
者 

A 人(B) 率(B/A)
人

（C）

率(C/A-

B) 
人(D) 率(D/A) 

H21 

全体 18,413 8,400 45.62% 7,200 71.91% 287 279 2,050 11.13% 197

国立 7,460 4,703 63.04% 2,058 74.65% 68 31 553 7.41% 47

本
学 

計 211 113 53.55% 74 75.51% 5 0 19 9.00% 0

男 157 88 56.05% 50 72.46% 4 0 15 9.55% 0

女 54 25 46.30% 24 82.76% 1 0 4 7.41% 0

H22 

全体 18,297 8,185 44.73% 7,213 71.33% 248 289 2,114 11.55% 248

国立 7,324 4,536 61.93% 2,055 73.71% 55 50 542 7.40% 86

本
学 

計 212 106 50.00% 83 78.30% 0 0 23 10.85% 0

男 155 82 52.90% 53 72.60% 0 0 20 12.90% 0

女 57 24 42.11% 30 90.91% 0 0 3 5.26% 0

H23 

全体 18,116 7,886 43.53% 7,306 71.42% 214 356 2,216 12.23% 138

国立 7,247 4,423 61.03% 2,000 70.82% 55 69 668 9.22% 32

本
学 

計 192 105 54.69% 67 77.01% 0 1 19 9.90% 0

男 130 77 59.23% 37 69.81% 0 0 16 12.31% 0

女 62 28 45.16% 30 88.24% 0 1 3 4.84% 0

H24 

全体 18,063 7,725 42.77% 7,794 75.39% 235 278 1,900 10.52% 131

国立 7,142 4,338 60.74% 2,070 73.82% 67 63 561 7.85% 43

本
学 

計 202 94 46.53% 84 77.78% 0 0 24 11.88% 0

男 145 71 48.97% 59 79.73% 0 0 15 10.34% 0

女 57 23 40.35% 25 73.53% 0 0 9 15.79% 0

H25 

全体 17,828 7,517 42.16% 8,004 77.63% 163 298 1,757 9.86% 89

国立 7,013 4,227 60.27% 2,109 75.70% 42 55 549 7.83% 31

本
学 

計 209 73 34.93% 109 80.15% 0 0 27 12.92% 0

男 152 55 36.18% 76 78.35% 0 0 21 13.82% 0

女 57 18 31.58% 33 84.62% 0 0 6 10.53% 0

H26 

全体 18,233 7,767 42.60% 8,608 82.25% 137 227 1,409 7.73% 85

国立 7,347 4,453 60.61% 2,274 78.58% 41 59 490 6.67% 30

本
学 

計 204 91 44.61% 95 84.07% 0 0 18 8.82% 0

男 154 76 49.35% 64 82.05% 0 0 14 9.09% 0

女 50 15 30.00% 31 88.57% 0 0 4 8.00% 0

H27 

全体     

国立     

本
学 

計 215 74 34.42% 122 86.52% 0 1 18 8.37% 0

男 160 59 36.88% 88 87.13% 0 1 12 7.50% 0

女 55 15 27.27% 34 85.00% 0 0 6 10.91% 0
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※「全体」「国立」は、学校基本調査の全国集計のうち、  

各年度>高等教育機関《報告書掲載集計》>卒業後の状況調査>大学 

卒業後状況調査（関係学科別）より、区分「理学」を抜粋  

なお、平成 27 年度については、平成 28 年 6 月末現在未公開  

（出典：学校基本調査をもとに経営企画課作成）

 

 就職活動シーズンには、就職ガイダンスや講演会が開催され、学生の就職活動を組織

的に支援している。 (資料理109～110) 

資料理 109 理学部就職セミナー実施状況（平成 27 年度） 

※キャリアサポートセンターで実施する各種セミナー等の他に、理学部就職委員会が

主催してガイダンス・講演会・企業説明会を開催している。 

開催日 事       項 

H27.4.17 

 

 

H27.4.20 

 

 

H27.4.21 

 

 

H27.4.22 

 

H27.4.23 

 

 

H27.5.11 

 

H27.5.22 

 

H27.6.11 

H27.6.26 

 

H27.6.30 

 

H27.7.3 

 

H27.8.7 

 

H27.10.6 

 

H27.10.31 

 

H27.12.17 

 

H27.12.18 

会社説明会 

電子テクノ株式会社 

ソニー株式会社 

会社説明会 

 京セラ株式会社 

 株式会社地熱エンジニアリング 

会社説明会 

 株式会社トヨタコミュニケーションシステム 

 日本石油金属資源開発機構（JOGMEC） 

会社説明会 

 玉野総合コンサルタント株式会社 

会社説明会 

 地圏総合コンサルタント株式会社 

 開発設計コンサルタント 

会社説明会 

 ニコン株式会社 

会社説明会 

 水資源開発機構 

マイナビ就職ガイダンス 

会社説明会 

 株式会社 SRI 

会社説明会 

 ソニー・イーエムシーエス株式会社 

会社説明会 

 株式会社富士通アドバンスエンジニアリング 

会社説明会 

 HOYA 株式会社 

会社説明会 

 株式会社 SRI 

キャリア教育イベント「キャリアデザインを考える」 

会社説明会 

 国際石油開発帝石株式会社 

会社説明会 

 JSR 株式会社 
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H28.1.29 

H28.2.10. 

 

H28.2.15 

 

H28.2.16 

 

H28.2.17 

 

H28.2.18 

 

H28.2.19 

 

物理学生のための就職支援セミナー 

会社説明会 

 ソニー株式会社 

会社説明会 

 三祐コンサルタンツ株式会社 

会社説明会 

 JX 金属株式会社 

会社説明会 

 水資源開発機構 

会社説明会 

 株式会社戸田建設 

会社説明会 

 株式会社地熱エンジニアリング 

 株式会社ニュージェック 

（出典：理学部事務部作成）

 

資料理 110 「キャリアデザインを考える～卒業生と就職を語ろう～」ポスター 

 

（出典：理学部就職委員会作成）
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 就職先に関して、卒業生の職業別・産業別就職状況は以下のの通りである。（資料理

111） 

資料理 111 職業別就職状況 

６年間において、約５割以上の学生が、各種技術者や教員、その他専門職等の職種に就

いており、各学科で身につけた能力と就職先の職種との関連性が認められる。 

 
（出典：理学部事務部作成） 

 

 

 

 

  

A：
研究・技術職

B：
教員

C：
医療・福祉

D：
その他専門職

E：
事務・管理

F：
販売・サービ
ス

G：
農林漁業・
その他従事
者

H：
その他

合計

平成21年度卒 24 19 0 1 18 5 5 2 74

平成22年度卒 20 23 0 3 28 5 2 2 83

平成23年度卒 16 14 0 3 21 3 5 5 67

平成24年度卒 20 21 0 2 30 6 5 0 84

平成25年度卒 27 22 0 7 35 8 6 4 109

平成26年度卒 35 14 0 2 21 12 4 7 95
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研究・技術職

B：

教員

C：

医療・福祉

D：

その他専門職

E：

事務・管理

F：

販売・サービス

G：

農林漁業・その他従事者

H：

その他
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（２）卒業生、卒業生就職先からの意見聴取等 

 平成24年、27年に行った卒業生との座談会(資料理112)では、企業人として活躍する

卒業生から、学部での実験や実習、卒論等が現在の職業に役立っているとの回答が寄せ

られた。(資料理113) 

資料理112 卒業生との座談会 

 理学部評価・点検委員会では，信州大学銀嶺祭（大学祭）期間中の11月3日（土）午後，卒業生に

よる座談会「卒業生と理学部を語ろう ～理学部の教育改善を目指して～」を開催いたしました。 

 この座談会は，学部教育を実際に受けた卒業生の率直な意見をお聞きし，理学部教育について評

価・点検を行い，学部教育の改革に向けた参考にしようという考えのもとに実施されたものです。 

当日は，各学科を卒業・修了し，さまざまな分野・職場で活躍されている20代，30代の計13名に

出席頂き，卒業後に感じている本学の理学部や理学部教育について，また，将来理学部はこうあっ

てほしいということについて率直な感想，意見を語って頂きました。 

 

 また、平成27年度も同様に、信州大学銀嶺祭（大学祭）期間中の10月31日（土）に学生OB・OGとの

座談会を行い、6名のOB・OGと23名の現役学生が就職について意見交換を行いました。 

（出典：理学部旧ホームページより抜粋、理学部事務部作成）

 

資料理113 卒業生と理学部を語ろう！OBアンケートの結果（抜粋） 

卒論・修論・博士論文作成について 

数学の文章を書くときに、誤解を生じないような表現を心がけました。数学の文章を書く上では

良い経験になりました。 

数学全般の力。 

まとめる・文章を作成するということが学部生のときにどういうものか分かっていなかった。レポ

ートも正しいことを書いて提出すれば何とかなっていた。しかし、論文を作成するようになり、

「自分でまとめること」「人に伝えたいことを適切に書く」という重要さがわかり、人に見られる

もの、人に興味をもってもらえるような文章を書く力をつけることができたと思う。 

論理的な文章の組立や、客観的なものの考え方などです。 

コツコツとデータ集めでしょうか。 

実際に文章を書いて、先生から直しをもらい過程を経て文章の書き方が身についた。何回かやり

取りをするようになると誤字・脱字もぐらいしか赤入れがなくなってきて力が付いたことを実感し

た。現在仕事の上でも、後輩を指導する上でも役になっていると思う。 

いろいろありますが、特に自分の見解を他者に伝える難しさが壁でした。知識と疑問点、至らな

い部分を第三者的に見て、限られた時間でまとめる力は、仕事でもプライベートでも必要です。ま

だまだ修行中ですが、とても役に立っています。 

卒論発表会も、学部卒ではなかなか経験できないことだったのだと、社会出てから気づきました。

卒論をまとめる過程で得た「自分の足を使って調べる」経験は、行政という立場での企画・立案

においても、とても役に立っています。 

重複しますが、「常に疑問を持つ」ということ。あと、似て非なることと思っていますが、「常に

好奇心を持つ」ということは人生を豊かにしてくれると思います。 

卒論などでは一人で論文をまとめる作業のなかで、「筋道立てて説明する」力が付いたと思う。こ

の力は現在の仕事での住民に対する説明など専門を問わずに役に立っているものであると思う。 
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データーを正確に取ってこれらをまとめる。これは授業で学ぶこと。 

卒論・修論では相手に伝える・相手に読んでもらえるようにすることが大事だと思った。 

知っていることと分かったことは全く違う。 

（先生から言われた課題受け身で取り組んでいると）なぜこの研究をしているのかという「イント

ロダクション」が卒論の時に書けなかった。”分からないから明らかにする”ということすら気づ

かず書けず悩んだ記憶がある。 

実体験をアウトプットとする力が身についたと思う。 

（出典：平成24年「卒業生と理学部を語ろう」アンケート） 

 

（３）インターンシップ 

 理学部の全ての学科では平成19年度よりインターンシップに関する授業を設けてお

り、近年では毎年10人程度の参加者がある。(前掲資料理81～82、ｐ88-89) 

 

 

（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由） 

 インターンシップの導入や、就職セミナーの実施等の就職指導によって、進学率や就

職率とも全国平均以上であり、学生の進学・就職支援が十分になされている（資料理81

～82、108）。このような環境の下で、卒業時の進路決定が十分になされていると言え

る。 

また、就職先として専門分野に関連した進路を選ぶ学生が過半数に及び、学部での専

門教育が進路決定に大きな影響を与え学生の力を引き出しているといえる（資料理

111）。 

また、社会人として活躍する卒業生からも、専門教育が効果的に学生の能力を引き出

していることが示されている（資料理113）。 

以上のことから、在学生・受験生・保護者、および卒業生の雇用者からの期待に応え、

期待される水準を上回っているといえる。 

 



信州大学理学部 

7－114 

Ⅲ 「質の向上度」の分析 

 

（１） 分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

平成 27 年度に改組を行い、教育実施体制に格段の改善がみられた。プログラム制の導

入（資料理８）により、個別性の高い理学部の学問分野の専門性を確保しつつ、互いに関

連の深い理学分野を広く学ぶこともできるようになった。 

学部長のガバナンスを強化し、学生からの指摘や要望に対して、各教員が対応を文書で

教務委員会に報告するよう体制を強化した（資料理 24、42、43）ため、日常的な授業改

善がおこなわれるようになった。第１期中期目標期間（H16～21 年度）においては、この

ような授業改善の文書報告はおこなわれていなかった。また学生相談センターを平成 24

年度に新設したことにより、サポート体制が充実した（資料理 30）。 

教育内容・方法については、第２期中期目標期間において教育関連のプロジェクトを

次々に実施してきた。まず「理数学生応援プロジェクト」事業（資料理 59～63）は先進

プログラムとして継承・発展している。また「コア・サイエンス・ティーチャー養成プロ

グラム」事業（資料理 83）により設置された教職相談室（資料理 104）は、その後の理学

部の教職教育に大きな役割を果たし続けている。 

 

 

（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

① 事例１ 「理数学生応援プロジェクト実施に伴う学生の受賞」 

 学生の主体的な学習を促すために、「理数学生応援プロジェクト」（資料理59～63）に

おいて新入生ゼミ、アドバンス実験、サイエンスラウンジ、自主ゼミ等の開催支援を行っ

た。平成25年度以降は、学部による継続的な支援を続けている。 

 

② 事例２「就職率の向上」 

 OB・OGとの座談会などが開催され（資料理112）、就職支援体制が整備されている（資

料理109）。就職先関係者からの聴取もなされており、社会の要請を教育に反映する体制

も整備されている。これらを反映して、平成21年度に比べ、就職率は高い数値を維持して

いる。また、約9割の学生が卒業時の進路を決定でき、良好な状態を維持している（資料

理108）。 
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Ⅰ 医学部の教育目的と特徴 

 

１ 教育目的 

（１）理念・目標 

本学部の理念・目標を以下に示す（資料医１）。 

資料医１ 医学部の理念・目標 

（理念） 

豊かな人間性，広い学問的視野と課題探求能力を身につけた臨床医，医療技術者や医学研究者な

どを育成するとともに，高度で個性的な医科学研究を行います。また医科学の教育・研究と医療

活動を発展させることによって地域貢献を果たし，国際交流に寄与します。 

（教育目標） 

１．医に携わる者としての基本的な知識・技能・態度を修得させる。 

２．医学的問題点の把握と自発的に解決する能力を培う。 

３．豊かな人間性と医に携わる者としての倫理観を育てる。 

４．幅広い教養教育を通して，人間としての教養をたかめる。 

５．国際交流ができる外国語能力を育成する。 

（出典：信州大学ホームページ「基本理念・目標・沿革」）

 

（２）３つの方針 

本学部の学位授与，教育課程編成・実施，入学者受入の方針を以下に示す（資料医２

～４）。 

資料医２ 学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

（医学科） 

信州大学医学部医学科の理念と目標に則り，以下の知識と能力を十分培った学生に「学士（医

学）」の学位を授与する。 

「意欲・態度」 

・温かい人間性や高い倫理観を裏付ける幅広い教養を身につけ，社会の健全な発展のために行動

できる。 

・医師としての高い見識と誠実な態度を身につけ，病める人を救う強い情熱を持っている。 

「思考・判断」 

・患者の身体的・心理的・社会的状態を科学的に評価し，さまざまな情報を総合して，適確に判

断し，必要な行動ができる。 

「コミュニケーション」 

・患者やその家族と十分な意思の疎通ができ，医療のみならず保健や福祉の関係者と良好な関係

を築くことで，チーム医療を推進する能力を持っている。 

「技能・知識」 

・疾病の正確な診断と適切な治療を遂行するための幅広い知識と高度な技法を修得している。 

常に最新の医療情報を収集するとともに，生涯自らの学習課題を開拓し探求することができる。

 

（保健学科） 

信州大学医学部保健学科の理念と目標に則り，以下の知識と能力を十分培った学生に「学士（看

護学）」又は「学士（保健学）」の学位を授与する。 

１．生命を尊び，人間についての幅広い知識を身に付け，対象を全人的に理解して，人々の健康

を支援することができる。 

２．保健・医療において生じている現象を分析し，健康問題を解決するために必要な科学的根拠
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に基づいた判断の進め方について理解することができる。 

３．保健・医療の専門職者として必要な感性を磨き，基本的知識・技術を獲得して，さまざまな

状況で活用できる。 

４．保健・医療・福祉の現場において，専門職者として自己の責任を自覚し，チームの一員とし

て協働活動に参加できる。 

５．文化の多様性を理解し，国際的視野に基づいた保健・医療活動の必要性とその方法を理解で

きる。 

６．多くの学問分野に接して幅広い教養と探求的，創造的思考を身に付け，保健・医療の専門職

者として必要な学習課題や目標を自ら設定し，常に課題の克服や目標達成に取り組むことができ

る。 

（出典：信州大学ホームページ「信州大学学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」）

 

資料医３ 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

医学科ディプロマポリシーに基づくカリキュラムポリシー 

信州大学が定めたディプロマポリシーおよびカリキュラムポリシーを受け，医学部医学科のディ

プロマポリシーに掲げた「意欲・態度」「思考・判断」「コミュニケーション」「技能・知識」

の各項目を備えた医療人，医学研究者を育成するため，以下のような考え方に基づきカリキュラ

ムを作成します。 

 温かい人間性や高い倫理観を裏付ける幅広い教養を身につけるために，専門教育と並行して教

養教育及び医療倫理教育を実施し，まずは社会人として，その後医師としての高い見識と誠実な

態度の醸成を図ります。また，疾病の正確な診断と適切な治療を遂行するための幅広い知識と高

度な技法を修得するために，低学年から専門基礎科目と専門科目を積み上げていきます。基礎医

学講義・実習と並行して，グループディスカッションにより臨床症例問題の解決を図る少人数教

育を行うことで，基礎医学的知識の統合的理解および基礎医学的知識と臨床医学的知識の融合を

図ります。加えて，課題解決型の実習により，常に最新の情報を収集する技能の向上と様々な情

報を総合的に判断する能力の向上を図ります。臨床医学講義・実習では，臓器別に講義・演習・

実習を集約し，関連する基礎医学知識の確認や，臨床医学の基本的知識の習得を図ります。症例

検討型の授業を取り入れることで，基本的知識の深い理解をうながします。 

 患者やその家族との意思疎通やチーム医療を推進する能力を身に付けるべく，低学年時から他

学科と合同して行う講義や実際の患者と触れ合う機会を取り入れます。 

 臨床実習では，それまでに身に付けた知識や態度，技術を繰り返し確認することで，医師とし

て求められるレベルにまで引き上げていきます。 

 

保健学科カリキュラム概要 

本学保健学科は，未曾有の高齢社会の中で，変化する社会をとらえ，進展し続ける医療科学技術

を理解し，全人的医療を行いうる医療人を育成することを目的としております。この目的を達成

するため，信州大学という８学部を擁する総合大学の利点と，長野県内外に輩出した卒業生を核

として全国に張り巡らされたネットワークを最大限に活用し，フィールドでの実践を重視した教

育を基本として人材を養成します。 

（信州大学ホームページ「教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）」）

 

資料医４ 入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー） 

（医学科） 

医学科の求める学生像 

 医学部医学科ではこんな人を求めています。 

 （１）医師となる明確な目的意識を持っていること 

 （２）医学を学んでゆくにあたって必要な基礎学力があること 
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 （３）医師となるのにふさわしい協調性，決断力，積極性を持っていること 

 （４）病める人を救う情熱，思いやりと奉仕の心，倫理観を持っていること 

 （５）将来の人類のために創造的な医学研究を志向する探求心を持っていること 

 上記を満たすために，高等学校では以下の科目を身につけていることが望まれます。 

① 数学：数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学Ａ，数学Ｂについての十分な知識・技能と数学的思 

考法 

② 理科：物理，化学，生物，地学についての基礎的知識と科学的な思考力 

③ 地理歴史，公民：世界史Ｂ，日本史Ｂ，地理Ｂ，現代社会，倫理，政治経済についての基 

礎的知識と社会的素養 

④ 国語：十分な読解力，思考力，表現力 

⑤ 英語：十分な読解力，表現力，会話能力 

⑥ 特別活動及び課外活動を通じた自主的，協調的な態度や思いやりと奉仕の心 

 

（保健学科） 

保健学科の求める学生像 

 保健学科は専門性の異なる看護学専攻，検査技術科学専攻，理学療法学専攻，作業療法学専攻 

で構成されています。保健・医療においては専門性を追求するだけでなく，刻々と変化していく

社会情勢や科学に対応し，様々な職種間の連携をとることが必要です。 

 このため，保健学科は，次のような資質を備えた学生を強く望んでいます。 

 （１）“人”に深い関心と思いやりを持ちうる人 

 （２）絶え間なく進歩する科学を理解・適用していくための基礎学力と論理的能力のある人 

 （３）社会に対し積極的に関わり，専門職としての役割を果たそうとする意欲のある人 

保健学科に入学するまでに学んできてほしいこと 

保健・医療・福祉領域における医療職者の役割は，拡大し，多様化してきました。医療職者に 

は，人間の命の尊さを真摯に理解し，人を思いやる心をもち，幅広い基礎知識と応用力，たゆみ

ない探究心により，社会に対しても積極的に関わり役割を果たそうとする意欲を持つことが求め

られます。 

このため，保健学科に入学するまでに高等学校等において次のようなことを身につけていること

が望まれます。 

（１）国語・英語に関しては，基礎的な読解力・表現力・コミュニケーション能力・論理的思考

力 

（２）数学に関しては，「数学Ⅰ」，「数学Ⅱ」，「数学Ａ」，「数学Ｂ」の知識と論理的思考

方法 

（３）理科に関しては，「物理」，「化学」，「生物」の基礎的な知識と科学的に探究する姿勢

（４）地理歴史・公民に関しては，刻々と変化していく社会情勢に対応していくための基礎知識

と応用力 

（５）特別活動及び課外活動等を通した自主的，協調的な態度や思いやりと奉仕の心 

（出典：「信州大学学生募集要項」）

 

 

２ 組織の特徴や特色 

（１）組織の特徴 

①基本的組織の特徴 

  本学は県内５キャンパスに分散しており，本学部は，松本キャンパスにて一貫教育

を行っている。（資料医５～７） 
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資料医５ キャンパス配置図 

 (出典:信州大学ホームページ「交通・キャンパス案内」)

 

資料医６：全学教育機構の概要 
全学教育機構とは  

 全学教育機構は，信州大学が定める教育上の基本方針に基づき，本学の共通教育（各学部が

編成する教育課程のうち，本学学生に対する教養教育，基礎教育及び日本語・日本事情に係る

教育について，全学協力体制のもとに，全学共通に行う教育）及び教職関係５学部（人文学部，

理学部，工学部，農学部及び繊維学部）の教職教育（教育職員の免許状授与の所要資格を得さ

せるための教育）の実施機関として，各学部と緊密に連携し，全学的な見地から共通教育に係

る教育課程の企画及び円滑な実施を図るとともに，本学が掲げる高度専門職業人養成の教育目

標を達成するため，学部一貫教育を前提に本学の教育に関する研究開発，企画及び支援を総合

的に行うことを目的としています。 

1 年次生は，全学部生が全学教育機構で学びます。 

 信州大学は長野県内の 5 つのキャンパスに８学部が散在していますが，全学部の１年次（医

学部医学科は２年次まで）は，松本キャンパスの全学教育機構に集い，共通教育科目を受講し

ます。 

全学の教育力を結集した共通教育を実施します。幅広い教養と基礎的能力を獲得できます。 

 信州大学の共通教育は，全学教育機構の教員とともに，全学部の教員が当然の責務として行

うという全学協力体制に立脚しています。これにより，学生は，全学教員の専門知識を生かし

た，いわば大学の総力を結集した科目を学ぶことが可能になります。 信州大学は，幅広い教養

と基礎的能力に基づく課題探求能力，豊かな人間性や国際性をもった人材育成を目指しており

ます。 

（出典:信州大学全学教育機構ホームページ「全学教育機構とは」）
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資料医７：信州大学全学教育機構規程 
(目的) 

第 2 条 機構は，信州大学(以下「本学」という。）が定める教育上の基本方針に基づき，本学の

共通教育（各学部が編成する教育課程のうち，本学学生に対する教養教育，基礎教育及び日本

語・日本事情に係る教育について，全学協力体制のもとに，全学共通に行う教育をいう。以下

同じ。）及び教職関係 5 学部（人文学部，理学部，工学部，農学部及び繊維学部をいう。以下

同じ。）の教職教育(教育職員の免許状授与の所要資格を得させるための教育をいう。以下同じ。）

の実施機関として，各学部と緊密に連携し，全学的な見地から共通教育に係る教育課程の企画

及び円滑な実施を図るとともに，本学が掲げる高度専門職業人養成の教育目標を達成するため，

学部一貫教育を前提に本学の教育に関する研究開発，企画及び支援を総合的に行うことを目的

とする。 

(全学協力体制等) 

第 3 条 共通教育及びこれを履修する学生(以下単に「学生」という。）の修学指導は，全学協力

体制により実施するものとし，各学部は，その実施体制の管理及び運営に責任を負うとともに，

本学のすべての教員は，その構成員として共通教育の実施及び学生の修学指導を担当すること

を任務とする。 

2 機構は，前条の目的を達成し，次条に定める業務を遂行するため，附属図書館，総合健康安全

センター，総合情報センターその他の関係部局(以下「関係部局」という。）と有機的に連携す

るとともに，関係委員会等と緊密に連携協力する。 

(出典:信州大学規程集)

 

②学部の特徴 

本学部は昭和19年設置の松本医学専門学校に始まり，昭和26年に医学部医学科とな

り，保健学科は平成14年に医療技術短期大学部から改組。（資料医８） 

資料医８：医学部組織の概要 

○本学部は県内唯一の医育機関として，また附属病院は県内唯一の大学病院として長野県

の医療をリードしている。 

○今日まで多くの医師，看護師，臨床検査技師，理学療法士，作業療法士等を輩出し，長

野県のみならず日本の医療に貢献している。 

○専門医を多数育て，最先端医療を積極的に導入することにより，長野県医療の最後の砦

としての役割を果たしている。一方，多くの患者さんに接し，人に優しい医療を実践す

ることにより，地域医療を支える人材を多数育成している。さらに，リサーチマインド

を持った医療従事者の育成を推進し，医療レベルの向上に貢献している。 

 

（次頁に続く） 
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（出典：「医学科・保健学科入学案内2016」）

 

③産学官連携施設 

産学官が連携したインキュベーション施設を有している（資料医９）。 

資料医９ 産学官連携施設 

（大学の施設） 所在地（市町村） 

※すべて長野県 

信州地域技術メディカル展開センター 松本市 

（出典：「大学概要2015」抜粋）

 

④寄附講座 

研究機関等からの付託を受け寄附講座を設置している（資料医10）。 

資料医10 医学分野に関する寄附講座一覧 

 

講座名 寄附者 設置期間 

寄附額（期間総

額） 

（単位：千円） 

地域医療推進学講座 長野県 H21.4.1～H24.3.31 90,000 

医学教育学講座 JA 長野厚生連 H22.4.1～H27.3.31 60,000 

神経難病学講座 キッセイ薬品工業株式会社 H22.4.1～H32.3.31 310,000 

下部尿路医学講座 旭化成ファーマ ,杏林製薬 H23.4.1～H26.3.31 28,500 
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株式会社,グラクソ・スミス

クライン株式会社 

創薬科学講座 キッセイ薬品工業株式会社 H24.4.1～H30.3.31 180,000 

在宅療養推進学講座
キッセイコムテック株式会

社 

H25.3.27 ～

H28.3.31 
24,000 

人工聴覚器学講座 

メドエル・エレクトロメデ

ィツィニッシェ・ゲレーテ・

ゲーエムベーハー 

H25.4.1～H28.3.31 39,000 

メディカル・ヘルス

イノベーション講座

株式会社ブルボン ,多摩川

精機株式会社 ,社会医療法

人財団慈泉会相澤病院 

H25.4.1～H28.3.31 54,000 

下部尿路医学講座 
旭化成ファーマ ,杏林製薬

株式会社 
H26.4.1～H27.3.31 8,000 

産業衛生学講座 

セ イ コ ー エ プ ソ ン 株 式 会

社,東筑摩郡筑北村,株式会

社ファーストリティリング

H26.4.1 ～

H27.10.31 
6,358 

感染病態解析学講座 JA 長野厚生連 H27.4.1～H32.3.31 60,000 

（出典：医学部作成） 

 

⑤協力，関連施設 

 本学部の教育にあたり，多くの病院・施設の協力を得ている。（資料医11） 

資料医11 教育協力病院・施設 

（医学科） 

病院名（３７病院） 

長野県立 須坂病院  市立大町総合病院  
県立こころの医療センター

駒ヶ根  

長野県立 木曽病院  飯山赤十字病院  富士見高原病院  

安曇総合病院  昭和伊南総合病院  岡谷市民病院  

佐久総合病院  伊那中央病院  新町病院  

篠ノ井総合病院  諏訪赤十字病院  肝疾患診療相談センター  

小諸厚生総合病院  安曇野赤十字病院  相澤病院  

長野松代総合病院  長野県立こども病院  市立甲府病院  

北信総合病院  長野市民病院  丸の内病院  

国保依田窪病院 長野赤十字病院  諏訪中央病院  

ま つ も と 医 療 セ ン タ ー 松

本病院 
松本市立病院  上越総合病院  

ま つ も と 医 療 セ ン タ ー 中

信まつもと病院 
飯田市立病院  丸子中央病院  

国 立 病 院 機 構 信 州 上 田 医

療センター  
厚生連 鹿教湯病院  佐久市立国保浅間総合病院 

国 立 病 院 機 構  小 諸 高 原

病院 
  

（保健学科） 

看護学専攻 

相澤訪問看護ステーション

ひまわり  
小諸高原病院  

松本 市北 部 デイ サー ビ スセ

ンター  

相澤病院  塩尻市保健福祉センター  松本市北部保健センター  

相澤訪問看護ステーション

ひまわり塩尻事業所  

塩 尻 市 社 会 福 祉 協 議 会 訪 問

看護ステーション  
松本市立病院  

あさま温泉敬老園デイサー 篠崎訪問看護ステーション  松本 市立 病 院  訪問 看 護ス
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ビスセンター  テーション  

あずみの里訪問看護ステー

ション  
篠ノ井総合病院  

松本 市田 川 デイ サー ビ スセ

ンター  

安曇野市豊科保健センター  
小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事

業所 となりの縁側おかだ  

松本 市北 部 デイ サー ビ スセ

ンター  

安曇野市穂高保健センター  
小 規 模 多 機 能 施 設  か が や

きの家笹部  
松本赤十字乳児院  

安曇野市三郷保健センター  
城 山 介 護 老 人 保 健 施 設 ゆ め

てらす  

松本 西訪 問 看護 ステ ー ショ

ン  

安曇野赤十字訪問看護ステ

ーション  

竹 の 湯 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ

ー 
松本保健福祉事務所  

蟻ヶ崎デイサービスセンタ

ー  
中信松本病院  丸の内病院  

池田町総合福祉センターや

すらぎの郷  

ツ ク イ 松 本 デ イ サ ー ビ ス セ

ンター  

丸の 内訪 問 看護 ステ ー ショ

ン  

うつくしがはら温泉敬老園

ショートステイ  

ツ ク イ 松 本 北 深 志 デ イ サ ー

ビスセンター  
南ふれあいホーム  

うつくしがはら温泉敬老園

デイサービスセンター  

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー ジ ョ

イフル岡田  
村井病院  

うつくしの里デイサービス

センター  

長 野 県 看 護 協 会 南 松 本 訪 問

看護ステーション  

メン タル ケ アセ ンタ ー あず

み  

大町市中央保健センター  長野県立こども病院  
山形 村保 健 福祉 セン タ ーい

ちいの里  

大町保健福祉事務所  藤森訪問看護ステーション 
ゆめ の里 和 田訪 問看 護 ステ

ーション  

介護老人福祉施設 岡田の里  
訪 問 看 護 ほ っ と ス テ ー シ ョ

ン  
れんげの家  

岡谷市保健センター  松岡病院  老人保健施設 あずみの里  

介護老人保健施設  安曇野

メディア  
松川村保健センター  

 

介護老人保健施設  ハーモ

ニー  

松 本 協 立 訪 問 看 護 ス テ ー シ

ョンすみれ  

 

北アルプス医療センターあ

づみ病院併設訪問看護ステ

ーションあずみ  

松 本 市 医 師 会 訪 問 看 護 あ い

ステーション  

 

北ふれあいホーム  松本市西部保健センター   

グループホームおかだ  松本市中央保健センター   

御殿の湯デイサービスセン

ター  
松本市南部保健センター  

 

検査技術科学専攻 

相澤病院 信州大学医学部附属病院 松本医師会センター 

長野県立こども病院   

理学療法学専攻 

あいち小児保健医療総合セ

ンター  

長岡療育園 竹重病院 

安曇総合病院 長野中央病院 長野県立総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃ-ｼｮﾝｾﾝﾀ- 

安曇野赤十字病院 藤森病院 長野県厚生連佐久総合病院 
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飯山赤十字病院 松本協立訪問看護ステー

ションすみれ 

長野県厚生連鹿教湯三才山ﾘﾊﾋﾞ

ﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ三才山病院 

石川県立中央病院 松本市立病院 長野県厚生連鹿教湯三才山ﾘﾊﾋﾞ

ﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ鹿教湯病院 

一之瀬脳神経外科病院 丸子中央病院 長野県厚生連小諸厚生総合病院 

伊那中央病院 山梨県立あけぼの医療福

祉センター 

長野県厚生連富士見高原病院 

医療法人社団日高会 日高病

院 

一宮西病院 長野県厚生連北信総合病院 

神奈川リハビリテーション

病院 

稲荷山医療福祉センター 長野県立こども病院 

上條記念病院 昭和伊南総合病院 長野松代総合病院 

国保依田窪病院 信州大学医学部附属病院 長野赤十字病院 

小林脳神経外科病院 信濃医療福祉センター- 飯田市立病院 

しいのみ学園 諏訪赤十字病院 富士温泉病院 

城西病院 諏訪中央病院  

独立行政法人地域医療機能

推進機構東京蒲田医療セン

ター 

相澤病院  

作業療法学専攻 

相澤病院 信州大学医学部附属病院 小諸厚生総合病院 

飯田市立病院 総合上飯田第一病院 上伊那生協病院 

伊那中央病院 長野県立須坂病院 城西病院 

介護療養型老人保健施設 

いずみの 

長野県立総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾ

ﾝﾀｰ 

信濃医療福祉センター 

介護老人保健施設辛夷園 長野市民病院 諏訪湖畔病院 

介護老人保健施設ハーモ

ニー 

長野中央病院 諏訪中央病院 

上條記念病院 メンタルサポートそよか

ぜ病院 

千曲荘病院 

健和会病院 安曇野赤十字病院 倉田病院 

厚生連安曇総合病院 栗田病院 鶴賀病院 

こころの医療センター駒

ヶ根 

恵寿総合病院 南信病院 

佐久総合病院 北アルプス医療センター

あずみ病院 

飯田病院 

鹿教湯三才山ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾ

ﾝﾀｰ鹿教湯病院 

厚生連富士見高原病院 北ふれあいホーム 

篠ノ井総合病院 佐久総合病院  

城西病院 鹿教湯三才山ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾ

ﾝﾀｰ三才山病院 

 

（出典：医学部作成）

 

（２）カリキュラムの特徴・特色 

①基本的な構成 

本学は，共通教育科目と専門科目にて教育課程を編成している。（資料医12） 

資料医12 信州大学学則 
(教育課程の編成方針) 

第 42 条 各学部は，本学，当該学部及び学科又は課程等の教育上の目的を達成するために必要な

授業科目を自ら開設し，体系的に教育課程を編成するものとする。 

2 教育課程の編成に当たっては，学部等の専攻に係る専門の学芸を教授するとともに，幅広く深
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い教養及び総合的な判断力を培い，豊かな人間性を涵養するよう適切に配慮するものとする。

 (授業科目の区分) 

第43条 本学で開設する授業科目は，その内容により共通教育科目及び専門科目に分ける。 

(出典:信州大学規程集)

 

②専門科目 

専門科目の特徴，構成を以下に示す（資料医13） 

資料医13 医学科・保健学科カリキュラムの特徴，構成 

①  医学科 

講義による教育を少なくし，課題追求・問題解決型の教育および臨床実習を積極的

に導入している。さらに，臨床実習における自主性を尊重し，積極的かつ実践的な学

習ができる環境を整えている。臨床能力の評価には要所に客観的臨床能力試験（OSCE）

を取り入れ習熟度を総合的に判断している。カリキュラムの作成・実施については学

内および学外からの評価を行っている。また，平成23年度入学生から新カリキュラム

が始まっている。 

6 年生 卒業試験 

ユニット講義 

臨床実習(Clinical clerkship)(学外実習を含む) 

臨床実習終了後 OSCE 

5 年生 臨床実習(clinical clerkship)(学外実習を含む) 

Midterm OSCE 

4 年生 

 

後期 臨床実習(clinical clerkship)(学外実習を含む)， 

前期 共用試験(CBT・OSCE) 

臨床医学講義・演習(ユニット講義・系統講義・TBL) 

3 年生 

 

後期 臨床医学講義・演習(ユニット講義・系統講義・TBL) 

基礎医学講義 

前期 基礎医学講義・実習 

自主研究演習 

2 年生 共通教育 基礎医学講義 早期体験実習 

1 年生 共通教育 基礎医学講義 早期体験実習 

 

②保健学科 

体験実習などにより老人や障害者などの弱い立場にある人と接する機会を多くする

とともに，緩和医療や医療倫理の教育にも力を入れている。さらに，医学科と保健学

科が合同で講義やチーム医療実習を行っている。 

 

（次頁に続く） 
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（出典：医学科・保健学科入学案内）

 

③共通教育科目 

１，２年次生が受講する共通教育科目は，様々な学問領域に関する授業を開講。（

資料医14,15） 

資料医14 共通教育の概要 
学部の専門教育に進み，将来健全な社会人，高度専門職業人として活躍する人材を育成するた

め，幅広い教養と基礎的能力に基づく課題探求能力，豊かな人間性や国際性の修得及び人間力向

上を目指す。 

特に，環境に配慮した意識と生活者としての環境マインドを醸成し，サスティナビリティーの自

覚を促す。さらに，グローバル化時代を生きる新しい世代に不可欠な，学際的・複合的視点に立

って自ら課題を探求し，論理的に物事をとらえ，自らの主張を的確に表現しつつ行動していくこ

とができる能力を育成する。 

 

（次頁に続く） 
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（出典：冊子「ミッションの再定義に基づく教育研究の高度化・機能強化」）

 

資料医15 共通教育科目区分一覧 

教養科目：学部・学科（課程）を越えた全学生の素養として必要な科目 

教養講義 信州大学の理念・目的に沿って，幅広く深い教養及び総合的な判

断力を培い，豊かな人間性を涵養するための教養科目 教養ゼミナール 

基礎科目：大学教育（学部一貫教育）の基礎となる科目 

外国語科目 

全学生に共通に必要な科目 健康科学科目 

新入生ゼミナール科目 

基礎科学科目 複数の学部で基盤となる科学について共通教育で開講する科目 

日本語・日本事情 

日本語・日本事情科目 外国人留学生のために開講する科目 

専門入門科目 

 専門入門科目 
学部の専門科目として開講され，他学部生は教養科目として履修

できる科目 

（出典：経営企画課作成）
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３ 入学者の状況 

入学者の特徴を以下に示す。（資料医16～22） 

資料医16 志願者，受験者，合格者，入学者の県別割合 

医学部全体 

（出典：経営企画課作成）
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資料医17 医学科・保健学科 入学者の長野県出身者割合 

 

（出典：学校基本調査をもとに経営企画課作成）

 

資料医18 入学者の男女比 

医学科                   保健学科 

 

（出典：経営企画課作成）
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資料医19 入学者の卒業年度 

医学科                      

 

保健学科 

  

（出典：経営企画課作成）

 

資料医20 一般入試志願倍率の推移 

医学科                   保健学科 

   

（出典：経営企画課作成）
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資料医21 入学定員 

医学科では県内医療に従事する医師を養成するため，平成17年度入学生から県内推薦特

別選抜入試制度を導入している。また，保健学科では，３年次編入学入試のほか，理学療

法学専攻と作業療法学専攻では，社会人特別選抜制度を設けている。  

学 科 専 攻 
一般入試 特別選抜 

計 
第３年次

編入学前期日程 後期日程 推 薦 社会人 

医学科 - 85 15 20 - 120 - 

保健学科 

看護学 50 10 10 - 70 10 

検査技術学 23 9 5 - 37 3 

理学療法学 15 3 - 若干人 18 2 

作業療法学 15 3 - 若干人 18 2 

（出典：医学部作成）
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資料医22 入試科目 

 

（次頁に続く） 
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（出典：「平成27年度入学者選抜要項」）
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［想定する関係者とその期待］ 

 

 医学部は，社会に貢献する医療人を育てることが期待されている。 

 

学生とその保護者 

幅広い医学的知識に基づいた臨床能力を持ち，医療人となるに相応しい問題解決能

力，倫理観，幅広い教養の涵養 

 

医療機関 

幅広い医学的知識に基づいた臨床能力を持ち，医療人となるに相応しい問題解決能

力，倫理観，幅広い教養を持つ人材の育成 

 

地域社会 

長野県の地域医療に安定的に貢献する医療人の育成 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点 教育実施体制 

（観点に係る状況） 

（１）基本的組織の編成 

①学術研究院，全学教育機構と学部 

教員の流動性と全学的な教育・研究マネジメントを可能とするため，教員組織とし

て学術研究院を平成 26 年度より設置した。（資料医 23） 

学士課程の共通教育科目を担当する教育組織として全学教育機構（以下，機構）を

設置。 

資料医 23 学術研究院と学部との関係 

学術研究院は，３の学域・10 の学系により構成する。すべての教員は，いずれかの学系に所属

し，職務として次のいずれかに携わる。（複数の兼務もあり） 

１）学部・大学院，全学教育機構において，教育・研究に携わる。 

２）医学部附属病院において，診療・教育・研究に携わる。 

３）先鋭領域融合研究群において，研究に携わる。 

４）大型研究センター（拠点形成型の外部資金プロジェクト）において，研究に携わる。 

５）各教育研究（支援）センター等において，担当業務に携わる。 

これにより，先鋭領域融合研究群の研究者への研究重点環境の提供や学部横断型の教育を実現

し，研究の高度化や時代の要請に柔軟かつスピーディーに対応した教育を推進する。 

 

（出典：「大学概要 2015」をもとに経営企画課作成）
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②学部教育の検討・実施体制 

②-１医学科 

医学教育研修センターが教育課程編成の中心となり，一貫した卒前卒後教育を推進（

資料医24～27）。 

資料医24 医学教育研修センター 

医学教育センター（学生教育），地域医療推進学講座（地域医療を担う人材育成），卒後臨床

研修センター（研修医の教育）における卒前卒後教育を包括的に実施する組織として，平成２７

年１１月１日付けで医学教育研修センターを設置した。 

（出典：医学部作成）

 

資料医25 医学教育研修センター 

信州大学医学部・医学部附属病院医学教育研修センター規程（抄） 

（設置） 

第1条 医学部及び医学部附属病院に，医学部における卒前教育（以下「卒前教育」という。）

並びに医学部附属病院（以下「附属病院」という。）における医師法（昭和23年法律第201号）

第16条の2第1項及び歯科医師法（昭和23年法律第202号）第16条の2第1項に規定する臨床研修（

以下「卒後臨床研修」という。）を包括的に行う組織として，信州大学医学部・医学部附属病院

医学教育研修センター（以下「センター」という。）を置く。 

（目的） 

第2条 センターは，医学部及び附属病院が協力し，一貫した医学教育による医師の養成を行う

とともに，その実施のために長野県内の医療機関と連携した医学教育体制を構築し，地域医療の

推進に貢献することを目的とする。 

（業務） 

第3条 センターは，次の各号に掲げる業務を行う。 

(1) 医学部の学生（以下「医学部学生」という。）及び附属病院の研修医（以下「研修医」とい
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う。）に対する教育及び研修に係る管理運営に関すること。 

イ 医学科の学生及び研修医個々に係る一貫した卒前教育及び卒後臨床研修の教育・実習・研修

計画の立案及び評価に関すること。 

ロ 共通教育及び保健学科との共同教育に関すること。 

ハ 医学部長から付託された入試の実施に関すること。 

二 医学科の学生に係る進級及び卒業判定に関すること並びに研修医に係る研修修了判定に関す

ること。 

ホ 各教室との調整に関すること。 

へ 共用試験の管理運営に関すること。 

ト 医学教育に関する調査研究，開発及び支援に関すること。 

チ eMEDプログラム学生の教育計画立案及び担当教室との調整に関すること。 

リ 臨床実習における教育協力病院と学生との連絡調整に関すること。 

ヌ 卒後臨床研修の企画，策定及び調査に関すること。 

ル 研修医の募集及び登録に関すること。 

ヲ 卒後臨床研修の実施過程におけるカリキュラム管理に関すること。 

ワ 研修医及び指導医の評価に係る業務に関すること。 

カ 研修医に係る連絡･照会等の対応に関すること。 

ヨ 研修医に係る協力型臨床研修病院及び協力型相当大学病院並びに研修協力施設との連絡調整

に関すること。 

タ 歯科医師免許を有する研修医に係る卒後臨床研修の管理運営に関すること。 

レ その他医学部学生及び研修医（附属病院卒後臨床研修センターが行う業務を除く。）に関す

ること。 

(2) 医学部のスキルズラボの管理運営に関すること。 

(3) 卒前教育ファカルティ・デベロップメント，臨床研修指導医講習会の企画・開催・運営に関

すること。 

(4) 推薦入学学生，長野県医学生修学資金貸与学生・研修医のキャリア支援に関すること。 

(5) その他センターの目的を達成するために必要な業務に関すること。 

（組織） 

第4条 センターに，次の各号に掲げる部門を置き，主に当該各号に掲げる部門の業務を行う。

(1) 医学教育部門 医学教育に関する業務 

(2) 臨床研修部門 卒後臨床研修に関する業務 

(3) 地域医療推進部門 地域医療の推進に関する業務 

（出典：医学部作成）
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資料医26 医学科の教育内容検討改善（PDCA）組織図 

 

（出典：医学部作成）

 

資料医27 地域医療推進学講座 

◯信州大学医学部地域医療推進学講座は，医師不足を主たる原因とする長野県の地域医療の崩壊

を少しでも阻止すべく「県内病院の特に医師不足が深刻な診療科における医師の養成・確保を図

るため，医師が不足する特定診療科の効率的な医師の養成等に関する実践的研究を行い，信州大

学医学部を中心とした即戦力医師等の供給システムの構築を図る。」を目標に設置された。この

設立趣旨に基づいて，医師の地域偏在・診療科偏在・女性医師の増加・診療科の専門細分化，な

らびに医療資源としての医師の適正配置について，それらの現状を把握し，解決策を立案すべく

調査・研究，活動を行う。また，今後の医療を担う人材としての高校生への啓発事業を開催し，

さらに医学生の卒前・卒後教育にも参画する。 

◯講座の目標 

医師不足を中心とした地域医療に関する問題についての長野県の状況を把握，分析し，特に相対

的医師不足の解決策を提案していく。現行においては『長野県の医療を担う医師を，専門診療科

の人数バランスを考慮しつつ増やす』が喫緊の課題となるが，重要なのはこの医師が地域医療マ

インドとプロフェショナリズムを有し，かつ県民に信頼されうる臨床力を持っている必要がある

ことである。この点において，医学教育，初期研修教育，その後の専門科医師養成の果たす役割

の重要性が改めて認識され，前述の課題に対し考えられる施術は以下の通りとなる。 

１．長野県からの医学部進学者を増やす。 

２．信州大学卒業生の大学病院あるいは県内病院での初期研修を促進する。 

３．県出身者で他の大学出身者の大学病院あるいは県内病院での初期研修を促進する。 
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４．県外（県外で初期研修）からの専門（後期）研修者を増やす。 

５．各診療科の魅力の発信，診療科偏在の実態を知らせることにより，バランスのとれた診療科

  選択を促す。 

これら施術実現に貢献すべく，以下の調査・研究ならびに事業を実施，計画する。 

（出典：医学部ホームページから）

 

②-２保健学科 

看護師，保健師，助産師，臨床検査技師，理学療法士，作業療法士の育成に関して，

教務委員会が中心となり，カリキュラムならびに附属病院等の実習環境を整備。（資料

医28） 

資料医28 保健学科の教育内容検討改善（PDCA）組織図 

保健学科会議
全教員
（教育に関する重要事項の審議）

保健学系教授会議
全教授
（教育における人事計画の審議）

補佐会議
学系長、補佐
（教育に関する企画立案）

教務委員会
教育に関する実務、調整

厚生委員会
学生生活に関する支援

FD委員会
教育の評価、改善に
関する企画、実務

入試委員会
広報委員会
入試の分析、改善
受験生への広報

点検評価委員会
教育に関する点検

国際交流委員会
国際教育に関する実務、調整

教育に関する実務を司る委員会組織
 

（出典：医学部作成）

 

③関係者のニーズを把握するための取組 

ニーズを把握し，広報や教育課程の編成・実施につなげている。（資料医 29） 

資料医 29 関係者のニーズ把握 

（医学科） 

対象 実施方法 頻度 実施組織 
目的・利用

方法 

高校生 ・高校生医学部進学セミナー 

・予備校講師による講演と現役医師による

講演 

・信州大学医学部附属病院見学会 

・医学部医学科オープンキャンパス 

・医学部教室，附属病院診療科の見学 

・信州赤ひげ塾（協力） 

・長野県教育委員会主催のイベント 

・学生は医学科志望の高校生とのグループ

懇談へ協力参加 

・様々な分野で活躍する医師の講演 

複数回/

年 

地域医療推

進学講座，

他機関 

広報 

新入生 合宿でのヒアリング（ＫＪ法を用いた目指

す医師像の発表），地域医療推進学による支

援（スタートアップセミナー，信州医療ワ

ールド夏季セミナー，研修会・交流会の実

施） 

1/年 
医学教育研

修センター 

授業改善・

意識調査 
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学生 アンケート，ヒアリング（実習時，担任と

のクラス会），医学教育研修センター医学教

育会議への参加，学生会代表者との面談 

１ ～ ３ /

年（会議

へ の 参

加 は 毎

月） 

医学教育研

修センター 

授業改善・

意識調査 

卒業生 実習中のヒアリング,卒後臨床研修におけ

る支援 
１/年 

医学教育研

修センター 

実習改善・

要望調査 

地域医療機

関 

実習中のヒアリング，出張医学教育ＦＤ時

アンケート 

２ ～ ３ /

年 

医学教育研

修センター 

実習改善・

要望調査 

父母 父母会実施時アンケート 
１/年 

医学教育研

修センター 

実習改善・

要望調査 

 

（保健学科） 
対象 実施方法 頻度 実施組織 目的・利用方法

高校生 ・医学部保健学科オープンキャン

パス 

・高校での模擬講座 

・高校生のための授業公開 

1/年 

 

6/年 

1/年 

広報委員会 

 

広報委員会 

広報委員会 

広報 

 

 

新入生 ・新入生ガイダンス 

・新入生合宿研修でのアンケート

1/年 

1/年 

教務委員会・ 

厚生委員会 

授業改善・意識調

査 

学生 授業改善アンケート 

卒業時到達度調査 

各授業 1/年 

1/年 

FD 委員会 

教務委員会 

教育方法の改善 

卒業生 卒業生へのアンケート調査 

卒業生を迎えての懇談会でのアン

ケート，インタビュー 

3 年毎 

隔年 

点検評価委員会 

各専攻 

教育方法の改善 

地域 就職先調査 不定期 点検評価委員会 教育方法の改善 

 

 (出典：医学部作成）

 

④教員の配置 

専任教員の配置状況を以下に示す。（資料医30） 

資料医30 教員の配置状況 

  教授 准教授 講師 助教 助手 
専任教員

計 

医学科 41 42 44 104 3 234 

設置基準上の人数 30 - - - - 140 

 

保健学科 教授 准教授 講師 助教 助手 
専任教員

計 

 看護学専攻 11 6 4 7 2 30 

設置基準上の人数 6 - - - - 12 

 検査技術学専攻 7 2 1 2 0 12 

設置基準上の人数 4 - - - - 8 

 理学療法学専攻 4 3 0 3 0 10 

設置基準上の人数 4 - - - - 8 

 作業療法学専攻 4 0 2 2 0 8 

設置基準上の人数 4 - - - - 8 

（出典：医学部作成）
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⑤共通教育 

機構を中心に全学協力体制で実施。（資料医 31～33）  

資料医31 信州大学全学教育機構規程 
（目的） 

第２条 機構は，本学が定める教育上の基本方針に基づき，本学の共通教育（各学部が編成する

教育課程のうち，本学学生に対する教養教育，基礎教育及び日本語・日本事情に係る教育につい

て，全学協力体制のもとに，全学共通に行う教育をいう。以下同じ。）及び教職関係5学部（人

文学部，理学部，工学部，農学部及び繊維学部をいう。以下同じ。）の教職教育（教育職員の免

許状授与の所要資格を得させるための教育をいう。以下同じ。）の実施機関として，各学部と緊

密に連携し，全学的な見地から共通教育に係る教育課程の企画及び円滑な実施を図るとともに，

本学が掲げる高度専門職業人養成の教育目標を達成するため，学部一貫教育を前提に本学の教

育に関する研究開発，企画及び支援を総合的に行うことを目的とする。 

（全学協力体制等） 

第３条 共通教育及びこれを履修する学生（以下単に「学生」という。）の修学指導は，全学

協力体制により実施するものとし，各学部は，その実施体制の管理及び運営に責任を負うとと

もに，本学のすべての教員は，その構成員として共通教育の実施及び学生の修学指導を担当す

ることを任務とする。 

２ 機構は，前条の目的を達成し，次条に定める業務を遂行するため，附属図書館，総合健康

安全センター，総合情報センターその他の関係部局と有機的に連携するとともに，関係委員会

等と緊密に連携協力する。 

（共通教育企画実施部） 

第10条 機構に，共通教育企画実施部を置く。 

２ 共通教育企画実施部は，次の各号に掲げる業務を行う。 

（１） 共通教育に係る教育課程の企画及び立案に関すること。 

（２） 共通教育の授業担当者の選任に関すること。 

（３） 共通教育の授業の実施に関すること。 

（４） 専門科目と共通教育との実施上の調整に関すること。 

（５） 高年次共通教育及び日本語・日本事情に係る留学生教育の企画及び調整に関すること。

３ 共通教育企画実施部に，次の各号に掲げる教育部門を置く。 

（１） 環境マインド教育部門 

（２） 人文・社会科学教育部門 

（３） 自然科学教育部門 

（４） 健康科学教育部門 

（５） 英語教育部門 

（６） 初修外国語教育部門 

４ 共通教育企画実施部に責任者を置き，副機構長（教育担当）をもって充てる。 

（共通教育修学支援部） 

第11条 機構に，共通教育修学支援部を置き，学生の学習支援その他の修学支援に関する業務

を行う。 

２ 共通教育修学支援部に，修学支援部門を置く。 

３ 共通教育修学支援部に責任者を置き，副機構長（修学支援担当）をもって充てる。 

（クラス副担任） 

第16条 修学支援部門に，各学部のクラス担任を補佐するため，クラス副担任を置く。 

２ クラス副担任は，機構の専任教員が担当し，当該学部のクラス担任との密接な連携を図る

ものとする。 

（教授会） 

第17条 機構に，信州大学学則（平成16年信州大学学則第1号）第25条第2項の定めるところに

より，信州大学全学教育機構教授会（以下「教授会」という。）を置く。 

２ 教授会に関し必要な事項は，別に定める。 

（運営会議） 

第18条 機構に，機構の運営に関する具体的事項を審議するため，信州大学全学教育機構運営

会議（以下「運営会議」という。）を置く。 

２ 運営会議は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 

（１） 機構長 

（２） 副機構長 

（３） 基幹教育センター長及び言語教育センター長 

（４） 共通教育企画実施部の各教育部門長及び修学支援部門長並びに教職教育部副責任者 

（５） その他機構長が必要と認める者 

３ 運営会議に議長を置き，機構長をもって充てる。 
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４ 議長は，運営会議を主宰する。 

５ 学長は，必要又は機構長の要請に応じて，運営会議に出席し，審議に参加するとともに，

共通教育及び機構の組織の運営に関する事項を，運営会議に提示し，審議を求めることができ

る。 

６ 運営会議は，次の各号に掲げる事項を審議する。 

（１） 共通教育の企画及び実施並びに修学支援に関する事項 

（２） 機構の運営組織に関する事項 

（３） 基幹教育センター及び言語教育センターの人事方針（採用人事方針を含む。）に関す

る事項 

（４） 教職教育部の業務に関する事項 

７ 運営会議は，必要に応じて，その審議結果を教授会に報告するものとする。 

第３章 機構と各学部との連携体制等 

 （学長及び共通教育推進会議） 

第19条 共通教育の実施に係る最終責任は，学長が負う。 

２ 学長は，全学（すべての学術研究院の学系，学部，大学院研究科，学内共同教育研究施設

等及び教員をいう。）に対して共通教育への協力を要請し，必要に応じて全学の教員に対し共

通教育の実施及び学生の修学指導を担当することを命ずることができる。 

３ 国立大学法人信州大学共通教育推進会議（以下「共通教育推進会議」という。）は，必要

に応じて，又は教授会の要請に応じて，機構の組織，運営に係る重要事項を審議する。 

４ 学長及び共通教育推進会議は，共通教育に関する基本的事項について，教授会に提案する

ことができる。この場合において，教授会は，これを尊重するものとする。 

（出典：信州大学規程集）

 

資料医32：国立大学法人信州大学共通教育推進会議規程 
（趣旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人信州大学組織に関する規則（平成 17 年国立大学法人信州大

学規則第 5 号）第 16 条の 2 第 2 項の規定に基づき国立大学法人信州大学（以下「本法人」と

いう。）に設置する国立大学法人信州大学共通教育推進会議（以下「共通教育推進会議」とい

う。）の組織及び運営に関し必要な事項を定める。 

（職務） 

第２条 共通教育推進会議は，本法人が設置する信州大学（以下「本学」という。）の次の各号

に掲げる重要な事項について審議するほか，全学教育機構と各学部との連携協力及び連絡調整

を円滑に行うことを職務とする。 

（1） 共通教育の企画及び実施並びに修学支援の実施に関すること 

（2） 共通教育カリキュラムの策定及び改定に関すること 

（3） 共通教育の実施における全学的な支援に関すること 

（4） 全学教育機構の運営に関すること 

（5） その他共通教育の実施に関すること 

（組織） 

第３条 共通教育推進会議は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 

（1） 学長 

（2） 教務担当の理事 

（3） 全学教育機構長 

（4） 高等教育研究センター長 

（5） 学部長又は副学部長のうちのいずれか 1 名 

（6） その他学長が必要と認める者 

（議長） 

第４条 共通教育推進会議に議長を置き，学長をもって充てる。 

２ 議長は，共通教育推進会議を主宰する。 

３ 議長に事故があるときは，第 3 条第 2 号に規定する理事が，その職務を代行する。 

（出典：信州大学規程集）
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資料医33 共通教育科目の教育体制 

 

（出 典 ：経 営 企 画 課 作 成 ）

 

 

（２）教育内容・方法の改善の仕組 

 

①医学科 

教育内容・方法を改善する取組として，前掲資料医24(22頁)のとおり体制を構築。 

 

①-１医学教育研修センター 

医学科の教育に関する検討・改善は医学教育研修センターが担当し，学生代表を含む

医学教育会議にて検討している（前掲資料医25(22頁),26(24頁),資料医34～35）。国際

基準に合致するカリキュラムを行うため，平成23年度にカリキュラム検討WGを設置した

（資料医36）。 

 

資料医34 医学教育研修センター医学教育会議の構成員 

 

信州大学医学部・医学部附属病院医学教育研修センター医学教育会議細則（抄） 

 

（組織） 

第3条 医学教育会議は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) センターの教員 

(2) センター規程第7条第1号から第4号までに規定するセンター支援員 

(3) 医学部医学科学生会が選出する学生 

（出典：医学部作成）
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資料医35 医学教育センター会議への学生参加 

 

学生の意見を取り入れ，改善を行った事項 

 ・臨床実習ポートフォリオ：新たにポケット版を作成，クリアファイルの追加 

 ・白衣授与式に係る配布物：白衣の種類等学生が決定 

 ・合同授業       ：保健学科と医学科４年生で実施 

 ・試験のあり方について ：週４を週３に変更 

 ・150通りの選択肢からなる参加型臨床実習の選び方 ：４年までのCBT,OSCE，総合試

験の合計と５年総合試験，Midterm OSCEまで含むことに変更 

 

（次頁に続く） 
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学生代表 ５年１人，４年２人，３年１人 

（出典：医学部作成）
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資料医36 カリキュラム検討ＷＧ 

 

（出典：医学部作成） 

 

①-２医学科の実習の体制 

平成24年度に県内協力病院と連携する連絡会議を設置し，学生教育に関する協力体制

を構築（資料医37）。 

資料医37  県内協力病院と連携する連絡会議における各病院からの意見 

（平成27年度開催分） 

H28.1.14 開催教育協力病院会議での各病院からの意見 

・手さぐりではある。やる気のある学生を送ってもらい，よくやっている。期待して

いる 

・知ってもらう機会が増えた気がする 

・5 年以上来ていなかったが，臨床実習で来るようになり，病院の活性化につながっ

ている。 

・臨床実習で受け入れるようになり，学生に電子カルテで記載してもらうよう変更し

た。責任を 

持ってやってもらう。 

・臨床実習ずっと来ている。心配したが屋根瓦でやっている。勉強になっている。 

・クールを重ねるごとにこなれてきた。積極的に手技をやっている。立ち位置を見つ

けてやっている。 

・外科・ﾌﾟﾗｲﾏﾘ。熱心に参加している。ﾘﾊﾋﾞﾘ，検診科をみてもらい経験値をあげて

もらう。 

（出典：医学部作成）
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①-３医学科の教育プログラムに関する常置の外部評価委員会の設置 

平成24年度より外部評価委員会を設置し，教育プログラム全般について毎年評価を受

け，教育の改善に取り組んでいる。（資料医38,39） 

資料医38 外部評価委員会の委員名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：医学部作成）

 所属 職名 

1 国立大学法人山梨大学  教授 

2 医療系大学間共用試験実施評価機構  副理事長 

3 独立行政法人国立病院機構信州上田医療

センター 

特命副院長・地域医療教育

センター部長 

4 飯田市立病院  病院長 

5 諏訪赤十字病院 病院長 

6 富士見高原病院  統括院長 

7 地方独立行政法人長野県立病院機構  理事長 

 

資料医39 外部評価委員会で確認した成果と，改善の実績 

平成２６年度外部評価委員会 

 
事業計画書におけ

る実施計画 
具体的な成果 

評価に対する対応 

（改善） 

① 
双方向的学習および e-

Learning システムの環

境整備を図る 

座学の効率化を進めつつ，教育協力

病院での実習中にも利用可能な学習

資材を提供することにより，学生の

自主学習を支援することができた。

一部領域の e-learning コンテンツ

を作成し，学生に公開した。 

内 科 系 を中 心 とした複 数 の診 療

科 と相 談 し，eALPS 上 の e-

learn ing のコンテンツを拡 充 して

いく。 

60 分 でも十 分 な授 業 が展 開 でき

るよう，センターとして学 内 FD 等

を通 じて支 援 していく。 

② 
学内外教員の教育の質を

高める活動を展開する 

①出張 FD を 33 病院にて開催し，医

学教育の現状，今後の臨床実習計画，

患者の同意と事故補償への対策等を

取り上げた。 

②9 月 13 日，12 月 7 日に信大および

教育協力病院の学生指導医による，

「参加型臨床実習を推進するための

信州大学医学教育ワークショップ」

を開催し，診療科別実習目標を作成

した。 

③ポートフォリオの見直しを行い評

価法を確立した。 

④臨床実習中のチュートリアル手法

を内科系診療科に提供し，その成果

を日本医学教育学会（7 月 18-19 日，

和歌山）にて発表した。 

⑤我が国の医学教育改革について欧

州医学教育学会（8 月 31 日 -9 月 3

日，ミラノ）のワークショップで事例

を報告し，参加者と討議した。また同

学会で情報収集に努め，計画①など

に反映させた。 

出 張 FD を継 続 し，ポートフォリオ

等 も説 明 することで教 育 協 力 病

院 における評 価 体 制 を整 備 する。

担 当 医 からの評 価 表 の項 目 を段

階 的 に改 変 することで観 察 評 価

を充 実 させる。 

③ 
シミュレーションツール

の利用の拡大を図る 

呼吸器内科，救急科，外科など 9 科

にて，シミュレーション教育を臨床

実習に取り入れた。また，学生向け

の勉強会を行うなどの支援を行うこ

とで，スキルズラボを利用する学生

が増え，本年度(〜12 月末)は延べ

913 名が利用した。 

シミュレーション実 習 の評 価 として

も活 用 できるよう，Midterm OSCE

の結 果 を各 科 にフィードバックす

る。 

教 育 協 力 病 院 指 導 医 にもスキル

ズラボの情 報 提 供 を行 っていく。 

時 間 外 の利 用 希 望 にはセンター

教 員 が可 能 な範 囲 で対 応 する。 
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④ 
ホームページ上に情報の

公開を行う 

ホームページを 41 回更新し，広く情

報発信を行っている。 

引 き続 き web ページの更 新 を頻

回 に行 い，情 報 発 信 に努 める。 

⑤ 
外部評価者を招聘して，

Advanced OSCE を実施す

る 

山 梨 大 学  藤 井 教 授 に 来 学 い た だ

き，H26 年 6 月 28 日実施した。 

27 年 度 以 降 も臨 床 実 習 終 了 後

OSCE を引 き続 き実 施 する。 

なお 27 年 度 は教 育 協 力 病 院 の

指 導 医 に外 部 評 価 者 を依 頼 する

予 定 とする。 

⑥ 
学内外指導医に対する意

見聴取を行って，実習の

最終調整を行う 

出張 FD にあわせて教育協力病院と

の意見交換を行い，各病院の事情に

合わせたカリキュラムを樹立した。

「参加型臨床実習を推進するための

信州大学医学教育ワークショップ」

を開催し，現実的な学習目標を伴っ

たコースを制定した。 

カリキュラム案作成後に，再度，教育

協力病院および評価担当教室から，

意見をもらい最終調整を行った。 

大 学 ・教 育 協 力 病 院 の指 導 医 が

連 携 し，順 次 到 達 目 標 の見 直 し

を行 っていく。 

学 生 からのコメントについては多

面 的 なフィードバックの一 部 として

指 導 医 にもお伝 えする。 

⑦ 

新カリキュラムの対象と

なる 4 年次生に臨床実習

（ Basic クラークシッ

プ）を開始する 

H26 年 10 月より新 4 年生の臨床実習

を開始した。また，ポートフォリオ

の再編成や自己評価表の導入を行っ

た。平成 27 年度の臨床実習にも反映

可能となる様，実習期間内にアンケ

ート調査を行った。 

ポートフォリオの内 容 を段 階 的 に

改 訂 することで実 習 評 価 をさらに

充 実 させていく。 

経 験 症 例 数 の数 値 目 標 について

は，まず各 病 院 で経 験 できる症 例

の概 数 を把 握 していく。 

⑧ 

ハワイ大学 Sim Tiki シ

ミュレーションセンター

にてシミュレーション教

育の指導者養成講習会を

実施する 

H26 年 9 月 23 日～10 名参加により実

施。 

（指導医 8 名（うち 6 名教育協力病

院），看護師 2 名） 

指 導 医 講 習 会 等 の場 を活 用 して

シミュレーション教 育 について周 知

を試 み，学 内 事 例 などの紹 介 を

行 う。 

病 院 向 け講 習 会 の開 催 にむけた

準 備 として，県 内 諸 施 設 のシミュ

レーション設 備 についてアンケート

を実 施 する。 

⑨ 
２学年合同臨床講義のカ

リキュラムを策定する 

①H26 年 12 月 22 日「医学概論演習

Ⅱ-5 年生から臨床実習について聞く

-」において 1 年と 5 年生の合同授業

を行った。 

②H26 年 10 月～12 月に医学科・保健

学科 4 年の「医学部合同チーム医療

演習」を行った。 

③H27 年度開始予定の 5,6 年合同授

業について，日程・内容を確定した。

合 同 チーム医 療 演 習 や手 技 演 習

を含 め，2 学 年 合 同 授 業 の内 容

をさらに充 実 させて継 続 していく。

また学 生 が時 間 通 りに出 席 できる

よう，授 業 について各 科 に周 知 を

図 る。 

⑩ 

「１５０通り臨床実習

（案）」を学内各科，教

育協力病院，学生に提示

する 

院内診療科，教育協力病院から指導

体制や宿泊可能人数等の聞き取り調

査を行い，「150 通り臨床実習コース」

を作成した。学生には，平成 27 年 5

月に説明会を開催する予定。 

実 習 期 間 中 に各 病 院 をセンター

教 員 が巡 回 し，指 導 や学 生 のスト

レスについて情 報 を収 集 し対 応 す

る。また出 張 FD で各 病 院 に伺 っ

た際 にも，質 疑 応 答 を積 極 的 に

行 って問 題 点 を抽 出 していく。 

⑪ 

卒後研修管理委員会時に

教育協力病院との信州大

学・教育協力病院連絡協

議会を開催する 

①  H27 年 1 月 15 日信州大学医学

部・附属病院教育協力病院連絡

協議会・卒後臨床研修管理委員

会を開催し，説明を行った。 

27 年 度 以 降 も連 絡 協 議 会 と研

修 管 理 委 員 会 を同 時 開 催 し，利

便 性 の向 上 を図 る。 

（出典：医学部作成）

 



信州大学医学部 分析項目Ⅰ 

8－35 

②保健学科 

②-１保健学科の実習の体制 

地域と連携した実習体制を構築し，実習指導者会議（資料医40）を通して教育へ還

元している。 

資料医40 各専攻で開催している保健学科，臨地・臨床実習指導者会議 

(理学・作業療法学専攻の例) 

  

 

  

 

 

 

 

（出典：医学部作成）
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（３）学生支援の体制 

①学生相談センター  

（資料医 41） 

資料医 41 学生相談センター及び学生相談室 

 

平成 24 年度に全学組織の学生相談センターと，各学部に学生相談室が設置された。

 

（次頁に続く） 
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（出典：信州大学学生相談センターホームページ「センターについて」）
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②学生相談センターと連携した学生支援体制の構築 

（資料医 42） 

 

資料医 42 学生相談センターと連携した学生支援体制の構築 

学生相談室と緊急連絡体制を作り，毎月１回ミーティングを行い学生支援体制を整

えている。 

 学生相談室ミーティング 
  実施回数 

月１回（１時間程度） 
  参加者 

保健学科学生相談室長，総合健康安全センターカウンセラー，保健師， 
   学生相談センターカウンセラー，学務第２係職員 
  ミーティング内容 
   ・総合健康安全センター及び学生相談センターにおいて，面談を行った学生の状況

報告（継続・新規）【月平均 15 名程度】 
   ・出席管理システムにおいて出席回数が少ない学生の状況確認。 
   ・担任等から「授業を欠席しがち」「友人関係で悩んでいるようだ」等報告のあっ

た学生について報告，カウンセラーとの面談への連携。 
   ・学生相談センターに相談があった松本キャンパスにおける諸問題の報告。 
    （不審者情報，宗教勧誘等） 
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③担任制 

③-１医学科  

全学年にまたがるグループ制度と学年毎の担当制度を組み合わせて学生指導を行っ

ている。（資料医43,44） 

資料医43 縦糸横糸制度 

 

（次頁に続く） 
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（横糸） 

平成27年度学年担当制度の学年担当教授・教室 

 

（次頁に続く） 
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（縦糸） 

 
（次頁に続く） 



信州大学医学部 分析項目Ⅰ 

8－42 

信州大学医学部医学科のグループ制度に関する内規（平成15年10月９日施行） 

（趣旨) 

第１条 信州大学医学部医学科に，学生の修学・学生生活に関する指導・助言を適

切に行うためグループ制度を置く。 

（グループ編成） 

第２条 グループは，６学年４５グループを基本とし，学生は在学中同一グループ

に属する。 

２ ３年次編入学生については，別に定める。 

（グループ担当教員及び副グループ担当教員) 

第３条 各グループに属する学生に対して修学・学生生活に関する指導・助言を行

うため，グループ担当教員及び副グループ担当教員（以下「グループ担当教員等

」という。）各一人を置く。 

２ グループ担当教員は教授をもって充て，学生委員会の議に基づき医学科長が委

嘱する。 

３ グループ担当教員は，所属する講座等の教員のうちから，副グループ担当教員

を指名する。 

４ 副グループ担当教員は，グループ担当教員を補佐し，グループ担当教員に事故

があるときには，その職務を代行する。 

５ グループ担当教員等は，原則として当該グループの学生が卒業するまで担当す

るものとする。 

６ グループ担当教員等が所属する講座等は，当該グループ担当教員等を支えるも

のとする。 

（協力体制） 

第４条 グループ担当教員等は，学生に指導・助言を行うに当たり，必要に応じて

学生委員会，医学教育センター及び総合健康安全センターと連携を図るものとす

る。 

（グループ幹事及びグループ副幹事） 

第５条 グループ担当教員等と学生との連絡を密にするため，各グループにグルー

プ幹事及びグループ副幹事を各１人置く。 

２ グループ幹事及びグループ副幹事は，当該グループの学生の互選により選出す

る。 

（雑則） 

第６条 この内規に定めるもののほか，グループ制度に関し必要な事項は，医学科

会議が別に定める。 

（出典：医学部作成）
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資料医44 「縦糸」クラス別懇談会 

 

（出典：医学部作成）
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③-２保健学科 

各専攻の学年毎に担任を置き，学生生活全般について指導を行うとともに，担任が

厚生委員会委員を務め，学科として対応している。（資料医45） 

資料医45 保健学科の担任制度 

※保健学科では，前期，後期開始時に，GPAに基づいた学業面や生活面に関する個別

面談を実施している。 

 

（出典：医学部作成）

 

④副担任制 

機構教員が副担任として学部のクラス担任とともに１年次の修学指導を行っている。

（資料医46） 

資料医46 平成27年度1年次生クラス副担任の配置状況 

学部・学科等 
クラス担任数

正 副

医学部 

医学科 学科教員

全教授 
1

保健学科 学科教員

6 
1

(出典：「2015共通教育履修案内」をもとに経営企画課作成)
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⑤オフィスアワー 

（資料医47,48） 

資料医47 医学科のオフィスアワー 

医学科はシラバスで学生に周知。 

シラバスの例 

 
                                 （出典：医学部作成）
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資料医48 保健学科のオフィスアワー 

保健学科は学生便覧により学生に周知。 

         （出典：医学部作成） 
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⑥入学者，その保護者への支援 

シラバスを入学前からホームページに公開し，入学式後に保護者向けオリエンテーシ

ョンを実施。（資料医49） 

資料医49 保護者向けオリエンテーション 

 

（出典：医学部作成）

 

保護者へ学生の成績を送付。（資料医50） 

資料医50 保護者への成績の通知 

 

・４月に前年度の成績を，１（留年）～５年に発送 

・９月に１，２年（前期成績）を発送 

（出典：医学部作成）
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⑦全学的な支援 

学務部を中心として，全学的な教育サポート体制を構築。（資料医 51～55）  

資料医 51 国立大学法人信州大学業務執行組織規程 
第 25 条 学務課においては，全学教育機構，高等教育研究センター，e－Learning センター，教

員免許更新支援センター（教育学部の所掌に属するものを除く。以下この条において同じ。）

及び学務部に関する次の業務をつかさどる。 

(1) 学務部内の事務に関し，連絡し，及び総合調整を行うこと。 

(2) 庶務及び会計に関すること。 

(3) 入学式その他学生の諸行事に関すること。 

(4) 学生関係職員の SD(スタッフ・デベロップメント)に係る企画・立案及びその実施に関す

ること。 

(5) 全学(本法人が設置する信州大学大学院(以下「大学院」という。)を除く。)の教務に関

すること。 

(6) 学生の学籍その他の記録に関すること。 

(7) 学位の授与に関すること。 

(8) 教育課程(大学院を除く。)に係る目標及び計画の連絡調整に関すること。 

(9) 他の大学等との単位の互換(大学院を除く。)に関すること。 

(10) 全学の学務情報システムに関すること。 

(11) 出前講座に関すること。 

(12)  諸会議(国立大学法人信州大学戦略企画会議規程(平成 24 年国立大学法人信州大学規程

第 108 号)第 6 条に定める大学院戦略会議(以下「大学院戦略会議」という。)及び信州大学大学

院教務委員会を除く。)の連絡調整に関すること。 

(13) 教育・学生支援連携会議の運営に関すること。 

(14) その他全学教育機構，高等教育研究センター，e－Learning センター及び教員免許更新

支援センターの業務執行及び運営に関すること。 

(15) 前各号に掲げるもののほか，学務部の他の所掌に属しない事務を処理すること。 

２ 学務課の共通教育支援室においては，次の業務をつかさどる。 

(1) 共通教育の授業支援に関すること。 

(2) 共通教育の教務に関すること。 

(3) 学生の学習相談及び修学指導に関すること。 

(4) 共通教育に係る点検･評価に関すること｡ 

(5) 全学教育連携会議等の諸会議の連絡調整に関すること。 

(6) 環境マインド教育支援に関すること。 

３ 省略 

４ 学生支援課においては，次の業務をつかさどる。 

(1) 学生総合支援センターの業務執行及び運営に関すること。 

(2) キャリアサポートセンターの業務執行及び運営に関すること。 

(3) 学生相談センターの業務執行及び運営に関すること。 

５ 入試課においては，次の業務をつかさどる。 

(1) 入学者の選抜に関し連絡し，及び総合調整を行うこと。 

(2) 入学者選抜方法の改善に関し企画立案を行うこと。 

(3) 学生募集に関すること。 

(4) アドミッションセンターの業務執行及び運営に関すること。 

(5) 前各号に掲げるもののほか，入学者の選抜に関する事務を処理すること。 

６ 国際交流課においては，次の業務をつかさどる。 

(1) 国際交流センターの業務執行及び運営に関すること。（研究支援課の国際学術交流室が

所掌する業務を除く。） 

(2) 松本国際交流会館の業務執行及び運営に関すること。 

(3) 前各号に掲げるもののほか，教育活動に係る国際交流に関する事務を処理すること。 

（出典：信州大学規程集）

 

資料医 52 学務課，学生支援課，国際交流課の職員数 

 

学務課 

学生支援課 

国際交流課 
 うち 

ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰ

ﾄｾﾝﾀｰ 

事務職員 20 11 3 6

事務補佐員 12 4 2 5
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臨時用務員 1 

専門職員 1 

技術補佐員 5 

技能補佐員  1

シニア雇用職員 4 1

コーディネータ  1 6

合計 43 18 5 17

平成 28 年 1 月 18 日現在 

（出典：経営企画課作成）

 

資料医 53 附属図書館，総合健康安全ｾﾝﾀｰ，総合情報ｾﾝﾀｰ，e-Learning ｾﾝﾀｰ職員数 

区  分 
附属図書館 総合健康安全セン

ター 

総合情報センタ

ー 

e-Learning セ

ンター 

松本キャンパス 54 13 9 3 

平成 28 年２月１日現在

  

（出典：経営企画課作成）

 

資料医54 信州大学ティーチング・アシスタント実施要項 

 （目的） 

第２ TAは，本学大学院の優秀な学生に対し，教育的配慮の下に教育補助業務を行わせ

，これに対する手当支給により，当該学生の処遇の改善に資するとともに，大学教育

の充実及び指導者としてのトレーニングの機会提供を図ることを目的とする。 

 （身分） 

第３ TAは，非常勤職員とする。 

 （職務内容） 

第４ TAは，学部学生，修士課程の学生及び博士前期課程の学生に対する実験，実習及

び演習等の教育補助業務に従事する。 

（出典：信州大学ティーチング・アシスタント実施要項）

 

資料医55 各学部等におけるTAの業務内容 

部局名 
授業時間内の業務内容 授業時間外の業務内容

その他の業務内容 
A B C D E F G H a b c d e

医 学 部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

授業時間内の業務内容 

A．資料の配付  B．機器の操作  C．出欠の管理  D．試験監督補助  E．討論への参加  

F．学生の質問への対応  G．実験・実習などの実演  H．発声・会話の指導 

授業時間外の業務内容  

a．資料のコピー，保存  b．教室のメンテナンス(空調,照明,施錠等)   

c．レポート課題の作成・採点補助  d．教材の作成補助  e．実験・実習の準備 

 (出典：各学部等のデータをもとに経営企画課にて作成)

 

 

(４)入学者選抜方法の工夫 

医学科 

①-１医学科の入学者選抜の工夫 

平成23年度から入試改革WGを設置し，平成28年度入試までに入試改革を行った。（資

料医56,57） 
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資料医56 入試改革WG 

（出典：医学部作成）

 

資料医57 医学科の入試制度改革 

 

（次頁に続く） 
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（出典：医学部作成）
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①-２長野県内枠推薦入試の拡充 

医学科では，長野県出身の学生を集め地域医療の拡充に繋げている。（資料医58） 

資料医58 県内枠推薦入試 

長野県内枠推薦入試の推移について 

入試年度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

募集人数 13 15 15 20 20 20 20

入学者数 13 15 15 20 20 20 20

全体 113 115 115 120 120 120 120

（出典：医学部作成）

 

保健学科 

 入試科目の検討を行い基礎学力向上のために平成28年度以降社会を応用科目に変更

することとした（資料医59） 

 
 

 

 

 

資料医 59 保健学科の入試科目の変更 

 

（出典：医学部作成）

大学入試センター試験　教科・科目の変更

平成27年度入試

教科

国語 国語

地理歴史 世界史A，世界史B，日本史A，日本史B，地理A，地理B

公民 現代社会，倫理，政治経済，倫理・政治経済

数学 数学Ⅰ・数学A

数学Ⅱ・数学B，工業数理基礎，簿記・会計，情報関係基礎

理科  物理，化学，生物 　　から２

外国語 英語 〔5教科7科目〕

平成28年度入試

教科

国語 国語

地理歴史 世界史B，日本史B，地理B

公民 現代社会，倫理，政治経済，倫理・政治経済

数学 数学Ⅰ・数学A

数学Ⅱ・数学B，工業数理基礎，簿記・会計，情報関係基礎

理科  物理，化学，生物 　　から２

外国語 英語 〔5教科7科目〕

　　から１

科目等

　　から１

　　から１

科目等

　　から１
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②志願者確保に向けた活動 

オープンキャンパス，公開授業，高校への出張講座や学科説明会を通じて，優れた入

学希望者の確保に努めている。（資料医60～61） 

資料医60 オープンキャンパス，公開授業，高校での出前講座や学科説明会などの開

催状況 

 

 

 

 

 

（次頁に続く） 
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（医学科）※他学部参加者含む 

 オープンキャンパス 長野県内枠 

推薦入試説明会 

予備校等での説明会 高校への講師派遣 

 回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数 

H24 2 580 12 317 7 285 5 658※

H25 2 581 12 490 7 204 4 526※

H26 2 623 12 514 7 158 3 537※

H27 2 560 12 382 6 159 6 138

（出典：医学部作成）

 

資料医61-1 医学科のオープンキャンパス 

 

2015 医学部医学科オープンキャンパス 

開催日 平成27年7月26日（日） 

受付時間 9:30～10:30 

会場 旭総合研究棟9階 講義室A・B 他 

プログラム 

1) 学部説明 

2) 信州大学の医学教育・カリキュラム説明 

3) 医学生パネルディスカッション 

4) 見学・体験・懇談 

前半＜13：30～14：30＞の体験・見学・実習箇所は選択となります。 

後半＜14：40～15：40＞は指定箇所の体験・見学・実習となります。 

 

※オープンキャンパスの申し込みは毎回100%を超えている。 

 

（次頁に続く） 
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（出典：医学部作成） 

 

資料医 61-2  保健学科のオープンキャンパス 

 

2015 医学部保健学科オープンキャンパス（全体説明会の後に，専攻別プログラ

ムを実施している） 

 

開催日 平成27年8月9日（日） 

受付時間 第１グループ：10:00～10:30 

第２グループ：12:30～13:00 

開催時間 第１グループ：10:30～14:30 

第２グループ：13:00～16:00 

会場 旭総合研究棟9階講義室Ａ・Ｂ・Ｃ 

医学部保健学科各専攻実習室 ほか 
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プログラム 

第1グループ 10:30～14:30 

第2グループ 13:00～16:00 

各専攻紹介，模擬ミニ講義，入試資料配付，学生食堂体験など。 

※第1・第2グループとも同じ内容。 

 

 オープンキャンパスでは大学生活をイメージしやすいよう在学生の説明機会を

設けている。 

 

（出典：医学部作成）

 

企画・運営： 広報委員

グループ 学内集合 　学内誘導①　 13:10-13:30 13:30-13:50 13:50-14:10 14:10-14:30 14:30～

学内誘導② 14:40-15:00 15:00-15:20 15:20-15:40 15:40-16:00 16:00～

A 教員
基礎・成人

（基礎成人実習室）
小児・母性

（中2F第１会議室）
老年・在宅

(211・在宅実習室)
カリキュラムの説明・
在校生との交流(311)

B 教員
老年・在宅

(211・在宅実習室)
カリキュラムの説明・
在校生との交流(311)

基礎・成人
（基礎成人実習室）

小児・母性
（中2F第１会議室）

C 教員
カリキュラムの説明・
在校生との交流(311)

基礎・成人
（基礎成人実習室）

小児・母性
（中2F第１会議室）

老年・在宅
(211・在宅実習室)

D 教員
小児・母性

（中2F第１会議室）
老年・在宅

(211・在宅実習室)
カリキュラムの説明・
在校生との交流(311)

基礎・成人
（基礎成人実習室）

<旭総合研究棟>

集合時間 担当者

午前10:00～10:30／午後12:30～13:00 　＊旭総合研究棟９階集合 9:30 玉井、石田

受付・資料配布・会場整理など

専攻紹介 AM/PM２回 10:20 坂口

模擬講 PM 13:30 市川

最終の場所で
アンケートへの

記入と
回収

会場受付

2013年度　オープンキャンパス　７月20日(土)　　看護学専攻  見学ルート･役割分担　

オリエン
テーショ

ン
（311）

旭総合研究棟
から保健学科
誘導案内

高橋理沙

内容

見学者集合：生協前　１Ｇ12:50･･･13:00までに保健学科311番教室に誘導
　　　　　　　　　　 ２Ｇ14:10･･･14:30までに保健学科311番教室に誘導

１Ｇ12:45
２Ｇ14:05
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（５）教員の教育力向上や職員の専門性向上のための体制 

医学科 

①教育担当者対象FDの実施 

教育力向上のため，以下のFD等を開催。（資料医62～64） 

資料医62 信州大学医学部医学科医学教育ＦＤ  

 カリキュラムプランニングや教育技法修得を目標に開催。  

 

（次頁に続く） 
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（参加者数） 

年度 教員 スタッフ 

H26 21 11 

H27 20 14 

 

 

 
（出典：医学部作成）

 

資料医63 医学教育出張ＦＤ  
教育協力病院における教育水準を担保すべく，教育目的や学生指導などに関するFDを

出張開催。 

 

（次頁に続く）  
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（次頁に続く） 
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（出典：医学部作成）

 

資料医64 参加型臨床実習を推進するための信州大学医学教育ワークショップ 

 

信州大学医学部附属病院および教育協力病院が協力して学生を教育する目的を再確

認し学生指導の目安を作成すべく開催。 

（次頁に続く） 
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（次頁に続く） 
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（出典：医学部作成）

 

②OSCE評価者研修 

患者への対応に十分な臨床能力を修得しているかを，OSCEによって確認している。

試験を厳正かつ公正に実施するため，積極的に教員を共用試験医学系OSCE認定評価者

講習会に参加させている。（資料医65） 
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資料医65 ＯＳＣＥの評価者研修 

 

 

（次頁に続く） 
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（次頁に続く） 



信州大学医学部 分析項目Ⅰ 

8－66 

（出典：医学部作成）
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③模擬患者の養成 

現場に近い環境でOSCEを実施するため模擬患者を養成。（資料医66） 

資料医66 模擬患者ボランティア勉強会 

模擬患者ボランティアの登録数 ２９名 

 

勉強会の開催状況  

Ａｄｖａｎｃｅｄ ＯＳＣＥに向けた勉強会 

平成26年度 

 

 

ＯＳＣＥに向けた勉強会 

 

平成26年度 

 

 

 

 

 

（出典：医学部作成）

開催日 4/25 5/9 5/23 6/6 6/20 6/28 

参加人数 20 19 21 22 23 24 

開催日 7/4 7/25 8/4 8/19 8/29 9/5 

参加人数 25 19 19 17 20 22 

開催日 9/12 9/17 9/21 9/26 9/29  

参加人数 20 22 23 23 23  
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④シミュレーション教育の指導者研修 

平成25年度より，以下（資料医67）による指導者の育成を行っている。 

資料医67 ハワイ大学でのシミュレーション教育の研修 

 

・ハワイ大学 SimiTiki シミュレーションセンター指導者研修会，ハワイ大学シミュ

レーションセンターの視察 

 信州大学医学部では平成２６年度より臨床実習の時間を５１週から７２週に延長

します。これに伴い，臨床実習の期間をベーシックとアドバンスドの２つのクラー

クシップに別けて，ベーシッククラークシップではシミュレーション教育を積極的

に取り入れる予定です。 

 この度私は，長野県立病院機構のご好意で，平成２４年１１月２０，２１日とハ

ワイ大学医学部Sim Tikiシミュレーションセンターで，シミュレーション教育指導

者研修を受けてきました。この研修で，私は信州大学医学部のシミュレーション教

育では機材の購入や，専用の施設の充実もさることながら，シミュレーション教育

を行なう人材の育成も急務であると強く感じました。 

以下省略 

（出典：医学部ホームページ）

 

⑤職員の能力向上 

事務の力向上のための活動（資料医68）を行っている。 

資料医68 国公私立大学医学部・歯学部教務事務職員研修（国立大学医学部長会議常

置委員会，全国医学部長病院長会議主催） 

国公私立大学医学部・歯学部 教務事務職員研修 

 参加者名簿 

第 16 回 H27 年 5/13～5/15 学務第１係 高地妙子 

第 15 回 H26 年 5/13～5/15 学務第２係 篠原健二 

第 14 回 H25 年 5/8～5/10 学務第１係 金子倫三 

第 13 回 H24 年 6/6～6/8 学務第２係 中島華 

第 12 回 H23 年 6/1～6/3 大学院係 細川美佳 

 

目的 

国公私立大学医学部・歯学部教務事務職員研修は、医学・歯学教育の改革がこれまでにないスピー

ドで行われている現状を踏まえて、医学・歯学教育に関する現状と教務事務に関する理解を深め、

医学部・歯学部の教務事務職員としての資質の向上を図るとともに、各国公私立大学における円滑

な教務事務の進展に寄与することを目的とする。 

 

（出典：医学部作成）
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保健学科 

 教育力向上のための活動（資料医69-71）。 

資料医69 保健学科FD委員会 

◯FD研修会 

年度 FDテーマ（講師） 参加者数等 

H22   

H23 教員・指導者はどうあるべきか 

～フィジカルアセスメント教育を通して～ 

40名 

H24 「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に

ついて～障害学び続け，主体的に考える力を育成

する大学へ～」（中央教育審議会答申）について 

46名 

H25 学生相談の進め方（東京大学学生相談ネットワーク

本部精神保健支援室長 渡邉慶一郎） 

44名 

H26 学生への支援-教員としての葛藤-（教育学部教授 

上村恵津子） 

52名 

H27 学生に勉強させるためのアクティブ・ラーニング 46名 

（出典：医学部作成）

  

資料医70 教員相互の授業見学（保健学科） 

（見学方法の概要） 

他の教員の授業

を見学可能な教

員が授業見学の

後，感想を授業

担当教員にフィ

ードバックして

いる。時期 

期間 
見学授業科目

数 

平成 23 年度 12 月 5 日（月）～1 月 6 日（金） 2 科目 

平成 24 年度 12 月 3 日（月）～12 月 26 日（水） 4 科目 

平成 25 年度 12 月 2 日（月）～12 月 20 日（金） 3 科目 

平成 26 年度 12 月 1 日（月）～12 月 19 日（金） 2 科目 

平成 27 年度 
6 月 22 日（月）～7 月 10 日（金）

11 月 30 日（月）～12 月 18 日（金）
7 科目 

 

（出典：医学部作成） 
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資料医 71 学生による授業改善アンケート 

 
（出典：医学部作成）
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（水準） 

期待される水準を上回る 

 

（判断理由） 

・医学科では医学教育研修センター（資料医25(22頁))およびカリキュラム検討WG（資 

料医36(32頁)）を中心に（資料医26(24頁)），保健学科では教務委員会およびFD委員

会を中心に（資料医28(25頁)），幅広い医学的知識に基づいた臨床能力と問題解決能

力，倫理観，幅広い教養を涵養する教育カリキュラムを編成し，学生とその保護者，

医療機関の期待に応えている。 

・カリキュラムに関する会議に学生が参加し（資料医34(29頁),35(30頁)），学生の意

見をカリキュラム作成・改善に反映している。 

・外部の医療機関や教育機関からの意見を取り入れてカリキュラムを整備するとともに

（資料医38(33頁)～40(35頁)），多様なFDを実施し（資料医62(57頁)～64(61頁)），

優れた教育技能を持つ教育者を養成することで医療機関の期待に応えている。 

・医学科では地域医療推進講座（資料医27(24頁)）の活動や出張FD（資料医63(57頁)）

により，保健学科では臨地・臨床実習指導者会議（資料医40(35頁)）により，多くの

県内医療機関と協力体制を構築し，地域医療機関の教育力を養うことで地域社会の期

待に応えている。 

・医学科では長野県の医療を担う人材を養成し地域医療に貢献するため，県内枠の推薦

入試を実施している。（資料医58(52頁)） 

・両学科とも担任をおき，学生生活全般について細やかな指導を行うことで学生とその

保護者の期待に応えている。（資料医43(39頁)～45(44頁)） 
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観点 教育内容・方法 

（観点に係る状況） 

（１）体系的な教育課程の編成 

①専門科目 

①-１ 学位授与の方針に基づく教育課程の編成 

本学部の方針に対応した教育課程を編成し，カリキュラムマップ，シラバスにより学

生に公開している（資料医72,73）。 

資料医72 学位授与の方針マップ 

（医学科の例） 

（保健学科の例）

 

（出典：シラバスWeb版）
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資料医73 医学部シラバス 

（医学科） 

  
（次頁に続く） 
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（保健学科） 

 

 (出典：医学部シラバス)
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①-２ シラバスガイドライン 

以下（資料医74）に示す。 

資料医74 シラバスガイドライン（作成の手引） 

（次頁に続く） 
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（出典：「信州大学シラバスガイドラインの見直しについて」）
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①-３ 履修チャート 

学科，専攻ごとに履修チャート（資料医 75）を明示し，的確な履修の周知を図って

いる。 

資料医75 履修チャート 

（医学科） 
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（保健学科） 

◯看護学専攻 

 

 

（次頁に続く） 
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◯検査技術専攻 

 

 

 

 

（次頁に続く） 
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◯理学療法学専攻 

 

 

 

 

（次頁に続く） 
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◯作業療法学専攻 

（出典：医学部作成）
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（２）教育方法・学生支援の工夫 

 

①  医学科，保健学科合同授業の実施 

両学科合同新入生ゼミナールでは密度の濃い議論を実現すべく，平成27年度から１

グループを6～7名の少人数とした（資料医76）。 

平成26年度から両学科合同チーム医療演習を４年次に導入し，他職種の理解と協働

の必要性・効果を教育している。（資料医77） 

 
 

  

資料医 76 医学部合同新入生合同ゼミナール 

 

〇開講期・曜日・時限：前期，月曜 4 時限 

〇対象学生：医学部 医学科・保健学科 １年生 

〇演習の概要 

第 1 回から第 3 回は，各専攻独自のプログラムによって新入生に対するオリエ

ンテーションや早期体験学習を行う。第 4 回から第 15 回は，医学科・保健学科

の合同演習とし，医学・医療に関連した共通のテーマについてグループワークを

行うことにより，お互いの専門領域や将来のチーム医療に関する理解を深めると

ともに，「より良い医療」のあり方について考究する。 

グループワークは，約 270 名の学生が各専攻バランスよく分かれるように 40

のグループに分かれて行う。 

〇グループ構成学生（1 グループ 6～7 名） 

医学科 2～3 名 

看護学専攻 1～2 名，検査技術科学専攻 1・0 名 

理学療法学専攻 1・0 名，作業療法学専攻 1・0 名 

 

（出典：医学部作成）
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資料医77 医学科，保健学科の合同チーム医療演習 

 

（次頁に続く） 
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（次頁に続く） 



信州大学医学部 分析項目Ⅰ 

8－85 

（出典：医学部作成）
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②全学年での進級，卒業判定 

医学科は，医学教育研修センター医学教育会議にて当該学年の成績を総合的に事前判

定し，教授会で決定。保健学科は，教務委員会にて事前判定し，保健学科会議で決定。

（資料医78） 

資料医78 学科，専攻別の各年次の進級，卒業要件の一覧 

（医学科） 

各年次において進級，卒業に必要な要件等は入学時の学生便覧にて学生に開示して

いる。 

 
（次頁に続く） 
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（保健学科） 

 

（出典：医学部作成）

 

③医学科の特色 

③-１ 60分授業の導入 

平成24年度より90分授業を60分授業に変更。（資料医79） 
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資料医79 医学科の授業時間 

 

（出典：医学部作成）

 

③-２ 授業ごとの整合確認 

モデルコア・カリキュラムに基づき全ての授業内容を再確認し，授業・カリキュラム

を調整している。（資料医80） 

資料医80 モデルコア・カリキュラムと医学科カリキュラムの確認 

 

（出典：医学部作成）
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③-３ 国際認証に対応した教育課程の構築 

2023年までに国際水準に合致するカリキュラムを構築すべく，平成25年度より新カリ

キュラム（資料医81）を導入し，臨床実習期間の延長と，教育協力病院の複数選択が可

能になった。（資料医82） 

この取組は，平成24年度「基礎・臨床を両輪とした医学教育改革によるグローバルな

医師養成」（文部科学省）に採択された。（資料医83） 

資料医81 旧カリキュラムからの変更点 

 

（出典：医学部作成）

 

資料医82 臨床実習の変更点 
１ 選択肢が変わる 

実習の場を150通りから選べます 

信州大学医学部附属病院をはじめ，県内約30の病院（公立病院，赤十字病院，JA長野厚生連，

その他病院等）にご協力いただき，６カ月６コース，150通りの臨床実習の選択肢が用意され

ます。１学年約120名の学生が自ら選択し，「１診療科１人ずつ」と「学生が最初に患者を診

る」を基本に臨床実習を行います。教育協力病院では，大学病院ではあまり見ることにない一

般的疾患（common disease）に数多く接することができるようになります。 

２ 形が変わる 

医療チームの一員として「参加」します 

これまでは，多くの日本の大学で採用している見学型（ポリクリ），つまり見ているだけの臨

床実習に多くの時間が割り当てられていました。2014年度からの本プログラムにより，信州大

学医学部の臨床実習は診療参加型（クリニカルクラークシップ）に変わります。信州大学医学

部附属病院および教育協力病院において，スチューデントドクター（学生医師）として医療チ

ームの一員に加わり，患者の診療，カルテ記載，患者マネジメ時間が変わるントなど，より高

度な臨床実習を実現します。 

３ 時間が変わる 

世界標準「72週」の実習時間 

これまでの50週間の実習期間を，欧米の標準期間とされる72週間に拡大します。現在5年次生4

月から行われている臨床実習を，4年次生9月からに変更。4年次生9月から5年次生7月までは信

州大学医学部附属病院のすべての診療科を回って基本的な手技や知識，態度などを学びます。

その後，5年次生9月から6年次生6月まで，附属病院および教育協力病院において各医療チーム

に参加。臨床実習開始時期が前倒しになることにより，主に3年次生4月から開始されていた医
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学専門科目が2年次生からに変更されます。 

４ サポートが変わる 

大学教員が現場をサポートします 

１診療科１人ずつの配置，また医療チームに学生が参加する体制に向けて，信大医学部の医学

教育センター教員が病院を巡回し，現状把握や助言等のサポートを行っていきます。これは，

臨床実習の現場で多く見られる病院側と学生側との認識のずれを解消していくための試みで

す。現在，多田剛・医学教育センター長をはじめ教員は各病院に赴き，プロジェクトの目的や

意義についての出張FDを行い，各病院との具体的・建設的な意見交換を進めています。 

 

（出典：医学教育センターホームページ）

 

資料医83 基礎・臨床を両輪とした医学教育改革によるグローバルな医師養成 

（出典：医学部作成）
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臨床実習に必要な能力と態度の習得のため，平成26年度より臨床実習前集中講義を導

入。（資料医84,85） 

資料医84 臨床実習前集中講義の一覧 

（次頁に続く） 
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（出典：医学部作成）
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資料医85 臨床実習前集中講義の手引き 

 

（出典：医学部作成）

 

③-４ 教育段階に応じたOSCEの導入 

教育段階に応じた能力の習得を確認するため平成27年度から臨床実習の中間時点に

OSCEを追加した。平成24年からは，6年次OSCEの合格を卒業要件とした。（資料医86,87） 
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資料医86 教育段階に応じたOSCE 

（出典：医学部作成）

 

資料医87 臨床実習終了後OSCE（AdvancedOSCE） 

本学のディプロマポリシーは「意欲・態度」「思考・判断」「コミュニケーション」「

知識・技能」から構成されており，学生がディプロマポリシーに個別に記載されている能

力を総合的に身に付けているかを，このOSCEを用いて評価している。具体的には，「研修

医として臨床現場に出た時に最低限有しているべき実践的な臨床能力」を身につけている

かを評価する事を目的にしており，一つ一つの能力を個別の評価するのではなく，模擬患

者に対して，医療面接，診察，臨床推論，患者への説明等一連の医療行為を行う症例提示

型の実技試験として課し，学生の能力を総合的に評価している。 

 

（成績のヒストグラム） 

（出典：医学部作成）
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③-５ 基礎と臨床教育を癒合させる教育課程の編成 

（資料医88）のような授業を平成22年度から取り入れた。 

資料医88 基礎と臨床を融合させた医学教育の例（基礎医学TBL） 

開講年度 2014 年度 登録コード M01015 

科目名 基礎医学 TBL 題目（副題） Medical Science TBL (Team-based learning) 

担当教員 多田 剛 教員連絡先内線 多田剛（5820） 

学年 2 年次 講義期間 後期 曜日・時限 水２ 水３ 

単位数 １．５０単位 講義室 旭総合講義室ＡＢ 

 

授 業 で 得 ら れ る

「 学 位 授 与 の 方

針」要素 

・患者の身体的・心理的・社会的状態を科学的に評価し，さまざまな情報を

総合して，適確に判断し，必要な行動ができる。 

・患者やその家族と十分な意思の疎通ができ，医療のみならず保健や福祉の

関係者と良好な関係を築くことで，チーム医療を推進する能力を持ってい

る。 

・常に最新の医療情報を収集するとともに，生涯自らの学習課題を開拓し探

求することができる。 

・◎みずからを他者や社会との関わりのなかで捉え，自己啓発に努めること

ができる【自己認識・自己啓発マインド】 

・◎日本語および外国語を用い，的確に読み，書き，聞き，他者に伝えるこ

とができる【言語能力】 

・◎対話を通じて他者と協力し，目標実現のために方向性を示すことができ

る【コミュニケーション能力，チームワーク力，リーダーシップ】 

・◎多様な情報を適切に取捨選択し，分析・活用できる【情報活用力】 

・◎みずから問題を見出し，すじみちを立てて解決できる【問題発見・解決

能力】 

・◎自然や社会の現象を普遍的な尺度や数量的指標を用いて理解できる【普

遍的・数量的理解力】 

・◎専門学問分野における知識・技能を備え，それらを応用できる【専門知

識と応用力】 
 

授業のキーワード  基礎医学の知識と臨床医学の関連，ＴＢＬ(Team-based learning)，自己学

習，問題抽出と解決，グループワーク（討論，product 作成），発表，critical 

thinking 

一般学習目標 GIO

（期待される学習

効果） 

最前線の基礎医学研究を理解し臨床医学とのつながりを認識するために，臨

床症例に潜む基礎的課題を抽出検討し基礎医学的観点から考える能 力や

様々な情報を総合的に判断する能力，最新の医療情報を収集する能力を，チ

ーム学習を通して身に付ける。 

個別行動目標 SBO

ｓ（授業の概要） 

自己学習能力を高めることができる。 

課題から，問題点の抽出ができる。 

集めた情報に順位をつけ，取捨選択することができる。 

集めた情報をもとに，自分なりの理論を組み立て，表現することができる。

教科書やインターネットを利用して，課題の解決に必要な知識や情報を収集

できる。 

グループで協力して成果をまとめることができる。 

効果的なプレゼンテーションを行うことができる。 

プレゼンテーションに対して的確なディスカッションができる。 

テキスト，教材，参

考書 
テーマ毎に事前に連絡する。 

履修上の注意 〈オリエンテーション〉９月２４日(水) ５限（16:20）に講義室Ａ,Ｂで行

います。 

〈毎回の準備〉 

以下の準備をグループ内で責任をもって行うこと。 

①各グループ１台は必ずパソコンを持参する。 

②各グループは必要に応じてプロジェクターを医学教育センターに借りに
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行く。 

③図書などの資料は適宜チュートリアルルーム 12 に取りに行く。 

〈ミニテストと事前学習〉 

各テーマの冒頭にミニテストを行なう。事前学習すべき内容(教科書などの

該当部分)は１週間前に e-ALPS に掲示する。該当テーマについての基礎知識

を身につけるために必ず事前学習すること。 

授業の形式，視聴

覚機器等の活用 

ＴＢＬとは，学生をいくつかのグループに分けて講義を行う形態です。 

自ら勉強して得られた知識をもとに，与えられた一定の課題に対し，討議を

行いながら学習をしていくことになります。 

学習には，ネット上の検索も必要になります。 

また，各テーマの４回目講義時には，スライドを使用したプレゼンテーショ

ンを行ってもらいます。 

毎回，始業時から５分間はミニテストを行ないます。遅刻しないよう注意し

て下さい。 

ミニテストは前回の授業の内容から出題します。 

詳しくは，オリエンテーション・手引きにて説明します。 

成績評価の方法 形成的評価：各テーマの発表討論時に教員が成果物および発表について評価

します。 

総括的評価：出席，グループワークの相互評価，ミニテスト，期末テストを

総合的に評価します。 

再試験は行ないません。不可の場合には，総合試験で合格点を取ることが進

級要件となります。 

学生へのメッセー

ジ並びにオフィス

アワー（質問，相談

への対応） 

基礎医学の知識が臨床医学の問題解決にどのように活きるのかを知る授業

です。 

積極的な自己学習によって，論理的思考過程を経験し，優れたコミュニケー

ション能力の修得をめざしてください。そのためにも，課題は，原則として

授業時間内に課題を終了させてください。 

課題に関する質問，相談は授業中に行ってください。 

予習･復習で不明な点があれば，多田まで連絡してください。その都度，面会

時間を相談して決めます。 

内線 5820  外線 37-3113   E-mail:tadatsu@shinshu-u.ac.jp 

【添付ファイル】 なし 

（出 典 ：医 学 部 シラバス）

 

③-６ 主な基礎医学研究に触れる授業の実施 

平成24年度から１年次生に研究室訪問，平成25年度から２年次生に大学院研究内容の

紹介を開始した。平成27年度からは臨床実習中の基礎教室配属が可能になった。（資料

医89,90） 

資料医89 150通り臨床実習「基礎コース」 

 

＜中略＞ 

 

（次頁に続く） 
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概論の感想 

・研究をシンプルにまとめていた 

・発表方法の工夫 

・研究の内容と「考える」という考えがうまく盛り込まれていた 

・うまい具体例と説明がありすばらしい 

・どこも工夫のあるスライドですばらしい 

・各研究室の紹介は独自色が出ていたが，先生方からの言葉，教訓はどこの班も共

通したことを伝えていたので，今後よく肝に銘じておこうと思う 

・真剣に研究内容を調べてきたことが伝わった。研究委を目指す身として為になる

プレゼンがあった 

・わかりやすい研究内容と学生に伝えたいことが含まれていた。 
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・研究内容に興味がもてた。研究室に行ってみたくなった。 

・どの研究も普段は見聞きすることがあまりないものだったので，勉強になった。 

 

（出典：医学部作成）

 

資料医90 疾患予防医科学概論 シラバス（抜粋） 

 

（次頁に続く） 
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（出典：医学部シラバス）
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③-７ 地域医療人の育成 

平成22年度より地域医療推進学講座が，長野県信州医師確保総合支援センター分室と

なり，地域医療を担う人材を行政と協力して育成。（資料医91,92） 

資料医91 信州医師確保総合支援センター信州大学医学部分室について 

平成23年10月26日に，長野県の医師確保等総合事業として信州医師確保総合支援セン

ターが開設されました。このセンター設置は，地域医療を担う医師のキャリア形成を支

援しながら，その確保・定着を図るとともに，総合的な医師確保対策を実施することに

より医師の偏在解消を目指す，ことを目的としています。分室が長野県立病院機構と信

州大学医学部に設けられ，それぞれに長野県より業務が委託されることになりました。

平成24年度からは，これまでの信州大学医学部地域医療推進学講座（長野県寄附講座）

の専属教員2名が引き続いて，長野県から委託される業務・活動を信州医師確保総合支援

センター信州大学医学部分室にて行います。 

これまで信州大学医学部地域医療推進学講座（長野県寄附講座）にて実施されてきた

活動・業務のほとんどは平成24年度以降も継続の予定ですが，キャリア形成支援ならび

に医師となった後の配置調整などの長野県の医学生修学資金貸与者（医学生，医師）に

関わる委託業務が新たに加わります。 

（出典：医学部地域医療推進学講座ホームページ）

 

資料医92 地域医療の授業（シラバス抜粋） 

開講年度 2014 年度 登録コード M07002   

科目名 地域医療 題目（副

題） 

地域に根ざした医療の実践   

担当教員 福嶋 義光 教員連絡先

内線 

５８９２   

学年 ３年次 講義期間 前期 曜日・時限 水４ 水５ 水６

単位数 ０単位 講義室 医学科第２講義室   

 

授業で得られる「学位授与の

方針」要素 

 

・温かい人間性や高い倫理観を裏付ける幅広い教養を身につけ，社会

の健全な発展のために行動できる。 

・医師としての高い見識と誠実な態度を身につけ，病める人を救う強

い情熱を持っている。 

・患者やその家族と十分な意思の疎通ができ，医療のみならず保健や

福祉の関係者と良好な関係を築くことで，チーム医療を推進する能力

を持っている。 
 

授業のキーワード 地域医療，プライマリ・ケア，在宅医療，総合診療 

一般学習目標 GIO（期待され

る学習効果） 

地域に根ざした医療を実践している講師の講演を通じて，医療における

地域の視点の重要性ならびに地域の医療が抱える問題点とその対策につ

いての認識を深める。 

個別行動目標 SBOｓ（授業の

概要） 

１）地域を考慮した医療とは何か説明できる。 

２）プライマリ・ケアと地域医療の定義について説明できる。 

３）在宅医療の重要性と問題点を説明できる。 

４）地域の医療が抱える問題点を挙げ，その解決手段としての取り組み

を説明できる。 
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テキスト，教材，参考書 参考図書 

１）地域医療は再生する（医学書院） 

２）プライマリ 地域へむかう医師のために（医学書院） 

３）地域医療テキスト（医学書院） 

履修上の注意   

授業の形式，視聴覚機器等の

活用 

授業は，各回の講師よるプリント資料とＰＣプレゼンテーションを用い

た講義，全体でのディスカッション，レポートの作成，からなる。 

成績評価の方法 出席とレポートで総合的に評価 

なお，本授業の成績は，医学概論演習Ⅱに組み込む 

学生へのメッセージ並びにオ

フィスアワー（質問，相談へ

の対応） 

いくつかの参考書は地域医療推進学講座に用意してあります。また，講

義内容に関連したセミナーならびに実習も実施する予定です。 

【添付ファイル】 なし 

(出典：シラバス)

 

③-８ 臨床実習の学生による自己評価 

各クール終了後に自己評価結果に対して教員がフィードバックを行っている。（資料

医93） 

資料医93 臨床実習の自己評価  

     （出典：医学部作成） 
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③-９ 課題基盤型学習を取り入れた臨床実習（資料医94） 

 

資料医94 教育効果を高めるとされる臨床実習向けPBL（problem-based learning）

プログラムを開発し内科系全教室で導入した。受講した学生のアンケートでは，73%が

学習内容を理解できたと回答した。 

 

 

 

（次頁に続く） 
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（内科学（4）の事例） 

 

  （出典：医学部作成） 

 

③-10 リサーチマインド養成に向けた自主研究演習 

平成 25 年度より，夏季休暇を含む長期演習が選択可能となり，海外機関での実施 

が容易となった。（資料医 95,96） 
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資料医95 自主研究演習 

（出典：医学部作成）
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資料医 96 自主研究演習での海外派遣先・内容の一覧 

（出典：医学部作成）

 

③-11 大学院教育早期履修システムの導入 

平成26年度よりリサーチマインドを持った医師を養成するためにｅ-ＭＥＤプログラ

ムを開始した。（資料医97,98） 

資料医 97  e-MED（Early enrolled and Multi program Education System for Basic 

Research Doctors）システムによる大学院教育・研究への早期履修システム 

 

学部 3 年次から大学院授業科目を履修（在学中に 10 単位以内）が可能であり，修得した単位は，

学部卒業後医学系研究科に入学した場合に限り，入学前に既修得単位として認定されるため，修

了要件の 30 単位（医学系専攻）または 32 単位（疾患予防医科学専攻）のうちの一部の単位が修

得済みとなり，研究に専念することができる。また，優れた研究業績を上げた場合は，3 年の在学

で修了することも可能である。なお，平成 27 年度から卒後臨床研修中に医学系研究科（博士課程）

へ入学した場合は助成金（入学金相当）が支給される。 

 

（出典：医学部作成）

 

資料医 98  e-MED システムの履修実績 

 H26 H27 

履修者数 5 2 

修了者数 － － 

（出典：医学部作成）
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③-12 多様な領域の教育に対応する体制 

緩和医療，漢方医療，法律，医学倫理の専門家を特任教員として採用し，多様な領域

の教育を可能とした。（資料医99） 

資料医99 多様な領域についての教育 

 

（出典：医学部シラバス）
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（出典：医学部作成）
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④-２ 実習前評価としてのOSCE導入 

専攻ごとにOSCEを取り入れ実習に活かしている（資料医101）。 

資料医 101  実習前評価としての OSCE の導入（理学療法学専攻の例） 

（次頁に続く）
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④保健学科の特色 

④-1 質の高い保健師養成課程の設置 

 平成26年度より保健師資格の取得希望学生のうち20名を選抜する保健師コースを設

置。（資料医100） 

資料医100 保健師コース 
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その他 各専攻のまとめ，評定表，アンケート用紙等の資料あり 

（出典：医学部作成）

 

④-３ 新入生合宿研修の取り組み 

 円滑な大学生活への導入を目的として， 4月に研修（資料医102）を行い，学生間，

学生と教員との交流を図っている。 
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資料医 102  新入生合宿研修での取り組み 

 

（出典：医学部作成）

 

④-４ 授業改善アンケートの教員コメントの公開 

アンケート結果に担当教員がコメントし学生に公開することで授業改善への取り組

みを明瞭にしている（資料医103） 
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資料医 103  授業改善アンケートの教員コメントの公開 

  

（出典：医学部作成） 
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④-５ 地域住民対象の健康講座への学生の参加 

 平成26年度から地域公開講座を開講し，学生が地域支援について学習する機会として

いる（資料医104）。 

資料医 104  地域公開健康講座への学生の参加 

 

 

 
（次頁に続く） 
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（出典：医学部作成）
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④-６ 実習委員会の設置による実習運営（看護学専攻） 

 （資料医105） 

資料医 105  実習委員会の設置による実習運営（看護学専攻） 

３学年７領域にわたる大規模な実習について，看護学専攻では実習委員会を設置

し専攻全体として進行を調整している。 

 

（出典：医学部作成）
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④-７ 多施設，長期間の臨地・臨床実習の実施 

（資料医106） 

資料医 106 多施設，長期間の臨地実習の実施 

（検査技術科学専攻の例） 

臨地・臨床実習を充実させるため看護学専攻では約 70 施設で 1 年間，検査技術科

学専攻では４施設で 12 週間，理学・作業療法学専攻では約 70 施設で 21 週間実習を

実施している。 

（出典：医学部作成）
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④-８ 実習指導者及び学生からのアンケート調査 

 以下（資料医107）のアンケートを実施し実習の改善に努めている。 

資料医 107  臨地・臨床実習指導者及び学生からのアンケートの主な意見 

（検査技術科学専攻の例） 
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（出典：医学部作成）
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（３）学生の国際性涵養の工夫 

 

①海外への派遣 

①-１ 医学科 

臨床実習の一環で海外施設に実習生を派遣。（資料医 108,109） 

資料医 108 海外留学先（再掲） 

 

 

（出典：医学部作成）

 

資料医109 学部間交流協定（海外大学との協定） 

国 連携大学等 締結主体 

インドネシア ディポネゴロ大学医学部 医学部 

中国 青海大学医学部 医学部 

シンガポール シンガポールヘルスサービス 医学部 

タイ マヒドン大学ラマティボディ病院医学部 医学部 

 （出典：医学部作成）
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①-２ 保健学科 

従来の豪国短期留学に加え，平成 26 年度よりシンガポールへの短期留学と，ネパ 

ールでの保健医療活動への学生参加を開始。（資料医 110,111） 

資料医110 国際交流委員会と留学 

 

 

（出典：国際交流事業夏期短期留学公式報告書

 

資料医111 カーティン大，シンガポール，ネパール，ハワイの留学実績 

Australia Curtin University夏期海外単位認定プログラム 

年度 H22 H23 H24 H25 H26 H27

看護学 8  8 13 13 5 8 

検査技術科学 4 3 4 1 6 0 

理学療法学  3  3  4  6  2  8 

作業療法学  4  3  1  1  4  2 
 

Singapore General Hospital PTE LTD (Sing Health) 保健医療スタディプログラム 

年度 H26 H27 

看護学 4 7 

検査技術科学  0  3 

理学療法学  3  4 

作業療法学  0  3 
 

Nepal保健医療スタディプログラム（※H27年度は大地震のため中止） 

年度 H26 H27  

看護学 4  

検査技術科学  0  



信州大学医学部 分析項目Ⅰ 

8－125 

理学療法学  1  

作業療法学  0   

・看護学専攻4名 

・理学療法学専攻1名  計5名 

夏期海外研修参加者総計：29名 

（出典：医学部作成）

 

①－３ 学生支援（資料医112） 

資料医112 日本学生支援機構の支援制度 

（医学科の例） 

（出典：医学部作成）

研修支援（独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）奨学金） 

・平成26年度海外留学支援制度（短期派遣）に応募，採択され，参加学生17名のうち，審査基

準に則り14名に7万円の奨学金が支給された。なお，残り3名については，信州大学平成26年度

グローバル人材育成事業による海外活動支援に応募し採択され奨学金が支給された。 
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（４）学生の主体的な学習を促すための取組 

①環境の整備 

以下のとおり学習環境を整備。(資料医113） 

資料医113 学生の主体的な学習を促すための環境の整備状況（自習スペースの確保

） 

（医学科） 

 

 

（保健学科） 

 

（出典：医学部作成）

～自習スペースについて～ 

  (1)保健学科内の学生自習室として，りんでん（北校舎1階），図書閲覧室（南校舎1階）を

解 

   放している。 

 （2）上記が満席の場合は111講義室(南校舎1階)も使用することも可能としている。 

 （3）他の講義室での自習は遠慮いただいている。 

 （4）保健学科外では，医学部基礎棟1階と2階の自習スペース，医学部図書館，中央図書館

も自習スペースとして開放している。 
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②GPA制度の導入 

平成26年度入学者から導入。(資料医114） 

資料医114 ＧＰＡ 
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（出典：医学部作成）
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③TBLの積極的導入 

以下(資料医115）のような自主的学習を促している。 

資料医115 ＴＢＬ（Team-Based Learning-Tutorial）の授業実施方法 

（例：基礎医学ＴＢＬ） 

 

（次頁に続く） 
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（平成27年度ＴＢＬ授業一覧） 

科目名 学年・学期 コマ数×回数 のべ回数

基礎医学ＴＢＬ 2年後期 2コマ×9 18

臨床医学ＴＢＬ 3年後期～4年前期 2コマ×25 50

ヒト生物学Ⅰ 1年前期 15 15

ヒト生物学Ⅱ 1年後期 14 14

臨床推論入門 3年後期 26 26

発生学 2年後期 15 15

生化学演習・演習

Ⅱ 

2年後期 15 15

 計 153

 

（ＴＢＬ授業シラバスの例） 

 

（次頁に続く） 
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（出典：医学部シラバス）
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④スキルズラボの設置 

平成25年度より学生が日常的に使用できるスキルズラボを設置し，常時臨床手技の自

主学習が可能になった。(資料医116） 

資料医116 スキルズラボの概要 

（医学科） 

場所は，医学部基礎棟 東棟２階に設置している。開設時間は，平日の９時から午後５時。

事前に要望があれば，午後５時以降の対応も可能。利用手続きは，原則として事前予約が

必要。医学部学務（基礎棟１階）にて利用手続きを行うか，Webページのフォームより予約

を行う。設置機器の一覧はWebページより確認できる。具体的には下記のシミュレータが設

置されている。 

（１）呼吸音・心音聴診シミュレータ 

（２）ハートシムACLSトレーニングシステム 

（３）耳診察シミュレータと耳鏡 

（４）腰椎穿刺・麻酔シミュレータ 

（５）男性導尿シミュレータ 

（６）前立腺触診シミュレータ 

（７）皮膚縫合セット 

（８）スペクトロプロ 

（９）心電図 

（10）聴診波形表示装置，コードレス聴診教育システム 

（11）レールダルSimMan 

（12）眼底診察シミュレータと険眼鏡 

（13）採血・静注シミュレータ 

（14）乳癌触診シミュレータ 

（15）女性導尿・浣腸シミュレータ 

（16）移動式手洗いユニット 

（17）除細動器 

（出典： 

http://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/medicine/medical_education/support/skillslab.php） 

⑤成績優秀者への授業料免除 

 (資料医117） 

資料医117 成績優秀者への授業料免除 

 

成績優秀学生に対し授業料を免除している。 

 

（医学科） 

信州大学成績優秀学生の選考に関する医学部医学科申合せ（抜粋） 

 

 （選考基準等） 

第３ 成績優秀学生の選考学年及び配分数等は，次表のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

対象学生 選考基準とする成績 
配分数

（人） 

４年生 ３年累計成績と臨床総合試験の合計点上位者 ２ 

５年生 
４年臨床総合試験上位者 ２ 

ＣＢＴ上位者 １ 
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 （選考方法） 

第４ 成績優秀学生の選考方法は，次の各号に掲げる成績順位に人物評価を加味し

て選考する。 

一 累計成績と臨床総合試験の合計点の成績による場合は，選考基準とする学年

試験において再試験がある者を除き，成績上位者から選出する。 

二 臨床総合試験の成績による場合は，選考基準とする学年試験において再試験

がある者を除き，成績上位者から選抜する。また，選抜した成績上位者が同順

位により配分数を超える場合には，累計成績順位の上位者から選出する。 

三 ＣＢＴの成績による場合は，４年臨床総合試験の成績で選考した者を除き，成

績上位者から選抜する。また，選抜した成績上位者が２人以上の場合は，４年臨

床総合試験の成績順位の最上位者とする。 

 

（保健学科） 

信州大学成績優秀学生の選考に関する医学部保健学科申合せ（抜粋） 

 

 

（選考人数） 

第３ 成績優秀学生の選考人数は，当分の間，次表のとおりとする。 

専 攻 名 配分数（人） 

看護学専攻      ２人以内 

検査技術科学専攻 １人以内 

理学療法学専攻 １人以内 

作業療法学専攻 １人以内 

 

（選考方法） 

第４ 成績優秀学生の選考は，各専攻の４年次生から選考することとし，次条に規定する

方法により算出された成績評価係数及び人物評価に基づき，保健学科厚生委員会が候補者

を選考し，保健学科会議の議を経て行うものとする。 

 

（成績評価係数） 

第５ 選考年度における当該学生の４月１日現在の１年次から３年次までの履修済授業科

目の成績とし，次のとおり成績の評価係数を算出する。ただし，認定単位は含めないもの

とする 

 (秀の単位数×４)＋(優の単位数×３)＋(良の単位数×２)＋(可の単位数×１) 

総取得単位数 

 

 

（出典：医学部作成）
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⑥学生への科目得点分布を含む成績の通知 

医学科では，個々の学生の点数および全員の得点分布を配布し，学習結果の自己評価

を可能にしている。(資料医118） 

資料医118 試験結果の通知（見本） 

 

（出典：医学部作成）

 

⑦退学勧告の導入 

医学科では平成23年度から，同学年で２回留年した者に対し退学を勧告している。(資

料医119） 

資料医119 退学の勧告 

(退学の勧告等) 

第20条の2 学部長は，医学科の学生のうち学業成績の著しい不振が長期にわたり継続し

ている者に対して，教授会の議を経て，文書により退学を勧告することができる。 

2 前項に掲げる学業成績の著しい不振が長期にわたり継続している者とは，休学による

場合を除き，2回にわたり医学科が定める各学年の進級要件を満たさなかったため，同

学年に留まることとなった者をいう。 

3 学部長は，第1項の勧告に従わなかった者が，さらに1回医学科が定める同学年の進級

要件を満たさなかった場合，学則第63条第2号に定める除籍の理由に該当する者として

，教授会の議を経て，学長に当該者の除籍を申し出ることができる。 

（出典：医学部規程）
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（水準） 

期待される水準を上回る 

 

（判断理由） 

・多職種連携の基礎として実施している「新入生ゼミナール」では，1グループの人数 

を減らし，学生のより積極的な参加を促した。（資料医76(82頁)）また，４年次にチ

ーム医療の重要性と具体的な進め方を，模擬症例をもとに各専攻の専門性を生かして

議論することで学習する「チーム医療演習」を平成26年度から開始した。（資料医77(83

頁)）これらの授業に限らず，双方向性かつ学生中心の授業を積極的に取り入れてい

る。（資料医115(129頁)） 

・学生の能力を総合的に評価できるよう，両学科ともに自主的なOSCEを実施している。

（資料医86(95頁),101(113頁)） 

・両学科ともに海外短期研修プログラムを実施している。（資料医108(123頁)～112(125

頁)） 

・平成25年度よりスキルズラボを設置し，両学科におけるシミュレーション教育体制を

充実させた。（資料医116(132頁)）  

・医学科臨床実習では大学病院と37の教育協力病院が協力して少人数単位での実習を実

施している。これにより学生は自分の望む環境での実習が可能になるとともに，ロー

ルモデルとなる医師と共同で医療の一部を担いつつ，実践を通して段階的に習熟する

ことが容易になっている。（資料医83(90頁)）また，指導・評価を均てん化するため，

繰り返しFDを行っている。（資料医62(57頁),63(58頁)） 

・保健学科では，臨床能力の向上を目的として，4専攻ともに臨地・臨床実習の内容の

向上に取り組んでいる。（資料医105(119頁)～107(121頁)） 

・学部生が大学院授業受講を可能とするe-Medや基礎研究を長期間実施できる授業を実

現し，学生のリサーチマインドを育成する体制となった。（資料医89(97頁),96(109

頁)～98(109頁)） 

・保健師コースを設置したことにより少人数で密度の濃い演習等が可能になった。（資

料医100(111頁)） 

・地域住民を対象とした健康講座に学生を参加させ，地域に根差した保健活動の在り方

を能動的に学ばせる教育体制を構築した。（資料医104(117頁)） 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点 学業の成果 

（観点に係る状況） 

（１）履修・卒業状況から判断される学習成果の状況 

①進級・卒業・休学・退学等の状況 

進級・卒業・休学・退学の状況を以下に示す。（資料医120,121） 

資料医 120 標準修業年限内修了率及び「標準修業年限内×1.5」年内修了率 

（医学科） 

 H21 年度 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度

標準修業年限内 88.2% 87.5% 86.7% 89.0% 88.5% 92.0% 83.6% 

標準修業年限内×1.5 100% 99.0% 98.0% 100% 97.9% 100% 99.1% 

（保健学科） 

 H21 年度 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度

標準修業年限内 81.6% 79.2% 79.8% 84.6% 85.5% 87.3% 87.7% 

標準修業年限内×1.5 93.0% 94.3% 90.8% 89.0% 97.5% 95.5% 96.9% 

（出典：H25 年度受審認証評価のデータをもとに経営企画課作成）

 

資料医 121 退学，休学率 

 H21 年度 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 

退学率 1.4% 0.8% 0.5% 0.6% 0.3% 0.4 0.1 

休学率 0.7% 0.8% 0.5% 1.8% 1.8% 0.8% 1.7% 

※退学率は，該当年度の在籍者で除した割合。 

※休学率は該当年度 5 月 1 日現在の数を該当年度の在籍者数で除した割合。 

（出典：H25 年度受審認証評価のデータをもとに経営企画課作成）

 

 

（２）国家試験等の合格状況 

 

①医学科のCBT，OSCEの成績（資料医122） 

資料医122 CBT，OSCEの成績 

①CBTの状況 ※平成24年度から判断基準を引き上げている。 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

受験者数 96 93 101 107 111 111 117

合格者数 96 93 99 105 106 104 111

 

（次頁に続く） 
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②問題携行別得点率およびコアカリ別得点率 

 

 

 

※得点率は授業内容の見直しに利用している。 

 

③OSCEの状況 

OSCE 

H25年度までは４年次末，H26年度以降は４年次前期末に実施 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

受験者数 99 93 100 106 115 111 114

合格者数 99 93 100 106 115 111 114

（次頁に続く） 
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MidtermOSCE 

５年次前期末に実施 

年度 H27 

受験者数 102 

合格者数 102 

 

AdvancedOSCE 

６年次前期末に実施 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

受験者数  99 100 92 98 107 118

合格者数  99 100 92 98 107 118

 

 

（出典：医学部作成）
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②医師国家試験合格率 

（資料医123） 

資料医123 医師国家試験合格率の推移 

 

  

 

（次頁に続く）
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（出典：医学部作成）

 

③看護師，臨床検査技師，理学療法士，作業療法士，助産師，保健師の国家試験合格

率（資料医124） 

資料医124 看護師，臨床検査技師，理学療法士，作業療法士，助産師，保健師国家試

験合格率 

（出典：医学部作成）
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（３）学業の成果の達成度や満足度に関する学生アンケート等の調査結果 

 

①医学科 

①-１卒業時の学生アンケート調査（平成27年度） 

結果を医学教育研修センター医学教育会議及び教授会に報告し，教育活動全般につ

いての検証に利用。（資料医125） 

資料医125 学生アンケート調査 

平成27年度（抜粋） 

H27 医学教育についてのアンケート 6 年 

Q1. 講義は満足のゆくものでしたか。  

  回答数  ％ 

a. 満足  22 19%

ｂ. おおむね満足  74 65%

ｃ. やや不満 足 14 12%

d. 不満足  4 4%

  114 100%

 循内のように教科書をつくるべきだと思う。 

 スライドが見 にくかった。スクリーンの文字を大きくするか，プロジェクターの質を上げてほしい。 

 ユニット講義 ，系統講義 に関しては，国試を意識 した内容も取 り入れ始めていて良かったが，

研究内 容に絞った講義 は意義を感じなかった。また，基礎系 の科目に関 しては特に顕著だっ

た。 

 卒試直 前の授業は良かった。 

 もう少し卒試 に沿った内容が良かったな，とおもった科がいつくかあった。 

 教科書 的な内容から先進的な内容 まで（国試 以 上の内容まで）学ぶことができた。できれば，

先ず国試までの内容を一通り科目 勉強して試験をし，その後，さらに上 積みの勉強 をするよう

に 2 段階に講義を分けてほしい。 

 授業スライドがよくまとまっているものもあった。 

 この時期に網羅的に知 識を深め，すぐ試験でアウトプットできたので，非常に効率よく勉強でき

たと思う。 

 卒試前にただ過去の国 家試験の解 説をするだけの授業は止 めていただきたい。 

 レジュメのどこを覚えていいのかわからない。 

 内容が充実 している科としていない科 に差があった。 

 プリント（スライド）は医局 側で準備して下さい。 

 先生にもよりますが，講義 資料の印刷 が金額的に負担になる，アップロードが授業直前 のとこ

ろもあり不便 ，という点から，なるべく資料は配布 してほしいと思いました。 

 何がわかるかわからなかったので，自己 学習はできつつも，一回 中間テストをしてその結 果で面

談をするようにすればいいと思います。落ちるときは落ちるけど，自分のやり方がしっかりできる

環境がいいです。 

 もう少しポイントを絞ってほしかった。 

 概ね国試か卒試に有用 でしたが，系統だった講義になるようにより周知してもらいたいです。 
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Q2. 選択臨床実習は満足のゆくのものでしたか。  

  回答数  ％ 

a. 満足  34 30%

ｂ. おおむね満足  74 65%

ｃ. やや不満 足 5 4%

d. 不満足  1 1%

  114 100%

 私達の実習，内容，期間ともに，だいたい満足であったが，1 つ下の学年のよう

にむやみに実習期間を増やしても意味がないと思う。 

 希望する実習先に行けないこともあった。 

 行きたい科に行くことができて良かった。 

 指導医の教える気，やる気が異なるために，質問しても響かない先生がいる。 

 学外は交通費がいる。学内で全員実習できるようにすべき。 

 ただ見学しても身に入らない。やれることを与えてほしくはあります。あと，質

問に対してなにが問題か考えさせてください。目的を持たない学生は時間の無駄

づかいして，勉強時間が無くなります。 

 もっといろいろと手技や診察などをやらせてもらいたい。 

 
 

Q3.臨床実習終了後 OSCE は満足のゆくものでしたか。 

  回答数  ％ 

a. 満足  25 22%

ｂ. おおむね満足  65 57%

ｃ. やや不満 足 20 18%

d. 不満足  4 4%

  114 100%

 もっと増やしてほしい。 

 どのような備品があるのか具体的に提示してほしい。試験中は緊張しているので，目の前に

ある舌圧子すら気づきませんでした。臨床に出る前の最終チェックとしてよかった。 

 評価点がわからず，練習が無く，また，当日やり忘れてしまうことが多かった。 

 具体的な例，採点項目等を説明していただきかたかった。 

 落ちるべき人が落ちていない。実習で現場の先生方に不満を言われている人がいた。 

 実習の前準備の機会としてよかった。 

 1 回でも講義が有ればよかった。 

 将来良い医師になるためにどこが悪かったのかを指摘してほしかったです。 

 本番で道具の置いてある位置くらいは事前情報としてほしかったです。 

 試験がどのようなものか詳しく説明してほしかった。 

 簡単すぎる。 

 4 年次の OSCE と比較して試験情報が圧倒的に少なかった。アドクリ期間中，学生が大学

に集まる機会が少なかったので，説明する時間があまりなく，仕方なかったのかもしれませ

んが。 

 時期として，卒試が全て終わった後の方が知識が整理されてより勉強するのではないか，と

思った。 

 採点基準の例を見せてほしかった。 



信州大学医学部 分析項目Ⅱ 

8－143 

Q4.外病院の実習で感じたこと，ご意見はありますか。 

 個別指導していただけるのでとても有意義だった。各病院の負担は大きいと思うが，ポリクリ

の時から回れるといいと思った。 

 交通費の補助か，平等になるような仕組みがあると良い。 

 外病院は大学病院よりも忙しいと感じた。 

 同じ科の実習で行っても，学生でやれることに差があるのは問題。ただ，概ね実習内容は

満足している。 

 実践的なことができた。チームとしての関わりができた。 

 場所が遠すぎるところは適切ではない。 

 車がないと行きづらい病院は大変だった。 

 外病院は多くの手技が経験できてよかった。 

 雪の時期に行かせるのは危険だと思う。 

 大学病院と違った雰囲気で刺激になった。 

 先生方が丁寧で良かった。 

 研修医，医学生向けの勉強会が頻繁に行われている病院があり，それが研修医，医学生

の立場に落とし込んだ内容でもあったので，非常に面白く，モチベーションが上がった。 

 指導医の先生方には丁寧に教えていただき，勉強になった。先生と食事をする機会も多

く，よくしていただいた。 

 真冬の運転は事故の危険性も高いので往復は負担となる。 

 とても充実していた。 

 大学と違う雰囲気でおもしろかった。 

 大学の実習より良かった。 

 良くしていただいて大変感謝している。 

 

Q5.勉強する意欲を感じるときはどんな時ですか。（複数回答） 

  回答数 ％ 

a. 試験合 格に必要と感じたとき 98 36% 

ｂ. 科目・領 域に興味を持った時 65 24% 

ｃ. 担当教 員の人柄に共鳴した時 31 11% 

d. 興味深い症例の時  24 9% 

e. 理解できない症例・病態に出会った時 21 8% 

ｆ. 同級生の理解度が明 らかに自分 より進んでいる時 34 12% 

g. その他 3 1% 

  276 100% 

「g.その他」の記載。 

 ドラマとかを観たとき。 
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Q6.ベストティーチャー賞を与えるとすればどなたを選びますか。 

氏名  教室名  
票

数
理由  

花岡先 生  内科学 第一  6 

アドクリ時に大変お世話 になった。学 生教育にとても熱心な

先生だと思 った。 

教授になられてからも熱 心に学生の指導をして下さる。 

丁寧で優しかった。憧れる。 

ポリクリで丁 寧に教えいただいた。 

臨床実 習の指導が熱心 。 

角谷先 生  画像医 学  5 

好きだから。 

学生一 人一 人の名前を覚えてくれる。 

講義がわかりやすかった。 

多田先 生  医学教 育学  5 

教育の中心 となって指導 して下さった。 

医学教 育でお世話になった。 

６年間お世話になりました。 

しょうもない学生も見放 さず育てようとしてくださる寛大さ。 

小池先 生  小児医 学  4 

質問をいっぱいしていただいて，勉強 になった。 

他の先生と違う熱意を感じたから。 

熱心に指導 して下さった。 

授業がわかり易い。熱意 が伝わってきて，やる気が起きた。 

加藤先 生  運動機 能学  4 

実習で大 変 お世話になった。 

直前授 業が良かった。（同意見 有） 

卒試前 授業 が神憑っていた。 

駒津先 生  第四内 科  3 

わかり易い授業と説明。患 者の気持ちに沿った言葉遣い。 

疫学，病態 生理，症状，さらには大規 模臨床 研究 の結果の

解釈まで，非常にわかり易 く聴きやすいスピードで話 してくだ

さった。そればかりでなく，職場目線 に立った DM 患者教育

の大切さなどのお話も交 え，心躍るレクチャーでした。 

池田先 生  内科学 第五  3 
試験の難易 度が適切。 

回診やレクチャーがわかりやすかった。 

村田先 生  眼科学  3 

試験は難しかったが，授 業は大切なことを覚えることができ

た。 

内容がわかりやすく，学生 に当てたりして勉強になった。 

上田先 生  画像医 学  3 
画像の読み方を理論的 に学習できた。 

自分の頭で考える授業 だった。 

鷲塚先 生  精神学  2 
わかり易い授業と説明。患 者の気持ちに沿った言葉遣い。 

学生の自主 性を大切にして下さった。 

川眞田 先生  麻酔蘇 生学  2 
医学の基礎 知識に加え，医療の将来像まで考えさせられる

講義だった。 

横田先 生  第四内 科  1 実習でお世 話になった。 

杠先生  
形成再 建外 科

学 
1 アドクリで大変お世話になった。 

上條先 生  （教室無記 入） 1 
１回の授業 で理解度を確認しながら進めてくれるので良かっ

た。 
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佐々木先生  組織発 生学  1 

アドクリで組織発生 学を選んだとき，自主性を重 んじてもらえ

た。必要な解剖学 的知 識を親切に教えていただき，勉強に

なった。 

漆畑先 生  内科学 第一  1 おもしろくて，確実な先生だから。 

田中榮 司先

生 
内科学 第二  1 熱意のあるご指導。 

塩沢先 生  産科婦 人科 学 1   

細田先 生  第一外 科  1 
すごく丁寧に面倒を見てくれて，糸結 びもすごく教えてくださ

った。 

高橋先 生  画像医 学  1 お世話になりました。 

宮川先 生  第一外 科  1 かっこよかった。 

杉山先 生  麻酔蘇 生学  1 
生理学から丁寧にご指 導いただくことができた。麻酔科に興

味を持つことができた。 

上田和 彦先

生 
画像医 学  1   

黒川先 生  医学教 育  1 よく話かけてくださる。 

竹下先 生  免疫・微生 物学  1   

奥山先 生  皮膚科 学  1 話がとてもおもしろかった。 

 

Q7.信州大学をよりよくする上で，どのようにすればよいか提言はあります

か。 

 1 年生で英語の教科書を読むのに，その後，一切英語の本を読む機会が無いのはもった

いない。 

 成績の悪い学生は強制的に親に連絡するようにすればモチベーションが保たれるかもしれ

ない。親のため，と思えば，頑張れるものだと実感している。 

 基礎（研究）で何をしているのかもっと触れる機会を，講義などにも盛り込むと良いと思う。 

 6 年生の試験が移行期にあると思うので，学生の意見を反映しつつ，前年度とどのように

変わったのかを周知する必要があると思う。進級に関わるような大学の決定は，学生が理

不尽に感じないように十分に理にかなった説明をしてほしいと思う。 

 レジュメのどこを覚えていいかわからない。印かなにかつけてほしい。レジュメの最後にその

分野の問題，Q&A をつけるのも良いかもしれない。基礎医学でもネット講座を推奨してはど

うか。 

 全ての科目で試験に関する問題と解答を提示するべき。学生が不十分な理解をして，間

違った知識を得ている。 

 フォーマット化できるものは全てすべき。例えば，ソフトバンクではプレゼンのパワーポイント

のフォーマットが存在し，強調すべき点や流れが決まっており，時間短縮や効率化に力を

発揮している。なので，臨床実習のプレゼン，レポートなどのフォーマットを作成するといいと

思う。 

 卒試には卒試の勉強を必要とし，必然的に国試への対策の移行が遅れる。卒試の期間を

縮めたり，国試対策の時間として時間をとったりしてはいかがか。 

 追試験がないのは厳しいです。 

 低学年における基礎科目の負担を減らす。記述試験はじめ，国家試験，一般的業務の医

師の範囲を逸脱した負荷と進級問題があり，モチベーションが削がれます。 

 国試とかけ離れた難易度，内容の卒試を行う科は直した方がいいと思う。 
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 テストをもっと国試に沿ったものにすべき。テスト期間よりも実習期間を伸ばした方が良い。 

 模試を進級判定の要素に取り入れたりすれば，国試の合格率が上がる。 

 グループで使える自習室があっても良いと思う。卒試前講義は良かった。大学で模試をや

ってくれるのも勉強の良い機会となった。各試験の合否判定がやや甘い。もう少し厳しくし

てもいい。部活動をもっと多彩に。学内の中心に駐車場があり，路上駐車があるのもおかし

い。 

 試験問題を回収するのは良いが，せめて医局から模範解答を示してほしい。理解している

問題は合うかもしれないが，間違いはそのままになり意味がない。間違いを指摘されるとそ

こから自己学習が可能になると思う。 

 実習の時間を 17 時までとしてほしい。卒試の期間をもっと短く。他大学は 1 ヶ月が多いと

聞く。国試の勉強には QB や TECOM が必要。しかし卒試は QB や TECOM では解けな

い。このギャップを何とかしてほしい。 

 テストの公式解答の見直しは，より理解を深めるために必要だと思う。 

 6 年生の自習室をもっときれいにしてください。 

 統計の授業を受けられるようにしてほしい。 

 病態生理などを結局，国試の勉強にて初めて知ることが多かった。教育の一体感を作れる

と良い気がする。 

 もっと，他大学が勉強を頑張っている様子を教えるべきだと思う。 

 部活動を頑張っている人をもう少し認めてほしい。 

 もっと自由な教育を。 

 とても良い大学生活を送ることができたが，メリハリをつけたカリキュラムを望みます。 

 進級はそんなに厳しくしなくていいと思います。 

 長期のテストは賛成。理由は 1 科目ごとにじっくりと復習できるから。 

 臨床の授業はもっと学生を当てるようにすると退屈にもならないし，思考力も身につくので

はないかと思う。 

 5 年次進級に，国試 108 回を一通り勉強できたのは良かった。国試にもっと早くから取り組

める機会があるといいかもしれない。 

 語学系の授業，専門の授業が不足しているような気がする。 

 結局勉強もすごくしなきゃだけど，それと同時に学生時代を思い返して残るのは勉強以外

で頑張ったこと。これがなかったら，自分は医師の時も頑張れないと思う。自分の場合は部

活ですが，勉強と頑張れる何かを得られるカリキュラムにしてください。 

以上

（出典：医学部作成）
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①-２父母会開催時に実施した保護者アンケート調査 

（資料医126） 

資料医126 保護者アンケート調査 

 

平成26年度の6年次生保護者に対するアンケート調査結果を示す。 

 

 

（出典：医学部作成）
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①-３模擬患者ボランティアの学生評価 

ここ数年，学生のコミュニケーション能力や態度の点で顕著な向上がみられる。（資

料医127,128） 

 

資料医127 ボランティア（ＳＰ）からの学生評価 

 

 

（出典：医学部作成）
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資料医128 ボランティアのアンケート調査（主な意見） 

（出典：医学部作成）
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②保健学科 

②-１ 卒業時点での教育内容・教育環境に関する満足度調査 

 全専攻卒業時に調査（資料医129）を行い，教育内容の改善に活かしている。看護学

専攻においては，同時に看護実践能力の到達度調査（資料医130,131）を実施。  

資料医129 学生による卒業時満足度調査 

（次頁に続く） 
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（出典：医学部作成）
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資料医 130  卒業時到達度調査（看護学専攻） 

報告書から抜粋 
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資料医 131  看護実践力到達度に関する調査 

 

（次頁に続く） 

資料１ 看護実践能力到達度に関する調査           2014 年度

4 3 2 1
よ
く

で
き
る

ま
あ
ま
あ

で
き
る

あ
ま
り

で
き
な
い

で
き
な
い

①看護の視点から人間について総合的に捉え説明できる。 4 3 2 1

②人間のライフサイクルと発達について説明できる。 4 3 2 1

③健康・不健康の連続性を踏まえて、健康を総合的に捉え説明できる。 4 3 2 1

④社会と健康、文化と健康の関連を踏まえて、健康を総合的に捉え説明できる。 4 3 2 1

⑤多様な価値観や人生観を有している人々を尊重する行動をとることができる。 4 3 2 1

⑥基本的人権の尊重、患者の権利及び権利擁護について説明できる。 4 3 2 1

⑦患者の権利、プライバシーや情報の保護に配慮した看護の在り方を説明できる。 4 3 2 1

⑧看護職の倫理規定や看護実践に関わる倫理の原則を理解し、遵守できる。 4 3 2 1

⑨看護の対象となる人々の権利を尊重し、その擁護に向けた行動をとることができる。 4 3 2 1

⑩看護行為によって看護の対象となる人々の生命を脅かす危険性があることを説明
できる。

4 3 2 1

⑪守秘義務について理解し、遵守できる。 4 3 2 1

①医療における自己決定権と看護職の説明責任について説明できる。 4 3 2 1

②インフォームド・コンセント、セカンド・オピニオンについて説明できる。 4 3 2 1

③実施する治療や看護に関する選択権について説明できる。 4 3 2 1

④実施する看護を説明する方法とその意義について説明できる。 4 3 2 1

⑤看護の対象となる人々が意思決定するために必要な情報を提供することができる。 4 3 2 1

⑥看護の対象となる人々の意思決定を指導のもとで支援することができる。 4 3 2 1

⑦実施する看護について指導の下で説明し、同意を得ることができる。 4 3 2 1

⑧相手の理解力にあわせた説明をすることができる。 4 3 2 1

①自己を分析し自己理解できる。 4 3 2 1

②コミュニケーション、治療的コミュニケーションについて説明できる。 4 3 2 1

③看護の対象となる人々と適切な援助的コミュニケーションをとることができる。 4 3 2 1

④プロセスレコードなどを活用して、援助的関係を分析できる。 4 3 2 1

⑤カウンセリングの基本的な方法について説明できる。 4 3 2 1

⑥援助的関係におけるケアリングの考え方について説明できる。 4 3 2 1

⑦援助的関係形成の過程を理解し、援助的関係を形成できる。 4 3 2 1

⑧リーダーシップの考え方について説明できる。 4 3 2 1

⑨集団の構造と機能、グループダイナミックスについて説明できる。 4 3 2 1

⑩グループを形成する方法とそれを支援する方法について説明できる。 4 3 2 1

①根拠に基づいた看護を提供することの必要性を説明できる。 4 3 2 1

②根拠に基づいた看護を提供するための情報を探索し、活用できる。 4 3 2 1

③文献や研究成果を比較し、批判的に吟味することができる。 4 3 2 1

④基本的な看護研究方法について説明できる。 4 3 2 1
⑤健康に関連した事象を説明するために基本的な疫学や保健統計資料を活用でき
る。

4 3 2 1

⑥主要な看護理論について説明できる。 4 3 2 1

⑦看護を展開する際に、理論や概念を活用する意義と方法について説明できる。 4 3 2 1

⑧看護に必要な根拠を探索し、看護実践に活用できる。 4 3 2 1

学習成果
卒業時の
到達目標

下表に示した卒業時の到達目標について、あなたは現時点でどの程度できますか。
目標ごとに示した学習成果について、４（よくできる）、３（まあまあできる）、２（あまりできない）、１（できない）の中から、
最も近いものを１つ選んで○を記載してください。

Ⅱ群：根拠に基づき看護を計画的に実践する能力

Ⅰ群： ヒューマンケアの基本に関する実践能力

１）看護の対
象となる
人々の尊厳
と権利を擁
護する能力

２）実施する
看護につい
て説明し同
意を得る能
力

３）援助的関
係を形成す
る能力

４）根拠に基
づいた看護
を提供する
能力
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（出典：医学部作成）

 

表 1. 看護実践能力の到達目標および群の平均得点 
 

看護実践能力 平均（max-min） 群 

平均 
25 

年度 
24 

年度 
Ⅰ.ヒューマンケアの基本に関する実践能力 

1)看護の対象となる人々の尊厳と権利を擁護する能力 3.39（3.79-3.02）  
3.26 

 
3.42 

 
3.29 2)実施する看護について説明し同意を得る能力 3.35（3.61-3.23）

3)援助的関係を形成する能力 3.05（3.29-2.74）

Ⅱ.根拠に基づき看護を計画的に実践する能力 
4)根拠に基づいた看護を提供する能力 3.02（3.58-2.61）  

 

 
3.08 

 

 

 
3.26 

 

 

 
3.13 

5)計画的に看護を実践する能力 3.24（3.44-2.92）

6)健康レベルを成長発達に応じ査定する能力 2.88（3.18-2.62）

7)個人と家族の生活を査定する能力 3.26（3.38-3.11）

8)地域の特性と健康課題を査定する能力 2.87（3.03-2.70）

9)看護援助技術を適切に実施する能力 3.17（3.61-2.79）

Ⅲ.特定の健康課題に対する実践能力 
10)健康の保持増進と疾病を予防する能力 3.03（3.59-2.65）  

 

3.00 

 

 

3.22 

 

 

3.14 
11)急激な健康破綻と回復過程にある人々を援助する能力 2.85（3.08-2.52）

12)慢性疾患及び慢性的な健康課題を有する人々を援助する能力 3.04（3.33-2.85）

13)終末期にある人々を援助する能力 3.16（3.52-2.97）

Ⅳ.ケア環境とチーム体制整備に関する実践能力 
14)保健医療福祉における看護活動と看護ケアの質を改善する能力 2.94（3.11-2.74）  

 
 

3.08 

 

 
 

3.19 

 

 
 

3.18 

15)地域ケアの構築と看護機能の充実を図る能力 2.99（3.14-2.82）

16)安全なケア環境を提供する能力 3.35（3.76-3.02）

17)保健医療福祉における協働と連携をする能力 3.23（3.50-2.97）

18)社会の動向を踏まえて看護を創造するための基礎となる能力 2.84（3.12-2.58）

Ⅴ.専門職として研鑽し続ける基本能力 
19)生涯にわたり継続して専門的能力を向上させる能力 3.18（3.32-2.98）  

3.13 
 

3.19 
 

3.22 
20)看護専門職としての価値と専門性を発揮させる能力 3.06（3.23-2.86）
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②-２ 卒業生の就職先からみた学業の成果および就業状況に関するアンケート調査（資

料医132） 

資料医132 卒業生の就職先からみた学業の成果および就業状況に関するアンケート

調査（平成26年度） 

 

（出典：医学部作成）
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（４）学生の受賞状況から判断される学修成果の状況 

 

学会等での学生の受賞・表彰。（資料医 133） 

資料医 133 学会等における受賞状況 

 

第 47 回日本医学教育学会大会で学生発表が優秀演題賞を受賞しました 

 

2015 年 07 月 27 日トピックス 

 

7 月 24〜25 日に開催された第 47 回日本医学教育学会大会(新潟市)において，医学科

5 年生町田はるかさん，清水郁夫当センター助教，今村浩救急救急集中医学教室教授

らの発表演題「学生サークルによる，医療系学生のための病院前救護処置ワークショッフ

」゚が学生セッション優秀演題賞を受賞しました。 

 

この発表は，「医療系学生が自ら実践できる病院前救護法を学ぶ」ことを目標に医療系サ

ークル"SALTs"が本年 3 月に実施したワークショップの成果を検証したもので，学生が互

いに教え合う試みや多職種での相互理解を目指す姿勢が高く評価されました。 

 

また，同学会の関連企画として開催された「メディカル・ シミュレーション・オリンピッ

ク(シムリンピック)2015」に，本学チーム「ALPS」が出場しました。これは全国の医学生

が臨床能力を 3 人 1 チームで力試しする競技会で，シミュレーション機材を取り入れた

6 つの課題で臨床実技と診断力を競いました。本学チームは「肺音聴診と呼吸器疾患」の

種目で 1 位になるなどし，総合 5 位に入賞しました。 

 

（出典：医学部医学教育センターホームページから）

 

 

 

 

 

 

（水準） 

期待される水準を上回る 

 

（判断理由） 

・国家試験の過去7年間の平均合格率は医学科92.6％，さらに保健学科は98.3％と全国

平均85.7%と比較して高い。（資料医123(139頁),124(140頁)）また，保健学科で行っ

ている卒業生の就職先を対象としたアンケート調査では，臨床能力および豊かな人間

性の醸成が高く評価されている。（資料医132(155頁)）医学科においては，患者の立

場に近い模擬患者からの評価がここ数年向上していることから総合的に能力の高い

医療者を育成できている。（資料医127(148頁)） 

・学生の満足度は医学科の実習では95%講義では84%と高く，保健学科においても95％以

上が授業に対しておおむね満足あるいは満足と回答しており，学生・保護者の期待に

応えている。（資料医125(141頁),126(147頁), 129(150頁)） 
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観点 進路・就職の状況 

（観点に係る状況） 

（１）進路・就職状況  

①医学科 

臨床実習で広く県内病院を利用しており，本学附属病院を含む長野県内の病院を研 

修先として選択する卒業生の割合が増加傾向にある。(資料医 17(15 頁),134) 

 

 

 

 

資料医134 医学科卒業生の進路 

 

○卒業年度別 県内施設において卒後臨床研修を行う者の数 

 

 

 

 

（出典：医学部作成） 
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②保健学科 

 卒業生の進路は，検査技術科学専攻では大学院への進学が比較的多く他の専攻では，

ほとんどが就職している。（資料医135～137） 

資料医135 保健学科の就職の状況 

 
（出典：医学部作成）
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資料医136 県内・外出身者の比率と県内・外就職比率（保健学科） 

 

 

（出典：医学部作成）

 

資料医 137 保健学科卒業生に対する求人数および求人倍率 

 

（出典：医学部作成）
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H21年度 72 667 9.3 15840 220.0 42 118 2.8 184 4.4 21 251 12.0 1356 64.6 17 272 16.0 1530 90.0

H22年度 78 715 9.2 17829 228.6 35 208 5.9 254 7.3 15 425 28.3 1825 121.7 17 461 27.1 2012 118.4

H23年度 72 710 9.9 17704 245.9 35 287 8.2 350 10.0 18 480 26.7 2060 114.4 19 522 27.5 2278 119.9

H24年度 82 654 8.0 37 312 8.4 21 533 25.4 17 599 35.2

H25年度 81 647 8.0 40 297 7.4 16 501 31.3 21 611 29.1

H26年度 82 404 4.9 37 354 9.6 21 655 31.2 20 767 38.4

H27年度 80 435 5.4 43 345 8.0 17 609 35.8 17 771 45.4

※平成24年度以降は，求人数倍率を算出していない。

看護学専攻 検査技術科学専攻 理学療法学専攻 作業療法学専攻
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（２） 進路に関する相談・支援体制 

 

①卒業生を迎えての懇談会（資料医138） 

資料医138 卒業生を迎えての懇談会 

（医学科の状況） 

 学生に具体的な卒後キャリア像を示し，また，カリキュラム改革にあたり卒業生の立場からの

意見を参考にするために，平成25年６月28日に卒後10年目の卒業生６名を迎えて懇談会を実施し

た。臨床においては卒業生が県内の遠隔地でも十分な質の医療を提供していることを本学の教育

と関連付けて肯定する発言や，また同期生間や本学関係者間の強固なつながりが維持されている

ことが卒業後に有益に作用しているとの発言があった。また在学生の質問に答える形で，コミュ

ニケーション力を磨くことの重要性や主体的な臨床学習環境を構築する提案を得た。 

   

（保健学科の状況） 

保健学科では平成25年から隔年で専攻ごとに「卒業生を迎えての懇談会」を実施し在校生には

卒業後のイメージができるよう，また卒業生からの意見を教育に反映させるよう努めている。 

 （以下，懇談会概要） 

平成27年度「信州大学医学部保健学科卒業生を迎えての懇談会」検査技術科学専攻 

 

１．日 時：平成27年10月14日（水） 13:30～15:45 

２．場 所：第1部 保健学科北校舎1階311講義室 

      第2部 保健学科中校舎4階会議演習室Ⅱ 

３．参加者 

・卒業生：松本市立病院勤務       臨床検査技師1名（平成20年3月卒業） 

     諏訪赤十字病院勤務      臨床検査技師1名（平成21年3月卒業） 

信州大学医学部附属病院   臨床研究コーディネーター 

臨床研究支援センター勤務 （臨床検査技師）1名（平成23年3月卒業） 

・在校生：46名（3年生，2年生）  

・検査技術科学専攻教員10名 

 

４．懇談会の内容 

１）第１部 

保健学科検査技術科学学専攻の卒業生計３名が，一人15分程度で，以下の点につきパワーポイン

トを用いてプレゼンテーションを行った後，3名が前方に並んで座り，教員の司会の下に在学生

との質疑応答を行った。 

  卒業生のプレゼン内容 

  ・現在の施設紹介，業務内容と仕事のやりがい 
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    患者や臨床医とのコミュニケーションを通じて，仕事のやり甲斐を感じ，また日々 

の努力への励みにとなっているとの前向きな姿勢が示された。 

・自分にとって最も役立っている考える講義・実習データ解析，レポートや卒業研究など，

思考力を鍛える内容が卒業後にも多いに生きているとの意見が共通していた。 

・学生時代にやっておいて良かったと思う事柄 

・在学生へのメッセージ（学習の要点，臨床実習に向けて等） 

 

  在学生からの質問 

上記の点に関連し，具体的な業務内容，就職活動の進め方，国家試験対策，等についての質問

があった。 

 

２）第２部 

卒業生3名と教員10名が懇談し，本専攻の教育課程についての意見交換を行った。 

 卒業生からの意見としては，患者への接遇マナーにつき，講習会や演習を通じ，より一層のト

レーニングの必要性などについての意見が出された。 

 

５．在校生および教員の意見 

在学生のアンケート結果からは卒後の将来像が描け，モチベーションが高まったといった意見

が多く，満足度の高い内容であったことが示された。また，大学院進学者からの話も聞きたいと

の希望が寄せられた。卒業生との懇談会を今後も継続的に実施していく必要性と有用性が示され

た。 

（出典：信州大学ホームページ）
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②医学科 

４年次以上の学生に進路に関する情報提供を行うとともに，推薦入学者を対象とする

研修会も実施し，キャリア形成を考える場を提供している。（資料医139,140） 

資料医139 推薦入試入学者への支援 

  

（出典：医学部作成）
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資料医140 医学教育センターの支援 

・長野県の医学生修学資金受給の有無に限らず，広く学生の希望に応じて県内外の施

設に関する情報提供を行うとともに，学生個々の特長を生かした推薦状作成等を行

っている。 

・信州大学医学部附属病院及び長野県臨床研修病院等合同説明会を行っている。 

 

 

（出典：医学部作成）
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③保健学科の就職支援 

３年次生に就職セミナー（資料医141），マナー研修（資料医142）を行い，就職の準

備を行っている。また各専攻で就職担当を置いて就職支援にあたっている。 

 

資料医 141 就職セミナー 

 

 

（出典：医学部作成）
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資料医 142 マナー研修 

 
（出典：医学部作成）

平成２７年４月１５日

   

学 生 各 位 

                                      教 務 委 員 長 

 

 

特別講演について（お知らせ） 
 

 

  このことについて，下記のとおり実施いたします。 

特別講演への出席は，専攻毎に定められた授業科目の出席と読替えま

す。出欠を取りますので必ず参加してください。 
 

記 

 

１ 日  時 平成２７年５月２７日（水） １３：００～１５：００ 

 

２ 講  師   鍋林株式会社医薬事業部 

マナーインストラクター  川窪 一恵 氏 

 

３ 演  題 「医療現場のコミュニケーションマナー 

                   ～実習生の立場から～」 

 

４ 場  所 医学部保健学科 ３１１講義室 

 

５ 対  象 医学部保健学科全専攻３年次生 

 医学部保健学科教員・一般聴講者 

    

６ 読替授業科目   

 看 護 学 専 攻 ：成人看護学実習  

 検査技術科学専攻 ：臨床検査管理学 

 理 学 療 法 学 専 攻 ：理学療法治療法実習 

 作 業 療 法 学 専 攻 ：作業療法評価学実習 
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（水準） 

 期待される水準を上回る 

 

（判断理由） 

・保健学科は県内出身者の比率に比して，高い県内就職率を維持している。また，医学

科で県内に医師として就職する学生は，平成21年度の41名に対し平成27年度には66名

と急激に増加しており地域の期待に応えている。（資料医17(15頁 ),134(157頁 )～

136(159頁)） 

・保健学科では，全ての専攻で多数の求人があり極めて高い就職率を維持しており，資

格取得を目的として入学している学生・保護者の期待に応えている。（資料医137(159

頁)） 
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 

 

（１） 分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

・平成 25 年度より新カリキュラムを導入し実践的な臨床実習を通じて，臨床能力に加

え，自主性や協調性が高いレベルで教育できる体制となった。（資料医 82(89

頁),83(90 頁)） 

・平成 22 年度より，課題追求・問題解決型の教育および臨床実習を充実し，判断能力

や 問 題 解 決 能 力 を 育 成 す る 教 育 体 制 と な っ た 。 ( 資 料 医 88(96 頁 ),94(106

頁),115(129 頁)) 

・両学科の合同授業として，従来行ってきた１年前期の新入生ゼミナールに加え，平成

26年度より４年次後期のチーム医療演習を開始し，両学科の全ての学生がチーム医療

を展開するためのマインドとスキルを段階的に学習できる教育体制となった。（資料

医76(82頁),77(83頁)） 

・平成25年度より医学教育に関する会議に学生も参加し，学生の意見を取り入れて教育

内容の見直しを行うようにした。（資料医34(29頁),35(30頁)） 

・平成25年度よりスキルズラボを設置し，両学科におけるシミュレーション教育体制を

充実させた。（資料医116(132頁)） 

・平成26年度より，高度な基礎医学研究に触れる機会としてe-MEDを導入し，学生のリサ

ーチマインドを育成する体制となった。（資料医97(109頁),98(109頁)） 

・医学科は平成25年度より（資料医96(109頁),108(123頁)），保健学科は平成26年度よ

り，新たな海外短期研修プログラムを開始した。（資料医110(124頁),111(124頁)） 

・保健師コースを平成 26 年度に設置し少人数で質の高い保健師教育が可能になった。

（資料医 100（111 頁） 

・平成26年度に設置された医学部地域保健推進センター主催の地域住民を対象とした健

康講座に学部生を参加させ，地域に根差した保健活動の在り方を能動的に学ばせる教

育体制を構築した。（資料医104(117頁)） 

・平成24年度より両学科に学生相談室を設置し，総合健康安全センターおよび学生相談

センターとの連携に基づいた学生相談体制を開始した。（資料医41(36頁),42(38頁)） 

 

（２） 分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

・保健学科は高い国家試験合格率を維持している。（資料医124(140頁)） 

・保健学科は県内出身者の比率に比して，高い県内就職率を維持している。また，県内

に医師として就職する学生の数は，平成21年度の41名に対し平成27年度は66名と急増

している。（資料医134(157頁)～136(159頁)） 
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Ⅰ 医学系研究科の教育目的と特徴 

 

１ 教育目的 

（１）設置の理念及び目的 

本研究科は専攻毎に設置の理念を掲げるとともに、目的を信州大学大学院医学系研究科

規程（以下「研究科規程」）第１条の２に定めている（資料医院１、２）。 

資料医院１ 設置の理念 

修士課程  

医科学専攻 

 心とからだを結ぶヒューマンサイエンスを機軸にした新しいネットワークをつくり多彩な人材

を養成することにより、社会への総合的な貢献をはかる。 

保健学専攻（博士前期課程）【２年制】 

 保健・医療・福祉に関する専門的知識・技術、科学的根拠に基づいた臨床問題解決能力や国際

的な視野を持ち、常に人間を全人的な存在としてとらえて健康保持と疾病や障害の予防・治療、

医療安全において社会に貢献できる高度専門保健医療職者を育成する。 

博士課程  

医学系専攻 

 人類の福祉と医学の発展をたえず視点におき、医科学の真理の深奥を究め、基礎・臨床医学の

枠を超えた医学研究を行い、世界を先導するような創造的研究・トランスレーショナルリサーチ

を実施する医学研究者及び移植医療、再生医療、遺伝子医療など先端医療を科学的基盤に基づい

て実践する医学研究者及び高度医療職業人を育成する。 

疾患予防医科学系専攻（独立専攻） 

 ヒト生命の本質を把握すべく遺伝子（ゲノム）レベルから個体、社会レベルまで総合的解析を

行い、ヒトの基礎的生命現象と疾病機序の理解に基づいて、疾病予防および制御と健康づくりを

目指す包括的予防医科学領域を開拓する。 

保健学専攻（博士後期課程）【３年制】 

 医療に直接関係する学問だけでなく、社会学、倫理学などの学問との結びつきを通して、個人

並びに集団の健康を学際的な保健学の領域における教育・研究を通して、その成果を社会に還元

し、人々の健康支援を行い、積極的に疾病の予防を推進することにより、人類の健康と福祉に貢

献する。 

（出典：医学系研究科ホームページ「研究科概要・設置の理念」）

 

資料医院２ 信州大学大学院医学系研究科規程 

（目的） 

第１条の２ 研究科の各専攻の目的は、次の各号に掲げるとおりとする。 

（１） 医科学専攻は、心とからだを結ぶヒューマンサイエンスを機軸にした新しいネットワークを

つくり多彩な人材を養成することにより、社会への総合的な貢献を図ることを目的とする。 

（２） 医学系専攻は、人類の福祉と医学の発展をたえず視点におき、医科学の真理の深奥を究め、

基礎・臨床医学の枠を超えた医学研究を行い、世界を先導するような創造的研究・トランスレーシ

ョナルリサーチを実施する医学研究者、移植医療、再生医療、遺伝子医療など先端医療を科学的基

盤に基づいて実践する医学研究者及び高度医療職業人を育成することを目的とする。 

（３） 疾患予防医科学系専攻は、ヒト生命の本質を把握すべく遺伝子（ゲノム）レベルから個体、

社会レベルまで総合的解析を行い、ヒトの基礎的生命現象と疾病機序の理解に基づいて、疾病予防

及び制御と健康づくりを目指す包括的予防医科学領域を開拓することを目的とする。 

（４） 保健学専攻（博士前期課程）は、高い倫理観と豊かな人間性を有し、高度な専門知識・技術、

科学的根拠に基づく臨床問題解決能力、国際的な視野を持つ高度専門保健医療職者を育成すること

を基本理念とし、精神的・身体的・社会的な側面から人間を全人的な存在としてとらえ、保健・医

療・福祉に関する教育及び研究の成果を社会に還元することにより、健康保持と疾病や障害の予防・

治療・医療安全に広く貢献し、人類の幸福と福祉の向上に寄与する保健学を構築することを目的と
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する。 

（５） 保健学専攻（博士後期課程）は、博士前期課程等における教育及び研究を通して養われた知

識や技術による高度の専門能力を更に高め、創造的な研究能力を有する教育者、研究者及び高度専

門保健医療職者を養成することを目的とする。 

（出典：信州大学大学院医学系研究科規程）

 

（２）三つの方針（DP、CP、AP） 

本研究科は、学位授与の方針（以下「DP」）と入学者受入の方針（以下「AP」）を定

め、信州大学が定めた教育課程編成・実施の方針（以下「CP」）に準じて教育を行って

いる（資料医院３～５）。 

資料医院３ 学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

信州大学大学院学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）  

 信州大学大学院では、俯瞰力と独創力を備え、持続可能な価値社会を創造する質の高い高度専門職

業人や、先端的研究を推進する人材を養成するために、以下のように各課程の学位授与方針を定める。

・修士課程にあっては、広い視野に立って精深な学識を持ち、専攻分野における研究能力又はこれ

に加えて高度の専門性が求められる職業を担うための卓越した能力を修得している。 

・博士課程にあっては、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の

高度に専門的な業務に従事するのに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を修得

している。 

・専門職学位課程にあっては、高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した

能力を修得している。 

 

信州大学大学院医学系研究科学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）  

 信州大学大学院医学系研究科の各課程を修了し、次に該当する者に学位を授与する。 

１．医学系諸科学における学識と情報収集能力・分析能力、研究技術を備えており、共同もしくは

単独で、それぞれの分野における諸課題を解決できる。 

２．自らの得た成果を世界に向けて発表するグローバルな情報発信能力を有するとともに、国際的

な諸課題に積極的に取り組むことができる。 

３．医学、保健学および関連諸科学の研究に対する理解に基づいた高度な倫理性を持ち、科学的基

盤に基づいて医療、医学研究もしくは教育を実践できる。 

 

医科学専攻修士課程学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

信州大学大学院医学系研究科医科学専攻の修士課程を修了し、次に該当する者に修士（医科学）の

学位を授与する。 

１．基礎医学および臨床医学に対する基本的知識、技能および技術を修得し、自主的に検討する

ことができる。 

２．豊かな人間性とコミュニケーション能力を身につけ、国内外に自らの成果を発信できる。 

３．生涯にわたって課題を探求し、自らの能力・専門性を高めることができる。 

４．幅広い知識を基盤とし、最新情報を収集・分析することにより、社会のニーズに適応した行

動をとることができる。 

（出典：医学系研究科ホームページ「研究科概要・ディプロマポリシー」）

医学系専攻学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

信州大学大学院医学系研究科医学系専攻の博士課程を修了し、次に該当する者に博士（医学）の学

位を授与する。 

１．基礎・臨床医学における深い学識と高度な情報収集能力・分析能力および研究技術を備えて

いる。 

２．その学識・能力・技術を基盤に、自ら課題を見出し、それを解決・展開できる。 
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３．その成果を、欧文論文として発表するグローバルな情報発信能力を有する。 

４．科学的基盤に基づいて先端医療を理解または実践することができる。 

５．医学研究に対する深い理解に基づいた高度な倫理性を身につけている。 

６．医学研究を通して人類の繁栄と福祉に貢献することができる。 

 

疾患予防医科学系専攻学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）  

信州大学大学院医学系研究科疾患予防医科学系専攻の博士課程を修了し、次に該当する者に博士（医

学）の学位を授与する。 

１．ヒト発生・発達・老化などの基礎的生命現象および諸疾病の先端的知見を理解し基礎研究を

遂行する能力、学力、技術等々を有する。 

２．新規予防あるいは疾病治療の創出と、研究成果を医療そして社会へ還元する能力、学力、技

術等々を有する。 

３．健康推進事業や健康科学啓発をする能力、学力、技術等々を有する。 

４．予防医療・疾病治療あるいは基礎生命科学分野で必要とされる情報収集・分析能力を有する。

５．予防医療・疾病治療あるいは基礎生命科学分野での研究成果を発信できるグローバルな情報

発信能力を有する。 

 

保健学専攻学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

信州大学大学院医学系研究科保健学専攻の博士前期課程を修了し、次に該当するものに修士（看護

学もしくは保健学）の学位を授与する。 

１．高い倫理観と専門的知識や技術、科学的根拠に基づく臨床問題解決能力などの高度な実践能

力を有する。 

２．保健・医療・福祉の現場において独創的な観点で研究を推進する能力を有する。 

３．国際的な諸問題に積極的に取り組み、共同研究や活動に参画できる能力を有する。 

４．地域保健・医療・福祉の実践現場で他の分野と連携して新たな保健医療改革に貢献できる能

力を有する。 

信州大学大学院医学系研究科保健学専攻の博士後期課程を修了し、次に該当するものに博士（保健

学）の学位を授与する。 

１．保健学の学問体系の確立と発展に寄与し、学際的研究を積極的に推進することにより、世界

に向けてその成果を発信できる。 

２．保健・医療・福祉の分野の教育を行う大学あるいは大学院において教育・研究指導に貢献で

きる。 

３．保健・医療・福祉の現場において、高い倫理観と高度な専門知識に基づいた実践能力を持ち、

指導的・専門的立場から課題を見つけ、自立的な研究を行うことができる。 

４．保健医療職者に対して、根拠に基づく実践（Evidence-based Practice）の概念に則ったエビ

デンスを構築するための質の高い臨床研究方法を指導できる。 

（出典：医学系研究科ホームページ「研究科概要・ディプロマポリシー」）

 

資料医院４ 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

信州大学大学院教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）  

大学院課程における教育課程編成の方針 

１．信州大学大学院は、研究科及び専攻の教育上の目的を達成するために必要な授業科目を自ら開

設するとともに、研究指導の計画を策定し、体系的に教育課程を編成します。 

２．信州大学大学院は、教育課程の編成に当たっては、専攻分野に関する高度の専門的知識及び能

力を修得させるとともに、当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養を涵養するよう適切に配慮

します。 
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大学院課程における教育課程実施の方針 

１．信州大学大学院は、専門性の一層の向上を図り幅広い学識を涵養するため、コースワークを充

実させ、コースワークから研究指導へ有機的につながる体系的な教育を行います。また、各研究

科の「学位授与の方針」に定めた、修了時までに修得すべき知識・能力等がカリキュラム体系の

なかでどのように養成されるのかを示すため、シラバスで「学位授与の方針」で定められた知識・

能力等との対応を示し、それら諸能力等を修得するプロセスを履修プロセス概念図で示します。 

２．信州大学大学院は、学生個々人の主体的で活発な勉学意欲を促進する立場から、授業時間外の

多様な学修研究機会を通じ、諸課題に積極的に挑戦させます。 

３．信州大学大学院は、成績評価の公正さと透明性を確保するため、成績の評定は、各科目に掲げ

られた授業の狙い・目標に向けた到達度をめやすとして採点します。 

４．信州大学大学院は、修士課程及び博士課程の学位論文審査体制を充実させ、厳格な審査を行い

ます。 

（出典：信州大学ホームページ「教育課程編成・実施の方針」）

 

資料医院５ 入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー） 

信州大学大学院入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）  

求める学生像 

 信州の悠久の歴史と文化、豊かな自然環境のもと、地域に根ざし世界に開かれた信州大学大学院は、

総合大学の特色を生かし、国の活力を高める次世代を担う卓越した人材や世界的な視点で新たな価値

を創造する質の高いグローバルな高度専門職業人の養成を目指しています。そのため、以下のような

能力や意欲を備えた人たちを積極的に受け入れます。 

・幅広い教養と専攻する分野の専門知識を持ち、さらに高度な専門的知識・専門応用能力を修得し

たい人 

・知的好奇心が旺盛で、専門的課題や地域社会の抱える課題に主体的に取り組む人 

・深い知性、論理的な思考力、豊かな人間性を備え、様々な分野でリーダーシップを発揮し、活躍

したい人 

・社会・環境・国際問題に関心をもち、創造力を活かし、グローバルに活躍したい人 

・職業経験から獲得した知識・技能を高度化、深化させたい人 

入学者選抜の基本方針 

 信州大学の教育の理念・目標に則り、各研究科の特性に応じた公正かつ適切な方法で入試を実施し、

大学院教育を受けるにふさわしい能力・適性等を多面的・総合的に評価します。 

（出典：信州大学ホームページ「信州大学大学院入学者受入方針」）

医科学専攻（修士課程） 

医科学専攻では、本専攻の目的を達成するために、 

１．21世紀の医学を支える研究者 

２．高度の専門性を有する医療職業人 

３．医療・福祉・介護・看護分野の行政官 

４．健康教育を担う教育者 

を目指し、それにふさわしい情熱と基礎学力を持つ人 

を求めています。 

 

保健学専攻（博士前期課程）【２年制】 

保健学専攻（博士前期課程）では、本専攻の目的を達成するために、 

１．高い倫理観と豊かな人間性を有し、人類の幸福と福祉の向上に熱意ある人 

２．科学的思考による問題解決能力を有し、国際的視野でものごとを考えることが出来る人 

３．高度専門職業人として、地域社会の保健医療に貢献する意欲のある人 

４．保健・医療・福祉において、指導的役割を担う意欲のある人 

５．将来の保健学における教育者・研究者を志望する基礎学力と熱意のある人 

を求めています。 
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医学系専攻（博士課程） 

医学系専攻では、本専攻の目的の下に、 

１．医学の基礎的あるいは臨床的研究に情熱をもって取り組む人 

２．世界をリードする最先端の研究を目指す意欲をもっている人 

３．医学研究のための広汎で高い基礎学力、見識を身につけた社会人 

を求めています。 

 

疾患予防医科学系専攻（博士課程） 

疾患予防医科学系専攻では、本専攻の目的の下に、 

１．ヒトの発生・発達・老化などの基礎的生命現象に基づいた諸疾患の病態と予防について先端

的知見、俯瞰的理解とそれらの応用に興味を有する人 

２．基礎生命科学・疾患病態学・予防医科学分野の研究を遂行するための情報収集・分析能力と

実験技術を習得する意欲と基礎力を有し、研究成果のグローバルな発信に興味を有する人 

を求めています。 

 

保健学専攻（博士後期課程）【３年制】 

保健学専攻（博士後期課程）では、本専攻の目的を達成するために、 

１.保健学の領域において、科学的・倫理的な思考に基づいて独創的かつ実践的な研究を遂行する

ことに意欲のある人 

２．保健・医療・福祉の分野の教育を行う大学あるいは大学院における教育・研究指導に意欲の

ある人 

３．保健・医療・福祉の現場において、高い倫理感と高度な専門知識に基づいた実践能力を持ち、

指導的・専門的立場から課題を見つけ、自立的な研究を行うことに意欲のある人 

４．保健医療職者に対して、根拠に基づく実践（Evidence-based Practice）の概念に則ったエビ

デンスを構築するための質の高い臨床研究方法に関する指導を実践することに意欲のある人 

を求めています。 

（出典：医学系研究科ホームページ「研究科概要・アドミッションポリシー」）

 

２ 組織の特徴や特色 

（１）組織の概要 

豊かな自然と我国有数の健康長寿を特徴とする長野県唯一の総合大学医学系大学院で
あり、修士課程、博士課程で構成されている（資料医院６）。 
資料医院６ 医学系研究科の構成 

 

課程 専攻 

修士課程 医科学専攻 医学系、疾患予防医科学系 
博士前期課程 保健学専攻 看護学分野、検査技術科学分野、理学・作業療法学分野 

博士課程 医 学 系 専

攻 

生体制御領域、腫瘍領域、再生・再建領域、脳・感覚機能領域、 

健康・社会医学領域 

疾患予防医科学系専攻 
博士後期課程 保健学専攻 生涯保健学分野、医療生命科学分野 

（出典：信州大学大学院医学系研究科規程別表第１）
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（出 典 ：医 学 部 作 成 ）
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各専攻の概要は資料医院７のとおりである。 

資料医院７ 各専攻の概要 

医科学専攻【修士課程】  

 本課程はヒューマンサイエンスに裏付けられた、高度に専門化した知識と技術が融合した医科学分野

の研究・教育者並びに高度医療職業人を養成することを目的としています。 

 本課程には様々な学部を卒業された方々が入学してきます。それらの方々の各専門分野の知識、技術

を基盤として医学の基礎、臨床分野の知識や技術を組み合わせることにより、これからの医学/医療の

発展、新たな領域への展開、新規医療機器開発や産業の育成にリーダーシップを発揮できるような研究

者、博士課程の進学も含めて高度医療専門家の育成に務めています。 

 こうした教育理念のもと、基礎医学、臨床医学について、社会に広く貢献できる可能性を秘めた研究

を展開しています。 

 

保健学専攻【博士前期課程】  

 本課程は、科学的根拠に基づいた保健・医療・福祉分野の専門的知識・技術の確立と、高い倫理観の

もとにこれらを提供できる高度専門保健医療職者の育成を目指して、3つの分野で構成されています。

１．看護学分野：看護教育、母子看護、地域・在宅看護、国際看護の教育研究が行われ、看護理論

の追求と看護実践ができる人材を育成します。さらに母子看護、在宅看護では専門看護師（CNS）

の養成コースが開設されています。 

２．検査技術科学分野：分子レベルから臓器レベルまでの高度な知識と技術をもとに、生体や生体

を取り巻く環境に由来する病因病態の新たな検査技術、医療機器、医薬品の開発にも役立つ教育

研究が進んでいます。 

３．理学・作業療法学分野：理学療法、作業療法領域及び両者の基盤となる機能障害領域で基礎か

ら臨床にわたる教育・研究が行われています。また各分野で国際的に活躍できる人材の育成も目

指しています。 

 

医学系専攻【博士課程】  

 本専攻は、１）国際的な視野に立ち、自ら独創性の高い医科学研究を遂行、指導できる教育・研究指

導者を養成すること、並びに、２）高度な医科学を修め、優れた臨床診療能力と研究能力を兼ね備えた

地域医療リーダーを養成することを目的とします。本専攻では、この目的を達成するために、本専攻に

備わる基礎医学的・臨床医学的教育資源を存分に活用し、multidisciplinaryな研究を推進します。ま

た本専攻は、広汎な医学領域全般で、高度な創造的研究のみならず、医科学を疾患の予防・診断・治療

に応用するトランスレーショナルリサーチも推進します。 

 

疾患予防医科学系専攻【博士課程】  

 高齢社会における包括的予防・医療の充実と進展は時代の要請であり、包括的で広範な学問領域の研

究を行います。研究目標は「分子細胞機能やヒト高次機能の可塑性、すなわち、先天的形質の後天的制

御によって、健康を増進させる為の遺伝子・環境要因を解明する事」であります。分子レベルでは核酸

から蛋白質、脂質、糖鎖、病態面では加齢病態、脳神経病態、腫瘍、肝臓などの代謝系、循環呼吸器系、

消化器病態、骨筋肉系病態を対象とします。また、スポーツ医科学を中心とする予防医学実践チームを

軸とし、熟年体育大学、先端予防医療センターとの連携プロジェクトが推進されます。 

 具体的には、分子細胞制御学、個体機能制御学、そして健康促進学部門（長寿医療研究センター；信

州大教育学部による連携・協力）のそれぞれが、種々の疾患（アミロイドーシス、神経疾患、腫瘍、糖

尿病、メタボリックシンドローム、内分泌疾患、肥満、認知症、骨代謝病、循環障害等）に対して分子

・個体レベルでの理解を深め、治療の開発を目指します。特に、スポーツ医科学分野による運動処方の

研究で、新規予防処方箋の創出とQOLの増進を追及します。また、連携・協力部門では老化制御や教育

心理の研究で"高齢者医療とからだ"と"こころ"の健康を俯瞰的視野を持って追求します。 

 

保健学専攻【博士後期課程】  

 本課程では、人々の健康の維持・増進、疾病・障害の予防について、人の出生から老年期に至るまで

のライフステージに対応した保健学研究を展開することによって、人の生涯にわたる保健を支援するこ

とを目的とした生涯保健学としての学問・研究基盤の確立を目指しています。 

 本課程は生涯保健学分野（３領域）と医療生命科学分野（１領域）の２分野４領域で構成されており、

これらが共通目標を掲げて連携・協動することにより、保健学研究の発展を目指すことを特徴としてい

ます。 

（出典：医学系研究科ホームページ「研究科概要・研究内容の概要」）

 

 

 



信州大学大学院医学系研究科 

9-9 
 

（２）附属施設（資料医院８） 

資料医院８ 医学系研究科の教育に活用する附属施設一覧 

（大学の施設） 所在地 

医学部附属病院 松本キャンパス内 

信州地域技術メディカル展開センター 松本キャンパス内 

信州大学ヒト環境科学研究支援センター（H28.４ 基盤研究支援センターに

改組） 

松本キャンパス内 

信州大学先鋭領域融合研究群バイオメディカル研究所 松本キャンパス内 

（学部・病院内センター）  

医学部図書館 松本キャンパス内 

臨床研究推進センター 松本キャンパス内 

小児環境保健疫学研究センター 松本キャンパス内 

地域保健推進センター 松本キャンパス内 

信州医学会 松本キャンパス内 

（出典：大学概要抜粋）

 

（３）他大学、研究機関等との連携協定（資料医院９） 

資料医院９ 医学系研究科の教育に関する連携協定一覧 

（国内大学との協定） 

連携大学 締結主体 

早稲田大学大学院スポーツ科学研究科 医学系研究科 

関西大学人間健康学部 医学系研究科 

東京医科歯科大学、福島県立医科大学、北里大学、上智大学、 

沖縄科学技術大学院大学、全国医学部長病院長会議、 

社団法人日本医師会日本医学会、独立行政法人宇宙航空研究開発

機構、全国遺伝子医療部門連絡会議 

医学系研究科 

（海外大学との協定） 

国 連携大学等 締結主体 

インドネシア ディポネゴロ大学医学部、 

ウダヤナ大学医学部 

医学部 

中国 青海大学医学部、河北医科大学、 

蘇州大学医学部 

医学部 

シンガポール シンガポールヘルスサービス 医学部 

タイ マヒドン大学ラマティボディ病院医学部、 

コンケン大学医学部 

医学部 

ドイツ ライプツィヒ大学医学部 医学部 

ブラジル ロドリーナ州立大学医学部 医学部 

（自治体、研究機関、その他） 

連携機関 締結主体 

国立長寿医療研究センター 大学 

JA 長野県グループ バイオメディカル

研究所・医学部・

医学部附属病院 

長野県 医学部附属病院 
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長野県、国立病院機構長野病院、上田地域広域連合、 

上田市・東御市、長和町・青木村・坂城町 

医学部附属病院 

国立病院機構長野病院 医学部附属病院 

長野県、伊那中央病院、昭和伊南総合病院、辰野総合病院、 

上伊那広域連合、伊那中央行政組合、伊南行政組合、辰野町 

医学部附属病院 

松川村 医学部附属病院 

ナカシマメディカル（株） 医学部 

塩尻市・塩筑医師会・塩筑歯科医師会 医学部 

上田地域広域連合・上田市・東御市・青木村・長和町・坂城町・

独立行政法人国立病院機構信州上田医療センター 

医学部附属病院 

鹿教湯三才山リハビリテーションセンター鹿教湯病院・三才山病

院 

医学部附属病院 

諏訪赤十字病院 医学部附属病院 

松本市中央図書館 医学部附属病院 

（医社）敬人会桔梗ヶ原病院 医学部附属病院 

市立大町総合病院 医学部附属病院 

長野県立こども病院 医学部附属病院 

（医）抱生会丸の内病院 医学部附属病院 

（出典：大学概要抜粋、信州大学ホームページ「連携協定」） 

 

３ 入学者の状況 

入学者の状況は、以下のとおりである（資料医院10～12）。 

資料医院10 入学者（年齢別） 
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（出 典 ：学 校 基 本 調 査 のデータを元 に経 営 企 画 課 作 成 ）

 

資料医院11 入学者（出身学校種別） 
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（出 典 ：学 校 基 本 調 査 のデータを元 に経 営 企 画 課 作 成 ）

 

資料医院12 入学者（男女比） 

  

  

（出 典 ：学 校 基 本 調 査 のデータを元 に経 営 企 画 課 作 成 ）
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○入学者選抜方法等 

入学者選抜は以下のとおり行っており、博士課程では秋季入学（10月）を実施している

（資料医院13、14）。 

資料医院13 入学者選抜方法等 

専攻 
入学定員 

（募集人員）

試験科目 

小論文 外国語（英語） 面接 

医科学専攻（修士課程） 12 ○ ○ ○ 

保健学専攻（博士前期課程） 14  ○ ○ 

医学系専攻（博士課程） 40  ○ ○ 

疾患予防医科学系専攻 

（博士課程） 
８ 

 ○ ○ 

保健学専攻（博士後期課程） ４  ○ ○ 

（出典：学生募集要項を基に医学部作成） 

 

資料医院14 秋季入学の状況 

専攻 平成 

22年度 

平成 

23年度

平成 

24年度

平成 

25年度

平成 

26年度 

平成 

27年度 

医学系専攻 ０ ０ ０ ２ １ １ 

疾患予防医科学系専攻   １ １ ２ ０ 

臓器移植細胞工学医科学系

専攻 

１ ０     

加齢適応医科学系専攻 １ １     

（出典：医学部作成）

 

４ 想定する関係者とその期待 

 

（１）院生・修了者 

○長野県唯一の医学系大学院教育・研究機関で修学することにより、医学系諸科学に

おける学識と情報収集・分析能力、研究技術を備えており、共同もしくは単独で、そ

れぞれの関連分野における諸課題を解決でき、地域医療に貢献し、国内外で活躍でき

る人材に育成されることが期待されている。 

○教育、学位取得の方針が明瞭であり、明確な基準に基づいて、標準修業年限内に学

位取得できることが期待されている。 

○時代の要請に対応した組織や教育制度の改革及び、高い研究倫理観、リサーチマイ

ンドを持った医療人養成のための教育の実施体制の整備が期待されている。 

（２）医療機関 

広い視野とリサーチマインドを持った医療人を育成し、各種医療機関へ供給するこ

とが期待されている。 

（３）研究機関 

リサーチマインドを持った医師や医療従事者、創造的な研究能力を有する研究者、

研究機関での研究を指導できる人材の育成が期待されている。 

（４）地域社会・国際社会 

医療、保健行政の指導者となる医療人を地域社会へ輩出することが期待されてい

る。グローバル化に対応した視野を持った医療人を国際社会へ輩出することが期待

されている。 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点 教育の実施体制                            

（観点に係る状況） 

１ 基本的組織の編成 

◯学術研究院、全学教育機構と学部 

教員の流動性を確保し、全学的な教育、研究マネジメントを可能とするための教員組織

として学術研究院を平成 26 年度より設置した（資料医院 15）。 

資料医院 15 学術研究院と学部との関係 

 
学術研究院は、３の学域・10 の学系により構成する。すべての教員は、いずれかの学系に所属し、

職務として次のいずれかに携わる。（複数の兼務もあり） 

１）学部・大学院、全学教育機構において、教育・研究に携わる。 

２）医学部附属病院において、診療・教育・研究に携わる。 

３）先鋭領域融合研究群において、研究に携わる。 

４）大型研究センター（拠点形成型の外部資金プロジェクト）において、研究に携わる。 

５）各教育研究（支援）センター等において、担当業務に携わる。 

これにより、先鋭領域融合研究群の研究者への研究重点環境の提供や学部横断型の教育を実現し、

研究の高度化や時代の要請に柔軟かつスピーディーに対応した教育を推進する。 

 

（出典：大学概要、経営企画課修正）
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２ 教員の配置状況 

研究指導教員及び研究指導補助教員を専攻毎に配置し、教育・研究分野を構成している

（資料医院16、17）。 

資料医院16 研究指導及び研究指導補助教員配置状況 

専攻 

医学系研究科 大学院設置基準 

研究指導教員 研究指

導補助

教員 

計 

研究指導教員 研 究 指 導

補 助 教 員

基 準  

基準 

数計 
 うち 

教授数
基準 

うち 

教授数 

医科学専攻（修士課程） 43 43 33 76 ６ － ６ 12 

保健学専攻 

（博士前期課程） 
34 26 11 45 ６ ４ ６ 12 

医学系専攻（博士課程） 36 36 76 112 

30 － 30 60 疾患予防医科学系専攻 

（博士課程） 
９ ９ ５ 14 

保健学専攻 

（博士後期課程） 
28 21 ２ 30 ６ ４ ６ 12 

（出典：経営企画課にて作成）

 
資料医院17 修士課程と博士課程、博士前期課程と博士後期課程の教育・研究分野 

修士課程 博士課程 

専攻 分野等 専攻 分野等 

医 
 

 

科 
 

 

学 
 

 
専 

 
 

攻 

医 
 

 

学 
 

 

系 

病理組織学 

生理学 

分子細胞生理学 

分子薬理学 

免疫・微生物学 

分子細胞生化学 

感染防御学 

免疫制御学 

呼吸器内科学 

循環器内科学 

消化器内科学 

腎臓内科学 

リウマチ・膠原病内科

学 

糖尿病・内分泌代謝内

科学 

呼吸器外科学 

消化器外科学 

小児外科学 

心臓血管外科学 

乳腺内分泌外科学 

産科婦人科学 

麻酔蘇生学 

救急集中治療医学 

分子薬理学（薬剤部） 

医 
 

 
 

学 
 

 
 

系 
 

 
 

専 
 

 
 

攻 

生
体
制
御
領
域 

病理組織学 

生理学 

分子細胞生理学 

分子薬理学 

免疫・微生物学 

分子細胞生化学 

感染防御学 

免疫制御学 

呼吸器・感染症内科学 

循環器内科学 

消化器内科学 

腎臓内科学 

リウマチ・膠原病内科学 

糖尿病・内分泌代謝内科学 

呼吸器外科学 

消化器外科学 

小児外科学 

心臓血管外科学 

乳腺内分泌外科学 

産科婦人科学 

麻酔蘇生学 

救急集中治療医学 

臨床薬理学 
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病理組織学 

生理学 

免疫・微生物学 

分子細胞生化学 

呼吸器内科学 

血液内科学 

小児医学 

皮膚科学 

画像医学 

消化器外科学 

呼吸器外科学 

脳神経外科学 

下部尿路医学（寄附講

座） 

乳腺内分泌外科学 

産科婦人科学 

包括的がん治療学 

腫
瘍
領
域 

病理組織学 

生理学 

免疫・微生物学 

分子細胞生化学 

呼吸器内科学 

血液内科学 

小児医学 

皮膚科学 

画像医学 

消化器外科学 

呼吸器外科学 

脳神経外科学 

泌尿器科学 

乳腺内分泌外科学 

産科婦人科学 

包括的がん治療学 

組織発生学 

心臓血管外科学 

移植外科学 

泌尿器科学 

運動機能学 

形成再建外科学 

歯科口腔外科学 

再
生
・
再
建
領
域

組織発生学 

心臓血管外科学 

移植外科学 

泌尿器科学 

運動機能学 

形成再建外科学 

歯科口腔外科学 

人体構造学 

脳神経内科学 

精神医学 

運動機能学 

形成再建外科学 

脳神経外科学 

眼科学 

耳鼻咽喉科学 

神経難病学（寄附講座） 

脳
・
感
覚
機
能
領
域 

人体構造学 

脳神経内科学 

精神医学 

運動機能学 

形成再建外科学 

脳神経外科学 

眼科学 

耳鼻咽喉科学 

神経難病学（寄附講座） 

法医学 

遺伝医学・予防医学 

衛生学公衆衛生学 

小児医学 

画像医学 

病態解析診断学 

医療情報学 

 

健
康
・
社
会
医
学
領

域 

法医学 

遺伝医学・予防医学 

衛生学公衆衛生学 

小児医学 

画像医学 

病態解析診断学 

医療情報学 

医学教育学（寄附講座） 

疾
患
予
防
医
科
学
系 

加齢生物学 

神経可塑性学 

分子腫瘍学 

分子病理学 

代謝制御学 

循環病態学 

スポーツ医科学 

疾
患
予
防
医
科
学
系

専
攻 

 加齢生物学 

神経可塑性学 

分子腫瘍学 

分子病理学 

代謝制御学 

循環病態学 

スポーツ医科学 

健康教育心理学 

老化制御学 

 

博士前期課程 博士後期課程 

専攻 分野等 専攻 分野等 

保
健
学
専
攻 

看護学 

看護教育学・基礎看護

学 

成人・老年看護学 

母子看護学 

地域・国際・精神看護

学 

保
健
学
専
攻 

生涯保健学 

母子保健学 

成人保健学 

老年保健学 
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検査技術科学 病因・病態検査学 

医 療 生 命 科

学 
医療生命科学 理学・作業療法

学 

理学療法学 

機能障害学 

作業療法学 

（出典：医学系研究科ホームページ「専攻案内」、医学系研究科入学案内2015）

 

 

３ 教育課程の運営体制 

 研究科長の下に小委員会を設置し、定期的に教育・研究活動に関する審議を行っている

（資料医院18、19）。 

 各組織が連携しながら教育を実施し、定常的にPDCAサイクルによる点検を行っている。 

 

資料医院 18 信州大学大学院学則、信州大学大学院医学系研究科規程、信州大学大学院医学系研究科

委員会規程 

信州大学大学院学則（抜粋） 

  （研究科長） 

第９条 本大学院の各研究科（法曹法務研究科を除く。）に研究科長を置き、次のとおり、信州大学学

術研究院の学系長をもって充てる。 

（略） 

医学系研究科長 医学系長 

（略） 

２ （略） 

３ 前項の研究科長の選考に関し必要な事項は、別に定める。 

４ 研究科長は、当該研究科に関する事項を掌理する。 

  （大学院研究科委員会） 

第 11 条 各研究科に、教育課程の編成、学生の入学及び退学その他の当該研究科における重要事項（教

員人事マネジメント、研究マネジメント及び予算決算に関する事項は除く。）を審議するため、大学

院研究科委員会（法曹法務研究科にあっては、研究科教授会。以下「研究科委員会」という。）を置

く。 

２ 研究科委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

 

信州大学大学院医学系研究科規程（抜粋） 

  （研究科委員会） 

第３条 研究科に、大学院学則第 11 条第１項の定めるところにより研究科長及び研究科に属する教授

をもって構成する信州大学大学院医学系研究科委員会（以下「研究科委員会」という。）を置く。た

だし、必要により研究科に属する准教授又は講師を加えることができる。 

２ 研究科委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

 

信州大学大学院医学系研究科委員会規程（抜粋） 

  （審議事項） 

第３条 委員会は、研究科に関する次の事項を審議する。 

（１） 学科課程に関すること。 

（２） 学生に関すること。 

（３） 学位論文の審査及び認定に関すること。 

（４） 試験に関すること。 

（５） その他研究科に関する重要な事項 

  （小委員会） 

第７条 委員会の円滑な運営を図るために、医科学専攻、医学系専攻及び疾患予防医科学系専攻に属す

る委員で組織する医学研究科委員会及び保健学専攻に属する委員で組織する保健学専攻委員会を置

く。 

２ 委員会は、委員会が医学研究科委員会及び保健学専攻委員会に委任した事項について、医学研究科

委員会及び保健学専攻委員会の議決をもって委員会の議決とすることができる。 

３ 医学研究科委員会及び保健学専攻委員会の組織及び運営等に関し必要な事項は、別に定める。 

（出典：信州大学大学院学則、医学系研究科規程、医学系研究科委員会規程抜粋）
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資料医院19 研究科の教育関連組織 

 
（出典：医学部作成） 

 

在学生、修了生、雇用主、地域等の社会のニーズを各委員会がアンケートや意見聴取な

どに基づいて把握に努めている（資料医院 20）。 

 

資料医院 20 関係者のニーズ把握 

対象 実施方法 実施組織 目的・利用方法 

新入生 
大学院教育に関する満足度調

査 

修 士 課 程 委 員

会 
大学院教育・学習環境の改善 

在学生 
翌年度修了予定者進路アンケ

ート 

修 士 課 程 委 員

会 

在学生の希望進路の把握、就職支

援 

修了生 修了後の進路について 
修 士 課 程 委 員

会 
修了生の進路状況・連絡先の把握

在学生 
大学院教育に関する満足度調

査 
大学院委員会 大学院教育・学習環境の改善 

修了生 
博士課程修了者に関する満足

度調査 
大学院委員会 大学院教育・学習環境の改善 

修了生 
修了後/単位取得退学後の進路

について 
大学院委員会 修了生の進路状況・連絡先の把握

在学生 

大学院教育に関する満足度調

査（博士前期課程・博士後期課

程） 

保健学専攻 

大学院委員会 
大学院教育・学習環境の改善 

修了生 修了後の進路について 
保健学専攻 

大学院委員会 
修了生の進路状況・連絡先の把握

修了者 博士後期課程に関する調査 
保健学専攻 

大学院委員会 
大学院教育・学習環境の改善 

雇用主等 博士後期課程に関する調査 
保健学専攻 

大学院委員会 
大学院教育・学習環境の改善 

（出典：医学部作成）
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４ 第２期中期目標期間における改組等 

① 医科学専攻（修士課程） 

平成24年度から、よりきめ細やかな教育を徹底するため、入学定員を20人から12人に変

更した。既存の健康指導コーディネーターコース、遺伝カウンセリングコースに加えて人

工内耳コースを設置した（資料医院21）。 

 

資料医院21 人工内耳コースの新設 

（出典：医学部作成）
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② 医学系専攻、疾患予防医科学系専攻（博士課程） 

平成24年度より、近未来のニーズに適合する医学教育・研究体制への転換を図るため、

３専攻（医学系専攻、臓器移植細胞工学医科学系専攻、加齢適応医科学系専攻）から２

専攻（医学系専攻、疾患予防医科学系専攻）に改組した（資料医院22）。 

資料医院22 博士課程の改組 

（出典：医学部作成）

 

修士課程：医科学専攻と保健学専攻（博士前期課程）の年度別の入学数は、資料医院23

に示した。保健学専攻（博士前期課程）は、平成24年度を除いて定数を満たす院生が入

学している。 

博士課程：医学系専攻、疾患予防医科学系専攻を合わせた年度別入学者は平均24年度か

ら上昇に転じ、充足率も高い状態で推移している。保健学専攻（博士後期課程）も定数

を満たす院生が入学している（資料医院23）。 

 

○各専攻の定員、入学者数の推移（資料医院23） 

 

資料医院23 医学系研究科の入学者数 

 

（出典：医学部作成）

 

 

（H24）  
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平成24年度からは博士課程に進む院生が同時にがんに関する専門医の資格も取れる「が

んプロフェッショナル養成基盤推進プラン（以下「がんプロ」）」を設置した（資料医院

24）。 

資料医院24 がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン 

 

 

（出典：医学部作成）

 

③ e-MEDシステムによる大学院教育・研究への早期履修制度の導入 

ｅ-MEDは平成26年度より開始された大学院授業早期履修制度で、すでに７人（平成26年

度５人、平成27年度２人）が履修を開始しており、リサーチマインドを持った医師をより

多く養成することを目指している（資料医院25）。 
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資料医院25 e-MEDシステムによる大学院教育・研究への早期履修システム 

 

 

年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

e-MED 

履修学生 
５人 ２人 

（出典：医学部作成） 

 

 

④ 初期臨床研修と大学院を同時に履修できる制度の導入 

博士課程では、平成26年度から初期臨床研修と大学院を同時に履修できる制度を開始し

て院生の選択肢の増加を図っている。平成26年度には３人が入学した（資料医院26）。 
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資料医院26 初期研修と大学院を同時に履修できるシステム 

履修者数 

年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

受入人数 ３人 ０人 

（出典：医学部作成） 

 

⑤ 先鋭領域融合研究群バイオメディカル研究所設置に伴う教員の配置 

 平成 26 年３月より新たな融合研究領域を創造する「先鋭領域融合研究群」の１研究所と

して、「バイオメディカル研究所」が設置され、大学院教育は医学系研究科で行っている。 

 

５ 教育サポート体制 

① 全学的な教育サポート体制 

学務課、学生支援課、国際交流課を設置し、全学的な教育課程、課外活動、就職、留学

に関する業務を行っている（資料医院 27、28）。この他に、全学的な教育活動を展開する

ために附属図書館、総合健康安全センター、総合情報センター、e-Learning センターに専

門的知識技能を有する職員を配置している（資料医院 29）。 

② 医学系研究科のサポート体制 

医学系研究科では新入生ガイダンスにて履修案の他にハラスメントの問題について啓発

すると共に、職員 25 名を学生向け相談窓口に配置した。また、医学部にイスラム圏からの

留学生のための礼拝室を設置し、時間的、精神的なサポートを行った（資料医院 30）。 

 

 

資料医院 27 国立大学法人信州大学業務執行組織規程 

第 25 条 学務課においては、全学教育機構、高等教育研究センター、e－Learning センター、教員免

許更新支援センター（教育学部の所掌に属するものを除く。以下この条において同じ。）及び学務部

に関する次の業務をつかさどる。 

（１） 学務部内の事務に関し、連絡し、及び総合調整を行うこと。 

（２） 庶務及び会計に関すること。 

（３） 入学式その他学生の諸行事に関すること。 
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（４） 学生関係職員の SD（スタッフ・デベロップメント）に係る企画・立案及びその実施に関す

ること。 

（５） 全学（本法人が設置する信州大学大学院（以下「大学院」という。）を除く。）の教務に関

すること。 

（６） 学生の学籍その他の記録に関すること。 

（７） 学位の授与に関すること。 

（８） 教育課程（大学院を除く。）に係る目標及び計画の連絡調整に関すること。 

（９） 他の大学等との単位の互換（大学院を除く。）に関すること。 

（10） 全学の学務情報システムに関すること。 

（11） 出前講座に関すること。 

（12） 諸会議（国立大学法人信州大学戦略企画会議規程（平成 24 年国立大学法人信州大学規程

第 108 号）第６条に定める大学院戦略会議（以下「大学院戦略会議」という。）及び信州大学大学院

教務委員会を除く。）の連絡調整に関すること。 

（13） 教育・学生支援連携会議の運営に関すること。 

（14） その他全学教育機構、高等教育研究センター、e－Learning センター及び教員免許更新支

援センターの業務執行及び運営に関すること。 

（15） 前各号に掲げるもののほか、学務部の他の所掌に属しない事務を処理すること。 

２ 学務課の共通教育支援室においては、次の業務をつかさどる。 

（１） 共通教育の授業支援に関すること。 

（２） 共通教育の教務に関すること。 

（３） 学生の学習相談及び修学指導に関すること。 

（４） 共通教育に係る点検･評価に関すること｡ 

（５） 全学教育連携会議等の諸会議の連絡調整に関すること。 

（６） 環境マインド教育支援に関すること。 

３ 省略 

４ 学生支援課においては、次の業務をつかさどる。 

（１） 学生総合支援センターの業務執行及び運営に関すること。 

（２） キャリアサポートセンターの業務執行及び運営に関すること。 

（３） 学生相談センターの業務執行及び運営に関すること。 

５ 入試課においては、次の業務をつかさどる。 

（１） 入学者の選抜に関し連絡し、及び総合調整を行うこと。 

（２） 入学者選抜方法の改善に関し企画立案を行うこと。 

（３） 学生募集に関すること。 

（４） アドミッションセンターの業務執行及び運営に関すること。 

（５） 前各号に掲げるもののほか、入学者の選抜に関する事務を処理すること。 

６ 国際交流課においては、次の業務をつかさどる。 

（１） 国際交流センターの業務執行及び運営に関すること。（研究支援課の国際学術交流室が所掌

する業務を除く。） 

（２） 松本国際交流会館の業務執行及び運営に関すること。 

（３） 前各号に掲げるもののほか、教育活動に係る国際交流に関する事務を処理すること。 

（出典：信州大学業務執行組織規程）

 

資料医院 28 学務課、学生支援課、国際交流課の職員数 

学務課 学生支援課 
国際交流課

注：左記職員数には、非常勤職員が

含まれています。なお、学務課所

属の e-Learning センター担当職

員は含まれていません。 

 うち大学院室  うちｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ

37 ５ 20 ６ 10 

（出典：経営企画課作成資料） 

医学部国際交流室の教職員数 

専任教員 事務職員 国際交流委員 

１ ４ 13 

 

（出典：医学部作成）  
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資料医院 29 附属図書館、総合健康安全ｾﾝﾀｰ、総合情報ｾﾝﾀｰ、e-Learning ｾﾝﾀｰ職員数 

区分 附属図書館注 3 総合健康安全センター 総合情報センター e-Learning センター

松本キャンパス 36（22） ８（４） ５（４）注 4 ３（１） 

注１：（ ）内の数字は、専門的知識技能等を有する職員数を表す。 

注２：上記職員数には、非常勤職員が含まれています。 

注３：なお、附属図書館時間外開館で雇用する職員は含まれていません。 

注４：医学部附属病院担当者４名は含まれていません。      （出典：経営企画課作成資料）

 

 

資料医院30 礼拝室 

  
 

（出典：医学部作成）
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② 学生相談体制の整備 

平成 24 年度に全学組織となる学生相談センターと、各学部の学生相談室を設置した。ま

た、院生のメンタル面に対するサポートを円滑に展開するための FD を継続的に実施した

（資料医院 31～33）。 

資料医院 31 学生相談センター及び学生相談室 
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（出典：信州大学学生相談センターホームページ）
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資料医院 32 学生相談の状況 
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（出典：医学部作成）

 

資料医院33 学生支援に関するＦＤ研修会 

 

 平成25年度FD研修会 

  日時：平成25年９月４日（水） 16時～17時30分 

  場所：医学部講義棟１階 第1講義室 

  演題：「学生相談の進め方」 

  講師：東京大学学生相談ネットワーク本部 

      精神保健支援室室長、コミュニケーション・サポートルーム室長 

      准教授 渡邉 慶一郎 先生 

 

 平成26年度FD研修会 

  日時：平成26年12月17日（水） 16時～17時30分 

  場所：地域保健推進センター３階 多目的講義室 

  演題：「学生への支援－教員としての葛藤－」 

  講師：信州大学教育学部教育カウンセリング課程 

      教授 上村 恵津子 先生 
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保健学専攻の全教員に対して大学院教育に関するFDを開催、平成24年度にはカーティン

大学より教員を招きFD研修会を実施し、平成25、26年度には上記のFD研修会を実施した。

 

（出典：第２回学生相談委員会資料No.３-１、医学部作成）

 

③ 副指導教授体制 

博士課程（医学系専攻）では、平成24年度より基礎医学、臨床医学担当の教員、それぞ

れ１人に指導を受ける副指導教授体制（資料医院34）を導入した。これによって、基礎医

学、臨床医学両面からの視点を持ち合わせる医学研究者、医療技術者の養成を図っている。 

保健学専攻でも、博士前期・後期課程ともに、指導教員以外の教員を交えた３人の審査

委員による学位論文審査委員会での審査を通して、研究内容に対する客観的な視点からの

指導を実施している。 

資料医院34 副指導教授について 
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（出典：医学系研究科博士課程シラバス）

 

 

④ 長期にわたる教育課程の履修、教育方法の特例、早期修了 

職業を有している学生には、標準修業年限を超えて計画的に履修できるようにするとと

もに、土日及び夕方に開講するなどの措置を講じている。平成 24 年度からは交換留学する

学生に計画的な履修を認めることとした。早期修了制度を実施し、院生の学習・研究意欲

の向上を図っている（資料医院 35～37）。 

 

資料医院 35 信州大学大学院学則、信州大学大学院医学系研究科規程 

 （長期にわたる教育課程の履修） 

第 38 条 本大学院は、各研究科の定めるところにより、学生が、職業を有している等の事情により、

第 15 条に定める標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し修了すること

を希望する旨を申し出たときは、その計画的な履修を認めることができる。 

２ 前項による計画的な教育課程の修業年限は、第 16 条に定める在学期間を超えることはできない。

 （教育課程の計画的特例履修） 

第 38 条の２ 各研究科（修士課程又は博士前期課程を置く研究科に限る。）は、本大学院と外国の大

学院等との間において締結した交流協定（研究科間交流協定及びこれに準ずるものを含む。以下「交

流協定」という。）に基づく留学により、第 15 条に定める標準修業年限を超えて一定の期間にわたり

計画的に教育課程を履修することを修士課程又は博士前期課程の学生（標準修業年限の最終年次の学

生及び前条による長期にわたる教育課程の履修を認められている学生を除く。）が希望する旨を申し

出たときは、その計画的な履修を認めることができる。 

２ 前項による計画的な教育課程の修業年限は、３年を超えることはできない。 

 （教育方法の特例） 

第 39 条 教育上特別の必要があると認められる場合には、当該研究科において定めるところにより、

夜間その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行う

ことができる。 

 （修士課程又は博士前期課程の修了要件） 

第 40 条 修士課程又は博士前期課程の修了の要件は、当該課程に２年以上（第 15 条第２項にあって

は１年以上）在学し、30 単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、当該修士課程又は

博士前期課程の目的に応じ、修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合

格することとする。ただし、在学期間に関しては、当該研究科が優れた業績を上げたと認める者につ

いては、当該課程に１年以上在学すれば足りるものとする。 

（博士課程（博士前期課程を除く。）の修了要件） 

第 41 条 医学系研究科博士課程の修了の要件は、当該課程に４年以上在学し、30 単位以上を修得し、

かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし、在

学期間に関しては、当該研究科が優れた研究業績を上げたと認める者については、当該課程に３年以

上在学すれば足りるものとする。 

第 42 条 博士後期課程の修了の要件は、当該課程に３年以上在学し、14 単位以上を修得し、かつ、必

要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし、在学期間に

関しては、当該研究科が優れた研究業績を上げたと認める者については、当該課程に１年以上在学す
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れば足りるものとする。 

（出典：信州大学大学院学則）

 （長期にわたる教育課程の履修） 

第 12 条 大学院学則第 38 条に規定する学生が職業を有している等の事情による長期にわたる教育課

程の履修については、研究科委員会において定める。 

 （教育方法の特例） 

第 18 条 研究科において必要と認めるときは、授業及び研究指導を夜間その他特定の時間又は時期に

行うことができる。 

２ 前項に規定する授業及び研究指導は、博士課程において行うことができる。 

３ 前２項に規定するもののほか、教育方法の特例に関する事項は、別に定める。 

（出典：医学系研究科規程）

 

資料医院 36 長期にわたる教育課程の履修者数 

事項 平成 

22 年度 

平成 

23 年度 

平成 

24 年度 

平成 

25 年度 

平成 

26 年度 

平成 

27 年度 

長期にわたる教育課程の履修 29 33 30 28 32 35 

（出典：医学部作成）

 

資料医院37 教育方法の特例による授業開講状況 

【修士課程（医科学専攻）選択必修科目の開講状況】 

 

 

【博士課程（医学系専攻、疾患予防医学系専攻）の研究科共通科目Ⅰ・Ⅱの開講状況】 
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（出典：医学系研究科修士課程シラバス、医学系研究科博士課程シラバス）

 

 

（水準） 

期待される水準を上回る。 

 

（判断理由） 

 

① 院生・修了者: 

修士課程と博士課程に新たな専門コース（人工内耳コースとがんプロ）が設置され、学

生の多様な期待に応じる体制が整備された（資料医院21、24）。大学院の再編に伴い、

基礎と臨床の複数の指導教授からの直接的な指導が可能となる制度が導入された（資料

医院34）。e-MEDの導入や臨床研修１年目からの大学院入学制度によって選択肢の増加と

学部在学中からの大学院教育への参加によるリサーチマインドを持つ医師育成が図られ

た（資料医院25、26）。保健学専攻では、教員が院生におけるメンタル面での問題が懸

念された場合のゲートキーパーとしての相談の進め方や関連部局への繋ぎ方について理

解を深めるためのFDの継続的実施や、学生相談に対応できる制度の充実が図られた（資

料医院32、33）。また、優れた成績をあげた学生には早期修了を可能とし、優秀な人材

の育成促進のため制度の充実が行われた（資料医院35）。 

② 医療機関： 

職業を有しながら大学院に進学する学生に対し、夕方以降の授業や長期にわたる履修が

可能な体制が確立された（資料医院35～37）。 

③ 研究機関： 

副指導教授体制の実施により、創造的、多角的な研究能力を有する研究者の輩出する体

制が整備された（資料医院34）。 

④ 地域社会、国際社会： 

国際交流室を設置し、必要な人員を配置し、国際的視野を持った医療人の育成が行われ

た（資料医院28）。また、留学生の多様な文化的・宗教的背景に対応するために礼拝室

の設置が行われた（資料医院30）。 
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観点 教育内容・方法                           

（観点に係る状況） 

１ 体系的な教育課程の編成 

① 学位授与の方針（DP）に基づく教育課程の編成 

本研究科は、DPに基づいた教育課程を展開している。また、DPの各項目と授業との関係

をCPマップ及びシラバスにて公開している（資料医院38、39）。 

資料医院38 学位授与の方針に基づいたカリキュラムマップ 

（出典：「学位授与の方針」マップ）
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資料医院39 シラバス 

（出典：医学系研究科保健学専攻シラバス）

 

② カリキュラムの概要 

入学時からのコースワーク、研究指導、学位論文作成・審査に至るまで教育体系を履修

プロセス概念図により表し、シラバスに掲載し院生に明示している（資料医院40）。 
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資料医院40 履修プロセス概念図 

【医科学専攻（修士課程）】                【保健学専攻（博士前期課程）】 
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【医学系専攻（博士課程）】                【疾患予防医科学系専攻（博士課程）】

 

 

【保健学専攻（博士後期課程）】 

        （出典：医学系研究科シラバス） 



信州大学大学院医学系研究科 分析項目Ⅰ 

9-38 
 

 

③ 医科学専攻（修士課程）のコース制 

医科学専攻では、専門職養成のための３つのコースを特別に設けている（前掲19頁、資

料医院41）。 

資料医院41 医科学専攻カリキュラム 

履修要件 授業科目 単位数 

１年次必修 

医科学研究概論 １ 

生命倫理・医学概論 ３ 

健康科学概論 １ 

人間機能・形態学概論 １ 

人間こころ心理学概論 １ 

人間疾病・治療学概論Ⅰ １ 

人間疾病・治療学概論Ⅱ １ 

社会・環境人間健康学概論 １ 

臨床医科学概論 ２ 

病院実習 ２ 

４単位以上選択

必修 

医科学研究方法論演習Ⅰ（形態学研究方法特論） ２ 

医科学研究方法論演習Ⅱ（免疫学研究方法特論） ２ 

医科学研究方法論演習Ⅲ（生化学・分子生物学研究方法特

論） 
２ 

医科学研究方法論演習Ⅳ（人類遺伝学研究方法特論） ２ 

医科学研究方法論演習Ⅴ（組織・器官機能研究方法特論） ２ 

医科学研究方法論演習Ⅵ（神経科学研究方法特論） ２ 

必修 
医科学研究方法論演習Ⅶ（全学セミナー） ２ 

医科学研究方法論演習Ⅷ（講座セミナー） ２ 

２年次必修 医科学研究特論 ８ 

上記授業科目を合計 30 単位以上履修する。 

 

履修要件 授業科目 単位数 

選択 

ライフサイエンス知的財産概論 ２ 

Introduction to Medical Science in Shinshu 

University Graduate School of Medicine 
３ 

遺伝カウンセリングコース 

基礎人類遺伝学 ４ 

遺伝医学 ２ 

染色体検査実習 １ 

遺伝カウンセリングロールプレイ ２ 

臨床遺伝学 １ 

遺伝医療と生命倫理 １ 

遺伝医療と社会 ２ 

遺伝医学論文実習 １ 

遺伝カウンセリング特論 ３ 

遺伝カウンセリング実習 ６ 

人工内耳コース 
人工内耳特論 ２ 

人工内耳実習 ２ 



信州大学大学院医学系研究科 分析項目Ⅰ 

9-39 
 

健康推進コーディネーターコ

ース 

運動構造機能学 ２ 

運動生理学 ４ 

トレーニング学 ４ 

リハビリテーション医学 ２ 

地域社会福祉学 ２ 

加齢病態学 ２ 

加齢遺伝学 ２ 

医科学研究特論 ８ 

スポーツ栄養学 ４ 

こころの医学 ２ 

スポーツリハビリテーション ２ 

健康管理情報学 ２ 

健康機器開発工学 ２ 

遺伝疫学 ２ 

 

（出典：医学系研究科ホームページ「修士課程カリキュラム」）

 

④ 論文評価基準の明確化 

学位論文審査および最終試験の評価基準を明確化した（資料医院42～44）。 

資料医院42 信州大学大学院医学系研究科保健学専攻（博士前期課程）学位論文審査及び最終試験の評

価基準 

 

【博士前期課程】 

 学位審査には、学位論文の提出を必要とする。所定の単位を修得し、学位論文を提出した者について、

学位論文の審査及び最終試験を行う。 

学位論文の評価基準 

１．［関連資料・文献］研究主題の探究に際して利用した関連資料・文献について、精確な読解、的

確な把握、また妥当な解釈がなされているか。あるいは客観的に正当な批判や批評が提示されてい

るか。 

２．［実験・調査］研究主題の探究に際して実施した実験・調査は、適切な方法に基づいて行われて

いるか。またその分析は精確で、解釈や結果が妥当であるか。 

３．［論証方法・論旨とデータ（資料）の提示方法］問題提起から結論にいたる論証方法と論旨は、

明解かつ妥当であるか。また実験データ・調査資料の提示と展開の方法は適切であるか。 

４．［独創性と意義］論証の方法や結論と成果は、先行研究との関連あるいは研究史に照らして十分

な独創性と意義を有するか。 

５．［表現の的確性と表現力］日本語もしくは使用外国語について、語句や文章表現は的確で、かつ

表現力に優れているか。 

６．［論文の体裁と完成度］本文、章立て、注記、参考書目あるいは図表等、部分的かつ全体の構成

において、論文としての体裁が整っており、その完成度は高いか。 

７．［総合的評価］総合的に評価して修士論文に価するか。 

（但し書き） 

１）図書・論文・史料・統計資料・辞書・地図・インターネット資料その他、参照する全ての資料

・図版等については、「関連資料・文献」と表記した。 

２）実験、実地調査、聞き込み調査、情報・資料提供者（インフォーマント）との面談等、実施す

る全ての研究作業については、「実験・調査」と表記した。 

３）前項の「実験・調査」によって収集され、分析の対象となるもの全てについては、「実験デー

タ・調査資料」と表記した。 

最終試験の評価基準 

最終試験は口頭試問により行い、以下の基準により評価する。 

１．研究の目的・方法・結果・考察・意義について十分に理解し、明確に説明できること。 

２．研究の内容について提起される質問に対して、論理的に応答できること。 

３．関連する研究分野に関する基礎的な知識を有すること。 

（出典：医学系研究科保健学専攻シラバス）
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資料医院43 信州大学大学院医学系研究科（博士課程）学位論文審査及び最終試験の評価基準 

【博士課程】 

 学位審査には、学位論文の提出を必要とする。所定の単位を修得し、学位論文を提出した者について、

審査委員会が学位論文の審査及び最終試験を行い、医学研究科委員会の協議によって最終的な合否を決

定する。 

学位論文の認定基準 

１．原則として、学位論文申請者の英文原著論文であり、印刷公表されたものであること。 

２．学位論文申請者が、筆頭著者あるいは筆頭著者相当であること。ただし、共著論文の場合は、研

究及び論文作成の中心的役割を果たしたことが指導者により証明され、共著者により同意されたも

のでなければならない。 

３．学位論文を掲載する雑誌としては、以下のものを認める。 

（１）インパクトファクター0.3以上の国際的雑誌 

（２）信州医学雑誌（ただし英語論文に限る。） 

（３）その他、研究科委員会が認めた雑誌 

最終試験の評価基準 

最終試験は公開の口頭試問により行い、以下の基準により評価する。 

１．研究の目的・方法・結果・意義について十分に理解し、明確に説明できること。 

２．研究の内容について提起される質問に対して、論理的に応答できること。 

３．研究の将来展望について論述できること。 

４．当該研究分野に関する最先端の知識を有すること。 

５．関連する研究分野に関する基礎的な知識を有すること。 

（出典：医学系研究科博士課程シラバス）

 
資料医院44 信州大学大学院医学系研究科保健学専攻（博士後期課程）学位論文審査及び最終試験の評

価基準 

【博士後期課程】 

 学位審査には、学位論文の提出を必要とする。所定の単位を修得し、学位論文を提出した者について、

学位論文の審査及び最終試験を行う。 

学位論文の認定基準 

 学位論文は、申請者単独の著作であって、当該研究領域で権威ある邦文又は欧文雑誌に印刷公表又は

受理（掲載許可）されたものとする。 

 ただし、次の要件をすべて満たす場合には共著論文を学位論文とすることができる。 

（１）当該研究領域で権威ある邦文又は欧文雑誌に印刷公表又は受理（掲載許可）された論文であ

り、申請者が筆頭著者であること。 

（２）研究及び論文作成の中心的役割を果たしたことが指導教員により証明され、共著者により同

意されたものであること。 

 なお、「権威ある邦文又は欧文雑誌」とは以下のものとする。 

（１）IF（Impact Factor）がついている英文雑誌 

（2）信州医学雑誌（ただし英文論文に限る。） 

（3）その他、保健学専攻委員会が認めた雑誌 

最終試験の評価基準 

最終試験は公開の口頭試問により行い、以下の基準により評価する。 

１．研究の目的・方法・結果・考察・意義について十分に理解し、明確に説明できること。 

２．研究の内容について提起される質問に対して、論理的に応答できること。 

３．研究の将来展望について論述できること。 

４．当該研究分野に関する最先端の知識を有すること。 

５．関連する研究分野に関する基礎的な知識を有すること。 

（出典：医学系研究科博士課程シラバス）

 

２ 教育方法・学習支援の工夫 

① 履修方法等 

修了要件等は、学則及び研究科規程に定めている。履修にあたっては、指導教授の指導

に基づき授業科目を決め受講している（資料医院45～47）。 

資料医院 45 信州大学大学院学則、信州大学大学院医学系研究科 

 （修士課程又は博士前期課程の修了要件） 

第 40 条 修士課程又は博士前期課程の修了の要件は、当該課程に２年以上在学し、30 単位以上を修得

し、かつ、必要な研究指導を受けた上、当該修士課程又は博士前期課程の目的に応じ、修士論文又は
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特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格することとする。ただし、在学期間に関

しては、当該研究科が優れた業績を上げたと認める者については、当該課程に１年以上在学すれば足

りるものとする。 

（博士課程（博士前期課程を除く。）の修了要件） 

第 41 条 医学系研究科博士課程の修了の要件は、当該課程に４年以上在学し、30 単位以上を修得し、

かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし、在

学期間に関しては、当該研究科が優れた研究業績を上げたと認める者については、当該課程に３年以

上在学すれば足りるものとする。 

第 42 条 博士後期課程の修了の要件は、当該課程に３年以上在学し、14 単位以上を修得し、かつ、必

要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし、在学期間に

関しては、当該研究科が優れた研究業績を上げたと認める者については、当該課程に１年以上在学す

れば足りるものとする。 

（出典：信州大学大学院学則）

 （履修方法等） 

第７条 研究科の教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」とい

う。）によって行う。 

２ 研究科長は、各学生ごとに大学院学則第８条第４項に定める研究指導を担当する教授又は准教授

（以下「指導教授」という。）を決定するものとする。 

３ 学生は、修士課程及び博士課程並びに博士前期課程にあっては 30 単位以上を、博士後期課程にあ

っては 14 単位以上を修得するものとし、履修方法については、別に定める。 

４ 学生は、指導教授の指導により履修しようとする授業科目を決定し、入学後速やかに所定の履修届

を提出しなければならない。 

５ 研究科の授業科目を履修した学生に対しては考査を行い、合格者には単位を与える。 

６ 考査は、試験又は研究報告により行う。 

７ 病気その他の理由により試験を受けることができなかった者については、願い出により追試験を行

うことができる。 

（出典：医学系研究科規程）

 

資料医院46 博士前期課程保健学専攻看護分野履修単位一覧 

科目 修士論文 

コース 

専門看護師（CNS）

コース 

専攻共通科目 ６単位以上 ６単位以上 

分野共通科目 ４単位以上 ４単位以上 

領域専門科目 ８単位以上 ８単位以上 

特別研究 10単位  

実習  ６単位 

特 定 の 課 題 研

究 

 ４単位 

専門看護師（CNS）コース 

 看護学分野には母子看護学領域にリプロダクティブヘルス看護学、地域・国際・精神看護学領域に

在宅看護学の専門看護師（CNS）コースがあり、資格取得まで指導を行う。 

（出典：医学系研究科ホームページ「博士前期課程カリキュラム」）

 

資料医院47 履修届 

 （履修方法等） 

第７条 研究科の教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」とい

う。）によって行う。 

２ 研究科長は、各学生ごとに大学院学則第８条第４項に定める研究指導を担当する教授又は准教授

（以下「指導教授」という。）を決定するものとする。 

３ 学生は、修士課程及び博士課程並びに博士前期課程にあっては 30 単位以上を、博士後期課程にあ

っては 14 単位以上を修得するものとし、履修方法については、別に定める。 

４ 学生は、指導教授の指導により履修しようとする授業科目を決定し、入学後速やかに所定の履修届

を提出しなければならない。 
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（出典：医学系研究科規程抜粋）

  

（出典：医学部作成）
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② Web会議システム 

保健学専攻（博士前期・後期課程）では、平成26年度からWeb会議システムを活用し、

県外の遠隔地にいる院生との個別ゼミ、前期・後期課程全体の合同ゼミなどを実施してい

る（資料医院48）。 
資料医院48 会議システムの活用状況 

（出典：医学部作成）
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③ e-Learning教材を用いた研究倫理教育（CITIプログラム） 

修士課程では「生命倫理・医学概論」、博士課程では「生命倫理」、博士前期課程では

「医療倫理学」、博士後期課程では「生涯保健学研究法」の授業において、研究倫理教材

であるCITIプログラム（以下「CITI」）（資料医院49）の履修を平成25年度から義務づけ

ている。これらの授業では、e-Learning教材による学習やスモールグループディスカッシ

ョンを通じて、医学研究倫理の重要性が理解されるように工夫している。 

 

資料医院49 CITIプログラムの概要 

信州大学が中心となって平成24年９月にスタートした『文部科学省・大学間連携共同教育推進事業・

「研究者育成の為の行動規範教育の標準化と教育システムの全国展開」（略称;CITI Japan プロジェク

ト）』では、国際標準を満たした研究倫理e-learning教材を研究者コミュニティのガバナンスを確保し

た上で作成し、広く利用を呼びかけている。平成26年７月１日現在、68大学等の20,438人の教職員・学

生が利用している。 
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（出典：信州大学ホームページ「CITI Japan プロジェクト」）

 
 

医学系大学院生CITI登録状況 

登録年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

登録者数 95人 110人 103人 

保健学系大学院生CITI登録状況 

登録年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

登録者数 22人 21人 20人 



信州大学大学院医学系研究科 分析項目Ⅰ 

9-46 
 

 
（出典：医学部作成）
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④ 合同ゼミナール 

保健学専攻（博士前期・後期課程）では、理学療法関係の院生を対象として、定期的に

院生全員による合同ゼミナールを実施し、院生同士の活発な質疑応答を通して主体的な学

習を促進するように努めている（資料医院50）。 

資料医院 50 合同ゼミナール開催状況 

 

  

 

繊維学部トッドパタキ先生をお招きして、保健学専攻博士前期課程および博士後期課程の大学院生に

よる合同ゼミナールを開催した。 

（出典：医学部作成）

 

⑤ 次世代の医学研究者養成のための工夫 

修士課程において、博士課程との授業の共通化による単位相互認定、博士課程へ進学し

た際の優遇策を実施して博士課程への進学を奨励している。 

博士課程では院生をリサーチアシスタントとして採用し、研究への積極的な参画を促進

している（資料医院51）。 

資料医院51 次世代の医学研究者養成のための工夫 

・修士課程（博士前期課程）から引き続き、博士課程または博士後期課程に進学する場合は入学検

定料と入学料が不要。 

・修士課程の学生は選択必修として、博士課程の共通科目を履修する。博士課程に進学した場合は

10単位まで既修得単位として申請できる。 

・リサーチアシスタントの採用 

若手研究者の養成・確保を促進するため、医学部が行う研究プロジェクト等に優れた博士課程在

学者を研究補助者として採用する。 

 

 

３ 国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫 

① 英語による授業の実施 

留学生及びグローバル化に対応するため、英語の授業を実施している。英語授業は平成

22年度以前に設定されたが、修士課程は平成24年度、博士前期課程は平成25年度に初めて

開講された（資料医院52）。 

修士課程の英語授業は修業期間内に必ず受講できるようにカリキュラムを整備している。

また、日本語で授業を行う場合でも使用するスライドは、平成25年度から全ての授業で英

語での記述が義務化されている。 
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資料医院52 英語による授業 

【修士課程医科学専攻】 

 

 

【保健学専攻】 

（出 典 ：医 学 系 研 究 科 保 健 学 専 攻 シラバス）
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② 留学生の状況 

国際交流室の専任教員の配置に加えて国際交流委員会を組織して、留学生の生活及び研

究、勉学のサポートを行うチューターの増員及びResearch Assistantへの留学生の優先採

用を行った。取組みの結果、留学生が平成22年度26人から27年度には30人へと増加した（資

料医院53、54）。 

資料医院53 留学生チューター 

 

平成  

21 年度 

平成  

22 年度 

平成  

23 年度 

平成  

24 年度 

平成  

25 年度 

平成  

26 年度 

平成  

27 年度 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期 

後

期 

前

期

後

期

日 本 人  

チューター 
2 3 0 2 2 3 2 2 2 4 3 5 3 2 

留 学 生  

チューター 
1 0 0 3 6 5 7 8 5 5 2 3 4 5 

 

（出典：医学部作成）

 

資料医院54 留学生在籍状況の年度別推移 

 

（出典：5.1現在留学生調査より）
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４ 学生の主体的な学習を促すための取組 

① 修士課程及び博士前期・後期課程公開論文発表会 

修士課程及び博士前期・後期課程では、論文発表会を公開して実施している。また、修

士課程の発表会の運営は、在学生が主体となって行っている（資料医院55）。 

資料医院55 論文発表会の開催状況 
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（出典：医学部作成）

 

 

② 地域保健推進センター 

平成26年度に、保健分野に関する地域保健活動の強化･改革を目的として「地域保健推進

センター」を設置した。同センターが中核となって平成26年度に採択された『文部科学省

・課題解決型高度医療人材養成プログラム採択事業・「実践力ある在宅医療支援リーダー

育成事業（H26～30）」』を推進している（資料医院56）。保健学専攻博士前期課程看護学

分野では、この事業にカリキュラムの一部を連動させ、在宅医療の質的向上を目的とした

教育・研究を展開している。 
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資料医院56  実践力ある在宅医療支援リーダー育成事業の概要 

 

（出典：医学部作成）

 

 

③ 公開健康講座 

地域保健推進センターが、長寿県長野の地域住民の健康寿命延伸を目的として開講して

いる「公開健康講座」や、東御市との地域保健に関する合同ミーティングなどに、院生を

参加させることにより、院生自身が地域に存在する健康問題を把握し、それらを題材とし

た研究活動を展開できるよう配慮している（資料医院57）。 
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資料医院57 公開健康講座 

 

（出典：医学部作成）
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（水準） 

 期待される水準を上回る。 

 

（判断理由） 

 

① 院生・修了者: 

AP、DP、学位論文の評価基準が明文化されたために、学位取得までの道筋の理解が得や

すくなった。特に、CITIの履修の義務化によって、医学研究倫理の重要性の理解が徹底

された（資料医院40～44、49）。 

修士課程と保健学専攻博士前期・後期課程では学位論文の公開発表会が実施され、院生

の主体的な学習の促進が図られた（資料医院55）。英語での授業やスライドの英語化、

チューターの増員により院生のグローバル化が図られている。保健学専攻ではWeb会議シ

ステムを活用し、遠隔地にいる院生の利便性増加が図られた（資料医院48）。 

② 医療機関: 

CITIの義務化により、高い倫理観を持った医療人の育成への期待に対応している。医療

機関で働きながら大学院での教育を受ける院生のために授業時間の工夫や、遠隔授業が

実施され、リサーチマインドを持った医療人育成の要請への対応が図られている（資料

医院37、48～49）。 

③ 研究機関: 

CITIの義務化により、高い倫理観を持つ、将来指導的立場になる研究者の養成が図られ

ている（資料医院49）。 

④ 地域社会、国際社会: 

地域保健推進センターの設置により、地域社会が求める人材の養成への対応がなされた

（資料医院57）。留学生の数を増やし、院生の国際交流の機会の増加が図られた（資料

医院53、54）。英語のみで行う授業を実施し、授業のスライドの英語での記述を義務化

した（資料医院52）。 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

（1）観点ごとの分析 

観点 学業の成果                              

（観点に係る状況） 

１ 修了、退学、休学の状況 

 本研究科の修了、退学、休学の状況は、次のとおりである（資料医院58、59）。 

資料医院58 標準修業年限内修了率及び「標準修了年限内×1.5」年内修了率 

【修士課程（医科学専攻）】 

 平成 

21 年度 

平成 

22 年度

平成 

23 年度

平成 

24 年度

平成 

25 年度 

平成 

26 年度 

平成 

27 年度

標準修業年限内 48% 100% 87% 78% 93% 100% 100% 

標準修業年限内×1.5 48% 100% 87% 78% 93% 100% 100% 

【博士前期課程（保健学専攻）】 

 平成 

21 年度 

平成 

22 年度

平成 

23 年度

平成 

24 年度

平成 

25 年度 

平成 

26 年度 

平成 

27 年度

標準修業年限内 87% 53% 64% 63% 67% 67% 73% 

標準修業年限内×1.5 96% 53% 79% 76% 83% 75% 80% 

 

【博士課程（医学系専攻、臓器移植細胞工学医科学系専攻、加齢適応医科学系専攻）】 

 平成 

21 年度 

平成 

22 年度

平成 

23 年度

平成 

24 年度

平成 

25 年度 

平成 

26 年度 

平成 

27 年度

標準修業年限内 49% 81% 68% 26% 77% 74% 34% 

標準修業年限内×1.5 55% 91% 74% 28% 81% 77% 34% 

【博士後期課程（保健学専攻）】 

 平成 

21 年度 

平成 

22 年度

平成 

23 年度

平成 

24 年度

平成 

25 年度 

平成 

26 年度 

平成 

27 年度

標準修業年限内   33% 33% 29% 20% 25% 

標準修業年限内×1.5   33% 40% 33% 20% 25% 

（出典：医学部作成）

 
資料医院59 退学、休学率 

【修士課程（医科学専攻）】 

 平成 

21 年度 

平成 

22 年度 

平成 

23 年度 

平成 

24 年度 

平成 

25 年度 

平成 

26 年度 

平成 

27 年度 

退学率 ０％ ３% ０% ９% ４% ５% ０% 

休学率 ０％ ３% ３% ９% ８% 11% ０% 

【博士前期課程（保健学専攻）】 

 平成 

21 年度 

平成 

22 年度 

平成 

23 年度 

平成 

24 年度 

平成 

25 年度 

平成 

26 年度 

平成 

27 年度 

退学率 ３% ０% ３% ３% ０% ０% ０% 

休学率 ３% ３% ３% ９% ７% ６% ６% 

【博士課程（医学系専攻、臓器移植細胞工学医科学系専攻、加齢適応医科学系専攻）】 

 平成 

21 年度 

平成 

22 年度 

平成 

23 年度 

平成 

24 年度 

平成 

25 年度 

平成 

26 年度 

平成 

27 年度 

退学率 ６% ５% ５% ４% ６% ８% 12% 

休学率 ７% ８% 10% 10% 12% 11% ９% 

【博士後期課程（保健学専攻）】 

 平成 

21 年度 

平成 

22 年度 

平成 

23 年度 

平成 

24 年度 

平成 

25 年度 

平成 

26 年度 

平成 

27 年度 

退学率 ０% ０% ０% ０% ０% ０% ３% 

休学率 ０% ０% ０% ４% ４% 25% 20% 

※退学率は、該当年度の在籍者で除した割合。 

※休学率は、該当年度５月１日現在の数を該当年度の在籍者数で除した割合。 

（出典：医学部作成）
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２ 学位取得状況 

学位取得状況は以下のとおりである（資料医院60）。 

 

資料医院60 学位取得状況 

 

（出典：医学部作成） 

 

３ 博士課程における論文の評価 

① 学位取得論文掲載雑誌のIF 

博士課程では、学位取得論文におけるIF 3.0以上の雑誌への掲載比率が増加してきてい

る（資料医院61）。 

資料医院61 学位取得論文おける優秀論文（掲載する雑誌のIF 3.0以上）の比率 

 

（出典：医学部作成）

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

 

医科

学 

疾患

予防 
合計 

医科

学

疾患

予防 
合計 

医科

学

疾患

予防
合計

医科

学

疾患

予防
合計

医科

学

疾患

予防 
合計 

医科

学 

疾患

予防
合計

IF>3.

0 
４  ０ ４ 12 １  13 ８ ５ 13 10 ６ 16 ６ ５ 11 12 １ 13

Total 23 ９  32 34 18 52 16 10 26 30 12 42 20 14 34 27 ５ 32

% 17% ０ % 13% 35% ６ % 25% 50% 50% 50% 33% 50% 38% 30% 36% 32% 44% 20% 40%

 

 

 

② 院生が在学中に行った研究を発表した論文 

掲載雑誌のIF 3.0以上が36本、5.0以上が20本、10.0以上が８本である（医学研究では

長期的な研究期間が必要なことから、院生が在学中に実施した研究で修了後すぐに筆頭著

者として発表した論文も含まれている）。 

学会での受賞件数が41件である（資料医院62、63）。 
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資料医院62 学会等における受賞状況 
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（出典：医学部作成）

 

資料医院63 Journal（IF＝10以上）に掲載された論文 

 

 

（出典：医学部作成）
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③ 早期修了の状況 

優れた研究業績を上げたと認められ早期修了した者は、次のとおりである（資料医院64）。 

資料医院64 早期修了者の状況 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

２ ０ １ ３ ０ １ 

（出典：医学部作成）

 

④ 満足度調査結果 

修了生及び在学生への満足度調査によると、満足度の平均値は年々増加している。満足

度の上昇した項目では「社会人院生への配慮」や「医学系研究科の目的の適合性」、「実

施した研究の意義や内容研究」の項目が顕著であった（資料医院65）。 

資料医院65 博士課程及び博士後期課程修了生の満足度調査の年次推移 

（医学系） 
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（保健学） 

 

 

（出典：医学部作成）
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（水準） 

 期待される水準を上回る。 

 

（判断理由） 

 

① 院生・修了者: 

どの専攻においても、退学者および休学者は平均10％以下である。修士課程と博士前期

課程は、標準修業年限内×1.5年内の学位取得率が53％から100％である（資料医院58、

59）。IF 3.0以上の学位取得論文の比率の増大や、IF 10以上の質の高い論文、多数の学

会賞受賞者などの成果を上げることができている（資料医院61～63）。院生や修了者へ

の満足度調査の結果、高い満足度が得られている。保健学専攻博士前期・後期課程でも、

研究指導を含めた教育課程全体に対する高い満足度が得られている（資料医院65）。 

② 医療機関: 

職業を持ちながら大学院へ通う社会人院生への配慮に対し、高い満足度が寄せられてい

る（資料医院65）。 

③ 研究機関: 

IF 3.0以上の雑誌に掲載された学位論文や多数の学会賞受賞者から、高い研究能力を有

する研究者を育成できたことが認められる（資料医院61～63）。 

④ 地域社会、国際社会: 

多くの人材（社会人院生277人、留学生29人）を育成し、長野県周辺地域や国際社会へと

送り出したことで、期待に応じたと認められる（資料医60）。 

 



信州大学大学院医学系研究科 分析項目Ⅱ 

9-62 
 

観点 進路・就職の状況                          

 

（観点に係る状況） 

１ 修了後の進路の状況 

過去７年間の進路状況は、資料医院66～68のとおりである。修士課程、博士課程、保健

学専攻博士前期・後期課程共に国立大学平均と同等か、より高い就職率を維持している。 

資料医院66 医科学専攻（修士課程）及び保健学専攻（博士前期課程）の進路状況 

研
究
科 

修
了
年
度 

区
分 

修了者 進学者 就職者 

専
修
学
校
・
外
国

の
学
校
等
入
学
者 

一
時
的
な
仕
事
に

就
い
た
者 

左記以外の者

不
詳
・
死
亡 

の
者 

A 人（B） 率（B/A）人（C） 率（C/A-B） 人（D） 率（D/A）

医
学
系
研
究
科
（
修
士
課
程
・
博
士
前
期
課
程
） 

H21 

全体 6,047 919 15.20% 4,612 89.94% 17 45 370 6.12% 84

国立 2,883 661 22.93% 1,985 89.33% 8 17 184 6.38% 28

本
学 

計 31 13 41.94% 17 94.44% 0 0 1 3.23% 0

男 14 9 64.29% 5 100.00% 0 0 0 0.00% 0

女 17 4 23.53% 12 92.31% 0 0 1 5.88% 0

H22 

全体 6,197 856 13.81% 4,868 91.14% 16 24 334 5.39% 99

国立 2,821 593 21.02% 2,018 90.57% 7 6 159 5.64% 38

本
学 

計 28 8 28.57% 18 90.00% 0 0 2 7.14% 0

男 13 6 46.15% 6 85.71% 0 0 1 7.69% 0

女 15 2 13.33% 12 92.31% 0 0 1 6.67% 0

H23 

全体 4,687 819 17.47% 3,377 87.31% 21 46 374 7.98% 50

国立 2,423 588 24.27% 1,607 87.57% 12 14 174 7.18% 28

本
学 

計 28 5 17.86% 21 91.30% 0 0 0 0.00% 0

男 13 3 23.08% 10 100.00% 0 0 0 0.00% 0

女 15 2 13.33% 11 84.62% 0 0 2 13.33% 0

H24 

全体 4,746 790 16.65% 3,436 86.86% 24 52 396 8.34% 48

国立 2,404 568 23.63% 1,601 87.20% 8 17 189 7.86% 21

本
学 

計 31 11 35.48% 19 95.00% 0 0 1 3.23% 0

男 14 5 35.71% 9 100.00% 0 0 1 7.14% 0

女 17 6 35.29% 10 90.91% 0 0 － 0.00% 0

H25 

全体 4,625 777 16.80% 3,385 87.97% 27 42 355 7.68% 39

国立 2,469 576 23.33% 1,657 87.53% 14 14 185 7.49% 23

本
学 

計 24 5 20.83% 16 84.21% 0 0 3 12.50% 0

男 15 4 26.67% 10 90.91% 0 0 1 6.67% 0

女 9 1 11.11% 6 75.00% 0 0 2 22.22% 0

H26 

全体 4,738 732 15.45% 3,587 89.54% 16 58 314 6.63% 31

国立 2,489 544 21.86% 1,736 89.25% 13 21 152 6.11% 23

本
学 

計 21 2 9.52% 16 84.21% 1 0 2 9.52% 0

男 8 2 25.00% 5 83.33% 1 0 0 0.00% 0

女 13 0 0.00% 11 84.62% 0 0 2 15.38% 0

H27 

全体 

国立 

本学計 24 1 4.17% 21 91.30% 0 0 2 8.33% 0
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男 13 1 7.69% 12 100.00% 0 0 0 0.00% 0

女 11 0 0.00% 9 81.82% 0 0 2 18.18% 0

平成27年度「全体」「国立」については、平成28年6月末現在未公開 

（出典：学校基本調査データをもとに経営企画課作成）

 
資料医院67 医学系専攻・疾患予防医科学系（博士課程）の進路状況  

研
究
科 

修
了
年
度 

区
分 

修了者 進学者 就職者 

専
修
学
校
・
外
国

の
学
校
等
入
学
者 

一
時
的
な
仕
事
に

就
い
た
者 

左記以外の者

不
詳
・
死
亡 

の
者 

A 人（B） 率（B/A）人（C） 率（C/A-B） 人（D） 率（D/A）

医
学
系
研
究
科
（
博
士
課
程
） 

H21 

全体 3,377 40 1.18% 2,675 80.16% 39 68 404 11.96% 150

国立 2,286 12 0.52% 1,731 76.12% 26 62 338 14.79% 116

本
学 

計 40 0 0.00% 36 90.00% 1 0 3 7.50% 0

男 27 0 0.00% 25 92.59% 1 0 1 3.70% 0

女 13 0 0.00% 11 84.62% 0 0 2 15.38% 0

H22 

全体 3,354 11 0.33% 2,837 84.86% 48 93 292 8.71% 73

国立 2,273 10 0.44% 1,893 83.65% 37 78 222 9.77% 33

本
学 

計 65 0 0.00% 62 95.38% 0 0 3 4.62% 0

男 43 0 0.00% 41 95.35% 0 0 2 4.65% 0

女 22 0 0.00% 21 95.45% 0 0 1 4.55% 0

H23 

全体 3,480 16 0.46% 2,950 85.16% 52 86 276 7.93% 98

国立 2,327 11 0.47% 1,937 83.64% 48 78 216 9.28% 37

本
学 

計 41 0 0.00% 37 90.24% 1 2 1 2.44% 0

男 33 0 0.00% 33 100.00% 0 0 0 0.00% 0

女 8 0 0.00% 4 50.00% 1 2 1 12.50% 0

H24 

全体 3,452 44 1.27% 2,864 84.04% 28 88 318 9.21% 109

国立 2,252 37 1.64% 1,821 82.21% 19 68 256 11.37% 50

本
学 

計 40 0 0.00% 36 90.00% 0 0 0 0.00% 0

男 30 0 0.00% 29 96.67% 0 0 0 0.00% 0

女 10 0 0.00% 7 70.00% 0 0 0 0.00% 0

H25 

全体 3,535 60 1.70% 2,915 83.88% 28 128 278 7.86% 125

国立 2,360 56 2.37% 1,886 81.86% 17 109 211 8.94% 80

本
学 

計 52 0 0.00% 45 86.54% 0 0 7 13.46% 0

男 40 0 0.00% 37 92.50% 0 0 3 7.50% 0

女 12 0 0.00% 8 66.67% 0 0 4 33.33% 0

H26 

全体 3,454 32 0.93% 2,902 84.80% 28 123 266 7.70% 103

国立 2,252 31 1.38% 1,835 82.62% 21 101 208 9.24% 56

本
学 

計 41 0 0.00% 38 92.68% 0 0 3 7.32% 0

男 29 0 0.00% 26 89.66% 0 0 3 10.34% 0

女 12 0 0.00% 12 100.00% 0 0 0 0.00% 0

H27 

全体 

国立 

本
学 

計 50 0 0.00% 42 84.00% 0 0 8 16.00% 0

男 32 0 0.00% 29 90.63% 0 0 3 9.38% 0

女 18 0 0.00% 13 72.22% 0 0 5 27.78% 0
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平成27年度「全体」「国立」については、平成28年6月末現在未公開 

（出 典 ：学 校 基 本 調 査 データをもとに経 営 企 画 課 作 成 ）

 
資料医院68 保健学専攻（博士後期課程）の進路状況 

研
究
科 

修
了
年
度 

区
分 

修了者 進学者 就職者 

専
修
学
校
・
外
国

の
学
校
等
入
学
者 

一
時
的
な
仕
事
に

就
い
た
者 

左記以外の者

不
詳
・
死
亡 

の
者 

A 人（B） 率（B/A）人（C）率（C/A-B） 人（D） 率（D/A）

医
学
系
研
究
科
（
博
士
後
期
課
程
） 

H23 

全体 703 1 0.14% 569 81.05% 6 34 76 10.81% 17

国立 501 1 0.20% 391 78.20% 6 30 58 11.58% 15

本
学 

計 3 0 0.00% 3 100.00% 0 0 0 0.00% 0

男 1 0 0.00% 1 100.00% 0 0 0 0.00% 0

女 2 0 0.00% 2 100.00% 0 0 0 0.00% 0

H24 

全体 745 6 0.81% 613 82.95% 5 19 83 11.14% 19

国立 535 3 0.56% 428 80.45% 5 16 69 12.90% 14

本
学 

計 3 0 0.00% 3 100.00% 0 0 0 0.00% 0

男 3 0 0.00% 3 100.00% 0 0 0 0.00% 0

女 0 0 0.00% 0 0.00% 0 0 0 0.00% 0

H25 

全体 788 3 0.38% 654 83.31% 4 29 70 8.88% 28

国立 573 － 0.00% 468 81.68% 3 25 54 9.42% 23

本
学 

計 3 0 0.00% 3 100.00% 0 0 0 0.00% 0

男 1 0 0.00% 1 100.00% 0 0 0 0.00% 0

女 2 0 0.00% 2 100.00% 0 0 0 0.00% 0

H26 

全体 763 8 1.05% 592 78.41% 9 28 98 12.84% 28

国立 542 4 0.74% 406 75.46% 9 26 79 14.58% 18

本
学 

計 2 0 0.00% 2 100.00% 0 0 0 0.00% 0

男 2 0 0.00% 2 100.00% 0 0 0 0.00% 0

女 0 0 0.00% 0 0.00% 0 0 0 0.00% 0

H27 

全体 

国立 

本
学 

計 4 0 0.00% 4 100.00% 0 0 0 0.00% 0

男 1 0 0.00% 1 100.00% 0 0 0 0.00% 0

女 3 0 0.00% 3 100.00% 0 0 0 0.00% 0

平成27年度「全体」「国立」については、平成28年6月末現在未公開 

（出 典 ：学 校 基 本 調 査 データをもとに経 営 企 画 課 作 成 ）
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２ 就職状況の詳細 

修士課程では、医療・福祉施設職員、企業の研究室などの会社員、法人・団体職員と大

学院進学が主な就職先である（資料医院69）。 

資料医院69 修士課程医科学系専攻の修了後の状況 

 

（出典：信州大学概要）

 

博士課程では、80%程度が医療・福祉施設の職に就くが、教員や研究者に就く人材も存

在する（資料医院70）。全体として37人が研究者、教員としての職を得た。 

資料医院70 博士課程修了者の修了後の状況 

 

 

（出典：信州大学概要）

 

保健学専攻博士前期課程では、地域（長野県）で職業を持つ院生が多く、ほとんどが医

療・福祉分野や教育・人材育成分野へ就職（元の職場への復帰を含む）するか、博士後期

課程へ進学している（資料医院71）。 

 保健学専攻博士後期課程では、平成23年度から15人の修了者を輩出しており、13人が

医療・福祉職（臨床検査技師、理学療法士、作業療法士）に就き、２人が大学の教員に

採用されている（資料医院72）。 

資料医院71 博士前期課程（保健学専攻）修了者の修了後の状況 
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（出典：信州大学概要）

 

 

資料医院72 博士後期課程（保健学専攻）修了者の修了後の状況 

（出典：信州大学概要）

 

 

（水準） 

期待される水準を上回る。 

 

（判断理由） 

 

① 院生・修了者： 

修士課程及び博士前期課程では全国平均に匹敵する高い就職率が維持されている（資料

医院66）。博士課程修了者の約８割は病院等医療関連の職に就いている。 

② 医療機関： 

保健学専攻博士前期・後期課程では、すでに長野県内の医療機関において保健医療専門

職 者 と し て 勤 務 し て い る 院 生 が 多 く 、 大 学 院 で 修 得 し た 「 根 拠 に 基 づ い た 実 践

（Evidence-based Practice、EBP）」の能力を活かして、各医療機関における質の向上

の期待に対応していると判断される（前掲資料医院３、資料医院71、72）。 

③ 地域社会、国際社会： 

地域社会に多くの修了者を輩出することができたこと、また、多くの留学生が課程を修

了することができたことから地域社会、国際社会への貢献が認められる（前掲資料医院

60）。 
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 

 

（１） 分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

① 医学系研究科では平成24年度に組織改革・再編が行われ、修士課程と博士課程では

充足率が平成21年度75％、70.5％から平成26・27年度平均104％、112.5％へと上昇し

た（資料医院22、23）。 

② 修士課程と博士課程での大学院定員の適正化を伴う再編成（平成24年度）や副指導

教授体制の義務化（平成24年度）を行った（資料医院22、23、34）。 

③ 全国に先駆けて本学を中心に編成されたCITIを平成25年度から必修化した（資料医

院49）。 

④ 修士課程、博士課程に新たな専門コースを平成24年度に設置し、院生の多様な期待

に対応した（資料医院24）。 

⑤ リサーチマインドを持った医師を養成するためのe-MED（平成26年度から７人受講）

と、初期臨床研修と博士課程を同時に履修する制度（平成26年度から３人入学）が整

備された（資料医院25、26）。 

⑥ 学生相談室の設置（平成24年度）や緊急連絡体制の整備（平成27年度）、継続的な

FDの実施によって、院生のメンタル面に対するサポートの円滑な展開が認められた（資

料医院31～33）。 

⑦ AP、DP、学位取得までの道筋、学位論文の評価基準を平成23年度に定めて、学位論

文審査の公開や発表会を実施したことは評価できる（資料医院40、42～44、55）。 

⑧ 保健学専攻では平成26年度からWeb会議システムを導入・活用し、遠隔地にいる院生

の利便性が図られた（資料医院48）。 

⑨ 英語での授業や講義スライドの英語化（平成25年度）はグローバル化への対応と評

価できる（資料医院52）。 

⑩ 地域保健推進センターが平成26年度に開設され、院生自身が長寿県長野の地域に存

在する健康問題を把握し、それらを題材とした教育、研究活動を展開できる体制の充

実が認められた（資料医院57）。 

 

（２） 分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

① 保健学専攻博士後期課程を修了した院生を平成23年度に初めて送り出すことができ

た（資料医院60）。 

② 第１期から継続する低い休学、退学率と、全国平均に匹敵する高い就職率を維持す

ることができた（資料医院66～68）。 
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